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１．調査の概要 

（１）調査の目的 

  就職・採用活動については、早期化・長期化の是正のため、国公私立の大学、短期大学及び高等専門

学校関係団体の代表で構成する就職問題懇談会が経済団体等に対し、意見交換を重ね、要請を行ってき

た結果、２０１５年度卒業・修了予定者から広報活動の開始時期は卒業・修了前年度の３月、採用選考

活動の開始時期は卒業・修了年度の８月に変更（後ろ倒し）された。 

  これについては、卒業・修了前年度の学修時間を確保できたという成果が確認された一方で、卒業・

修了年度の１学期全期間を通じての学修に支障が生じている実態が窺われるなど、改善を要すると思わ

れる点も確認された。これを踏まえて、就職問題懇談会、経済界及び関係府省で、議論を重ね、２０１

６年度卒業・修了予定者については、学生の学業への配慮を十分に行いながら、広報活動の開始時期は

卒業・修了前年度の３月を維持しつつ、採用選考活動の開始時期は卒業・修了年度の６月に変更するこ

ととなった。それ以降同様の日程が維持されており、今年度で３年目となっている。 

  このような背景を踏まえ、就職・採用活動の状況を把握し、今後の就職・採用活動の円滑な実施の検

討に資することを目的とし、本調査を実施した。 

 

（２）調査主体 

文部科学省（就職問題懇談会と協力して実施。） 

 ※調査票の郵送、回収、集計はテントセント株式会社にて実施。 

 

（３）調査実施方法 

 対象：全国の国公私立大学、短期大学、高等専門学校  合計１，１７８校 

 方法：調査票の送付 

 期間：２０１８年７月４日（水）～８月８日（水） 

 ※８月１日現在の状況を回答。 

 

（４）回答率 

 発送数：１，１７８件 

 有効回答件数：１，０９１件 

 回答率： ９２．６％ 

【内訳】 

  国立大学   １００．０％、 公立大学   ９５．７％、 私立大学  ９２．１％ 

  公立短期大学  ８２．４％、 私立短期大学 ９０．５％ 

国立高専    ９６．１％、 公立高専  １００．０％  私立高専 １００．０％ 

 

（５）留意点 

 この資料における「大学等」とは、大学、短期大学及び高等専門学校である。 
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【用語の定義】 

・「就職活動」とは、学生が具体的な就職先を決定するための活動として、会社説明会への 

参加、エントリーシートの記入・提出、企業訪問など企業の「採用活動」に対応して行 

う活動を指します。 

・「採用活動」は「広報活動」と「採用選考活動」に分けられます。「広報活動」とは、企 

業が採用予定数や選考スケジュールなど採用を目的とした情報を学生に対して発信する 

活動であって採用のための実質的な選考とならない活動を指します。「採用選考活動」と 

は、企業が面接等の採用のための実質的な選考を行う活動であって、採用のために参加 

が必須となる活動を指します。 

・「就職活動」と「採用活動」を合わせたものを「就職・採用活動」とします。 

・「本年度」とは、２０１８年度を指し、「本年度の就職・採用活動」とは２０１９年３月 

卒業・修了予定者に関する就職・採用活動を指します。 

・本調査における「大学」とは、国公私立大学と公私立短期大学の両方を含めています。 

 また、「大学等」には、上記「大学」に加え、高等専門学校も含めています。 

・「申合せ」とは、「平成３０年度大学、短期大学及び高等専門学校卒業・修了予定者に係 

る就職について（申合せ）」（平成２９年５月１２日 就職問題懇談会）を指します。 

・「昨年度調査」とは「平成２９年度就職・採用活動時期の変更に関する調査（大学）」を 

指します。 http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/gakuseishien/1398049.htm 
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２. 調査の主な結果 

就職・採用活動時期の変更に関する大学の取組みについて 

【企業に対する「申合せ」の周知状況について】 

○企業に対して、就職問題懇談会の「申合せ」に記載されている就職・採用活動開始時期の遵守や学生

の学業への配慮等を周知したか尋ねたところ、「周知した」と回答した大学は４９．４％、「周知してい

ない」と回答した大学は４８．９％であった。 

○なお、昨年度調査と比較すると、「周知した」の割合は０．２ポイント高くなった。 

 

【企業への「申合せ」の周知方法】 

〇申合せを「周知した」と回答した大学等（539 校）に対し、どのような方法で企業に対し周知したの

か尋ねたところ、「個別の企業に対し、口頭で周知した」と回答した大学が４９．１％と最も多く、次

いで「個別の企業に対し、手交した」（３２．２％）、「大学等のホームページに掲載した」（２９．０％）

であった。 

 

【企業に対する周知をしていない理由】 

○申合せを「周知していない」と回答した大学（534 大学）において、周知しなかった理由を尋ねたと

ころ、「既に就職問題懇談会や政府から企業へ周知を行っているので、それで足りると考えた」と回答

した大学が５３．９％と最も多く、続いて「学生が希望する就職先の多くが公的機関、医療機関、幼

稚園、保育園などの企業以外であるため、周知する必要がないと考えた」（２９．６％）と回答する大

学が多かった。 

 

【学校推薦について】 

○「申合せ」では「学校推薦は、卒業・修了年度６月１日以降とすることを徹底する」としているが、

学校推薦としての推薦状の発行を何月以降に行っているか尋ねたところ、「２０１８年６月以降」との

回答が７９．１％であった。一方、「２０１８年２月以前」は０．５％、「２０１８年３月～５月」と

回答した大学は１７．６％であった。 

 ※１，０９１校のうち、「行っていない」と回答した２５０校を除外して集計した。 

 

本年度の就職・採用活動の状況について 

【本年度の卒業・修了予定者に対する企業の広報活動時期】 

○学生が就職活動を行った企業について、多くの企業が広報活動を開始した時期を尋ねたところ、大企

業については「２０１８年３月」と回答した大学等が５９．９％と最も多く、２０１８年３月以降と

いう回答の合計は６５．０％であった。また、中小企業については「２０１８年３月」と回答した大

学等が５３．７％と最も多く、２０１８年３月以降という回答の合計は６２．５％であった。 

〇学生の文理別にみると、文系学生が就職活動を行った企業のうち、大企業については「２０１８年３

月」との回答が最も多く、６２．０％であった。中小企業についても「２０１８年３月」が最も多く、

５４．８％であった。また、理系学生が就職活動を行った企業のうち、大企業については「２０１８

年３月」との回答が最も多く４８．３％であった。中小企業についても「２０１８年３月」との回答

が最も多く、４２．５％であった。 
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○また、３月以降とする回答は文系学生が就職活動を行った企業のうち、大企業は前年度比１０．０ポ

イント減の６７．６％、中小企業は前年度比５．６ポイント減の６５．８％であった。理系学生につ

いては、大企業は前年度比５．３ポイント減の５５．８％、中小企業は前年度比３．４ポイント減の

５３．２％であった。 

 

【本年度の卒業・修了予定者に対する企業の採用選考活動時期について】 

○学生が就職活動を行った企業について、多くの企業が採用選考活動を開始した時期を尋ねたところ、

大企業については「２０１８年４月」と回答した大学等が２３．３％と最も多く、２０１８年６月よ

り前という回答の合計は５８．９％であった。また、中小企業については「２０１８年３月」と回答

した大学等が２８．５％と最も多く、２０１８年６月より前という回答の合計は７１．２％であった。 

〇学生の文理別にみると、文系学生が就職活動を行った企業のうち、大企業については「２０１８年３

月」との回答が最も多く２４．７％であった。中小企業については「２０１８年３月」との回答が最

も多く３１．４％であった。また、理系学生が就職活動を行った企業のうち、大企業については「２

０１８年４月」との回答が最も多く２２．９％であった。中小企業についても「２０１８年４月」と

の回答が最も多く２５．４％であった。 

○６月より前とする回答は文系学生が就職活動を行った企業のうち、大企業は前年度比０．１ポイント

減の５９．８％、中小企業は前年度比１．１ポイント減の７３．８％ であった。理系学生については、

大企業は前年度比５．２ポイント増の５５．０％、中小企業は前年度比３．３ポイント増の６１．１％

であった。 

 

【本年度の卒業・修了予定者の採用面接のピークについて】 

○学生が就職活動を行った企業について、多くの企業の採用面接のピークを尋ねたところ、大企業につ

いては「２０１８年６月」と回答した大学等が３１．９％と最も多く、続いて「５月」（２３．６％）、

「４月」（１６．２％）であった。また、中小企業については「２０１８年５月」が２６．６％と最も

多く、続いて「４月」（２５．８％）、「６月」（１８．１％）であった。 

〇学生の文理別にみると、文系学生が就職活動を行った企業のうち、大企業については「２０１８年６

月」（３４．２％）との回答が最も多く、中小企業については、「２０１８年５月」（２８．６％）が最

も多かった。また、理系学生が就職活動を行った企業のうち、大企業については「２０１８年６月」

（２２．９％）と回答した大学が最も多く、中小企業については「２０１８年５月」（２１．６％）と

回答した大学等が最も多かった。 

 

【本年度の卒業・修了予定者の就職活動時期について】 

○多くの学生が企業から最初に内々定を得た時期を尋ねたところ、大企業については、「２０１８年６月」

と回答した大学等が４４．７％と最も多く、続いて、「５月」（１８．２％）、「７月以降」（１１．１％）

であった。また、中小企業については「２０１８年５月」と回答した大学等が２９．４％と最も多く、

続いて「６月」（２８．０％）、「７月以降」（１５．１％）であった。 

〇学生の文理別にみると、文系学生が内々定を得た時期は、大企業については「２０１８年６月」との

回答が最も多く４８．６％であった。中小企業については「２０１８年５月」との回答が最も多く３

０．２％であった。また、理系学生が内々定を得た時期は、大企業については「２０１８年６月」と

の回答が最も多く、３２．１％であった。中小企業については「２０１８年５月」との回答が最も多

く２４．６％であった。 
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○６月より前に得たとする回答は、文系学生が就職活動を行った企業のうち、大企業は前年度比６．０

ポイント増の２３．４％、中小企業は前年度比０．１ポイント増の４３．９％であった。理系学生に

ついては、大企業は前年度比９．４ポイント増の２８．９％、中小企業は前年度比０．２ポイント減

の３８．２％であった。 

 

【本年度の卒業・修了予定者の就職活動終了時期について】 

○多くの学生が就職活動を終了した時期を尋ねたところ、大企業については、「継続中」（３３．６％）

と回答した大学等が最も多く、続いて「６月」（２７．４％）、「７月以降」（２１．６％）であった。

また、中小企業については「継続中」（５８．１％）と回答した企業が最も多く、続いて「６月」（１

４．７％）、「７月以降」（１３．１％）であった。 

〇文理別にみると、文系学生が就職活動を終了した時期は、大企業については「継続中」との回答が最

も多く、３５．７％であった。中小企業についても「継続中」との回答が最も多く６４．３％であっ

た。また、理系学生が就職活動を終了した時期は、大企業については「６月」との回答が最も多く、

３１．４％であった。中小企業については「継続中」との回答が最も多く、３６．５％であった。 

○昨年度と比べると、「継続中」との回答割合は、文系学生が就職活動を行った企業のうち、大企業に関

しては、前年度比３．０ポイント減、中小企業に関しては、前年度比４．９ポイント減であり、理系

学生については、大企業に関しては、前年度比４．０ポイント減、中小企業に関しては、前年度比６．

２ポイント減であった。 

 

【本年度の就職・採用活動の状況について】 

○本年度の就職採用市場について尋ねたところ、「売り手市場であり、昨年度と同じ程度」と回答した大

学等は４２．２％と最も多く、売り手市場という回答の合計は８６．６％となった。一方で「買い手市

場」「やや買い手市場」との回答は合わせても０．７％であった。 

○昨年度と比較すると、売り手市場の回答割合は４．５ポイント高くなっている。 

 

【夏季・秋季の採用選考活動の状況について】 

○本年度の就職・採用活動において、夏季・秋季から開始される採用選考活動を行う企業は全体のうち

どの程度の割合か尋ねたところ、「わからない」を除くと、「３割～４割」（２２．５％）と回答した大

学が最も多く、次いで「１割～２割」（１９．０％）との回答が多かった。 

 

 

就職・採用活動時期と学業等との関係について 

【広報活動の開始時期が卒業・修了前年度の３月１日以降であることについて】 

○広報活動開始時期が卒業・修了前年度の３月１日以降となり、就職・採用活動の開始時期の後ろ倒し

が続いていることについて、どのような影響があったか尋ねたところ、以下の項目で「良い影響があ

った」「どちらかというと良い影響があった」と回答した大学の割合が高かった。 

・学生が学部３年次の後期試験に落ち着いて取り組めるようになった（32.6％、前年度比 3.2p 減） 

・卒業・修了前年度までの、学生の授業やゼミの学修時間の確保（32.4％、前年度比 0.3p 増） 

・卒業・修了前年度までの、学生のインターンシップの参加促進（31.7％、前年度比 1.2p 減） 

・学部３年次の後期授業への出席（31.5％、前年度比 1.4p 減） 
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○一方で、「悪い影響があった」「どちらかというと悪い影響があった」と回答した大学の割合が最も高

かった項目は「卒業・修了前年度までの、学生の授業やゼミの学修時間の確保」（7.7％）であり、昨

年度の 7.0％から割合は若干増えている。 

○昨年度と比較すると、良い影響があったとの回答が、悪い影響があったとの回答を大きく上回ってい

る。 

 

【就職・採用活動の開始時期が昨年度と同じ時期に設定されたことについて】 

（１）良い影響があったと思うこと 

○採用選考活動開始時期が昨年度と同じ時期（広報活動３月１日以降、採用選考活動６月１日以降）に

設定されたことについて、大学への影響を尋ねたところ、以下の項目で「そう思う」」「どちらかとい

えばそう思う」と回答した大学の割合が高かった。 

・学生が就職活動の準備をしやすくなった（４７．８％） 

・大学等が就職支援の計画を立てやすくなった（４６．４％） 

 

（２）課題となったこと 

○採用選考活動開始時期が昨年度と同じ時期（広報活動３月１日以降、採用選考活動６月１日以降）に

設定されたことについて、大学として課題になったことを尋ねたところ、以下の項目で「そう思う」

「どちらかと言えばそう思う」と回答した大学の割合が高かった。 

・実質的な選考活動を早期に開始する企業があったことで、学生の就職活動に混乱が生じた（４１．０％） 

・教育実習を行う学生について、採用面接の時期が重なった（３６．３％） 

・企業研究の時間が十分に確保できない学生がいた（２５．７％） 

 

【留学経験者（留学中含む）への影響について】 

○就職・採用活動開始時期が昨年度と同様の時期に設定されたことにより、本年度卒業・修了予定者で

ある学生の留学にどのような影響があったか尋ねたところ、留学については、「わからない」を除けば、

「就職・採用活動時期と重複しない時期に留学をした学生が多く、全体として影響がなかった」（２２．

６％）との回答が最も多く、次いで、「取りやめ又は、期間短縮をすることなく、予定通り、留学を優

先した学生が一定数いた」（１４．９％）であった。 

昨年度と比べ、全体的な傾向はほとんど変わらない。 

 

【教育実習受講者への影響について】 

○就職・採用活動開始時期が昨年度と同様の時期に設定されたことにより、本年度卒業・修了予定者で

ある学生の教育実習にどのような影響があったか尋ねたところ、「わからない」を除くと、「取りやめ

や延期をせずに予定どおり受講」（３０．５％）、「全体として影響はない」（２６．３％）、「企業に面

接の日程を調整してもらい面接を受けることができた」（２２．７％）との回答割合が高かった。 

○昨年度と比べると全体的な傾向はほぼ同じである。また、「企業に面接の日程の調整を相談したが、受

け入れてもらえなかった学生が一定数いた」との回答割合は２．９ポイント低くなっている。 
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【就職・採用活動開始時期の変更について】 

○就職・採用活動開始時期を変更することについてどのように考えているか尋ねたところ、「今よりも良

い時期があれば変えるべきだが、変更には十分な検討を行い、適切な準備期間を設けるべき」と回答

した大学が４４．５％と最も多く、続いて「まずは現在の就職・採用活動時期について複数年にわた

って状況をみて、十分検証すべきである」（２３．４％）とする回答が多かった。 

○昨年度と比較すると、全体の傾向は同じであるが、最も回答の多かった「今よりも良い時期があれば

変えるべきだが、変更には十分な検討を行い、適切な準備期間を設けるべき」は３．４ポイント増え、

その一方で「まずは現在の就職・採用活動時期について複数年にわたって状況をみて、十分検証すべ

きである」との回答割合が４．４ポイント低くなっている。 

 

就職・採用活動時期における企業側の学業に対する配慮について 

【企業側の学生への配慮状況】 

○本年度の就職・採用活動について、企業側が学生の学業に対する配慮をしていたか尋ねたところ、以

下の項目については、配慮している（「多くの企業で配慮していた」、「ある程度の企業で配慮していた」

と回答した大学の合計）と回答した大学が配慮していない（「配慮している企業は少なかった」、「配慮

している企業はなかった」）と回答した大学より多かった。 

・個別の面接日時等の設定に当たり、余裕をもって連絡が行われていた。など７項目。 

 「配慮している」（５７．５％） 「配慮していない」（１６．７％） 

〇以下の項目については、配慮していないと回答した大学が、配慮していると回答した大学より多かった。 

・留学経験者（留学中含む）向けのスケジュールを別途示すなど留学が不利にならないようにしていた。 

 「配慮している」（７．５％） 「配慮していない」（１３．９％） 

 

【授業、ゼミ、実験と面接が重なった際の企業の対応】 

（１）学生からの相談状況 

○学生から授業、ゼミ、実験などの時間と面接等の日程等が重なったため、企業に配慮してほしい旨の

相談を受けたことはあるか尋ねたところ、「ある」と回答した大学の割合は３９．４％であった。 

（２）相談件数 

○相談を受けたことがあると回答した大学等（427 校）に対し、相談件数を訪ねたところ、５件以下（４

８．１％）と回答した大学等が最も多く、続いて「６～１０件」（２４．０％）、「１１～２０件」（１

４．２％）であった。 

（３）大学から直接相談した割合 

○相談を受けたことがあると回答した大学等（430 校）に対し、大学等（就職支援担当部署等）から企

業に相談をしたことはあるか尋ねたところ、「ある」と回答した大学等の割合は３０．７％であった。 

（４）大学から直接相談した場合の企業の対応 

○大学から企業に相談したことがあると回答した大学等（132 校）に対し、企業に相談をした結果、企

業は配慮してくれたか尋ねたところ、「ほぼすべての企業で配慮してくれた」と回答した大学等は４６．

２％であり、「対応してくれた企業のほうが多い」という割合は３６．４％であった。 

（５）配慮できなかった企業の事情 

○大学から企業に相談したことがあると回答した大学（132 大学）に対し、企業が配慮してくれなかっ

た理由を尋ねたところ、「個別対応すると採用スケジュール全体に遅れが生じる」（４１．３％）と回
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答した大学が最も多く、次いで「全ての企業で配慮してくれたため、わからない」（３０．３％）が多

かった。 

 

【留学時期と面接が重なった際の企業の対応】 

（１）学生からの相談状況 

○留学時期と就職活動時期が重なってしまったため、面接等を別日程にする等の配慮をしてほしい旨、

学生から相談を受けたことはあるか尋ねたところ、「ある」と回答した大学は３．８％であった。 

（２）相談件数 

○相談を受けたことがあると回答した大学等（42校）に対し、学生からの相談件数を尋ねたところ、「５

件以下」と回答した大学等が６１．９％と最も多く、続いて「６～１０件」（２３．８％）、「１１～２

０件」（４．８％）であった。 

（３）大学から相談した割合 

○相談を受けたことがあると回答した大学等（42校）に対し、大学等（就職支援担当部署やキャリアセ

ンター）から企業に相談をしたことはあるか尋ねたところ、「ある」と回答した大学は１４．３％であっ

た。 

 

【教育実習と面接が重なった際の企業の対応】 

（１）学生からの相談状況 

○教育実習の時期と就職活動時期が重なってしまったため、面接等を別日程にする等の配慮をしてほし

い旨、学生から相談を受けたことはあるか尋ねたところ「ある」と回答した大学は２６．７％であっ

た。 

（２）相談件数 

○相談を受けたことがあると回答した大学等（291 校）に対し、学生からの相談件数を尋ねたところ、「５

件以下」と回答した大学が７６．６％と最も多く、続いて「６～１０件」（１５．８％）、「１１～２０

件」（３．４％）であった。 

（３）大学から直接相談した場合 

○相談を受けたことがあると回答した大学等（291 校）に対し、大学等（就職支援担当部署やキャリア

センター）から企業に相談をしたことはあるか尋ねたところ、「ある」と回答した大学は２２．０％で

あった。 

（４）大学から直接相談した場合の企業の対応 

○大学から企業に相談したことがあると回答した大学等（64校）に対し、大学等（就職支援担当部署等）

から企業に相談をした結果、企業が配慮してくれたか尋ねたところ、「ほぼ全ての企業で配慮してくれ

た」と回答した大学が４２．２％と最も多く、次いで「対応してくれた企業のほうが多い」（３２．８％）

であった。 

（５）配慮できなかった企業の事情 

○大学から企業に相談したことがあると回答した大学等（64校）に対し、企業が配慮してくれなかった

理由を尋ねたところ、「個別対応すると採用スケジュール全体に遅れが生じる」と回答した大学が４０．

０％と最も多く、続いて「個別対応に人員を割けない」（３４．５％）であった。 
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就職・採用活動時期における企業側のハラスメント的な行為について 

（１）学生からの相談状況 

○本年度の採用・選考活動において、学生の意思に反して他の企業等への就職活動の終了を強要するよ

うな企業からのハラスメント的な行為について、相談を受けたことはあるか尋ねたところ、「ある」と

回答した大学は３６．０％であった。 

○昨年度調査と比べると、４．１ポイント減少した。 

（２）相談件数 

○相談を受けたことがあると回答した大学等（393 校）に対し、学生からの相談件数を尋ねたところ、「５

件以下」と回答した大学が４６．８％と最も多く、続いて「６～１０件」（２２．４％）、「１１～２０

件」（１２．５％）であった。 

○昨年度調査と比較すると、「５件以下」が３．３ポイント、「６～１０件」が０．８ポイント増えた一

方で、「５１件以上」は２．１ポイント減少した。 

（３）相談内容 

○相談を受けたことがあると回答した大学等（393 校）に対し、どのようなハラスメント的な行為につ

いて相談を受けたか尋ねたところ、「内々定の段階で、内定承諾書を求められた」との回答が８２．２％

と最も多く、続いて、「内々定を出す代わりに他社への就職活動をやめるように強要された」（５９．

０％）、「自由応募であったのに、内々定の段階になって、急きょ大学の推薦状の提出を求められた」

（４４．８％）であった。昨年度と比べると「内々定を出す代わりに他社への就職活動をやめるよう

に強要された」との回答割合は６．１ポイント減り、「内定辞退を申し出たところ、引き止めるために

何度も説明を受けたり、拘束を受けた」は４．０ポイント増えた。 

（４）内々定の辞退 

 ○学生が内々定を辞退したことで、企業からクレームを受けたことがあるかと尋ねたところ、「ある」と

回答した大学は１３．８％だった。 

（５）セクシャル・ハラスメント行為 

 ○本年度の就職・採用活動において、学生からセクシャル・ハラスメントのような行為について、相談

を受けたことがあるかと尋ねたところ、「ある」と回答した大学は５．０％だった。 

（６）セクシャル・ハラスメント行為相談件数 

 ○本年度の就職・採用活動において、学生からセクシャル・ハラスメントのような行為について、相談

を受けたと回答した大学等（55 校）に相談件数を尋ねたところ、「５件以下」が最も多く、９０．９％

であった。 

 

企業の採用選考活動における学生の評価について 

（１）学業成果を表す書類の活用 

○学業成果を表す書類（例えば、成績証明書や履修履歴等）などを活用した面接が行われていると思う

か尋ねたところ、「多くの企業で行われている」「少しの企業で行われている」と回答した大学は６８．

６％であった。昨年度と比べると、「多くの企業で行われている」「少しの企業で行われている」の合

計について、回答割合が２．４ポイント高くなっている。 

（２）学業成果を表す書類重視の度合 

○企業の採用選考活動において、学生を評価する際に大学における学業成果（成績や履修履歴等）が重

視されていると思うか尋ねたところ、「多くの企業で重視されている」「ある程度重視されている」と
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回答した大学は４６．９％であった。昨年度と比べると、 「多くの企業で重視されている」「ある程

度の企業で重視されている」 の回答割合が２．３ポイント高くなっている。 

インターンシップについて 

（１）企業が独自に実施したインターンシップへの参加 

○企業が独自に実施したインターンシップへの参加率を尋ねると、「把握していない」を除くと、「２割

未満」が２８．０％と最も高く、次いで「２～３割」（１５．７％）、「４～５割」（９．７％）、「６～

７割」（６．６％）と続いている。 

（２）インターンシップへの参加時期 

○学生が企業のインターンシップに参加した時期を尋ねると、２０１７年の８月が８３．８％で、最も

多く、次いで２０１８年２月の６７．５％、さらに２０１７年９月（５９．０％）と続く。 

 

（３）インターンシップ先の選択基準 

○インターンシップに参加した基準について尋ねたところ、「就職先として興味・関心を抱いている企業

であったから」が６５．９％と最も高く、次いで「職業観、就業観を養うことができるプログラムだと

考えたから」が１３．７％であった。 

（４）企業のインターンシップへの認識 

 ○企業のインターンシップについての認識を尋ねると、「個別企業の業務理解や就活への意識向上等、

就職活動準備に資するものが多い」が４２．６％、次いで「プログラムに就労体験が伴っておらず、

実質的な広報活動（企業説明会等）と考えられるものが多い」が２５．９％、「学生の将来設計(キャ

リアプラン)や職業観・就職観の育成等、キャリア教育に資するものが多い」１１．４％であった。 

 

２０２０年度の就職・採用活動について 

（１）オリンピック・パラリンピック大会期間と就職・採用活動時期が重なることについて 

○オリンピック・パラリンピック大会期間と就職・採用活動時期が重なることで、就職活動に不安や課

題があるかどうか尋ねたところ、「わからない」「無回答」でおよそ半分を占めたものの、「不安・課題

がある」と回答した大学等は２４．２％に達する。一方で「ない」と回答した大学等も２４．７％あ

る。 

（２）２０２０年度の就職活動のための特別な対応予定の有無 

○現時点で、２０２０年度の就職活動のために通常の就職支援とは別に特別な対応を行う予定はありま

すかと尋ねたところ、「ある」と答えた大学等は８．９％。一方で「ない」と回答した大学等は８８．

２％であった。 
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３．実施結果 

Ⅰ．回答大学の属性 

 

１． 学校種別 

全体 国立大学 公立大学 私立大学 公立短期

大学 

私立短期

大学 

国立高専 公立高専 私立高専 

1,091 86 88 580 14 268 49 3 3 

100% 7.9% 8.1% 53.2% 1.3% 24.6% 4.5% 0.3% 0.3% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．大学院設置の有無 

全体 設置している 設置していない 

752 599 153 

100.0% 79.7% 20.3% 

 

 

  

N = 1,091 

N = 752 
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３．設置している学部 

全体 人文科学 社会科学 理学 工学  農学 医科学,歯学,

看護学 

薬学 

1,091 343 421 126 242 76 271 73 

245.0% 31.4% 38.6% 11.5% 22.2% 7.0% 24.8% 6.7% 

 

保健（医学、歯学、

看護学、薬学以外） 

商船 家政 教育 芸術 その他 無回答 

178 8 206 411 129 182 7 

16.3% 0.7% 18.9% 37.7% 11.8% 16.7% 0.6% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※次頁以降の集計では、「人文科学」、「社会科学」、「家政」、「教育」、「芸術」、「その他」を設置している大学を「文系」とし、

「理学」、「工学」、「農学」、「医学、歯学、看護学」、「薬学」、「保健（医学、歯学、看護学、薬学以外）」、「商船」、を設置し

ている大学を「理系」としている。 

  

N = 1,091 
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４．地域 

全体 
北海道・ 

東北 

関東 

(東京以外) 
東京都 中部 近畿 中国・四国 九州・沖縄 

1,091 135 167 173 189 201 109 117 

100.0% 12.4% 15.3% 15.9% 17.3% 18.4% 10.0% 10.7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．本年度の卒業・修了対象学生数 

全体 100 名未満 
100 以上 

500 名未満 

500 名以上 

1000 名未満 

1000 名以上 

2000 名未満 

2000 名以上 

4000 名未満 
4000 名以上 無回答 

1,091 159 583 129 117 60 32 11 

100.0% 14.6% 53.4% 11.8% 10.7% 5.5% 2.9% 1.0% 

 

 

  

N = 1,091 

N = 1,091 
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49.4%

48.9%

1.6%

申し合わせの周知

周知した

周知していない

無回答

Ⅱ．就職・採用活動時期に関する大学等の取組について 

 

１．企業に対する「申合せ」の周知状況について 

＜（１）企業に対する「申合せ」の周知状況＞ 

○企業に対して、就職問題懇談会の「申合せ」に記載されている就職・採用活動開始時期の遵守や学生の

学業への配慮等を周知したか尋ねたところ、「周知した」と回答した大学は４９．４％、「周知していな

い」と回答した大学は４８．９％であった。 

○なお、昨年度調査と比較すると、「周知した」の割合は０．２ポイント高くなった。 
【企業に対して、就職問題懇談会の「申合せ」に記載されている就職・採用活動開始時期の遵守や学生の学業への配慮等を周知しましたか】 

全体 周知した 周知していない 無回答 

1,091 539 534 18 

100.0% 49.4% 48.9% 1.6% 

（一つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,037 

【参考：昨年度調査】

 

N = 1,091 
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学校種別クロス集計表 全体 周知した 周知していない 無回答 

全体 
1,091 539 534 18 

100.0% 49.4% 48.9% 1.6% 

学校種別 

国立大学 
86 78 8 0 

100.0% 90.7% 9.3% 0.0% 

公立大学 
88 34 50 4 

100.0% 38.6% 56.8% 4.5% 

私立大学 
580 296 276 8 

100.0% 51.0% 47.6% 1.4% 

公立短期大学 
14 4 10 0 

100.0% 28.6% 71.4% 0.0% 

私立短期大学 
268 98 164 6 

100.0% 36.6% 61.2% 2.2% 

国立高専 
49 25 24 0 

100.0% 51.0% 49.0% 0.0% 

公立高専 
3 2 1 0 

100.0% 66.7% 33.3% 0.0% 

私立高専 
3 2 1 0 

100.0% 66.7% 33.3% 0.0% 

無回答 
0 0 0 0 

0.0% - - - 

 

地域別クロス集計表 全体 周知した 周知していない 無回答 

全体 
1,091 539 534 18 

100.0% 49.4% 48.9% 1.6% 

地域 

北海道・東北 
135 63 70 2 

100.0% 46.7% 51.9% 1.5% 

関東(東京以外) 
167 69 95 3 

100.0% 41.3% 56.9% 1.8% 

東京 
173 91 78 4 

100.0% 52.6% 45.1% 2.3% 

中部 
189 90 94 5 

100.0% 47.6% 49.7% 2.6% 

近畿 
201 99 99 3 

100.0% 49.3% 49.3% 1.5% 

中国・四国 
109 56 53 0 

100.0% 51.4% 48.6% 0.0% 

九州・沖縄 
117 71 45 1 

100.0% 60.7% 38.5% 0.9% 

無回答 
0 0 0 0 

0.0% - - - 
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＜（２）企業への「申合せ」の周知方法＞ 

〇申合せを「周知した」と回答した大学等(539 校)に対し、どのような方法で企業に対し周知したのか尋

ねたところ、「個別の企業に対し、口頭で周知した」と回答した大学が４９．１％と最も多く、次いで「個

別の企業に対し、手交した」（３２．２％）、「大学等のホームページに掲載した」（２９．０％）であっ

た。 

【企業等に対してどのように「申合せ」の内容を周知しましたか】 

全
体 

大
学
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
た 

個
別
の
企
業
に
対
し
、
手

交
し
た 

個
別
の
企
業
に
対
し
、
メ

ー
ル
等
で
送
付
し
た 

個
別
の
企
業
に
対
し
、
口

頭
で
周
知
し
た 

地
元
の
経
済
団
体
に
対

し
、
手
交
し
た 

地
元
の
経
済
団
体
に
対

し
、
メ
ー
ル
等
で
送
付
し

た 地
元
の
経
済
団
体
に
対

し
、
口
頭
で
周
知
し
た 

そ
の
他 

538 156 173 130 264 3 4 26 55 

 29.0% 32.2% 24.2% 49.1% 0.6% 0.7% 4.8% 10.2% 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※「当てはまるもの」を全て選択 
周知したと回答した 539 校から無回答 1校を除く 538 校が対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.0%

32.2%

24.2%

49.1%

0.6%

0.7%

4.8%

10.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

大学等のホームページに掲載した

個別の企業に対し、手交した

個別の企業に対し、メール等で送付した

個別の企業に対し、口頭で周知した

地元の経済団体に対し、手交した

地元の経済団体に対し、メール等で送付した

地元の経済団体に対し、口頭で周知した

その他

N =510 

【参考：昨年度調査】 

 

N = 538 

※当てはまるもの全て選択 
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学校種別 

クロス集計表 

全
体 

大
学
等
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た 個
別
の
企
業
に
対

し
、
手
交
し
た 

個
別
の
企
業
に
対

し
、
メ
ー
ル
等
で

送
付
し
た 

個
別
の
企
業
に
対

し
、
口
頭
で
周
知

し
た 

地
元
の
経
済
団
体

に
対
し
、
手
交
し

た 地
元
の
経
済
団
体

に
対
し
、
メ
ー
ル

等
で
送
付
し
た 

地
元
の
経
済
団
体

に
対
し
、
口
頭
で

周
知
し
た 

そ
の
他 

全体 
538 156 173 130 264 3 4 26 55 

 29.0% 32.2% 24.2% 49.1% 0.6% 0.7% 4.8% 10.2% 

学
校
種
別 

国立大学 78 57 33 16 24 1 1 1 8 

 73.1% 42.3% 20.5% 30.8% 1.3% 1.3% 1.3% 10.3% 

公立大学 34 14 7 4 17 0 0 1 1 

 41.2% 20.6% 11.8% 50.0% 0.0% 0.0% 2.9% 2.9% 

私立大学 295 60 97 78 146 2 2 18 37 

 20.3% 32.9% 26.4% 49.5% 0.7% 0.7% 6.1% 12.5% 

公立短期大

学 

4 2 0 1 1 0 0 0 1 

 50.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 

私立短期大

学 

98 13 31 24 60 0 1 5 7 

 13.3% 31.6% 24.5% 61.2% 0.0% 1.0% 5.1% 7.1% 

国立高専 25 8 4 6 13 0 0 1 1 

 32.0% 16.0% 24.0% 52.0% 0.0% 0.0% 4.0% 4.0% 

公立高専 2 1 0 1 1 0 0 0 0 

 50.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 2 1 1 0 2 0 0 0 0 

 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

地域別 

クロス集計表 

全
体 

大
学
等
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た 

個
別
の
企
業
に

対
し
、
手
交
し

た 個
別
の
企
業
に

対
し
、
メ
ー
ル

等
で
送
付
し
た 

個
別
の
企
業
に

対
し
、
口
頭
で

周
知
し
た 

地
元
の
経
済
団

体
に
対
し
、
手

交
し
た 

地
元
の
経
済
団

体
に
対
し
、
メ

ー
ル
等
で
送
付

し
た 

地
元
の
経
済
団

体
に
対
し
、
口

頭
で
周
知
し
た 

そ
の
他 

全体 
538 156 173 130 264 3 4 26 55 

 29.0% 32.2% 24.2% 49.1% 0.6% 0.7% 4.8% 10.2% 

地
域 

北海道・東北 
63 21 23 9 30 0 0 6 7 

 
33.3% 36.5% 14.3% 47.6% 0.0% 0.0% 9.5% 11.1% 

関東(東京以

外) 

68 13 25 16 41 0 1 7 7 

 
19.1% 36.8% 23.5% 60.3% 0.0% 1.5% 10.3% 10.3% 

東京 
91 27 34 26 45 1 1 1 10 

 
29.7% 37.4% 28.6% 49.5% 1.1% 1.1% 1.1% 11.0% 

中部 
90 29 31 23 46 1 0 5 10 

 
32.2% 34.4% 25.6% 51.1% 1.1% 0.0% 5.6% 11.1% 

近畿 
99 27 29 24 41 0 0 4 11 

 
27.3% 29.3% 24.2% 41.4% 0.0% 0.0% 4.0% 11.1% 

中国・四国 
56 19 14 14 26 0 0 2 4 

 
33.9% 25.0% 25.0% 46.4% 0.0% 0.0% 3.6% 7.1% 

九州・沖縄 
71 20 17 18 35 1 2 1 6 

 
28.2% 23.9% 25.4% 49.3% 1.4% 2.8% 1.4% 8.5% 
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＜（３）企業に対して周知しなかった理由＞ 

○申合せを「周知していない」と回答した大学（534 大学）において、周知しなかった理由を尋ねたとこ

ろ、「既に就職問題懇談会や政府から企業へ周知を行っているので、それで足りると考えた」と回答した

大学が５３．９％と最も多く、続いて「学生が希望する就職先の多くが公的機関、医療機関、幼稚園、

保育園などの企業以外であるため、周知する必要がないと考えた」（２９．６％）と回答する大学が多か

った。 

 

【企業に対して周知しなかった理由は何ですか】 

全
体 

企
業
へ
周
知
す
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た

（理
解
し
て
い
な
か
っ
た
） 

業
務
上
余
裕
が
な
か
っ
た 

既
に
就
職
問
題
懇
談
会
や
政
府
か
ら
企
業
へ
周

知
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
で
足
り
る
と
考
え

た 学
内
で
企
業
説
明
会
を
実
施
し
て
い
な
い
等
、

企
業
と
の
接
点
が
な
い
た
め
周
知
す
る
機
会
が

な
か
っ
た 

学
生
が
希
望
す
る
就
職
先
の
多
く
が
公
的
機

関
、
医
療
機
関
、
幼
稚
園
、
保
育
園
な
ど
の
企

業
以
外
で
あ
る
た
め
、
周
知
す
る
必
要
が
な
い

と
考
え
た 

企
業
に
周
知
す
る
こ
と
に
気
兼
ね
し
た 

そ
の
他 

無
回
答 

534 6 11 288 32 158 5 33 1 

100.0% 1.1% 2.1% 53.9% 6.0% 29.6% 0.9% 6.2% 0.2% 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(一つ選択） 

  

N = 534 
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【参考：昨年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校種別クロス

集計表 

全
体 

企
業
へ
周
知
す
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
な

か
っ
た
（
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
） 

業
務
上
余
裕
が
な
か
っ
た 

既
に
就
職
問
題
懇
談
会
や
政
府
か
ら
企
業

へ
周
知
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
で
足

り
る
と
考
え
た 

学
内
で
企
業
説
明
会
を
実
施
し
て
い
な
い

等
、
企
業
と
の
接
点
が
な
い
た
め
周
知
す

る
機
会
が
な
か
っ
た 

学
生
が
希
望
す
る
就
職
先
の
多
く
が
公
的

機
関
、
医
療
機
関
、
幼
稚
園
、
保
育
園
な

ど
の
企
業
以
外
で
あ
る
た
め
、 

周
知
す
る
必
要
が
な
い
と
考
え
た 

企
業
に
周
知
す
る
こ
と
に
気
兼
ね
し
た 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 
534 6 11 288 32 158 5 33 1 

 0.7% 1.4% 35.5% 3.9% 19.5% 0.6% 4.1% 0.1% 

学
校
種
別 

国立大学 
8 0 0 1 2 5 0 0 0 

 0.0% 0.0% 12.5% 25.0% 62.5% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立大学 
50 1 0 24 2 15 1 6 1 

 2.0% 0.0% 48.0% 4.0% 30.0% 2.0% 12.0% 2.0% 

私立大学 
276 3 7 155 18 73 3 17 0 

 1.1% 2.5% 56.2% 6.5% 26.4% 1.1% 6.2% 0.0% 

公立短期

大学 

10 1 0 6 0 1 0 2 0 

 10.0% 0.0% 60.0% 0.0% 10.0% 0.0% 20.0% 0.0% 

私立短期

大学 

164 1 3 80 10 64 1 5 0 

 0.6% 1.8% 48.8% 6.1% 39.0% 0.6% 3.0% 0.0% 

国立高専 
24 0 1 20 0 0 0 3 0 

 0.0% 4.2% 83.3% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 

公立高専 
1 0 0 1 0 0 0 0 0 

 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
1 0 0 1 0 0 0 0 0 

  0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

N=511 

企業に対して周知しなかった理由 
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地域別クロス集

計表 

全
体 

企
業
へ
周
知
す
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
（
理
解
し

て
い
な
か
っ
た
） 

業
務
上
余
裕
が
な
か
っ
た 

既
に
就
職
問
題
懇
談
会
や
政
府
か
ら
企
業
へ
周
知
を
行
っ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
で
足
り
る
と
考
え
た 

学
内
で
企
業
説
明
会
を
実
施
し
て
い
な
い
等
、
企
業
と
の

接
点
が
な
い
た
め
周
知
す
る
機
会
が
な
か
っ
た 

学
生
が
希
望
す
る
就
職
先
の
多
く
が
公
的
機
関
、
医
療
機

関
、
幼
稚
園
、
保
育
園
な
ど
の
企
業
以
外
で
あ
る
た
め
、 

周
知
す
る
必
要
が
な
い
と
考
え
た 

企
業
に
周
知
す
る
こ
と
に
気
兼
ね
し
た 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 534 6 11 288 32 158 5 33 1 

 1.1% 2.1% 53.9% 6.0% 29.6% 0.9% 6.2% 0.2% 

地
域 

北海道・東

北 

70 0 2 44 2 19 0 3 0 

 0.0% 2.9% 62.9% 2.9% 27.1% 0.0% 4.3% 0.0% 

関東(東京

以外) 

95 0 2 47 6 34 0 6 0 

 0.0% 2.1% 49.5% 6.3% 35.8% 0.0% 6.3% 0.0% 

東京 78 2 3 37 8 16 3 8 1 

 2.6% 3.8% 47.4% 10.3% 20.5% 3.8% 10.3% 1.3% 

中部 94 0 3 52 3 27 2 7 0 

 0.0% 3.2% 55.3% 3.2% 28.7% 2.1% 7.4% 0.0% 

近畿 99 0 1 52 5 36 0 5 0 

 0.0% 1.0% 52.5% 5.1% 36.4% 0.0% 5.1% 0.0% 

中国・四国 53 3 0 32 3 14 0 1 0 

 5.7% 0.0% 60.4% 5.7% 26.4% 0.0% 1.9% 0.0% 

九州・沖縄 45 1 0 24 5 12 0 3 0 

 2.2% 0.0% 53.3% 11.1% 26.7% 0.0% 6.7% 0.0% 
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２．学校推薦について 

＜（１）学校推薦について＞ 

〇「申合せ」では「学校推薦は、卒業・修了年度６月１日以降とすることを徹底する」としているが、学

校推薦としての推薦状の発行を何月以降に行っているか尋ねたところ、「２０１８年６月以降」との回答

が７９．１％であった。一方、「２０１８年２月以前」は０．５％、「２０１８年３月～５月」と回答し

た大学は１７．６％であった。 

 ※１，０９１校のうち、「行っていない」と回答した２５０校を除外して集計した。 

 

【学校推薦としての推薦状の発行は、何月以降に行っていますか】 

全体 2018 年 2 月以前 2018 年 3 月～5 月 2018 年 6 月以降 無回答 

841 4 148 665 24 

100.0% 0.5% 17.6% 79.1% 2.9% 

 

 

 

（一つ選択） 

  

N = 841 
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学校種別クロス集計 
全体 

2018年 

2月以前 

2018年 

3月～5月 

2018年 

6月以降 
無回答 

全体 
841 4 148 665 24 

100.0% 0.5% 17.6% 79.1% 2.9% 

学
校
種
別 

国立大学 
54 0 8 45 1 

100.0% 0.0% 14.8% 83.3% 1.9% 

公立大学 
60 0 17 39 4 

100.0% 0.0% 28.3% 65.0% 6.7% 

私立大学 
447 3 78 353 13 

100.0% 0.7% 17.4% 79.0% 2.9% 

公立短期大学 
11 1 1 9 0 

100.0% 9.1% 9.1% 81.8% 0.0% 

私立短期大学 
215 0 26 183 6 

100.0% 0.0% 12.1% 85.1% 2.8% 

国立高専 
48 0 18 30 0 

100.0% 0.0% 37.5% 62.5% 0.0% 

公立高専 
3 0 0 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

 

学校種別クロス集計 
全体 

2018年 

2月以前 

2018年 

3月～5月 

2018年 

6月以降 
無回答 

全体 
841 4 148 665 24 

100.0% 0.5% 17.6% 79.1% 2.9% 

地
域 

北海道・東北 109 0 24 82 3 

100.0% 0.0% 22.0% 75.2% 2.8% 

関東(東京以外) 128 0 21 102 5 

100.0% 0.0% 16.4% 79.7% 3.9% 

東京 140 2 16 118 4 

100.0% 1.4% 11.4% 84.3% 2.9% 

中部 139 1 30 101 7 

100.0% 0.7% 21.6% 72.7% 5.0% 

近畿 150 0 28 119 3 

100.0% 0.0% 18.7% 79.3% 2.0% 

中国・四国 89 0 14 75 0 

100.0% 0.0% 15.7% 84.3% 0.0% 

九州・沖縄 86 1 15 68 2 

100.0% 1.2% 17.4% 79.1% 2.3% 
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1.6% 1.3%
4.3% 3.4%

7.7%

59.9%

5.1%

9.9%
6.9%

1.5% 1.2%

4.3% 6.9% 9.9%

53.7%

8.8%
7.2%

6.5%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

大企業

中小企業

Ⅲ．本年度の就職・採用活動の状況 

１．本年度の卒業・修了予定者の就職・採用活動時期について 

＜（１）広報活動開始状況＞ 

〇学生が就職活動を行った企業について、多くの企業が広報活動を開始した時期を尋ねたところ、大企業

については「２０１８年３月」と回答した大学等が５９．９％と最も多く、２０１８年３月以降という

回答の合計は６５．０％であった。また、中小企業については「２０１８年３月」と回答した大学等が

５３．７％と最も多く、２０１８年３月以降という回答の合計は６２．５％であった。 

〇学生の文理別にみると、文系学生が就職活動を行った企業のうち、大企業については「２０１８年３月」

との回答が最も多く、６２．０％であった。中小企業についても「２０１８年３月」が最も多く、５４．

８％であった。また、理系学生が就職活動を行った企業のうち、大企業については「２０１８年３月」

との回答が最も多く４８．３％であった、中小企業についても「２０１８年３月」との回答が最も多く、

４２．５％であった。 

○また、３月以降とする回答は文系学生が就職活動を行った企業のうち、大企業は前年度比１０．０ポイ

ント減の６７．６％、中小企業は前年度比５．６ポイント減の６５．８％であった。理系学生について

は、大企業は前年度比５．３ポイント減の５５．８％、中小企業は前年度比３．４ポイント減の５３．

２％であった。 

【多くの企業が広報活動を開始した時期は概ねいつ頃でしたか】（一つ選択） 

（企業全体：大企業） 

全体 
2017 年 

10 月以前 
11 月 12 月 

2018 年 

1 月 
2 月 3 月 4 月以降 わからない 無回答 

1,091 17 14 47 37 84 653 56 108 75 

93.1% 1.6% 1.3% 4.3% 3.4% 7.7% 59.9% 5.1% 9.9% 6.9% 

（企業全体：中小企業） 

全体 
2017 年 

10 月以前 
11 月 12 月 

2018 年 

1 月 
2 月 3 月 4 月以降 わからない 無回答 

1,091 16 13 47 75 108 586 96 79 71 

93.5% 1.5% 1.2% 4.3% 6.9% 9.9% 53.7% 8.8% 7.2% 6.5% 

 

 

 

  

企業全体の動向 

N = 1,091 
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（文系学生：大企業） 

全体 
2017 年 

10 月以前 
11 月 12 月 

2018 年 

1 月 
2 月 3 月 4 月以降 わからない 無回答 

860 13 12 33 22 66 533 48 71 62 

100.0% 1.5% 1.4% 3.8% 2.6% 7.7% 62.0% 5.6% 8.3% 7.2% 

 

（文系学生：中小企業） 

全体 
2017 年 

10 月以前 
11 月 12 月 

2018 年 

1 月 
2 月 3 月 4 月以降 わからない 無回答 

860 11 8 30 56 85 471 95 46 58 

100.0% 1.3% 0.9% 3.5% 6.5% 9.9% 54.8% 11.0% 5.3% 6.7% 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【参考：昨年度調査】 

  

文系学生が就職活動を行った企業の動向 

N = 863 

N = 860 
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（理系学生：大企業） 

全体 
2017 年 

10 月以前 
11 月 12 月 

2018 年 

1 月 
2 月 3 月 4 月以降 わからない 無回答 

532 6 11 24 20 32 257 40 51 91 

100.0% 1.1% 2.1% 4.5% 3.8% 6.0% 48.3% 7.5% 9.6% 17.1% 

 

（理系学生：中小企業） 

全体 
2017 年 

10 月以前 
11 月 12 月 

2018 年 

1 月 
2 月 3 月 4 月以降 わからない 無回答 

532 6 11 24 27 45 226 57 45 91 

100.0% 1.1% 2.1% 4.5% 5.1% 8.5% 42.5% 10.7% 8.5% 17.1% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

理系学生が就職活動を行った企業の動向 

N = 494 

【参考：昨年度調査】 
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N = 532 
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学校種別クロス集計表 

(全体・大企業） 
全体 

2017年

10月以

前 

11 月 12 月 
2018 年

1 月 
2 月 3 月 

4 月以

降 

わから

ない 
無回答 

全体 
1,091 17 14 47 37 84 653 56 108 75 

100.0% 1.6% 1.3% 4.3% 3.4% 7.7% 59.9% 5.1% 9.9% 6.9% 

学
校
種
別 

国立大学 
86 1 1 4 3 2 65 0 3 7 

100.0% 1.2% 1.2% 4.7% 3.5% 2.3% 75.6% 0.0% 3.5% 8.1% 

公立大学 
88 2 0 5 2 8 43 4 9 15 

100.0% 2.3% 0.0% 5.7% 2.3% 9.1% 48.9% 4.5% 10.2% 17.0% 

私立大学 
580 11 6 19 18 47 363 18 59 39 

100.0% 1.9% 1.0% 3.3% 3.1% 8.1% 62.6% 3.1% 10.2% 6.7% 

公立短期大学 
14 0 0 1 0 0 10 1 2 0 

100.0% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 71.4% 7.1% 14.3% 0.0% 

私立短期大学 
268 3 3 11 9 21 145 32 30 14 

100.0% 1.1% 1.1% 4.1% 3.4% 7.8% 54.1% 11.9% 11.2% 5.2% 

国立高専 
49 0 4 7 4 5 25 0 4 0 

100.0% 0.0% 8.2% 14.3% 8.2% 10.2% 51.0% 0.0% 8.2% 0.0% 

公立高専 
3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 0 1 0 1 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 

 

(全体・中小企業） 
全体 

2017 年

10 月以

前 

11 月 12 月 
2018年

1 月 
2 月 3 月 

4 月以

降 

わから

ない 
無回答 

全体 
1,091 16 13 47 75 108 586 96 79 71 

100.0% 1.5% 1.2% 4.3% 6.9% 9.9% 53.7% 8.8% 7.2% 6.5% 

学
校
種
別 

国立大学 
86 1 2 2 5 7 56 1 5 7 

100.0% 1.2% 2.3% 2.3% 5.8% 8.1% 65.1% 1.2% 5.8% 8.1% 

公立大学 
88 3 0 4 4 9 40 6 8 14 

100.0% 3.4% 0.0% 4.5% 4.5% 10.2% 45.5% 6.8% 9.1% 15.9% 

私立大学 
580 9 5 24 43 66 321 31 44 37 

100.0% 1.6% 0.9% 4.1% 7.4% 11.4% 55.3% 5.3% 7.6% 6.4% 

公立短期大学 
14 0 0 1 0 0 8 2 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 57.1% 14.3% 21.4% 0.0% 

私立短期大学 
268 3 3 9 19 20 135 52 14 13 

100.0% 1.1% 1.1% 3.4% 7.1% 7.5% 50.4% 19.4% 5.2% 4.9% 

国立高専 
49 0 3 7 4 5 24 2 4 0 

100.0% 0.0% 6.1% 14.3% 8.2% 10.2% 49.0% 4.1% 8.2% 0.0% 

公立高専 
3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 0 0 0 1 1 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 
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(文系・大企業） 
全体 

2017年

10月以

前 

11 月 12 月 
2018 年

1 月 
2 月 3 月 

4 月以

降 

わから

ない 
無回答 

全体 
860 13 12 33 22 66 533 48 71 62 

100.0% 1.5% 1.4% 3.8% 2.6% 7.7% 62.0% 5.6% 8.3% 7.2% 

学
校
種
別 

国立大学 
71 1 1 3 3 2 51 1 4 5 

100.0% 1.4% 1.4% 4.2% 4.2% 2.8% 71.8% 1.4% 5.6% 7.0% 

公立大学 
61 1 0 5 1 4 36 0 5 9 

100.0% 1.6% 0.0% 8.2% 1.6% 6.6% 59.0% 0.0% 8.2% 14.8% 

私立大学 
470 8 6 17 13 42 311 11 31 31 

100.0% 1.7% 1.3% 3.6% 2.8% 8.9% 66.2% 2.3% 6.6% 6.6% 

公立短期大

学 

14 0 0 1 0 0 10 1 2 0 

100.0% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 71.4% 7.1% 14.3% 0.0% 

私立短期大

学 

241 3 5 7 5 18 123 35 28 17 

100.0% 1.2% 2.1% 2.9% 2.1% 7.5% 51.0% 14.5% 11.6% 7.1% 

国立高専 
2 0 0 0 0 0 2 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

 

(文系・中小企業） 
全体 

2017 年

10 月以

前 

11 月 12 月 
2018年

1 月 
2 月 3 月 

4 月以

降 

わから

ない 
無回答 

全体 
860 11 8 30 56 85 471 95 46 58 

100.0% 1.3% 0.9% 3.5% 6.5% 9.9% 54.8% 11.0% 5.3% 6.7% 

学
校
種
別 

国立大学 
71 2 1 2 4 3 46 1 7 5 

100.0% 2.8% 1.4% 2.8% 5.6% 4.2% 64.8% 1.4% 9.9% 7.0% 

公立大学 
61 1 0 4 3 6 31 3 4 9 

100.0% 1.6% 0.0% 6.6% 4.9% 9.8% 50.8% 4.9% 6.6% 14.8% 

私立大学 
470 6 5 18 37 57 272 27 19 29 

100.0% 1.3% 1.1% 3.8% 7.9% 12.1% 57.9% 5.7% 4.0% 6.2% 

公立短期大

学 

14 0 0 1 0 0 8 2 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 57.1% 14.3% 21.4% 0.0% 

私立短期大

学 

241 2 2 5 12 19 112 62 12 15 

100.0% 0.8% 0.8% 2.1% 5.0% 7.9% 46.5% 25.7% 5.0% 6.2% 

国立高専 
2 0 0 0 0 0 2 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 
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(理系・大企業） 
全体 

2017

年 10

月以前 

11 月 12 月 
2018 年

1 月 
2 月 3 月 

4 月以

降 

わから

ない 
無回答 

全体 
532 6 11 24 20 32 257 40 51 91 

100.0% 1.1% 2.1% 4.5% 3.8% 6.0% 48.3% 7.5% 9.6% 17.1% 

学
校
種
別 

国立大学 
66 0 1 3 2 3 52 0 1 4 

100.0% 0.0% 1.5% 4.5% 3.0% 4.5% 78.8% 0.0% 1.5% 6.1% 

公立大学 
60 2 0 4 3 5 26 4 6 10 

100.0% 3.3% 0.0% 6.7% 5.0% 8.3% 43.3% 6.7% 10.0% 16.7% 

私立大学 
302 4 6 8 8 16 138 23 32 67 

100.0% 1.3% 2.0% 2.6% 2.6% 5.3% 45.7% 7.6% 10.6% 22.2% 

公立短期大学 
3 0 0 0 0 0 3 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立短期大学 
47 0 1 1 1 4 11 11 11 7 

100.0% 0.0% 2.1% 2.1% 2.1% 8.5% 23.4% 23.4% 23.4% 14.9% 

国立高専 
49 0 3 8 5 4 26 0 1 2 

100.0% 0.0% 6.1% 16.3% 10.2% 8.2% 53.1% 0.0% 2.0% 4.1% 

公立高専 
3 0 0 0 0 0 1 1 0 1 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 

私立高専 
2 0 0 0 1 0 0 1 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 

 

(理系・中小企業） 
全体 

2017 年

10 月以

前 

11 月 12 月 
2018

年 1 月 
2 月 3 月 

4 月以

降 

わから

ない 
無回答 

全体 
532 6 11 24 27 45 226 57 45 91 

100.0% 1.1% 2.1% 4.5% 5.1% 8.5% 42.5% 10.7% 8.5% 17.1% 

学
校
種
別 

国立大学 
66 0 3 2 5 5 42 2 3 4 

100.0% 0.0% 4.5% 3.0% 7.6% 7.6% 63.6% 3.0% 4.5% 6.1% 

公立大学 
60 3 0 3 3 5 26 5 6 9 

100.0% 5.0% 0.0% 5.0% 5.0% 8.3% 43.3% 8.3% 10.0% 15.0% 

私立大学 
302 3 5 10 13 26 120 29 28 68 

100.0% 1.0% 1.7% 3.3% 4.3% 8.6% 39.7% 9.6% 9.3% 22.5% 

公立短期大学 
3 0 0 0 0 0 2 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 33.3% 0.0% 

私立短期大学 
47 0 1 2 1 4 11 15 6 7 

100.0% 0.0% 2.1% 4.3% 2.1% 8.5% 23.4% 31.9% 12.8% 14.9% 

国立高専 
49 0 2 7 5 5 24 3 1 2 

100.0% 0.0% 4.1% 14.3% 10.2% 10.2% 49.0% 6.1% 2.0% 4.1% 

公立高専 
3 0 0 0 0 0 1 1 0 1 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 

私立高専 
2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 
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地域別クロス集計表 

(全体・大企業） 
全体 

2017

年 10

月以前 

11 月 12 月 
2018 年

1 月 
2 月 3 月 

4 月以

降 

わから

ない 
無回答 

全体 
1,091 17 14 47 37 84 653 56 108 75 

100.0% 1.6% 1.3% 4.3% 3.4% 7.7% 59.9% 5.1% 9.9% 6.9% 

地
域 

北海道・東北 
135 2 1 4 3 13 82 6 14 10 

100.0% 1.5% 0.7% 3.0% 2.2% 9.6% 60.7% 4.4% 10.4% 7.4% 

関東(東京以

外) 

167 0 2 10 5 19 80 11 23 17 

100.0% 0.0% 1.2% 6.0% 3.0% 11.4% 47.9% 6.6% 13.8% 10.2% 

東京 
173 6 2 4 5 14 109 5 12 16 

100.0% 3.5% 1.2% 2.3% 2.9% 8.1% 63.0% 2.9% 6.9% 9.2% 

中部 
189 2 5 8 11 8 111 14 15 15 

100.0% 1.1% 2.6% 4.2% 5.8% 4.2% 58.7% 7.4% 7.9% 7.9% 

近畿 
201 3 1 10 7 18 120 9 22 11 

100.0% 1.5% 0.5% 5.0% 3.5% 9.0% 59.7% 4.5% 10.9% 5.5% 

中国・四国 
109 4 1 7 2 3 76 6 9 1 

100.0% 3.7% 0.9% 6.4% 1.8% 2.8% 69.7% 5.5% 8.3% 0.9% 

九州・沖縄 
117 0 2 4 4 9 75 5 13 5 

100.0% 0.0% 1.7% 3.4% 3.4% 7.7% 64.1% 4.3% 11.1% 4.3% 

 

 

(全体・中小企業） 
全体 

2017 年

10 月以

前 

11 月 12 月 
2018

年 1 月 
2 月 3 月 

4 月以

降 

わから

ない 
無回答 

全体 
1,091 16 13 47 75 108 586 96 79 71 

100.0% 1.5% 1.2% 4.3% 6.9% 9.9% 53.7% 8.8% 7.2% 6.5% 

地
域 

北海道・東北 
135 2 1 5 7 9 81 12 9 9 

100.0% 1.5% 0.7% 3.7% 5.2% 6.7% 60.0% 8.9% 6.7% 6.7% 

関東(東京以

外) 

167 1 4 11 6 22 69 19 19 16 

100.0% 0.6% 2.4% 6.6% 3.6% 13.2% 41.3% 11.4% 11.4% 9.6% 

東京 
173 4 1 10 9 26 89 5 13 16 

100.0% 2.3% 0.6% 5.8% 5.2% 15.0% 51.4% 2.9% 7.5% 9.2% 

中部 
189 3 4 3 19 16 106 16 9 13 

100.0% 1.6% 2.1% 1.6% 10.1% 8.5% 56.1% 8.5% 4.8% 6.9% 

近畿 
201 2 1 8 20 23 103 20 13 11 

100.0% 1.0% 0.5% 4.0% 10.0% 11.4% 51.2% 10.0% 6.5% 5.5% 

中国・四国 
109 4 1 6 3 6 68 13 7 1 

100.0% 3.7% 0.9% 5.5% 2.8% 5.5% 62.4% 11.9% 6.4% 0.9% 

九州・沖縄 
117 0 1 4 11 6 70 11 9 5 

100.0% 0.0% 0.9% 3.4% 9.4% 5.1% 59.8% 9.4% 7.7% 4.3% 
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(文系・大企業） 
全体 

2017

年 10

月以前 

11 月 12 月 
2018 年

1 月 
2 月 3 月 

4 月以

降 

わから

ない 
無回答 

全体 
860 13 12 33 22 66 533 48 71 62 

100.0% 1.5% 1.4% 3.8% 2.6% 7.7% 62.0% 5.6% 8.3% 7.2% 

地
域 

北海道・東北 
101 2 0 3 1 7 60 10 10 8 

100.0% 2.0% 0.0% 3.0% 1.0% 6.9% 59.4% 9.9% 9.9% 7.9% 

関東(東京以

外) 

134 0 1 9 4 12 67 10 15 16 

100.0% 0.0% 0.7% 6.7% 3.0% 9.0% 50.0% 7.5% 11.2% 11.9% 

東京 
142 5 1 2 5 15 90 2 5 17 

100.0% 3.5% 0.7% 1.4% 3.5% 10.6% 63.4% 1.4% 3.5% 12.0% 

中部 
145 1 7 5 4 5 96 6 9 12 

100.0% 0.7% 4.8% 3.4% 2.8% 3.4% 66.2% 4.1% 6.2% 8.3% 

近畿 
160 3 2 8 4 13 102 7 15 6 

100.0% 1.9% 1.3% 5.0% 2.5% 8.1% 63.8% 4.4% 9.4% 3.8% 

中国・四国 
90 2 0 3 2 6 63 6 6 2 

100.0% 2.2% 0.0% 3.3% 2.2% 6.7% 70.0% 6.7% 6.7% 2.2% 

九州・沖縄 
88 0 1 3 2 8 55 7 11 1 

100.0% 0.0% 1.1% 3.4% 2.3% 9.1% 62.5% 8.0% 12.5% 1.1% 

 

 

(文系・中小企業） 
全体 

2017 年

10 月以

前 

11 月 12 月 
2018

年 1 月 
2 月 3 月 

4 月以

降 

わから

ない 
無回答 

全体 
860 11 8 30 56 85 471 95 46 58 

100.0% 1.3% 0.9% 3.5% 6.5% 9.9% 54.8% 11.0% 5.3% 6.7% 

地
域 

北海道・東北 
101 2 0 2 5 5 58 16 7 6 

100.0% 2.0% 0.0% 2.0% 5.0% 5.0% 57.4% 15.8% 6.9% 5.9% 

関東(東京以

外) 

134 0 4 8 4 18 58 17 10 15 

100.0% 0.0% 3.0% 6.0% 3.0% 13.4% 43.3% 12.7% 7.5% 11.2% 

東京 
142 3 1 5 10 22 72 5 7 17 

100.0% 2.1% 0.7% 3.5% 7.0% 15.5% 50.7% 3.5% 4.9% 12.0% 

中部 
145 2 2 2 14 10 89 12 3 11 

100.0% 1.4% 1.4% 1.4% 9.7% 6.9% 61.4% 8.3% 2.1% 7.6% 

近畿 
160 1 1 7 13 20 85 18 9 6 

100.0% 0.6% 0.6% 4.4% 8.1% 12.5% 53.1% 11.3% 5.6% 3.8% 

中国・四国 
90 2 0 3 3 8 54 13 5 2 

100.0% 2.2% 0.0% 3.3% 3.3% 8.9% 60.0% 14.4% 5.6% 2.2% 

九州・沖縄 
88 1 0 3 7 2 55 14 5 1 

100.0% 1.1% 0.0% 3.4% 8.0% 2.3% 62.5% 15.9% 5.7% 1.1% 
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(理系・大企業） 
全体 

2017

年 10

月以前 

11 月 12 月 
2018 年

1 月 
2 月 3 月 

4 月以

降 

わから

ない 
無回答 

全体 
532 6 11 24 20 32 257 40 51 91 

100.0% 1.1% 2.1% 4.5% 3.8% 6.0% 48.3% 7.5% 9.6% 17.1% 

地
域 

北海道・東北 
69 0 3 1 2 6 37 0 10 10 

100.0% 0.0% 4.3% 1.4% 2.9% 8.7% 53.6% 0.0% 14.5% 14.5% 

関東(東京以

外) 

71 0 3 2 2 6 23 10 9 16 

100.0% 0.0% 4.2% 2.8% 2.8% 8.5% 32.4% 14.1% 12.7% 22.5% 

東京 
76 2 0 2 2 5 41 3 3 18 

100.0% 2.6% 0.0% 2.6% 2.6% 6.6% 53.9% 3.9% 3.9% 23.7% 

中部 
101 1 0 3 6 4 46 12 4 25 

100.0% 1.0% 0.0% 3.0% 5.9% 4.0% 45.5% 11.9% 4.0% 24.8% 

近畿 
100 2 2 5 3 3 46 8 17 14 

100.0% 2.0% 2.0% 5.0% 3.0% 3.0% 46.0% 8.0% 17.0% 14.0% 

中国・四国 
58 1 1 9 3 4 29 5 2 4 

100.0% 1.7% 1.7% 15.5% 5.2% 6.9% 50.0% 8.6% 3.4% 6.9% 

九州・沖縄 
57 0 2 2 2 4 35 2 6 4 

100.0% 0.0% 3.5% 3.5% 3.5% 7.0% 61.4% 3.5% 10.5% 7.0% 

 

 

(理系・中小企業） 
全体 

2017 年

10 月以

前 

11 月 12 月 
2018

年 1 月 
2 月 3 月 

4 月以

降 

わから

ない 
無回答 

全体 
532 6 11 24 27 45 226 57 45 91 

100.0% 1.1% 2.1% 4.5% 5.1% 8.5% 42.5% 10.7% 8.5% 17.1% 

地
域 

北海道・東北 
69 0 3 1 4 4 37 3 7 10 

100.0% 0.0% 4.3% 1.4% 5.8% 5.8% 53.6% 4.3% 10.1% 14.5% 

関東(東京以

外) 

71 1 2 4 4 7 18 10 8 17 

100.0% 1.4% 2.8% 5.6% 5.6% 9.9% 25.4% 14.1% 11.3% 23.9% 

東京 
76 1 0 3 2 15 30 4 3 18 

100.0% 1.3% 0.0% 3.9% 2.6% 19.7% 39.5% 5.3% 3.9% 23.7% 

中部 
101 2 1 1 7 5 46 11 4 24 

100.0% 2.0% 1.0% 1.0% 6.9% 5.0% 45.5% 10.9% 4.0% 23.8% 

近畿 
100 1 3 4 4 7 40 11 16 14 

100.0% 1.0% 3.0% 4.0% 4.0% 7.0% 40.0% 11.0% 16.0% 14.0% 

中国・四国 
58 1 1 9 2 5 27 8 1 4 

100.0% 1.7% 1.7% 15.5% 3.4% 8.6% 46.6% 13.8% 1.7% 6.9% 

九州・沖縄 
57 0 1 2 4 2 28 10 6 4 

100.0% 0.0% 1.8% 3.5% 7.0% 3.5% 49.1% 17.5% 10.5% 7.0% 
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30.0%

大企業

中小企業

＜（２）採用選考活動開始時期＞ 

〇学生が就職活動を行った企業について、多くの企業が採用選考活動を開始した時期を尋ねたところ、大

企業については「２０１８年４月」と回答した大学等が２３．３％と最も多く、２０１８年６月より前

という回答の合計は５８．９％であった。また、中小企業については「２０１８年３月」と回答した大

学等が２８．５％と最も多く、２０１８年６月より前という回答の合計は７１．２％であった。 

〇学生の文理別にみると、文系学生が就職活動を行った企業のうち、大企業については「２０１８年３月」

との回答が最も多く２４．７％であった。中小企業については「２０１８年３月」との回答が最も多く

３１．４％であった。また、理系学生が就職活動を行った企業のうち、大企業については「２０１８年

４月」との回答が最も多く２２．９％であった。中小企業についても「２０１８年４月」との回答が最

も多く２５．４％であった。 

○６月より前とする回答は文系学生が就職活動を行った企業のうち、大企業は前年度比０．１ポイント減

の５９．８％、中小企業は前年度比１．１ポイント減の７３．８％ であった。理系学生については、大

企業は前年度比５．２ポイント増の５５．０％、中小企業は前年度比３．３ポイント増の６１．１％で

あった。 

【多くの企業が採用選考活動を開始した時期は概ねいつ頃でしたか】（一つ選択） 

（企業全体：大企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 

わから

ない 
無回答 

1,091 11 12 251 254 115 228 26 118 76 

100.0% 1.0% 1.1% 23.0% 23.3% 10.5% 20.9% 2.4% 10.8% 7.0% 

 

（企業全体：中小企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 

わから

ない 
無回答 

1,091 11 36 311 310 109 118 39 85 72 

100.0% 1.0% 3.3% 28.5% 28.4% 10.0% 10.8% 3.6% 7.8% 6.6% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

企業全体の動向 

N = 1,091 
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（文系・大企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 

わから

ない 
無回答 

860 8 12 212 195 87 187 12 85 62 

100.0% 0.9% 1.4% 24.7% 22.7% 10.1% 21.7% 1.4% 9.9% 7.2% 

 

（文系・中小企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 

わから

ない 
無回答 

860 7 28 270 242 88 89 25 53 58 

100.0% 0.8% 3.3% 31.4% 28.1% 10.2% 10.3% 2.9% 6.2% 6.7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：昨年度調査】
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文系学生が就職活動を行った企業の動向 

N = 863 

N = 860 
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（理系・大企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 

わから

ない 
無回答 

532 5 9 116 122 41 78 19 51 91 

100.0% 0.9% 1.7% 21.8% 22.9% 7.7% 14.7% 3.6% 9.6% 17.1% 

 

（理系・中小企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 

わから

ない 
無回答 

532 5 16 132 135 37 50 22 45 90 

100.0% 0.9% 3.0% 24.8% 25.4% 7.0% 9.4% 4.1% 8.5% 16.9% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

理系学生が就職活動を行った企業の動向 

N = 532 

【参考：昨年度調査】
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学校種別クロス集計表 

(全体・大企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
1,091 11 12 251 254 115 228 26 118 76 

100.0% 1.0% 1.1% 23.0% 23.3% 10.5% 20.9% 2.4% 10.8% 7.0% 

学
校
種
別 

国立大学 
86 1 2 24 22 6 20 0 4 7 

100.0% 1.2% 2.3% 27.9% 25.6% 7.0% 23.3% 0.0% 4.7% 8.1% 

公立大学 
88 1 0 24 24 6 6 1 11 15 

100.0% 1.1% 0.0% 27.3% 27.3% 6.8% 6.8% 1.1% 12.5% 17.0% 

私立大学 
580 8 7 156 130 59 112 13 56 39 

100.0% 1.4% 1.2% 26.9% 22.4% 10.2% 19.3% 2.2% 9.7% 6.7% 

公立短期大学 
14 0 0 1 0 5 6 0 2 0 

100.0% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 35.7% 42.9% 0.0% 14.3% 0.0% 

私立短期大学 
268 1 3 36 52 35 74 12 40 15 

100.0% 0.4% 1.1% 13.4% 19.4% 13.1% 27.6% 4.5% 14.9% 5.6% 

国立高専 
49 0 0 10 24 2 9 0 4 0 

100.0% 0.0% 0.0% 20.4% 49.0% 4.1% 18.4% 0.0% 8.2% 0.0% 

公立高専 
3 0 0 0 1 1 1 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 0 1 1 0 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 

 

(全体・中小企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
1,091 11 36 311 310 109 118 39 85 72 

100.0% 1.0% 3.3% 28.5% 28.4% 10.0% 10.8% 3.6% 7.8% 6.6% 

学
校
種
別 

国立大学 
86 1 4 30 20 6 11 0 7 7 

100.0% 1.2% 4.7% 34.9% 23.3% 7.0% 12.8% 0.0% 8.1% 8.1% 

公立大学 
88 1 2 23 25 7 4 2 10 14 

100.0% 1.1% 2.3% 26.1% 28.4% 8.0% 4.5% 2.3% 11.4% 15.9% 

私立大学 
580 7 22 202 163 50 44 16 39 37 

100.0% 1.2% 3.8% 34.8% 28.1% 8.6% 7.6% 2.8% 6.7% 6.4% 

公立短期大学 
14 0 0 1 6 1 2 1 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 7.1% 42.9% 7.1% 14.3% 7.1% 21.4% 0.0% 

私立短期大学 
268 2 8 48 66 41 48 20 21 14 

100.0% 0.7% 3.0% 17.9% 24.6% 15.3% 17.9% 7.5% 7.8% 5.2% 

国立高専 
49 0 0 7 27 3 8 0 4 0 

100.0% 0.0% 0.0% 14.3% 55.1% 6.1% 16.3% 0.0% 8.2% 0.0% 

公立高専 
3 0 0 0 2 0 1 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 0 1 1 0 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 
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(文系・大企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
860 8 12 212 195 87 187 12 85 62 

100.0% 0.9% 1.4% 24.7% 22.7% 10.1% 21.7% 1.4% 9.9% 7.2% 

学
校
種
別 

国立大学 
71 1 2 17 19 6 17 0 4 5 

100.0% 1.4% 2.8% 23.9% 26.8% 8.5% 23.9% 0.0% 5.6% 7.0% 

公立大学 
61 1 1 20 16 5 3 0 6 9 

100.0% 1.6% 1.6% 32.8% 26.2% 8.2% 4.9% 0.0% 9.8% 14.8% 

私立大学 
470 5 7 140 112 44 93 1 36 32 

100.0% 1.1% 1.5% 29.8% 23.8% 9.4% 19.8% 0.2% 7.7% 6.8% 

公立短期大学 
14 0 0 2 0 4 6 0 2 0 

100.0% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 28.6% 42.9% 0.0% 14.3% 0.0% 

私立短期大学 
241 1 2 33 46 28 68 11 36 16 

100.0% 0.4% 0.8% 13.7% 19.1% 11.6% 28.2% 4.6% 14.9% 6.6% 

国立高専 
2 0 0 0 2 0 0 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

 

(文系・中小企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
860 7 28 270 242 88 89 25 53 58 

100.0% 0.8% 3.3% 31.4% 28.1% 10.2% 10.3% 2.9% 6.2% 6.7% 

学
校
種
別 

国立大学 
71 1 2 29 15 5 7 0 7 5 

100.0% 1.4% 2.8% 40.8% 21.1% 7.0% 9.9% 0.0% 9.9% 7.0% 

公立大学 
61 1 3 17 20 3 2 0 6 9 

100.0% 1.6% 4.9% 27.9% 32.8% 4.9% 3.3% 0.0% 9.8% 14.8% 

私立大学 
470 4 20 182 137 42 33 4 18 30 

100.0% 0.9% 4.3% 38.7% 29.1% 8.9% 7.0% 0.9% 3.8% 6.4% 

公立短期大学 
14 0 0 1 6 1 2 1 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 7.1% 42.9% 7.1% 14.3% 7.1% 21.4% 0.0% 

私立短期大学 
241 1 3 41 62 37 45 20 18 14 

100.0% 0.4% 1.2% 17.0% 25.7% 15.4% 18.7% 8.3% 7.5% 5.8% 

国立高専 
2 0 0 0 2 0 0 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 
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(理系・大企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
532 5 9 116 122 41 78 19 51 91 

100.0% 0.9% 1.7% 21.8% 22.9% 7.7% 14.7% 3.6% 9.6% 17.1% 

学
校
種
別 

国立大学 
66 0 2 23 20 4 11 0 2 4 

100.0% 0.0% 3.0% 34.8% 30.3% 6.1% 16.7% 0.0% 3.0% 6.1% 

公立大学 
60 1 0 15 17 5 5 1 6 10 

100.0% 1.7% 0.0% 25.0% 28.3% 8.3% 8.3% 1.7% 10.0% 16.7% 

私立大学 
302 4 5 64 53 21 43 14 31 67 

100.0% 1.3% 1.7% 21.2% 17.5% 7.0% 14.2% 4.6% 10.3% 22.2% 

公立短期大学 
3 0 0 0 0 2 1 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立短期大学 
47 0 2 2 7 5 8 4 12 7 

100.0% 0.0% 4.3% 4.3% 14.9% 10.6% 17.0% 8.5% 25.5% 14.9% 

国立高専 
49 0 0 12 24 2 9 0 0 2 

100.0% 0.0% 0.0% 24.5% 49.0% 4.1% 18.4% 0.0% 0.0% 4.1% 

公立高専 
3 0 0 0 0 1 1 0 0 1 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 

私立高専 
2 0 0 0 1 1 0 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

(理系・中小企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
532 5 16 132 135 37 50 22 45 90 

100.0% 0.9% 3.0% 24.8% 25.4% 7.0% 9.4% 4.1% 8.5% 16.9% 

学
校
種
別 

国立大学 
66 0 4 29 15 5 6 0 3 4 

100.0% 0.0% 6.1% 43.9% 22.7% 7.6% 9.1% 0.0% 4.5% 6.1% 

公立大学 
60 1 1 16 16 7 3 1 6 9 

100.0% 1.7% 1.7% 26.7% 26.7% 11.7% 5.0% 1.7% 10.0% 15.0% 

私立大学 
302 3 9 76 65 14 24 16 28 67 

100.0% 1.0% 3.0% 25.2% 21.5% 4.6% 7.9% 5.3% 9.3% 22.2% 

公立短期大学 
3 0 0 0 1 1 0 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 

私立短期大学 
47 1 2 3 9 6 7 5 7 7 

100.0% 2.1% 4.3% 6.4% 19.1% 12.8% 14.9% 10.6% 14.9% 14.9% 

国立高専 
49 0 0 8 27 3 9 0 0 2 

100.0% 0.0% 0.0% 16.3% 55.1% 6.1% 18.4% 0.0% 0.0% 4.1% 

公立高専 
3 0 0 0 1 0 1 0 0 1 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 

私立高専 
2 0 0 0 1 1 0 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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地域別クロス集計表 

(全体・大企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
1,091 11 12 251 254 115 228 26 118 76 

100.0% 1.0% 1.1% 23.0% 23.3% 10.5% 20.9% 2.4% 10.8% 7.0% 

地
域 

北海道・東北 
135 3 2 34 28 13 26 3 16 10 

100.0% 2.2% 1.5% 25.2% 20.7% 9.6% 19.3% 2.2% 11.9% 7.4% 

関東(東京以

外) 

167 1 0 35 33 8 40 5 27 18 

100.0% 0.6% 0.0% 21.0% 19.8% 4.8% 24.0% 3.0% 16.2% 10.8% 

東京 
173 3 2 45 47 12 35 3 10 16 

100.0% 1.7% 1.2% 26.0% 27.2% 6.9% 20.2% 1.7% 5.8% 9.2% 

中部 
189 2 2 37 51 29 37 3 13 15 

100.0% 1.1% 1.1% 19.6% 27.0% 15.3% 19.6% 1.6% 6.9% 7.9% 

近畿 
201 1 4 48 41 25 44 4 23 11 

100.0% 0.5% 2.0% 23.9% 20.4% 12.4% 21.9% 2.0% 11.4% 5.5% 

中国・四国 
109 1 0 31 24 14 24 3 11 1 

100.0% 0.9% 0.0% 28.4% 22.0% 12.8% 22.0% 2.8% 10.1% 0.9% 

九州・沖縄 
117 0 2 21 30 14 22 5 18 5 

100.0% 0.0% 1.7% 17.9% 25.6% 12.0% 18.8% 4.3% 15.4% 4.3% 

 

 

(全体・中小企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
1,091 11 36 311 310 109 118 39 85 72 

100.0% 1.0% 3.3% 28.5% 28.4% 10.0% 10.8% 3.6% 7.8% 6.6% 

地
域 

北海道・東北 
135 2 4 38 42 13 18 3 6 9 

100.0% 1.5% 3.0% 28.1% 31.1% 9.6% 13.3% 2.2% 4.4% 6.7% 

関東(東京以

外) 

167 0 5 44 43 11 17 9 21 17 

100.0% 0.0% 3.0% 26.3% 25.7% 6.6% 10.2% 5.4% 12.6% 10.2% 

東京 
173 4 11 54 38 19 17 2 12 16 

100.0% 2.3% 6.4% 31.2% 22.0% 11.0% 9.8% 1.2% 6.9% 9.2% 

中部 
189 1 5 55 67 18 19 3 8 13 

100.0% 0.5% 2.6% 29.1% 35.4% 9.5% 10.1% 1.6% 4.2% 6.9% 

近畿 
201 0 8 56 62 23 18 8 15 11 

100.0% 0.0% 4.0% 27.9% 30.8% 11.4% 9.0% 4.0% 7.5% 5.5% 

中国・四国 
109 2 1 41 25 11 15 4 9 1 

100.0% 1.8% 0.9% 37.6% 22.9% 10.1% 13.8% 3.7% 8.3% 0.9% 

九州・沖縄 
117 2 2 23 33 14 14 10 14 5 

100.0% 1.7% 1.7% 19.7% 28.2% 12.0% 12.0% 8.5% 12.0% 4.3% 
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(文系・大企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
860 8 12 212 195 87 187 12 85 62 

100.0% 0.9% 1.4% 24.7% 22.7% 10.1% 21.7% 1.4% 9.9% 7.2% 

地
域 

北海道・東北 
101 2 1 26 17 7 23 4 13 8 

100.0% 2.0% 1.0% 25.7% 16.8% 6.9% 22.8% 4.0% 12.9% 7.9% 

関東(東京以

外) 

134 1 1 32 23 7 32 3 19 16 

100.0% 0.7% 0.7% 23.9% 17.2% 5.2% 23.9% 2.2% 14.2% 11.9% 

東京 
142 1 1 36 37 11 33 0 5 18 

100.0% 0.7% 0.7% 25.4% 26.1% 7.7% 23.2% 0.0% 3.5% 12.7% 

中部 
145 2 1 35 37 22 27 0 9 12 

100.0% 1.4% 0.7% 24.1% 25.5% 15.2% 18.6% 0.0% 6.2% 8.3% 

近畿 
160 1 5 40 37 18 38 0 16 5 

100.0% 0.6% 3.1% 25.0% 23.1% 11.3% 23.8% 0.0% 10.0% 3.1% 

中国・四国 
90 1 0 26 20 14 17 3 7 2 

100.0% 1.1% 0.0% 28.9% 22.2% 15.6% 18.9% 3.3% 7.8% 2.2% 

九州・沖縄 
88 0 3 17 24 8 17 2 16 1 

100.0% 0.0% 3.4% 19.3% 27.3% 9.1% 19.3% 2.3% 18.2% 1.1% 

 

 

(文系・中小企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
860 7 28 270 242 88 89 25 53 58 

100.0% 0.8% 3.3% 31.4% 28.1% 10.2% 10.3% 2.9% 6.2% 6.7% 

地
域 

北海道・東北 
101 2 4 31 27 7 14 4 6 6 

100.0% 2.0% 4.0% 30.7% 26.7% 6.9% 13.9% 4.0% 5.9% 5.9% 

関東(東京以

外) 

134 0 5 40 34 9 13 6 12 15 

100.0% 0.0% 3.7% 29.9% 25.4% 6.7% 9.7% 4.5% 9.0% 11.2% 

東京 
142 1 5 45 33 19 14 0 7 18 

100.0% 0.7% 3.5% 31.7% 23.2% 13.4% 9.9% 0.0% 4.9% 12.7% 

中部 
145 1 3 48 53 13 12 1 3 11 

100.0% 0.7% 2.1% 33.1% 36.6% 9.0% 8.3% 0.7% 2.1% 7.6% 

近畿 
160 0 8 49 49 21 15 3 10 5 

100.0% 0.0% 5.0% 30.6% 30.6% 13.1% 9.4% 1.9% 6.3% 3.1% 

中国・四国 
90 1 1 35 23 9 9 5 5 2 

100.0% 1.1% 1.1% 38.9% 25.6% 10.0% 10.0% 5.6% 5.6% 2.2% 

九州・沖縄 
88 2 2 22 23 10 12 6 10 1 

100.0% 2.3% 2.3% 25.0% 26.1% 11.4% 13.6% 6.8% 11.4% 1.1% 
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(理系・大企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
532 5 9 116 122 41 78 19 51 91 

100.0% 0.9% 1.7% 21.8% 22.9% 7.7% 14.7% 3.6% 9.6% 17.1% 

地
域 

北海道・東北 
69 1 2 21 14 6 8 0 7 10 

100.0% 1.4% 2.9% 30.4% 20.3% 8.7% 11.6% 0.0% 10.1% 14.5% 

関東(東京以

外) 

71 0 1 13 13 5 13 3 7 16 

100.0% 0.0% 1.4% 18.3% 18.3% 7.0% 18.3% 4.2% 9.9% 22.5% 

東京 
76 2 1 26 15 1 7 3 3 18 

100.0% 2.6% 1.3% 34.2% 19.7% 1.3% 9.2% 3.9% 3.9% 23.7% 

中部 
101 0 1 14 26 10 14 6 5 25 

100.0% 0.0% 1.0% 13.9% 25.7% 9.9% 13.9% 5.9% 5.0% 24.8% 

近畿 
100 1 2 16 23 6 16 3 19 14 

100.0% 1.0% 2.0% 16.0% 23.0% 6.0% 16.0% 3.0% 19.0% 14.0% 

中国・四国 
58 1 1 17 14 7 11 1 2 4 

100.0% 1.7% 1.7% 29.3% 24.1% 12.1% 19.0% 1.7% 3.4% 6.9% 

九州・沖縄 
57 0 1 9 17 6 9 3 8 4 

100.0% 0.0% 1.8% 15.8% 29.8% 10.5% 15.8% 5.3% 14.0% 7.0% 

 

 

(理系・中小企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
532 5 16 132 135 37 50 22 45 90 

100.0% 0.9% 3.0% 24.8% 25.4% 7.0% 9.4% 4.1% 8.5% 16.9% 

地
域 

北海道・東北 
69 0 2 23 19 7 4 0 4 10 

100.0% 0.0% 2.9% 33.3% 27.5% 10.1% 5.8% 0.0% 5.8% 14.5% 

関東(東京以

外) 

71 0 1 17 12 4 10 4 7 16 

100.0% 0.0% 1.4% 23.9% 16.9% 5.6% 14.1% 5.6% 9.9% 22.5% 

東京 
76 2 5 26 14 1 4 3 3 18 

100.0% 2.6% 6.6% 34.2% 18.4% 1.3% 5.3% 3.9% 3.9% 23.7% 

中部 
101 0 2 20 29 7 10 5 4 24 

100.0% 0.0% 2.0% 19.8% 28.7% 6.9% 9.9% 5.0% 4.0% 23.8% 

近畿 
100 1 5 14 31 6 8 4 17 14 

100.0% 1.0% 5.0% 14.0% 31.0% 6.0% 8.0% 4.0% 17.0% 14.0% 

中国・四国 
58 2 1 21 13 6 8 1 2 4 

100.0% 3.4% 1.7% 36.2% 22.4% 10.3% 13.8% 1.7% 3.4% 6.9% 

九州・沖縄 
57 0 0 11 17 6 6 5 8 4 

100.0% 0.0% 0.0% 19.3% 29.8% 10.5% 10.5% 8.8% 14.0% 7.0% 
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大企業

中小企業

＜（３）採用面接のピーク＞ 

〇学生が就職活動を行った企業について、多くの企業の採用面接のピークを尋ねたところ、大企業につい

ては「２０１８年６月」と回答した大学等が３１．９％と最も多く、続いて「５月」（２３．６％）、「４

月」（１６．２％）であった。また、中小企業については「２０１８年５月」が２６．６％と最も多く、

続いて「４月」（２５．８％）、「６月」（１８．１％）であった。 

〇学生の文理別にみると、文系学生が就職活動を行った企業のうち、大企業については「２０１８年６月」

（３４．２％）との回答が最も多く、中小企業については、「２０１８年５月」（２８．６％）が最も多

かった。また、理系学生が就職活動を行った企業のうち、大企業については「２０１８年６月」（２２．

９％）と回答した大学が最も多く、中小企業については「２０１８年５月」（２１．６％）と回答した大

学等が最も多かった。 

 

【企業において、採用面接を実施した時期のピークは概ねいつ頃でしたか。】（一つ選択） 

（企業全体・大企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 

わからな

い 
無回答 

1,091 2 0 30 177 258 348 59 140 77 

100.0% 0.2% 0.0% 2.7% 16.2% 23.6% 31.9% 5.4% 12.8% 7.1% 

 

 

（企業全体・中小企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 

わからな

い 
無回答 

1,091 1 3 56 282 290 197 95 94 73 

100.0% 0.1% 0.3% 5.1% 25.8% 26.6% 18.1% 8.7% 8.6% 6.7% 

 

 

 

  
企業全体の動向 

N = 1,091 
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（文系・大企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 

わからな

い 
無回答 

860 1 0 24 125 216 294 37 100 63 

100.0% 0.1% 0.0% 2.8% 14.5% 25.1% 34.2% 4.3% 11.6% 7.3% 

 

（文系・中小企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 

わからな

い 
無回答 

860 0 3 47 227 246 148 73 57 59 

100.0% 0.0% 0.3% 5.5% 26.4% 28.6% 17.2% 8.5% 6.6% 6.9% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

文系学生が就職活動を行った企業の動向 

N = 860 

【参考：昨年度調査】(文系) 
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N = 863 
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（理系・大企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 

わからな

い 
無回答 

532 0 2 17 102 100 122 40 57 92 

100.0% 0.0% 0.4% 3.2% 19.2% 18.8% 22.9% 7.5% 10.7% 17.3% 

(理系・中小企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 

わからな

い 
無回答 

532 1 4 29 112 115 77 50 53 91 

100.0% 0.2% 0.8% 5.5% 21.1% 21.6% 14.5% 9.4% 10.0% 17.1% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

理系学生が就職活動を行った企業の動向 

N = 532 

【参考：昨年度調査】(理系) 
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45 
 

学校種別クロス集計表 

(全体・大企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
1,091 2 0 30 177 258 348 59 140 77 

100.0% 0.2% 0.0% 2.7% 16.2% 23.6% 31.9% 5.4% 12.8% 7.1% 

学
校
種
別 

国立大学 
86 0 0 1 16 23 29 1 9 7 

100.0% 0.0% 0.0% 1.2% 18.6% 26.7% 33.7% 1.2% 10.5% 8.1% 

公立大学 
88 0 0 3 19 21 16 3 11 15 

100.0% 0.0% 0.0% 3.4% 21.6% 23.9% 18.2% 3.4% 12.5% 17.0% 

私立大学 
580 2 0 20 100 148 183 24 63 40 

100.0% 0.3% 0.0% 3.4% 17.2% 25.5% 31.6% 4.1% 10.9% 6.9% 

公立短期大学 
14 0 0 0 0 0 10 0 4 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 71.4% 0.0% 28.6% 0.0% 

私立短期大学 
268 0 0 4 23 51 97 30 48 15 

100.0% 0.0% 0.0% 1.5% 8.6% 19.0% 36.2% 11.2% 17.9% 5.6% 

国立高専 
49 0 0 2 17 13 13 0 4 0 

100.0% 0.0% 0.0% 4.1% 34.7% 26.5% 26.5% 0.0% 8.2% 0.0% 

公立高専 
3 0 0 0 1 1 0 1 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 0 1 1 0 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 

 

(全体・中小企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
1,091 1 3 56 282 290 197 95 94 73 

100.0% 0.1% 0.3% 5.1% 25.8% 26.6% 18.1% 8.7% 8.6% 6.7% 

学
校
種
別 

国立大学 
86 0 0 6 18 27 14 4 10 7 

100.0% 0.0% 0.0% 7.0% 20.9% 31.4% 16.3% 4.7% 11.6% 8.1% 

公立大学 
88 0 2 1 27 19 9 5 11 14 

100.0% 0.0% 2.3% 1.1% 30.7% 21.6% 10.2% 5.7% 12.5% 15.9% 

私立大学 
580 0 0 39 182 156 90 32 43 38 

100.0% 0.0% 0.0% 6.7% 31.4% 26.9% 15.5% 5.5% 7.4% 6.6% 

公立短期大学 
14 0 0 0 2 4 4 1 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 28.6% 28.6% 7.1% 21.4% 0.0% 

私立短期大学 
268 1 1 8 38 68 64 52 22 14 

100.0% 0.4% 0.4% 3.0% 14.2% 25.4% 23.9% 19.4% 8.2% 5.2% 

国立高専 
49 0 0 2 13 14 16 0 4 0 

100.0% 0.0% 0.0% 4.1% 26.5% 28.6% 32.7% 0.0% 8.2% 0.0% 

公立高専 
3 0 0 0 1 1 0 1 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 0 1 1 0 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 
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(文系・大企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
860 1 0 24 125 216 294 37 100 63 

100.0% 0.1% 0.0% 2.8% 14.5% 25.1% 34.2% 4.3% 11.6% 7.3% 

学
校
種
別 

国立大学 
71 0 0 1 11 21 25 1 7 5 

100.0% 0.0% 0.0% 1.4% 15.5% 29.6% 35.2% 1.4% 9.9% 7.0% 

公立大学 
61 0 0 3 14 16 14 0 5 9 

100.0% 0.0% 0.0% 4.9% 23.0% 26.2% 23.0% 0.0% 8.2% 14.8% 

私立大学 
470 1 0 15 82 132 158 9 42 31 

100.0% 0.2% 0.0% 3.2% 17.4% 28.1% 33.6% 1.9% 8.9% 6.6% 

公立短期大学 
14 0 0 0 0 0 10 0 4 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 71.4% 0.0% 28.6% 0.0% 

私立短期大学 
241 0 0 5 17 46 87 27 41 18 

100.0% 0.0% 0.0% 2.1% 7.1% 19.1% 36.1% 11.2% 17.0% 7.5% 

国立高専 
2 0 0 0 1 1 0 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

 

(文系・中小企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
860 0 3 47 227 246 148 73 57 59 

100.0% 0.0% 0.3% 5.5% 26.4% 28.6% 17.2% 8.5% 6.6% 6.9% 

学
校
種
別 

国立大学 
71 0 0 6 14 24 10 3 9 5 

100.0% 0.0% 0.0% 8.5% 19.7% 33.8% 14.1% 4.2% 12.7% 7.0% 

公立大学 
61 0 2 1 19 16 8 0 6 9 

100.0% 0.0% 3.3% 1.6% 31.1% 26.2% 13.1% 0.0% 9.8% 14.8% 

私立大学 
470 0 1 34 155 142 73 15 20 30 

100.0% 0.0% 0.2% 7.2% 33.0% 30.2% 15.5% 3.2% 4.3% 6.4% 

公立短期大学 
14 0 0 0 2 4 4 1 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 28.6% 28.6% 7.1% 21.4% 0.0% 

私立短期大学 
241 0 0 6 36 59 53 54 18 15 

100.0% 0.0% 0.0% 2.5% 14.9% 24.5% 22.0% 22.4% 7.5% 6.2% 

国立高専 
2 0 0 0 1 1 0 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 
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(理系・大企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
532 0 2 17 102 100 122 40 57 92 

100.0% 0.0% 0.4% 3.2% 19.2% 18.8% 22.9% 7.5% 10.7% 17.3% 

学
校
種
別 

国立大学 
66 0 0 0 18 17 21 0 6 4 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 27.3% 25.8% 31.8% 0.0% 9.1% 6.1% 

公立大学 
60 0 0 2 10 16 11 3 8 10 

100.0% 0.0% 0.0% 3.3% 16.7% 26.7% 18.3% 5.0% 13.3% 16.7% 

私立大学 
302 0 2 11 52 45 67 28 29 68 

100.0% 0.0% 0.7% 3.6% 17.2% 14.9% 22.2% 9.3% 9.6% 22.5% 

公立短期大学 
3 0 0 0 0 0 2 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 33.3% 0.0% 

私立短期大学 
47 0 0 1 4 7 7 8 13 7 

100.0% 0.0% 0.0% 2.1% 8.5% 14.9% 14.9% 17.0% 27.7% 14.9% 

国立高専 
49 0 0 3 17 13 14 0 0 2 

100.0% 0.0% 0.0% 6.1% 34.7% 26.5% 28.6% 0.0% 0.0% 4.1% 

公立高専 
3 0 0 0 0 1 0 1 0 1 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3% 

私立高専 
2 0 0 0 1 1 0 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

(理系・中小企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
532 1 4 29 112 115 77 50 53 91 

100.0% 0.2% 0.8% 5.5% 21.1% 21.6% 14.5% 9.4% 10.0% 17.1% 

学
校
種
別 

国立大学 
66 0 0 7 16 21 11 1 6 4 

100.0% 0.0% 0.0% 10.6% 24.2% 31.8% 16.7% 1.5% 9.1% 6.1% 

公立大学 
60 0 2 0 15 15 8 3 8 9 

100.0% 0.0% 3.3% 0.0% 25.0% 25.0% 13.3% 5.0% 13.3% 15.0% 

私立大学 
302 0 1 17 65 52 33 35 31 68 

100.0% 0.0% 0.3% 5.6% 21.5% 17.2% 10.9% 11.6% 10.3% 22.5% 

公立短期大学 
3 0 0 0 1 1 1 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立短期大学 
47 1 1 3 1 9 7 10 8 7 

100.0% 2.1% 2.1% 6.4% 2.1% 19.1% 14.9% 21.3% 17.0% 14.9% 

国立高専 
49 0 0 2 13 15 17 0 0 2 

100.0% 0.0% 0.0% 4.1% 26.5% 30.6% 34.7% 0.0% 0.0% 4.1% 

公立高専 
3 0 0 0 0 1 0 1 0 1 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3% 

私立高専 
2 0 0 0 1 1 0 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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地域別クロス集計表 

(全体・大企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
1,091 2 0 30 177 258 348 59 140 77 

100.0% 0.2% 0.0% 2.7% 16.2% 23.6% 31.9% 5.4% 12.8% 7.1% 

地
域 

北海道・東北 
135 0 0 5 27 24 45 6 18 10 

100.0% 0.0% 0.0% 3.7% 20.0% 17.8% 33.3% 4.4% 13.3% 7.4% 

関東(東京以

外) 

167 0 0 2 25 34 46 12 30 18 

100.0% 0.0% 0.0% 1.2% 15.0% 20.4% 27.5% 7.2% 18.0% 10.8% 

東京 
173 0 0 9 31 43 55 5 13 17 

100.0% 0.0% 0.0% 5.2% 17.9% 24.9% 31.8% 2.9% 7.5% 9.8% 

中部 
189 2 0 4 29 52 61 8 18 15 

100.0% 1.1% 0.0% 2.1% 15.3% 27.5% 32.3% 4.2% 9.5% 7.9% 

近畿 
201 0 0 4 33 53 63 9 28 11 

100.0% 0.0% 0.0% 2.0% 16.4% 26.4% 31.3% 4.5% 13.9% 5.5% 

中国・四国 
109 0 0 4 18 28 36 10 12 1 

100.0% 0.0% 0.0% 3.7% 16.5% 25.7% 33.0% 9.2% 11.0% 0.9% 

九州・沖縄 
117 0 0 2 14 24 42 9 21 5 

100.0% 0.0% 0.0% 1.7% 12.0% 20.5% 35.9% 7.7% 17.9% 4.3% 

 

 

(全体・中小企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
1,091 1 3 56 282 290 197 95 94 73 

100.0% 0.1% 0.3% 5.1% 25.8% 26.6% 18.1% 8.7% 8.6% 6.7% 

地
域 

北海道・東北 
135 0 1 6 33 35 28 13 9 10 

100.0% 0.0% 0.7% 4.4% 24.4% 25.9% 20.7% 9.6% 6.7% 7.4% 

関東(東京以

外) 

167 0 0 5 43 41 22 18 21 17 

100.0% 0.0% 0.0% 3.0% 25.7% 24.6% 13.2% 10.8% 12.6% 10.2% 

東京 
173 0 0 13 49 44 29 6 16 16 

100.0% 0.0% 0.0% 7.5% 28.3% 25.4% 16.8% 3.5% 9.2% 9.2% 

中部 
189 0 1 13 60 51 32 12 7 13 

100.0% 0.0% 0.5% 6.9% 31.7% 27.0% 16.9% 6.3% 3.7% 6.9% 

近畿 
201 0 0 9 45 65 39 16 16 11 

100.0% 0.0% 0.0% 4.5% 22.4% 32.3% 19.4% 8.0% 8.0% 5.5% 

中国・四国 
109 1 1 8 32 25 17 12 12 1 

100.0% 0.9% 0.9% 7.3% 29.4% 22.9% 15.6% 11.0% 11.0% 0.9% 

九州・沖縄 
117 0 0 2 20 29 30 18 13 5 

100.0% 0.0% 0.0% 1.7% 17.1% 24.8% 25.6% 15.4% 11.1% 4.3% 
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(文系・大企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
860 1 0 24 125 216 294 37 100 63 

100.0% 0.1% 0.0% 2.8% 14.5% 25.1% 34.2% 4.3% 11.6% 7.3% 

地
域 

北海道・東北 
101 0 0 6 16 17 32 8 14 8 

100.0% 0.0% 0.0% 5.9% 15.8% 16.8% 31.7% 7.9% 13.9% 7.9% 

関東(東京以

外) 

134 0 0 2 15 30 41 9 21 16 

100.0% 0.0% 0.0% 1.5% 11.2% 22.4% 30.6% 6.7% 15.7% 11.9% 

東京 
142 0 0 4 24 36 50 3 8 17 

100.0% 0.0% 0.0% 2.8% 16.9% 25.4% 35.2% 2.1% 5.6% 12.0% 

中部 
145 1 0 4 19 41 53 2 13 12 

100.0% 0.7% 0.0% 2.8% 13.1% 28.3% 36.6% 1.4% 9.0% 8.3% 

近畿 
160 0 0 4 29 46 51 4 20 6 

100.0% 0.0% 0.0% 2.5% 18.1% 28.8% 31.9% 2.5% 12.5% 3.8% 

中国・四国 
90 0 0 3 11 27 33 7 7 2 

100.0% 0.0% 0.0% 3.3% 12.2% 30.0% 36.7% 7.8% 7.8% 2.2% 

九州・沖縄 
88 0 0 1 11 19 34 4 17 2 

100.0% 0.0% 0.0% 1.1% 12.5% 21.6% 38.6% 4.5% 19.3% 2.3% 

 

 

(文系・中小企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
860 0 3 47 227 246 148 73 57 59 

100.0% 0.0% 0.3% 5.5% 26.4% 28.6% 17.2% 8.5% 6.6% 6.9% 

地
域 

北海道・東北 
101 0 1 5 24 24 19 13 8 7 

100.0% 0.0% 1.0% 5.0% 23.8% 23.8% 18.8% 12.9% 7.9% 6.9% 

関東(東京以

外) 

134 0 0 5 32 37 16 17 12 15 

100.0% 0.0% 0.0% 3.7% 23.9% 27.6% 11.9% 12.7% 9.0% 11.2% 

東京 
142 0 1 7 39 41 26 3 8 17 

100.0% 0.0% 0.7% 4.9% 27.5% 28.9% 18.3% 2.1% 5.6% 12.0% 

中部 
145 0 0 11 50 42 23 6 2 11 

100.0% 0.0% 0.0% 7.6% 34.5% 29.0% 15.9% 4.1% 1.4% 7.6% 

近畿 
160 0 0 9 39 54 30 10 12 6 

100.0% 0.0% 0.0% 5.6% 24.4% 33.8% 18.8% 6.3% 7.5% 3.8% 

中国・四国 
90 0 1 7 27 23 13 11 6 2 

100.0% 0.0% 1.1% 7.8% 30.0% 25.6% 14.4% 12.2% 6.7% 2.2% 

九州・沖縄 
88 0 0 3 16 25 21 13 9 1 

100.0% 0.0% 0.0% 3.4% 18.2% 28.4% 23.9% 14.8% 10.2% 1.1% 
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(理系・大企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
532 0 2 17 102 100 122 40 57 92 

100.0% 0.0% 0.4% 3.2% 19.2% 18.8% 22.9% 7.5% 10.7% 17.3% 

地
域 

北海道・東北 
69 0 0 3 10 18 18 0 10 10 

100.0% 0.0% 0.0% 4.3% 14.5% 26.1% 26.1% 0.0% 14.5% 14.5% 

関東(東京以

外) 

71 0 1 2 16 10 12 8 6 16 

100.0% 0.0% 1.4% 2.8% 22.5% 14.1% 16.9% 11.3% 8.5% 22.5% 

東京 
76 0 0 6 18 10 18 2 4 18 

100.0% 0.0% 0.0% 7.9% 23.7% 13.2% 23.7% 2.6% 5.3% 23.7% 

中部 
101 0 0 1 23 16 21 11 4 25 

100.0% 0.0% 0.0% 1.0% 22.8% 15.8% 20.8% 10.9% 4.0% 24.8% 

近畿 
100 0 0 1 13 20 25 6 20 15 

100.0% 0.0% 0.0% 1.0% 13.0% 20.0% 25.0% 6.0% 20.0% 15.0% 

中国・四国 
58 0 1 2 14 13 16 5 3 4 

100.0% 0.0% 1.7% 3.4% 24.1% 22.4% 27.6% 8.6% 5.2% 6.9% 

九州・沖縄 
57 0 0 2 8 13 12 8 10 4 

100.0% 0.0% 0.0% 3.5% 14.0% 22.8% 21.1% 14.0% 17.5% 7.0% 

 

 

(理系・中小企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
532 1 4 29 112 115 77 50 53 91 

100.0% 0.2% 0.8% 5.5% 21.1% 21.6% 14.5% 9.4% 10.0% 17.1% 

地
域 

北海道・東北 
69 0 1 3 13 24 9 2 7 10 

100.0% 0.0% 1.4% 4.3% 18.8% 34.8% 13.0% 2.9% 10.1% 14.5% 

関東(東京以

外) 

71 0 0 3 16 13 8 9 6 16 

100.0% 0.0% 0.0% 4.2% 22.5% 18.3% 11.3% 12.7% 8.5% 22.5% 

東京 
76 0 1 9 17 13 9 3 6 18 

100.0% 0.0% 1.3% 11.8% 22.4% 17.1% 11.8% 3.9% 7.9% 23.7% 

中部 
101 0 1 6 29 12 13 13 3 24 

100.0% 0.0% 1.0% 5.9% 28.7% 11.9% 12.9% 12.9% 3.0% 23.8% 

近畿 
100 0 0 2 12 28 15 9 19 15 

100.0% 0.0% 0.0% 2.0% 12.0% 28.0% 15.0% 9.0% 19.0% 15.0% 

中国・四国 
58 1 1 5 16 14 9 5 3 4 

100.0% 1.7% 1.7% 8.6% 27.6% 24.1% 15.5% 8.6% 5.2% 6.9% 

九州・沖縄 
57 0 0 1 9 11 14 9 9 4 

100.0% 0.0% 0.0% 1.8% 15.8% 19.3% 24.6% 15.8% 15.8% 7.0% 
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＜（４）学生が内々定を得た時期＞ 

〇多くの学生が企業から最初に内々定を得た時期を尋ねたところ、大企業については、「２０１８年６月」

と回答した大学等が４４．７％と最も多く、続いて、「５月」（１８．２％）、「７月以降」（１１．１％）

であった。また、中小企業については「２０１８年５月」と回答した大学等が２９．４％と最も多く、

続いて「６月」（２８．０％）、「７月以降」（１５．１％）であった。 

〇学生の文理別にみると、文系学生が内々定を得た時期は、大企業については「２０１８年６月」との回

答が最も多く４８．６％であった。中小企業については「２０１８年５月」との回答が最も多く３０．

２％であった。また、理系学生が内々定を得た時期は、大企業については「２０１８年６月」との回答

が最も多く、３２．１％であった。中小企業については「２０１８年５月」との回答が最も多く２４．

６％であった。 

○６月より前に得たとする回答は、文系学生が就職活動を行った企業のうち、大企業は前年度比６．０ポ

イント増の２３．４％、中小企業は前年度比０．１ポイント増の４３．９％であった。理系学生につい

ては、大企業は前年度比９．４ポイント増の２８．９％、中小企業は前年度比０．２ポイント減の３８．

２％であった。 

 

【多くの学生が最初に内々定を得た時期は概ねいつ頃ですか】（一つ選択） 

（企業全体・大企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 

わからな

い 
無回答 

1,091 1 0 13 66 199 488 121 124 79 

100.0% 0.1% 0.0% 1.2% 6.0% 18.2% 44.7% 11.1% 11.4% 7.2% 

 

（企業全体・中小企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 

わからな

い 
無回答 

1,091 2 4 36 107 321 305 165 77 74 

100.0% 0.2% 0.4% 3.3% 9.8% 29.4% 28.0% 15.1% 7.1% 6.8% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学生全体の動向 

N = 1,091 
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（文系・大企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 

わからな

い 
無回答 

860 1 0 10 38 152 418 82 95 64 

100.0% 0.1% 0.0% 1.2% 4.4% 17.7% 48.6% 9.5% 11.0% 7.4% 

 

（文系・中小企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 

わからな

い 
無回答 

860 1 3 30 84 260 252 124 47 59 

100.0% 0.1% 0.3% 3.5% 9.8% 30.2% 29.3% 14.4% 5.5% 6.9% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【参考：昨年度調査】 
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文系学生が就職活動を行った企業の動向 

N = 863 

N = 860 
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（理系・大企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 

わからな

い 
無回答 

532 0 0 9 47 98 171 60 55 92 

100.0% 0.0% 0.0% 1.7% 8.8% 18.4% 32.1% 11.3% 10.3% 17.3% 

 

（理系・中小企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 

わからな

い 
無回答 

532 2 3 14 53 131 122 67 48 92 

100.0% 0.4% 0.6% 2.6% 10.0% 24.6% 22.9% 12.6% 9.0% 17.3% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：昨年度調査】 
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理系学生が就職活動を行った企業の動向 

N =532 

N = 494 
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学校種別クロス集計表 

(全体・大企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
1,091 1 0 13 66 199 488 121 124 79 

100.0% 0.1% 0.0% 1.2% 6.0% 18.2% 44.7% 11.1% 11.4% 7.2% 

学
校
種
別 

国立大学 
86 0 0 0 6 19 47 2 5 7 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.0% 22.1% 54.7% 2.3% 5.8% 8.1% 

公立大学 
88 0 0 4 7 15 33 4 10 15 

100.0% 0.0% 0.0% 4.5% 8.0% 17.0% 37.5% 4.5% 11.4% 17.0% 

私立大学 
580 1 0 9 30 122 262 54 61 41 

100.0% 0.2% 0.0% 1.6% 5.2% 21.0% 45.2% 9.3% 10.5% 7.1% 

公立短期大学 
14 0 0 0 0 0 10 1 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 71.4% 7.1% 21.4% 0.0% 

私立短期大学 
268 0 0 0 15 23 112 60 42 16 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.6% 8.6% 41.8% 22.4% 15.7% 6.0% 

国立高専 
49 0 0 0 6 18 22 0 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.2% 36.7% 44.9% 0.0% 6.1% 0.0% 

公立高専 
3 0 0 0 0 1 2 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 0 2 1 0 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

(全体・中小企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
1,091 2 4 36 107 321 305 165 77 74 

100.0% 0.2% 0.4% 3.3% 9.8% 29.4% 28.0% 15.1% 7.1% 6.8% 

学
校
種
別 

国立大学 
86 0 0 2 10 28 27 4 8 7 

100.0% 0.0% 0.0% 2.3% 11.6% 32.6% 31.4% 4.7% 9.3% 8.1% 

公立大学 
88 0 1 2 5 27 23 6 10 14 

100.0% 0.0% 1.1% 2.3% 5.7% 30.7% 26.1% 6.8% 11.4% 15.9% 

私立大学 
580 1 2 24 69 194 150 66 35 39 

100.0% 0.2% 0.3% 4.1% 11.9% 33.4% 25.9% 11.4% 6.0% 6.7% 

公立短期大学 
14 0 0 1 1 3 4 2 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 7.1% 7.1% 21.4% 28.6% 14.3% 21.4% 0.0% 

私立短期大学 
268 1 1 7 15 49 76 87 18 14 

100.0% 0.4% 0.4% 2.6% 5.6% 18.3% 28.4% 32.5% 6.7% 5.2% 

国立高専 
49 0 0 0 5 18 23 0 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.2% 36.7% 46.9% 0.0% 6.1% 0.0% 

公立高専 
3 0 0 0 0 1 2 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 0 2 1 0 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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(文系・大企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
860 1 0 10 38 152 418 82 95 64 

100.0% 0.1% 0.0% 1.2% 4.4% 17.7% 48.6% 9.5% 11.0% 7.4% 

学
校
種
別 

国立大学 
71 0 0 0 3 14 41 3 5 5 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.2% 19.7% 57.7% 4.2% 7.0% 7.0% 

公立大学 
61 0 0 3 6 13 25 1 4 9 

100.0% 0.0% 0.0% 4.9% 9.8% 21.3% 41.0% 1.6% 6.6% 14.8% 

私立大学 
470 1 0 7 20 103 236 27 44 32 

100.0% 0.2% 0.0% 1.5% 4.3% 21.9% 50.2% 5.7% 9.4% 6.8% 

公立短期大学 
14 0 0 0 0 0 10 1 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 71.4% 7.1% 21.4% 0.0% 

私立短期大学 
241 0 0 0 9 22 104 50 38 18 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.7% 9.1% 43.2% 20.7% 15.8% 7.5% 

国立高専 
2 0 0 0 0 0 2 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

 

(文系・中小企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
860 1 3 30 84 260 252 124 47 59 

100.0% 0.1% 0.3% 3.5% 9.8% 30.2% 29.3% 14.4% 5.5% 6.9% 

学
校
種
別 

国立大学 
71 0 0 1 11 21 23 3 7 5 

100.0% 0.0% 0.0% 1.4% 15.5% 29.6% 32.4% 4.2% 9.9% 7.0% 

公立大学 
61 0 1 1 4 23 16 1 6 9 

100.0% 0.0% 1.6% 1.6% 6.6% 37.7% 26.2% 1.6% 9.8% 14.8% 

私立大学 
470 1 2 22 57 168 134 39 17 30 

100.0% 0.2% 0.4% 4.7% 12.1% 35.7% 28.5% 8.3% 3.6% 6.4% 

公立短期大学 
14 0 0 1 1 3 4 2 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 7.1% 7.1% 21.4% 28.6% 14.3% 21.4% 0.0% 

私立短期大学 
241 0 0 5 11 45 73 79 13 15 

100.0% 0.0% 0.0% 2.1% 4.6% 18.7% 30.3% 32.8% 5.4% 6.2% 

国立高専 
2 0 0 0 0 0 2 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 
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(理系・大企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
532 0 0 9 47 98 171 60 55 92 

100.0% 0.0% 0.0% 1.7% 8.8% 18.4% 32.1% 11.3% 10.3% 17.3% 

学
校
種
別 

国立大学 
66 0 0 0 7 20 31 1 3 4 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.6% 30.3% 47.0% 1.5% 4.5% 6.1% 

公立大学 
60 0 0 4 4 6 22 5 9 10 

100.0% 0.0% 0.0% 6.7% 6.7% 10.0% 36.7% 8.3% 15.0% 16.7% 

私立大学 
302 0 0 5 25 50 84 38 32 68 

100.0% 0.0% 0.0% 1.7% 8.3% 16.6% 27.8% 12.6% 10.6% 22.5% 

公立短期大学 
3 0 0 0 0 0 2 1 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 

私立短期大学 
47 0 0 0 3 3 8 15 11 7 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.4% 6.4% 17.0% 31.9% 23.4% 14.9% 

国立高専 
49 0 0 0 7 18 22 0 0 2 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 36.7% 44.9% 0.0% 0.0% 4.1% 

公立高専 
3 0 0 0 0 0 2 0 0 1 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 33.3% 

私立高専 
2 0 0 0 1 1 0 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

(理系・中小企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
532 2 3 14 53 131 122 67 48 92 

100.0% 0.4% 0.6% 2.6% 10.0% 24.6% 22.9% 12.6% 9.0% 17.3% 

学
校
種
別 

国立大学 
66 0 0 3 9 22 22 1 5 4 

100.0% 0.0% 0.0% 4.5% 13.6% 33.3% 33.3% 1.5% 7.6% 6.1% 

公立大学 
60 0 2 1 3 17 16 3 9 9 

100.0% 0.0% 3.3% 1.7% 5.0% 28.3% 26.7% 5.0% 15.0% 15.0% 

私立大学 
302 1 0 8 32 70 52 41 29 69 

100.0% 0.3% 0.0% 2.6% 10.6% 23.2% 17.2% 13.6% 9.6% 22.8% 

公立短期大学 
3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 

私立短期大学 
47 1 1 2 2 2 6 21 5 7 

100.0% 2.1% 2.1% 4.3% 4.3% 4.3% 12.8% 44.7% 10.6% 14.9% 

国立高専 
49 0 0 0 6 18 23 0 0 2 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.2% 36.7% 46.9% 0.0% 0.0% 4.1% 

公立高専 
3 0 0 0 0 0 2 0 0 1 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 33.3% 

私立高専 
2 0 0 0 1 1 0 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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地域別クロス集計表 

(全体・大企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
1,091 1 0 13 66 199 488 121 124 79 

100.0% 0.1% 0.0% 1.2% 6.0% 18.2% 44.7% 11.1% 11.4% 7.2% 

地
域 

北海道・東北 
135 0 0 2 12 19 57 21 13 11 

100.0% 0.0% 0.0% 1.5% 8.9% 14.1% 42.2% 15.6% 9.6% 8.1% 

関東(東京以

外) 

167 0 0 1 7 32 62 19 28 18 

100.0% 0.0% 0.0% 0.6% 4.2% 19.2% 37.1% 11.4% 16.8% 10.8% 

東京 
173 0 0 2 10 40 79 13 12 17 

100.0% 0.0% 0.0% 1.2% 5.8% 23.1% 45.7% 7.5% 6.9% 9.8% 

中部 
189 1 0 5 11 36 84 17 20 15 

100.0% 0.5% 0.0% 2.6% 5.8% 19.0% 44.4% 9.0% 10.6% 7.9% 

近畿 
201 0 0 1 12 35 92 24 26 11 

100.0% 0.0% 0.0% 0.5% 6.0% 17.4% 45.8% 11.9% 12.9% 5.5% 

中国・四国 
109 0 0 1 9 20 55 13 10 1 

100.0% 0.0% 0.0% 0.9% 8.3% 18.3% 50.5% 11.9% 9.2% 0.9% 

九州・沖縄 
117 0 0 1 5 17 59 14 15 6 

100.0% 0.0% 0.0% 0.9% 4.3% 14.5% 50.4% 12.0% 12.8% 5.1% 

 

 

(全体・中小企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わか

らない 

無回答 

全体 
1,091 2 4 36 107 321 305 165 77 74 

100.0% 0.2% 0.4% 3.3% 9.8% 29.4% 28.0% 15.1% 7.1% 6.8% 

地
域 

北海道・東北 
135 0 0 4 13 38 35 30 5 10 

100.0% 0.0% 0.0% 3.0% 9.6% 28.1% 25.9% 22.2% 3.7% 7.4% 

関東(東京以

外) 

167 0 0 3 17 46 37 27 20 17 

100.0% 0.0% 0.0% 1.8% 10.2% 27.5% 22.2% 16.2% 12.0% 10.2% 

東京 
173 0 1 6 20 56 46 15 12 17 

100.0% 0.0% 0.6% 3.5% 11.6% 32.4% 26.6% 8.7% 6.9% 9.8% 

中部 
189 1 1 9 22 61 49 24 9 13 

100.0% 0.5% 0.5% 4.8% 11.6% 32.3% 25.9% 12.7% 4.8% 6.9% 

近畿 
201 0 1 8 14 61 63 30 13 11 

100.0% 0.0% 0.5% 4.0% 7.0% 30.3% 31.3% 14.9% 6.5% 5.5% 

中国・四国 
109 1 1 6 15 33 26 17 9 1 

100.0% 0.9% 0.9% 5.5% 13.8% 30.3% 23.9% 15.6% 8.3% 0.9% 

九州・沖縄 
117 0 0 0 6 26 49 22 9 5 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.1% 22.2% 41.9% 18.8% 7.7% 4.3% 
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(文系・大企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
860 1 0 10 38 152 418 82 95 64 

100.0% 0.1% 0.0% 1.2% 4.4% 17.7% 48.6% 9.5% 11.0% 7.4% 

地
域 

北海道・東北 
101 0 0 2 7 14 42 16 11 9 

100.0% 0.0% 0.0% 2.0% 6.9% 13.9% 41.6% 15.8% 10.9% 8.9% 

関東(東京以

外) 

134 0 0 0 3 23 58 12 22 16 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.2% 17.2% 43.3% 9.0% 16.4% 11.9% 

東京 
142 0 0 2 6 29 70 9 9 17 

100.0% 0.0% 0.0% 1.4% 4.2% 20.4% 49.3% 6.3% 6.3% 12.0% 

中部 
145 1 0 3 6 26 74 9 14 12 

100.0% 0.7% 0.0% 2.1% 4.1% 17.9% 51.0% 6.2% 9.7% 8.3% 

近畿 
160 0 0 1 8 30 79 16 20 6 

100.0% 0.0% 0.0% 0.6% 5.0% 18.8% 49.4% 10.0% 12.5% 3.8% 

中国・四国 
90 0 0 1 7 16 47 10 7 2 

100.0% 0.0% 0.0% 1.1% 7.8% 17.8% 52.2% 11.1% 7.8% 2.2% 

九州・沖縄 
88 0 0 1 1 14 48 10 12 2 

100.0% 0.0% 0.0% 1.1% 1.1% 15.9% 54.5% 11.4% 13.6% 2.3% 

 

 

(文系・中小企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
860 1 3 30 84 260 252 124 47 59 

100.0% 0.1% 0.3% 3.5% 9.8% 30.2% 29.3% 14.4% 5.5% 6.9% 

地
域 

北海道・東北 
101 0 0 4 8 27 28 22 5 7 

100.0% 0.0% 0.0% 4.0% 7.9% 26.7% 27.7% 21.8% 5.0% 6.9% 

関東(東京以

外) 

134 0 0 2 14 37 32 22 12 15 

100.0% 0.0% 0.0% 1.5% 10.4% 27.6% 23.9% 16.4% 9.0% 11.2% 

東京 
142 0 1 4 14 47 40 12 7 17 

100.0% 0.0% 0.7% 2.8% 9.9% 33.1% 28.2% 8.5% 4.9% 12.0% 

中部 
145 1 0 6 21 46 42 14 4 11 

100.0% 0.7% 0.0% 4.1% 14.5% 31.7% 29.0% 9.7% 2.8% 7.6% 

近畿 
160 0 1 8 11 52 52 22 8 6 

100.0% 0.0% 0.6% 5.0% 6.9% 32.5% 32.5% 13.8% 5.0% 3.8% 

中国・四国 
90 0 1 6 14 28 19 15 5 2 

100.0% 0.0% 1.1% 6.7% 15.6% 31.1% 21.1% 16.7% 5.6% 2.2% 

九州・沖縄 
88 0 0 0 2 23 39 17 6 1 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.3% 26.1% 44.3% 19.3% 6.8% 1.1% 
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(理系・大企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
532 0 0 9 47 98 171 60 55 92 

100.0% 0.0% 0.0% 1.7% 8.8% 18.4% 32.1% 11.3% 10.3% 17.3% 

地
域 

北海道・東北 
69 0 0 3 6 9 28 5 8 10 

100.0% 0.0% 0.0% 4.3% 8.7% 13.0% 40.6% 7.2% 11.6% 14.5% 

関東(東京以

外) 

71 0 0 1 3 16 17 10 8 16 

100.0% 0.0% 0.0% 1.4% 4.2% 22.5% 23.9% 14.1% 11.3% 22.5% 

東京 
76 0 0 1 7 18 24 6 2 18 

100.0% 0.0% 0.0% 1.3% 9.2% 23.7% 31.6% 7.9% 2.6% 23.7% 

中部 
101 0 0 3 7 19 25 16 6 25 

100.0% 0.0% 0.0% 3.0% 6.9% 18.8% 24.8% 15.8% 5.9% 24.8% 

近畿 
100 0 0 0 11 15 30 10 19 15 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.0% 15.0% 30.0% 10.0% 19.0% 15.0% 

中国・四国 
58 0 0 1 7 9 29 5 3 4 

100.0% 0.0% 0.0% 1.7% 12.1% 15.5% 50.0% 8.6% 5.2% 6.9% 

九州・沖縄 
57 0 0 0 6 12 18 8 9 4 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.5% 21.1% 31.6% 14.0% 15.8% 7.0% 

 

 

(理系・中小企業） 全体 2018 年 

1 月以

前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以

降 

わから

ない 

無回答 

全体 
532 2 3 14 53 131 122 67 48 92 

100.0% 0.4% 0.6% 2.6% 10.0% 24.6% 22.9% 12.6% 9.0% 17.3% 

地
域 

北海道・東北 
69 0 1 2 7 20 15 9 5 10 

100.0% 0.0% 1.4% 2.9% 10.1% 29.0% 21.7% 13.0% 7.2% 14.5% 

関東(東京以

外) 

71 0 0 1 7 15 14 10 8 16 

100.0% 0.0% 0.0% 1.4% 9.9% 21.1% 19.7% 14.1% 11.3% 22.5% 

東京 
76 0 0 3 11 21 14 5 4 18 

100.0% 0.0% 0.0% 3.9% 14.5% 27.6% 18.4% 6.6% 5.3% 23.7% 

中部 
101 0 1 5 9 26 14 16 5 25 

100.0% 0.0% 1.0% 5.0% 8.9% 25.7% 13.9% 15.8% 5.0% 24.8% 

近畿 
100 1 0 2 6 21 28 11 16 15 

100.0% 1.0% 0.0% 2.0% 6.0% 21.0% 28.0% 11.0% 16.0% 15.0% 

中国・四国 
58 1 1 1 9 17 15 6 4 4 

100.0% 1.7% 1.7% 1.7% 15.5% 29.3% 25.9% 10.3% 6.9% 6.9% 

九州・沖縄 
57 0 0 0 4 11 22 10 6 4 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.0% 19.3% 38.6% 17.5% 10.5% 7.0% 
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＜（５）学生が就職活動を終了した時期＞ 

〇多くの学生が就職活動を終了した時期を尋ねたところ、大企業については、「継続中」（３３．６％）と

回答した大学等が最も多く、続いて「６月」（２７．４％）、「７月以降」（２１．６％）であった。また、

中小企業については「継続中」（５８．１％）と回答した企業が最も多く、続いて「６月」（１４．７％）、

「７月以降」（１３．１％）であった。 

〇文理別にみると、文系学生が就職活動を終了した時期は、大企業については「継続中」との回答が最も

多く、３５．７％であった。中小企業についても「継続中」との回答が最も多く６４．３％であった。 

また、理系学生が就職活動を終了した時期は、大企業については「６月」との回答が最も多く、３１．

４％であった。中小企業については「継続中」との回答が最も多く、３６．５％であった。 

○昨年度と比べると、「継続中」との回答割合は、文系学生が就職活動を行った企業のうち、大企業に関し

ては、前年度比３．０ポイント減、中小企業に関しては、前年度比４．９ポイント減であり、理系学生

については、大企業に関しては、前年度比４．０ポイント減、中小企業に関しては、前年度比６．２ポ

イント減であった。 

 

【多くの学生が就職活動を終了した時期は概ねいつ頃ですか】（一つ選択） 

（企業全体・大企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 継続中 

わから

ない 
無回答 

1,091 3 2 3 6 22 299 236 367 78 75 

100.0% 0.3% 0.2% 0.3% 0.5% 2.0% 27.4% 21.6% 33.6% 7.1% 6.9% 

（企業全体・中小企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 継続中 

わから

ない 
無回答 

1,091 2 2 3 7 22 160 143 634 48 70 

100.0% 0.2% 0.2% 0.3% 0.6% 2.0% 14.7% 13.1% 58.1% 4.4% 6.4% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

企業全体の動向 

N = 1,091 
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（文系・大企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 継続中 

わから

ない 
無回答 

860 2 2 1 1 10 222 191 307 61 63 

100.0% 0.2% 0.2% 0.1% 0.1% 1.2% 25.8% 22.2% 35.7% 7.1% 7.3% 

（文系・中小企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 継続中 

わから

ない 
無回答 

860 1 2 1 4 11 100 97 553 33 58 

100.0% 0.1% 0.2% 0.1% 0.5% 1.3% 11.6% 11.3% 64.3% 3.8% 6.7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【参考：昨年度調査】 
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文系学生が就職活動を行った企業の動向 

N = 863 

N = 860 
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（理系・大企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 継続中 

わから

ない 
無回答 

532 0 2 1 5 20 167 85 125 35 92 

100.0% 0.0% 0.4% 0.2% 0.9% 3.8% 31.4% 16.0% 23.5% 6.6% 17.3% 

（理系・中小企業） 

全体 
2018 年 

1 月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 継続中 

わから

ない 
無回答 

532 0 2 2 4 19 105 80 194 35 91 

100.0% 0.0% 0.4% 0.4% 0.8% 3.6% 19.7% 15.0% 36.5% 6.6% 17.1% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【参考：昨年度調査】 
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学校種別クロス集計表 

全体・大企業 
全体 

2018 年 

1 月 

以前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 
7 月 

以降 
継続中 

わから

ない 
無回答 

全体 
1,091 3 2 3 6 22 299 236 367 78 75 

100.0% 0.3% 0.2% 0.3% 0.5% 2.0% 27.4% 21.6% 33.6% 7.1% 6.9% 

学
校
種
別 

国立 

大学 

86 0 0 0 1 1 50 20 5 2 7 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.2% 1.2% 58.1% 23.3% 5.8% 2.3% 8.1% 

公立 

大学 

88 0 0 1 0 4 27 17 17 8 14 

100.0% 0.0% 0.0% 1.1% 0.0% 4.5% 30.7% 19.3% 19.3% 9.1% 15.9% 

私立 

大学 

580 2 2 1 2 9 154 146 184 41 39 

100.0% 0.3% 0.3% 0.2% 0.3% 1.6% 26.6% 25.2% 31.7% 7.1% 6.7% 

公立短

期大学 

14 0 0 0 0 0 3 3 8 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 21.4% 21.4% 57.1% 0.0% 0.0% 

私立短

期大学 

268 1 0 1 1 2 37 37 148 26 15 

100.0% 0.4% 0.0% 0.4% 0.4% 0.7% 13.8% 13.8% 55.2% 9.7% 5.6% 

国立 

高専 

49 0 0 0 2 6 25 12 3 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.1% 12.2% 51.0% 24.5% 6.1% 2.0% 0.0% 

公立 

高専 

3 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 

私立 

高専 

3 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

全体・中小企業 
全体 

2018 年 

1 月 

以前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 
7 月 

以降 
継続中 

わから

ない 
無回答 

全体 
1,091 2 2 3 7 22 160 143 634 48 70 

100.0% 0.2% 0.2% 0.3% 0.6% 2.0% 14.7% 13.1% 58.1% 4.4% 6.4% 

学
校
種
別 

国立 

大学 

86 0 0 0 1 4 27 23 20 4 7 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.2% 4.7% 31.4% 26.7% 23.3% 4.7% 8.1% 

公立 

大学 

88 0 0 0 1 2 15 20 29 8 13 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.1% 2.3% 17.0% 22.7% 33.0% 9.1% 14.8% 

私立 

大学 

580 2 2 1 1 6 78 73 357 23 37 

100.0% 0.3% 0.3% 0.2% 0.2% 1.0% 13.4% 12.6% 61.6% 4.0% 6.4% 

公立短

期大学 

14 0 0 0 0 2 0 1 10 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 7.1% 71.4% 7.1% 0.0% 

私立短

期大学 

268 0 0 2 2 0 15 14 212 10 13 

100.0% 0.0% 0.0% 0.7% 0.7% 0.0% 5.6% 5.2% 79.1% 3.7% 4.9% 

国立 

高専 

49 0 0 0 2 8 22 11 4 2 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.1% 16.3% 44.9% 22.4% 8.2% 4.1% 0.0% 

公立 

高専 

3 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 

私立 

高専 

3 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 
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文系・大企業 
全体 

2018 年 

1 月 

以前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 
7 月 

以降 
継続中 

わから

ない 
無回答 

全体 
860 2 2 1 1 10 222 191 307 61 63 

100.0% 0.2% 0.2% 0.1% 0.1% 1.2% 25.8% 22.2% 35.7% 7.1% 7.3% 

学
校
種
別 

国立 

大学 

71 0 0 0 0 1 41 15 7 2 5 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 57.7% 21.1% 9.9% 2.8% 7.0% 

公立 

大学 

61 0 0 0 0 3 21 14 10 5 8 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.9% 34.4% 23.0% 16.4% 8.2% 13.1% 

私立 

大学 

470 1 2 0 1 6 124 128 145 31 32 

100.0% 0.2% 0.4% 0.0% 0.2% 1.3% 26.4% 27.2% 30.9% 6.6% 6.8% 

公立短

期大学 

14 0 0 0 0 0 3 3 8 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 21.4% 21.4% 57.1% 0.0% 0.0% 

私立短

期大学 

241 1 0 1 0 0 32 31 136 22 18 

100.0% 0.4% 0.0% 0.4% 0.0% 0.0% 13.3% 12.9% 56.4% 9.1% 7.5% 

国立 

高専 

2 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 

公立 

高専 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立 

高専 

1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

 

文系・中小企業 
全体 

2018 年 

1 月 

以前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 
7 月 

以降 
継続中 

わから

ない 
無回答 

全体 
860 1 2 1 4 11 100 97 553 33 58 

100.0% 0.1% 0.2% 0.1% 0.5% 1.3% 11.6% 11.3% 64.3% 3.8% 6.7% 

学
校
種
別 

国立 

大学 

71 0 0 0 0 3 22 17 20 4 5 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.2% 31.0% 23.9% 28.2% 5.6% 7.0% 

公立 

大学 

61 0 0 0 1 2 10 14 21 5 8 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 3.3% 16.4% 23.0% 34.4% 8.2% 13.1% 

私立 

大学 

470 1 2 0 1 4 57 58 302 15 30 

100.0% 0.2% 0.4% 0.0% 0.2% 0.9% 12.1% 12.3% 64.3% 3.2% 6.4% 

公立短

期大学 

14 0 0 0 0 2 0 1 10 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 7.1% 71.4% 7.1% 0.0% 

私立短

期大学 

241 0 0 1 2 0 10 7 199 7 15 

100.0% 0.0% 0.0% 0.4% 0.8% 0.0% 4.1% 2.9% 82.6% 2.9% 6.2% 

国立 

高専 

2 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 

公立 

高専 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立 

高専 

1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 
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(理系・大企業） 
全体 

2018 年 

1 月 

以前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 
7 月 

以降 
継続中 

わから

ない 
無回答 

全体 
532 0 2 1 5 20 167 85 125 35 92 

100.0% 0.0% 0.4% 0.2% 0.9% 3.8% 31.4% 16.0% 23.5% 6.6% 17.3% 

学
校
種
別 

国立 

大学 

66 0 0 0 1 3 40 14 3 1 4 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.5% 4.5% 60.6% 21.2% 4.5% 1.5% 6.1% 

公立 

大学 

60 0 0 0 0 4 20 8 13 5 10 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 33.3% 13.3% 21.7% 8.3% 16.7% 

私立 

大学 

302 0 2 1 1 8 72 44 85 21 68 

100.0% 0.0% 0.7% 0.3% 0.3% 2.6% 23.8% 14.6% 28.1% 7.0% 22.5% 

公立短

期大学 

3 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 

私立短

期大学 

47 0 0 0 1 0 6 5 20 8 7 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.1% 0.0% 12.8% 10.6% 42.6% 17.0% 14.9% 

国立 

高専 

49 0 0 0 2 5 27 12 1 0 2 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.1% 10.2% 55.1% 24.5% 2.0% 0.0% 4.1% 

公立 

高専 

3 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 33.3% 

私立 

高専 

2 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

(理系・中小企

業) 
全体 

2018 年 

1 月 

以前 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 
7 月 

以降 
継続中 

わから

ない 
無回答 

全体 
532 0 2 2 4 19 105 80 194 35 91 

100.0% 0.0% 0.4% 0.4% 0.8% 3.6% 19.7% 15.0% 36.5% 6.6% 17.1% 

学
校
種
別 

国立 

大学 

66 0 0 0 1 4 26 17 12 2 4 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.5% 6.1% 39.4% 25.8% 18.2% 3.0% 6.1% 

公立 

大学 

60 0 0 0 1 3 13 13 16 5 9 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.7% 5.0% 21.7% 21.7% 26.7% 8.3% 15.0% 

私立 

大学 

302 0 2 1 0 4 38 32 136 21 68 

100.0% 0.0% 0.7% 0.3% 0.0% 1.3% 12.6% 10.6% 45.0% 7.0% 22.5% 

公立短

期大学 

3 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 

私立短

期大学 

47 0 0 1 0 0 3 6 25 5 7 

100.0% 0.0% 0.0% 2.1% 0.0% 0.0% 6.4% 12.8% 53.2% 10.6% 14.9% 

国立 

高専 

49 0 0 0 2 7 24 11 2 1 2 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.1% 14.3% 49.0% 22.4% 4.1% 2.0% 4.1% 

公立 

高専 

3 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 33.3% 

私立 

高専 

2 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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地域別クロス集計表 

（全体・大企業） 全体 
2018年1

月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 継続中 

わから

ない 
無回答 

全体 
1,091 3 2 3 6 22 299 236 367 78 75 

100.0% 0.3% 0.2% 0.3% 0.5% 2.0% 27.4% 21.6% 33.6% 7.1% 6.9% 

地

域 

北海道・東北 
124 0 0 0 1 7 28 26 52 0 10 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8% 5.6% 22.6% 21.0% 41.9% 0.0% 8.1% 

関東(東京以

外) 

221 2 0 0 2 2 42 28 52 75 18 

100.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.9% 0.9% 19.0% 12.7% 23.5% 33.9% 8.1% 

東京 
170 0 0 0 1 2 73 33 44 0 17 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 1.2% 42.9% 19.4% 25.9% 0.0% 10.0% 

中部 
253 0 0 2 1 5 44 54 58 75 14 

100.0% 0.0% 0.0% 0.8% 0.4% 2.0% 17.4% 21.3% 22.9% 29.6% 5.5% 

近畿 
186 1 2 1 0 4 53 52 63 0 10 

100.0% 0.5% 1.1% 0.5% 0.0% 2.2% 28.5% 28.0% 33.9% 0.0% 5.4% 

中国・四国 
179 0 0 0 1 2 42 18 40 75 1 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 1.1% 23.5% 10.1% 22.3% 41.9% 0.6% 

九州・沖縄 
105 0 0 0 0 0 17 25 58 0 5 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.2% 23.8% 55.2% 0.0% 4.8% 

 

 

全体・中小企業 全体 
2018年1

月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 継続中 

わから

ない 
無回答 

全体 
1,091 2 2 3 7 22 160 143 634 48 70 

100.0% 0.2% 0.2% 0.3% 0.6% 2.0% 14.7% 13.1% 58.1% 4.4% 6.4% 

地

域 

北海道・東北 
135 0 0 0 0 9 14 20 77 6 9 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 10.4% 14.8% 57.0% 4.4% 6.7% 

関東(東京以

外) 

167 1 0 0 3 1 17 15 103 11 16 

100.0% 0.6% 0.0% 0.0% 1.8% 0.6% 10.2% 9.0% 61.7% 6.6% 9.6% 

東京 
173 0 0 0 1 2 39 18 90 6 17 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 1.2% 22.5% 10.4% 52.0% 3.5% 9.8% 

中部 
189 0 0 2 0 6 30 29 105 5 12 

100.0% 0.0% 0.0% 1.1% 0.0% 3.2% 15.9% 15.3% 55.6% 2.6% 6.3% 

近畿 
201 1 2 1 0 1 31 31 114 10 10 

100.0% 0.5% 1.0% 0.5% 0.0% 0.5% 15.4% 15.4% 56.7% 5.0% 5.0% 

中国・四国 
109 0 0 0 2 3 19 16 66 2 1 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.8% 2.8% 17.4% 14.7% 60.6% 1.8% 0.9% 

九州・沖縄 
117 0 0 0 1 0 10 14 79 8 5 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.9% 0.0% 8.5% 12.0% 67.5% 6.8% 4.3% 
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（文系・大企業） 全体 
2018年1

月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 継続中 

わから

ない 
無回答 

全体 
860 2 2 1 1 10 222 191 307 61 63 

100.0% 0.2% 0.2% 0.1% 0.1% 1.2% 25.8% 22.2% 35.7% 7.1% 7.3% 

地

域 

北海道・東北 
101 0 0 0 0 3 19 16 47 8 8 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.0% 18.8% 15.8% 46.5% 7.9% 7.9% 

関東(東京以

外) 

134 1 0 0 0 0 31 22 45 18 17 

100.0% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 23.1% 16.4% 33.6% 13.4% 12.7% 

東京 
142 0 0 0 1 2 52 33 34 2 18 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 1.4% 36.6% 23.2% 23.9% 1.4% 12.7% 

中部 
145 0 0 1 0 3 33 44 44 9 11 

100.0% 0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 2.1% 22.8% 30.3% 30.3% 6.2% 7.6% 

近畿 
160 1 2 0 0 1 43 44 52 11 6 

100.0% 0.6% 1.3% 0.0% 0.0% 0.6% 26.9% 27.5% 32.5% 6.9% 3.8% 

中国・四国 
90 0 0 0 0 1 32 16 36 3 2 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.1% 35.6% 17.8% 40.0% 3.3% 2.2% 

九州・沖縄 
88 0 0 0 0 0 12 16 49 10 1 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 13.6% 18.2% 55.7% 11.4% 1.1% 

 

 

（文系・中小企業） 全体 
2018年1

月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 継続中 

わから

ない 
無回答 

全体 
860 1 2 1 4 11 100 97 553 33 58 

100.0% 0.1% 0.2% 0.1% 0.5% 1.3% 11.6% 11.3% 64.3% 3.8% 6.7% 

地

域 

北海道・東北 
101 0 0 0 0 5 7 11 67 5 6 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 6.9% 10.9% 66.3% 5.0% 5.9% 

関東(東京以

外) 

134 0 0 0 1 0 10 10 92 6 15 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 7.5% 7.5% 68.7% 4.5% 11.2% 

東京 
142 0 0 0 0 1 22 17 79 5 18 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 15.5% 12.0% 55.6% 3.5% 12.7% 

中部 
145 0 0 1 0 3 19 19 88 5 10 

100.0% 0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 2.1% 13.1% 13.1% 60.7% 3.4% 6.9% 

近畿 
160 1 2 0 0 0 25 21 100 5 6 

100.0% 0.6% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 15.6% 13.1% 62.5% 3.1% 3.8% 

中国・四国 
90 0 0 0 2 2 11 10 61 2 2 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.2% 2.2% 12.2% 11.1% 67.8% 2.2% 2.2% 

九州・沖縄 
88 0 0 0 1 0 6 9 66 5 1 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.1% 0.0% 6.8% 10.2% 75.0% 5.7% 1.1% 
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（理系・大企業） 全体 
2018年1

月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 継続中 

わから

ない 
無回答 

全体 
532 0 2 1 5 20 167 85 125 35 92 

100.0% 0.0% 0.4% 0.2% 0.9% 3.8% 31.4% 16.0% 23.5% 6.6% 17.3% 

地

域 

北海道・東北 
69 0 0 0 1 4 21 13 12 8 10 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 5.8% 30.4% 18.8% 17.4% 11.6% 14.5% 

関東(東京以

外) 

71 0 0 0 2 1 21 10 17 4 16 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.8% 1.4% 29.6% 14.1% 23.9% 5.6% 22.5% 

東京 
76 0 0 0 0 2 33 8 13 1 19 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.6% 43.4% 10.5% 17.1% 1.3% 25.0% 

中部 
101 0 0 0 1 4 30 15 23 3 25 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.0% 4.0% 29.7% 14.9% 22.8% 3.0% 24.8% 

近畿 
100 0 2 1 0 4 28 20 17 14 14 

100.0% 0.0% 2.0% 1.0% 0.0% 4.0% 28.0% 20.0% 17.0% 14.0% 14.0% 

中国・四国 
58 0 0 0 1 4 20 9 18 2 4 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.7% 6.9% 34.5% 15.5% 31.0% 3.4% 6.9% 

九州・沖縄 
57 0 0 0 0 1 14 10 25 3 4 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.8% 24.6% 17.5% 43.9% 5.3% 7.0% 

 

 

（理系・中小企業） 全体 
2018年1

月以前 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月以降 継続中 

わから

ない 
無回答 

全体 
532 0 2 2 4 19 105 80 194 35 91 

100.0% 0.0% 0.4% 0.4% 0.8% 3.6% 19.7% 15.0% 36.5% 6.6% 17.1% 

地

域 

北海道・東北 
69 0 0 0 0 7 9 12 25 6 10 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.1% 13.0% 17.4% 36.2% 8.7% 14.5% 

関東(東京以

外) 

71 0 0 0 2 1 11 9 27 5 16 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.8% 1.4% 15.5% 12.7% 38.0% 7.0% 22.5% 

東京 
76 0 0 0 1 1 21 9 22 3 19 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.3% 1.3% 27.6% 11.8% 28.9% 3.9% 25.0% 

中部 
101 0 0 1 0 6 20 12 34 4 24 

100.0% 0.0% 0.0% 1.0% 0.0% 5.9% 19.8% 11.9% 33.7% 4.0% 23.8% 

近畿 
100 0 2 1 0 2 17 21 31 12 14 

100.0% 0.0% 2.0% 1.0% 0.0% 2.0% 17.0% 21.0% 31.0% 12.0% 14.0% 

中国・四国 
58 0 0 0 1 2 17 10 22 2 4 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.7% 3.4% 29.3% 17.2% 37.9% 3.4% 6.9% 

九州・沖縄 
57 0 0 0 0 0 10 7 33 3 4 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 17.5% 12.3% 57.9% 5.3% 7.0% 
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40.6%

38.0%

3.5%

0.3%
11.9%

5.8%

売り手市場であり、昨年度より強い傾向

売り手市場であり、昨年度と同じ程度

売り手市場であり、昨年度より弱い傾向

買い手市場である

どちらとも言えない

無回答

40.9% 42.2% 3.5%

5.9%

0.6%

0.1%

3.3%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

売り手市場であり、昨年度より強い傾向

売り手市場であり、昨年度と同じ程度

売り手市場であり、昨年度より弱い傾向

どちらでもない

やや買い手市場である

買い手市場である

わからない

無回答

＜（６）本年度の就職・採用活動の状況＞ 

〇本年度の就職採用市場について尋ねたところ、「売り手市場であり、昨年度と同じ程度」と回答した大学

等は４２．２％と最も多く、売り手市場という回答の合計は８６．６％となった。一方で「買い手市場」

「やや買い手市場」との回答は合わせても０．７％であった。 

○昨年度と比較すると、売り手市場の回答割合は４．５ポイント高くなっている。 

 

【本年度の就職・採用市場は全体として、売り手市場ですか、買い手市場ですか】（一つ選択） 

全体 

売り手市場

であり、昨

年度より強

い傾向 

売り手市場

であり、昨

年度と同じ

程度 

売り手市場

であり、昨

年度より弱

い傾向 

どちらでもな

い 

やや買い手

市場である 

買い手市場

である 

わからな

い 
無回答 

1,091 446 460 38 64 7 1 36 39 

100.0% 40.9% 42.2% 3.5% 5.9% 0.6% 0.1% 3.3% 3.6% 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【参考：昨年度調査】 N=1,037 

 

  

N =1,091 
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17.1%

26.4%

33.2%

14.7%

8.7%

1割未満

1割～2割

3割～5割

5割以上

無回答

13.1%

19.0%

22.5%

13.4%

27.9%

4.1%

1割未満

1割～2割

3割～4割

5割以上

わからない

無回答

＜（７）夏季・秋季の採用選考活動の状況＞ 

〇本年度の就職・採用活動において、夏季・秋季から開始される採用選考活動を行う企業は全体のうちど

の程度の割合か尋ねたところ、「わからない」を除くと、「３割～４割」（２２．５％）と回答した大学が

最も多く、次いで「１割～２割」（１９．０％）との回答が多かった。 

 

【本年度の就職・採用活動において、夏季・秋季から開始される採用選考活動を行う企業は全体のうちどの程度の割合ですか】（一つ選択） 

 

全体 1 割未満 1 割～2 割 3 割～4 割 5 割以上 わからない 無回答 

1,091 143 207 246 146 304 45 

100.0% 13.1% 19.0% 22.5% 13.4% 27.9% 4.1% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【参考：昨年度調査】 

  

N =1,091 

N =1,037 
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学校種別クロス集計表 全体 1 割未満 1 割～2 割 3 割～4 割 5 割以上 わからない 無回答 

全体 
1,091 143 207 246 146 304 45 

100.0% 13.1% 19.0% 22.5% 13.4% 27.9% 4.1% 

学
校
種
別 

国立大学 
86 17 21 13 4 26 5 

100.0% 19.8% 24.4% 15.1% 4.7% 30.2% 5.8% 

公立大学 
88 13 14 18 8 26 9 

100.0% 14.8% 15.9% 20.5% 9.1% 29.5% 10.2% 

私立大学 
580 64 121 151 68 155 21 

100.0% 11.0% 20.9% 26.0% 11.7% 26.7% 3.6% 

公立短期大学 
14 0 2 5 0 7 0 

100.0% 0.0% 14.3% 35.7% 0.0% 50.0% 0.0% 

私立短期大学 
268 22 41 58 64 73 10 

100.0% 8.2% 15.3% 21.6% 23.9% 27.2% 3.7% 

国立高専 
49 24 7 1 2 15 0 

100.0% 49.0% 14.3% 2.0% 4.1% 30.6% 0.0% 

公立高専 
3 2 0 0 0 1 0 

100.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 

私立高専 
3 1 1 0 0 1 0 

100.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 

  

 

       

地域別クロス集計表 全体 1割未満 1割～2割 3割～4割 5割以上 わからない 無回答 

全体 1,091 143 207 246 146 304 45 

100.0% 13.1% 19.0% 22.5% 13.4% 27.9% 4.1% 

地
域 

北海道・東北 
135 17 20 33 25 36 4 

100.0% 12.6% 14.8% 24.4% 18.5% 26.7% 3.0% 

関東(東京以外) 
167 15 27 35 22 57 11 

100.0% 9.0% 16.2% 21.0% 13.2% 34.1% 6.6% 

東京 
173 18 41 44 20 39 11 

100.0% 10.4% 23.7% 25.4% 11.6% 22.5% 6.4% 

中部 
189 40 31 40 19 48 11 

100.0% 21.2% 16.4% 21.2% 10.1% 25.4% 5.8% 

近畿 
201 24 46 39 23 63 6 

100.0% 11.9% 22.9% 19.4% 11.4% 31.3% 3.0% 

中国・四国 
109 15 18 30 15 31 0 

100.0% 13.8% 16.5% 27.5% 13.8% 28.4% 0.0% 

九州・沖縄 
117 14 24 25 22 30 2 

100.0% 12.0% 20.5% 21.4% 18.8% 25.6% 1.7% 
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Ⅳ．就職・採用活動時期と学業等との関係 

＜（１）広報活動の開始時期＞ 

【広報活動の開始時期が卒業・修了前年度の３月１日以降であることについて】 

〇広報活動開始時期が卒業・修了前年度の３月１日以降となり、就職・採用活動の開始時期の後ろ倒しが

続いていることについて、どのような影響があったか尋ねたところ、以下の項目で「良い影響があった」

「どちらかというと良い影響があった」と回答した大学の割合が高かった。 

・学生が学部３年次の後期試験に落ち着いて取り組めるようになった（32.6％、前年度比 3.2p 減） 

・卒業・修了前年度までの、学生の授業やゼミの学修時間の確保（32.4％、前年度比 0.3p 増） 

・卒業・修了前年度までの、学生のインターンシップの参加促進（31.7％、前年度比 1.2p 減） 

・学部３年次の後期授業への出席（31.5％、前年度比 1.4p 減） 

○一方で、「悪い影響があった」「どちらかというと悪い影響があった」と回答した大学の割合が最も高か

った項目は「卒業・修了前年度までの、学生の授業やゼミの学修時間の確保」（7.7％）であり、昨年度

の 7.0％から割合は若干増えている。 

○昨年度と比較すると、良い影響があったとの回答が、悪い影響があったとの回答を大きく上回っている。 

 

【広報活動開始時期が卒業・修了前年度の３月１日以降となり、就職・採用活動の開始時期の後ろ倒しが続いていることについて、どのような影響がありましたか】 

 

① 卒業・修了前年度までの、学生の授業やゼミの学修時間の確保 

全体 
良い影響が

あった 

どちらかとい

うと良い影響

があった 

同じくらい 

どちらかとい

うと悪い影響

があった 

悪い影響が

あった 

影響はなか

った 
無回答 

1,091 89 264 224 70 14 381 49 

100.0% 8.2% 24.2% 20.5% 6.4% 1.3% 34.9% 4.5% 

 

② 卒業・修了前年度までの、学生のキャリア教育の時間の確保 

全体 
良い影響が

あった 

どちらかとい

うと良い影

響があった 

同じくらい 

どちらかとい

うと悪い影

響があった 

悪い影響が

あった 

影響はなか

った 
無回答 

1,091 63 230 271 35 5 435 52 

100.0% 5.8% 21.1% 24.8% 3.2% 0.5% 39.9% 4.8% 

 

③ 卒業・修了前年度までの、学生のインターンシップの参加促進 

全体 
良い影響が

あった 

どちらかとい

うと良い影

響があった 

同じくらい 

どちらかとい

うと悪い影

響があった 

悪い影響が

あった 

影響はなか

った 
無回答 

1,091 58 288 247 26 14 405 53 

100.0% 5.3% 26.4% 22.6% 2.4% 1.3% 37.1% 4.9% 
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8.2%

5.8%

5.3%

10.3%

8.3%

24.2%

21.1%

26.4%

21.2%

24.3%

20.5%

24.8%

22.6%

20.8%

21.2%

6.4%

3.2%

2.4%

2.1%

2.8%

1.3%

0.5%

1.3%

0.8%

0.8%

34.9%

39.9%

37.1%

39.7%

37.3%

4.5%

4.8%

4.9%

5.1%

5.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

卒業・修了前年度までの、学生の授業やゼミの学修時間の確保

卒業・修了前年度までの、学生のキャリア教育の時間の確保

卒業・修了前年度までの、学生のインターンシップの参加促進

学部3年次（※）の後期授業への出席

学生が学部3年次（※）の後期試験に落ち着いて取り組むこと

良い影響があった どちらかというと良い影響があった 同じくらい

どちらかというと悪い影響があった 悪い影響があった 影響はなかった

無回答

④ 学部 3 年次の後期授業への出席（※短大、高専の場合は、卒業前年次） 

全体 
良い影響が

あった 

どちらかとい

うと良い影響

があった 

同じくらい 

どちらかとい

うと悪い影響

があった 

悪い影響が

あった 

影響はなか

った 
無回答 

1,091 112 231 227 23 9 433 56 

100.0% 10.3% 21.2% 20.8% 2.1% 0.8% 39.7% 5.1% 

 

⑤ 学生が学部 3 年次の後期試験に落ち着いて取り組めるようになった（※短大、高専の場合は、卒業前年次） 

全体 
良い影響が

あった 

どちらかとい

うと良い影

響があった 

同じくらい 

どちらかとい

うと悪い影

響があった 

悪い影響が

あった 

影響はなか

った 
無回答 

1,091 91 265 231 31 9 407 57 

100.0% 8.3% 24.3% 21.2% 2.8% 0.8% 37.3% 5.2% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（各項目一つ選択）  

 

※学校種別クロス集計表および地域別クロス集計表は巻末資料を参照のこと 

      

   

N =1,091 
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【参考：昨年度調査】

 

N =1,037 



 

75 
 

【就職・採用活動の開始時期が昨年度と同じ時期に設定されたことについて】 

＜（１）良い影響があったと思うこと＞ 

○採用選考活動開始時期が昨年度と同じ時期（広報活動３月１日以降、採用選考活動６月１日以降）に

設定されたことについて、大学への影響を尋ねたところ、以下の項目で「そう思う」」「どちらかとい

えばそう思う」と回答した大学の割合が高かった。 

・学生が就職活動の準備をしやすくなった（４７．８％） 

・大学等が就職支援の計画を立てやすくなった（４６．４％） 

 

【就職・採用活動開始時期が、昨年度と同じ時期（広報活動３月、採用選考活動６月）に設定されたことについて、良い影響があったと思うことはどのようなことでしたか】 

① 学生が計画的に学修できるようになった 

全体 そう思う 
どちらかと言え

ばそう思う 
どちらでもない 

どちらかと言えば

そう思わない 
そう思わない 無回答 

1,091 100 338 474 48 81 50 

100.0% 9.2% 31.0% 43.4% 4.4% 7.4% 4.6% 

 

② 学生が就職活動の準備をしやすくなった 

全体 そう思う 
どちらかと言え

ばそう思う 
どちらでもない 

どちらかと言えば

そう思わない 
そう思わない 無回答 

1,091 120 402 378 61 80 50 

100.0% 11.0% 36.8% 34.6% 5.6% 7.3% 4.6% 

 

③ 学生が計画的に企業研究できるようになった 

全体 そう思う 
どちらかと言え

ばそう思う 
どちらでもない 

どちらかと言えば

そう思わない 
そう思わない 無回答 

1,091 66 348 458 82 86 51 

100.0% 6.0% 31.9% 42.0% 7.5% 7.9% 4.7% 

 

④ 学生が先輩の体験を参考にできるようになった 

全体 そう思う 
どちらかと言え

ばそう思う 
どちらでもない 

どちらかと言えば

そう思わない 
そう思わない 無回答 

1,091 94 348 490 51 57 51 

100.0% 8.6% 31.9% 44.9% 4.7% 5.2% 4.7% 

 

⑤ 大学等が就職支援の計画を立てやすくなった 

全体 そう思う 
どちらかと言え

ばそう思う 
どちらでもない 

どちらかと言えば

そう思わない 
そう思わない 無回答 

1,091 133 373 424 50 60 51 

100.0% 12.2% 34.2% 38.9% 4.6% 5.5% 4.7% 
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⑥ 学生が海外留学に行きやすくなった 

全体 そう思う 
どちらかと言え

ばそう思う 
どちらでもない 

どちらかと言えば

そう思わない 
そう思わない 無回答 

1,091 18 118 668 69 159 59 

100.0% 1.6% 10.8% 61.2% 6.3% 14.6% 5.4% 

 

⑦ 学生が教育実習の計画を立てやすくなった 

全体 そう思う 
どちらかと言え

ばそう思う 
どちらでもない 

どちらかと言えば

そう思わない 
そう思わない 無回答 

1,091 12 104 610 125 164 76 

100.0% 1.1% 9.5% 55.9% 11.5% 15.0% 7.0% 

 

 

 

 

（各項目一つ選択） 

 

※学校種別クロス集計表および地域別クロス集計表は巻末資料を参照のこと 

 

  

9.2%

11.0%

6.0%

8.6%

12.2%

1.6%

1.1%

31.0%

36.8%

31.9%

31.9%

34.2%

10.8%

9.5%

43.4%

34.6%

42.0%

44.9%

38.9%

61.2%

55.9%

4.4%

5.6%

7.5%

4.7%

4.6%

6.3%

11.5%

7.4%

7.3%

7.9%

5.2%

5.5%

14.6%

15.0%

4.6%

4.6%

4.7%

4.7%

4.7%

5.4%

7.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

学生が計画的に学修できるようになった

学生が就職活動の準備をしやすくなった

学生が計画的に企業研究できるようになった

学生が先輩の体験を参考にできるようになった

大学等が就職支援の計画を立てやすくなった

学生が海外留学に行きやすくなった

学生が教育実習の計画を立てやすくなった

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらでもない

どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

N =1,091 
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【参考：昨年度調査】 

 

2.9%

0.3…

0.7%

1.8%

1.0%

2.5%

13.6%

4.8%

3.3%

16.3%

11.2%

18.1%

35.3%

17.3%

15.8%

35.9%

35.3%

34.9%

9.8%

12.9%

29.8%

12.7%

16.8%

10.0%

31.8%

57.5%

42.1%

26.8%

29.3%

27.9%

6.6%

7.2%

8.3%

6.5%

6.5%

6.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学生が計画的に学修できること

学生が海外留学の計画を立てるこ

と

学生が教育実習の計画を立てるこ

と

学生が就職活動の準備をすること

学生が計画的に企業研究をするこ

と

大学が計画的に就職活動支援を

行うこと

非常に良い影響があった 良い影響があった

ある程度良い影響があった あまり影響はなかった

全く影響はなかった 無回答

N =1,037 
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＜（２）課題となったこと＞ 

○採用選考活動開始時期が昨年度と同じ時期（広報活動３月１日以降、採用選考活動６月１日以降）に

設定されたことについて、大学として課題になったことを尋ねたところ、以下の項目で「そう思う」

「どちらかと言えばそう思う」と回答した大学の割合が高かった。 

・実質的な選考活動を早期に開始する企業があったことで、学生の就職活動に混乱が生じた（４１．０％） 

・教育実習を行う学生について、採用面接の時期が重なった（３６．３％） 

・企業研究の時間が十分に確保できない学生がいた（２５．７％） 

 

【就職・採用活動開始時期が、昨年度と同じ時期（広報活動３月、採用選考活動６月）に設定されたことについて、大学等として課題となったことは何ですか。】 

①授業、試験等と重なり、学業に支障が生じた 

全体 そう思う 
どちらかと言え

ばそう思う 
どちらでもない 

どちらかと言え

ばそう思わない 
そう思わない 無回答 

1,091 58 204 436 195 148 50 

100.0% 5.3% 18.7% 40.0% 17.9% 13.6% 4.6% 

 

②留学中または留学予定の学生について、採用面接の時期が重なった 

全体 そう思う 
どちらかと言え

ばそう思う 
どちらでもない 

どちらかと言え

ばそう思わない 
そう思わない 無回答 

1,091 32 76 565 136 217 65 

100.0% 2.9% 7.0% 51.8% 12.5% 19.9% 6.0% 

 

③教育実習を行う学生について、採用面接の時期が重なった 

全体 そう思う 
どちらかと言え

ばそう思う 
どちらでもない 

どちらかと言え

ばそう思わない 
そう思わない 無回答 

1,091 162 235 403 98 116 77 

100.0% 14.8% 21.5% 36.9% 9.0% 10.6% 7.1% 

 

④企業研究の時間が十分に確保できない学生がいた 

全体 そう思う 
どちらかと言え

ばそう思う 
どちらでもない 

どちらかと言え

ばそう思わない 
そう思わない 無回答 

1,091 60 220 439 189 132 51 

100.0% 5.5% 20.2% 40.2% 17.3% 12.1% 4.7% 

 

⑤ 実質的な選考活動を早期に開始する企業があったことで、学生の就職活動に混乱が生じた 

全体 そう思う 
どちらかと言え

ばそう思う 
どちらでもない 

どちらかと言え

ばそう思わない 
そう思わない 無回答 

1,091 142 305 325 141 122 56 

100.0% 13.0% 28.0% 29.8% 12.9% 11.2% 5.1% 
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5.3%

2.9%

14.8%

5.5%

13.0%

18.7%

7.0%

21.5%

20.2%

28.0%

40.0%

51.8%

36.9%

40.2%

29.8%

17.9%

12.5%

9.0%

17.3%

12.9%

13.6%

19.9%

10.6%

12.1%

11.2%

4.6%

6.0%

7.1%

4.7%

5.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

授業、試験等と重なり、学業に支障が生じた

留学中または留学予定の学生について、採用面接の

時期が重なった

教育実習を行う学生について、採用面接の時期が重

なった

企業研究の時間が十分に確保できない学生がいた

実質的な選考活動を早期に開始する企業があったこ

とで、学生の就職活動に混乱が生じた

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらでもない

どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（各項目一つ選択）   

 

※学校種別クロス集計表および地域別クロス集計表は巻末資料を参照のこと 

     

  

N =1,091 
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【参考：昨年度調査】 

 

N =1,037 
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【留学経験者（留学中含む）への影響について】 

○就職・採用活動開始時期が昨年度と同様の時期に設定されたことにより、本年度卒業・修了予定者であ

る学生の留学にどのような影響があったか尋ねたところ、留学については、「わからない」を除けば、「就

職・採用活動時期と重複しない時期に留学をした学生が多く、全体として影響がなかった」（２２．６％）

との回答が最も多く、次いで、「取りやめ又は、期間短縮をすることなく、予定どおり留学を優先した学

生が一定数いた」（１４．９％）であった。 

昨年度と比べ、全体的な傾向はほとんど変わらない。 

 

【就職・採用活動開始時期が昨年度と同様の時期に設定されたことにより、本年度卒業・修了予定者である学生の留学にどのような影響がありましたか】 

全
体 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
た
が
、
企
業
に
日

程
の
調
整
を
し
て
も
ら
っ
て
面
接
を
受
け
た
学
生
が

一
定
数
い
た 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
た
た
め
、
企
業
に

日
程
の
調
整
を
相
談
し
た
が
、
受
け
入
れ
て
も
ら
え

な
か
っ
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
た
が
、
留
学
の
取

り
や
め
又
は
、
期
間
短
縮
を
す
る
こ
と
な
く
、
予
定

ど
お
り
留
学
を
優
先
し
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

既
に
留
学
し
て
い
た
又
は
留
学
す
る
予
定
が
あ
っ
た

が
、
就
職
・採
用
活
動
の
時
期
と
重
複
し
た
た
め
、
留

学
期
間
を
短
く
し
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

留
学
す
る
予
定
が
あ
っ
た
が
、
就
職
・採
用
活
動
の

時
期
と
重
複
し
た
た
め
、
留
学
を
取
り
や
め
た
学
生

が
一
定
数
い
た 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
な
い
時
期
に
留
学

を
し
た
（又
は
今
後
留
学
す
る
）学
生
が
多
く
、
全
体

と
し
て
は
影
響
が
な
か
っ
た 

留
学
す
る
学
生
が
い
な
い
（少
な
い
）た
め
わ
か
ら
な

い 

1,042 28 22 155 45 30 236 723 

 2.7% 2.1% 14.9% 4.3% 2.9% 22.6% 69.4% 

 

 

  

 

 

  

2.7%

2.1%

14.9%

4.3%

2.9%

22.6%

69.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

就職・採用活動時期と重複したが、企業に日程の調整をしても

らって面接を受けた学生が一定数いた

就職・採用活動時期と重複したため、企業に日程の調整を相談

したが、受け入れてもらえなかった学生が一定数いた

就職・採用活動時期と重複したが、留学の取りやめ又は、期間

短縮をすることなく、予定どおり留学を優先した学生が一定数

いた

既に留学していた又は留学する予定があったが、就職・採用活

動の時期と重複したため、留学期間を短くした学生が一定数い

た

留学する予定があったが、就職・採用活動の時期と重複したた

め、留学を取りやめた学生が一定数いた

就職・採用活動時期と重複しない時期に留学をした（又は今後

留学する）学生が多く、全体としては影響がなかった

留学する学生がいない（少ない）ためわからない

N =1,042 

※大学全体の状況として「当てはまるもの」を最大３つまで選択 

※1,091 校から無回答 49 校を除外 
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学校種別クロス集計表 
全
体 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
た
が
、
企
業
に
日

程
の
調
整
を
し
て
も
ら
っ
て
面
接
を
受
け
た
学
生
が

一
定
数
い
た 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
た
た
め
、
企
業
に

日
程
の
調
整
を
相
談
し
た
が
、
受
け
入
れ
て
も
ら
え

な
か
っ
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
た
が
、
留
学
の
取

り
や
め
又
は
、
期
間
短
縮
を
す
る
こ
と
な
く
、
予
定

ど
お
り
留
学
を
優
先
し
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

既
に
留
学
し
て
い
た
又
は
留
学
す
る
予
定
が
あ
っ
た

が
、
就
職
・採
用
活
動
の
時
期
と
重
複
し
た
た
め
、
留

学
期
間
を
短
く
し
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

留
学
す
る
予
定
が
あ
っ
た
が
、
就
職
・採
用
活
動
の
時

期
と
重
複
し
た
た
め
、
留
学
を
取
り
や
め
た
学
生
が

一
定
数
い
た 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
な
い
時
期
に
留
学

を
し
た
（又
は
今
後
留
学
す
る
）学
生
が
多
く
、
全
体

と
し
て
は
影
響
が
な
か
っ
た 

留
学
す
る
学
生
が
い
な
い
（少
な
い
）た
め
わ
か
ら
な

い 

全体 
1,042 28 22 155 45 30 236 723 

 
2.7% 2.1% 14.9% 4.3% 2.9% 22.6% 69.4% 

学

校

種

別 

国立大学 
83 3 3 37 11 9 46 23 

 
3.6% 3.6% 44.6% 13.3% 10.8% 55.4% 27.7% 

公立大学 
81 2 2 14 3 2 18 51 

 
2.5% 2.5% 17.3% 3.7% 2.5% 22.2% 63.0% 

私立大学 
554 20 14 91 26 16 134 368 

 
3.6% 2.5% 16.4% 4.7% 2.9% 24.2% 66.4% 

公立短期大学 
14 1 0 1 0 1 1 12 

 
7.1% 0.0% 7.1% 0.0% 7.1% 7.1% 85.7% 

私立短期大学 
258 2 3 12 3 2 21 229 

 0.8% 1.2% 4.7% 1.2% 0.8% 8.1% 88.8% 

国立高専 
46 0 0 0 2 0 16 34 

 0.0% 0.0% 0.0% 4.3% 0.0% 34.8% 73.9% 

公立高専 
3 0 0 0 0 0 0 3 

 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

私立高専 
3 0 0 0 0 0 0 3 

 
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

 

  

【参考：昨年度調査】

 

 

3.5%

2.6%

16.4%

5.7%

2.7%

23.3%

67.1%

0% 20% 40% 60% 80%

就職・採用活動時期と重複したが、企業に日程の調整をしてもらっ

て面接を受けた学生が一定数いた

就職・採用活動時期と重複したため、企業に日程の調整を相談した

が、受け入れてもらえなかった学生が一定数いた

就職・採用活動時期と重複したが、留学の取りやめ又は、期間短縮

をすることなく、予定どおり留学を優先した学生が一定数いた

既に留学していた又は留学する予定があったが、就職・採用活動の

時期と重複したため、留学期間を短くした学生が一定数いた

留学する予定があったが、就職・採用活動の時期と重複したため、

留学を取りやめた学生が一定数いた

就職・採用活動時期と重複しない時期に留学をした（又は今後留学

する）学生が多く、全体としては影響がなかった

留学する学生がいない（少ない）ためわからない

※大学全体の状況として「当てはまるもの」を最大３つまで選択 

※1,037 校から無回答 66 校を除外 

N =971 
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地域別クロス集計表 全
体 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
た
が
、
企
業
に
日

程
の
調
整
を
し
て
も
ら
っ
て
面
接
を
受
け
た
学
生
が

一
定
数
い
た 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
た
た
め
、
企
業
に

日
程
の
調
整
を
相
談
し
た
が
、
受
け
入
れ
て
も
ら
え

な
か
っ
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
た
が
、
留
学
の
取

り
や
め
又
は
、
期
間
短
縮
を
す
る
こ
と
な
く
、
予
定

ど
お
り
留
学
を
優
先
し
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

既
に
留
学
し
て
い
た
又
は
留
学
す
る
予
定
が
あ
っ
た

が
、
就
職
・採
用
活
動
の
時
期
と
重
複
し
た
た
め
、
留

学
期
間
を
短
く
し
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

留
学
す
る
予
定
が
あ
っ
た
が
、
就
職
・採
用
活
動
の
時

期
と
重
複
し
た
た
め
、
留
学
を
取
り
や
め
た
学
生
が

一
定
数
い
た 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
な
い
時
期
に
留
学

を
し
た
（又
は
今
後
留
学
す
る
）学
生
が
多
く
、
全
体

と
し
て
は
影
響
が
な
か
っ
た 

留
学
す
る
学
生
が
い
な
い
（少
な
い
）た
め
わ
か
ら
な

い 

全体 
1,042 28 22 155 45 30 236 723 

 
2.7% 2.1% 14.9% 4.3% 2.9% 22.6% 69.4% 

地域 

北海道・東北 
128 4 2 10 2 2 29 96 

 
3.1% 1.6% 7.8% 1.6% 1.6% 22.7% 75.0% 

関東(東京以

外) 

159 3 2 18 3 2 21 133 

 
1.9% 1.3% 11.3% 1.9% 1.3% 13.2% 83.6% 

東京 
162 14 9 37 13 11 43 95 

 
8.6% 5.6% 22.8% 8.0% 6.8% 26.5% 58.6% 

中部 
179 3 4 16 8 0 47 126 

 
1.7% 2.2% 8.9% 4.5% 0.0% 26.3% 70.4% 

近畿 
197 3 3 29 10 8 39 136 

 
1.5% 1.5% 14.7% 5.1% 4.1% 19.8% 69.0% 

中国・四国 
106 1 1 18 6 4 24 71 

 
0.9% 0.9% 17.0% 5.7% 3.8% 22.6% 67.0% 

九州・沖縄 
111 0 1 27 3 3 33 66 

 
0.0% 0.9% 24.3% 2.7% 2.7% 29.7% 59.5% 
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【教育実習受講者への影響について】 

○就職・採用活動開始時期が昨年度と同様の時期に設定されたことにより、本年度卒業・修了予定者であ

る学生の教育実習にどのような影響があったか尋ねたところ、「わからない」を除くと、「取りやめや延

期をせずに予定どおり受講」（３０．５％）、「全体として影響はない」（２６．３％）、「企業に面接の日

程を調整してもらい面接を受けることができた」（２２．７％）との回答割合が高かった。 

○昨年度と比べると全体的な傾向はほぼ同じである。また、「企業に面接の日程の調整を相談したが、受け

入れてもらえなかった学生が一定数いた」との回答割合は２．９ポイント低くなっている。 

 

【就職・採用活動開始時期が昨年度と同様の時期に設定されたことにより、本年度卒業・修了予定者である学生の教育実習にどのような影響がありましたか】 

全
体 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
た
が
、
企
業
に

面
接
の
日
程
を
調
整
し
て
も
ら
っ
て
面
接
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
た
た
め
、
企
業

に
面
接
の
日
程
の
調
整
を
相
談
し
た
が
、
受
け

入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
た
が
、
取
り
止

め
や
延
期
を
せ
ず
に
、
予
定
ど
お
り
教
育
実
習

を
受
講
し
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

教
育
実
習
と
面
接
の
日
程
が
重
な
っ
た
た
め
、
採

用
面
接
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
学
生
が
一
定
数

い
た 

教
育
実
習
を
す
る
予
定
が
あ
っ
た
が
、
就
職
・採

用
活
動
の
時
期
と
重
複
し
た
た
め
、
教
育
実
習

の
日
程
を
変
更
し
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

教
育
実
習
を
す
る
予
定
が
あ
っ
た
が
、
就
職
・採

用
活
動
の
時
期
と
重
複
し
た
た
め
、
教
育
実
習

を
取
り
止
め
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
な
い
時
期
に
教

育
実
習
を
し
た
（又
は
今
後
行
う
）
学
生
が
多

く
、
全
体
と
し
て
は
影
響
が
な
か
っ
た 

教
育
実
習
を
受
講
す
る
学
生
が
い
な
い
（少
な

い
）た
め
わ
か
ら
な
い 

1,033 234 114 315 198 54 56 272 314 

 
22.7% 11.0% 30.5% 19.2% 5.2% 5.4% 26.3% 30.4% 

 

 

 

※大学全体の状況として「当てはまるもの」を最大３つまで選択 

※1,091 校から無回答 58 校を除外 

  

22.7%

11.0%

30.5%

19.2%

5.2%

5.4%

26.3%

30.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

就職・採用活動時期と重複したが、企業に面接の日程を調整して

もらって面接を受けることができた学生が一定数いた

就職・採用活動時期と重複したため、企業に面接の日程の調整を

相談したが、受け入れてもらえなかった学生が一定数いた

就職・採用活動時期と重複したが、取り止めや延期をせずに、予

定どおり教育実習を受講した学生が一定数いた

教育実習と面接の日程が重なったため、採用面接を受けられな

かった学生が一定数いた

教育実習をする予定があったが、就職・採用活動の時期と重複し

たため、教育実習の日程を変更した学生が一定数いた

教育実習をする予定があったが、就職・採用活動の時期と重複し

たため、教育実習を取り止めた学生が一定数いた

就職・採用活動時期と重複しない時期に教育実習をした（又は今

後行う）学生が多く、全体としては影響がなかった

教育実習を受講する学生がいない（少ない）ためわからない

N =1,033 
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学校種別クロス集計表 全
体 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
た
が
、
企
業
に

面
接
の
日
程
を
調
整
し
て
も
ら
っ
て
面
接
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
た
た
め
、
企
業

に
面
接
の
日
程
の
調
整
を
相
談
し
た
が
、
受
け
入

れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
た
が
、
取
り
止

め
や
延
期
を
せ
ず
に
、
予
定
ど
お
り
教
育
実
習

を
受
講
し
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

教
育
実
習
と
面
接
の
日
程
が
重
な
っ
た
た
め
、
採

用
面
接
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
学
生
が
一
定
数

い
た 

教
育
実
習
を
す
る
予
定
が
あ
っ
た
が
、
就
職
・採

用
活
動
の
時
期
と
重
複
し
た
た
め
、
教
育
実
習
の

日
程
を
変
更
し
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

教
育
実
習
を
す
る
予
定
が
あ
っ
た
が
、
就
職
・採

用
活
動
の
時
期
と
重
複
し
た
た
め
、
教
育
実
習

を
取
り
止
め
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
な
い
時
期
に
教

育
実
習
を
し
た
（又
は
今
後
行
う
）
学
生
が
多

く
、
全
体
と
し
て
は
影
響
が
な
か
っ
た 

教
育
実
習
を
受
講
す
る
学
生
が
い
な
い
（少
な

い
）た
め
わ
か
ら
な
い 

全体 
1,033 234 114 315 198 54 56 272 314 

 
22.7% 11.0% 30.5% 19.2% 5.2% 5.4% 26.3% 30.4% 

学

校

種

別 

国立大学 
81 9 9 28 16 11 10 32 17 

 
11.1% 11.1% 34.6% 19.8% 13.6% 12.3% 39.5% 21.0% 

公立大学 
80 14 5 25 17 6 5 11 32 

 
17.5% 6.3% 31.3% 21.3% 7.5% 6.3% 13.8% 40.0% 

私立大学 
554 162 89 209 141 23 39 115 141 

 
29.2% 16.1% 37.7% 25.5% 4.2% 7.0% 20.8% 25.5% 

公立短期大学 
13 1 0 4 2 1 0 3 5 

 
7.7% 0.0% 30.8% 15.4% 7.7% 0.0% 23.1% 38.5% 

私立短期大学 
254 48 11 49 22 13 2 108 70 

 
18.9% 4.3% 19.3% 8.7% 5.1% 0.8% 42.5% 27.6% 

国立高専 
45 0 0 0 0 0 0 3 43 

 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 95.6% 

公立高専 
3 0 0 0 0 0 0 0 3 

 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

私立高専 
3 0 0 0 0 0 0 0 3 

 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

  

【参考：昨年度調査】 

 

22.0%

13.9%

36.1%

22.7%

5.7%

6.3%

26.1%

23.9%

0% 20% 40% 60% 80%

就職・採用活動時期と重複したが、企業に面接の日程を調整し

てもらって面接を受けることができた学生が一定数いた

就職・採用活動時期と重複したため、企業に面接の日程の調整

を相談したが、受け入れてもらえなかった学生が一定数いた

就職・採用活動時期と重複したが、取り止めや延期をせずに、

予定どおり教育実習を受講した学生が一定数いた

教育実習と面接の日程が重なったため、採用面接を受けられ

なかった学生が一定数いた

教育実習をする予定があったが、就職・採用活動の時期と重複

したため、教育実習の日程を変更した学生が一定数いた

教育実習をする予定があったが、就職・採用活動の時期と重複

したため、教育実習を取り止めた学生が一定数いた

就職・採用活動時期と重複しない時期に教育実習をした（又は

今後行う）学生が多く、全体としては影響がなかった

教育実習を受講する学生がいない（少ない）ためわからない

N =962 

※大学全体の状況として「当てはまるもの」を最大３つまで選択 

※1,037 校から無回答 75 校を除外 
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地域別クロス集計表 全
体 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
た
が
、
企
業
に
面
接
の
日
程
を
調
整
し
て

も
ら
っ
て
面
接
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
た
た
め
、
企
業
に
面
接
の
日
程
の
調
整
を

相
談
し
た
が
、
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
た
が
、
取
り
止
め
や
延
期
を
せ
ず
に
、
予

定
ど
お
り
教
育
実
習
を
受
講
し
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

教
育
実
習
と
面
接
の
日
程
が
重
な
っ
た
た
め
、
採
用
面
接
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

教
育
実
習
を
す
る
予
定
が
あ
っ
た
が
、
就
職
・採
用
活
動
の
時
期
と
重
複
し

た
た
め
、
教
育
実
習
の
日
程
を
変
更
し
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

教
育
実
習
を
す
る
予
定
が
あ
っ
た
が
、
就
職
・採
用
活
動
の
時
期
と
重
複
し

た
た
め
、
教
育
実
習
を
取
り
止
め
た
学
生
が
一
定
数
い
た 

就
職
・採
用
活
動
時
期
と
重
複
し
な
い
時
期
に
教
育
実
習
を
し
た
（又
は
今

後
行
う
）学
生
が
多
く
、
全
体
と
し
て
は
影
響
が
な
か
っ
た 

教
育
実
習
を
受
講
す
る
学
生
が
い
な
い
（少
な
い
）た
め
わ
か
ら
な
い 

全体 
1,033 234 114 315 198 54 56 272 314 

 
22.7% 11.0% 30.5% 19.2% 5.2% 5.4% 26.3% 30.4% 

地域 

北海道・東北 
127 27 11 30 19 3 6 45 41 

 
21.3% 8.7% 23.6% 15.0% 2.4% 4.7% 35.4% 32.3% 

関東(東京以

外) 

158 36 16 43 23 7 4 49 47 

 
22.8% 10.1% 27.2% 14.6% 4.4% 2.5% 31.0% 29.7% 

東京 
162 52 33 55 47 8 14 26 44 

 
32.1% 20.4% 34.0% 29.0% 4.9% 8.6% 16.0% 27.2% 

中部 
174 33 18 53 31 10 7 36 69 

 
19.0% 10.3% 30.5% 17.8% 5.7% 4.0% 20.7% 39.7% 

近畿 
195 39 20 62 32 15 18 46 60 

 
20.0% 10.3% 31.8% 16.4% 7.7% 9.2% 23.6% 30.8% 

中国・四国 
107 21 8 36 24 4 2 36 23 

 
19.6% 7.5% 33.6% 22.4% 3.7% 1.9% 33.6% 21.5% 

九州・沖縄 
110 26 8 36 22 7 5 34 30 

 
23.6% 7.3% 32.7% 20.0% 6.4% 4.5% 30.9% 27.3% 
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【就職・採用活動開始時期の変更について】 

○就職・採用活動開始時期を変更することについてどのように考えているか尋ねたところ、「今よりも良い

時期があれば変えるべきだが、変更には十分な検討を行い、適切な準備期間を設けるべき」と回答した

大学が４４．５％と最も多く、続いて「まずは現在の就職・採用活動時期について複数年にわたって状

況をみて、十分検証すべきである」（２３．４％）とする回答が多かった。 

○昨年度と比較すると、全体の傾向は同じであるが、最も回答の多かった「今よりも良い時期があれば変

えるべきだが、変更には十分な検討を行い、適切な準備期間を設けるべき」は３．４ポイント増え、そ

の一方で「まずは現在の就職・採用活動時期について複数年にわたって状況をみて、十分検証すべきで

ある」との回答割合が４．４ポイント低くなっている。 

【就職・採用活動開始時期を変更することについてどのように考えていますか】 

 

全
体 

現
状
の
就
職
・採
用
活
動
時
期
が
良
い
の

で
変
え
る
べ
き
で
な
い 

時
期
の
変
更
そ
の
も
の
に
よ
る
混
乱
が
懸

念
さ
れ
る
の
で
、
変
更
す
べ
き
で
は
な
い 

ま
ず
は
現
在
の
就
職
・採
用
活
動
時
期
に

つ
い
て
複
数
年
に
わ
た
っ
て
状
況
を
み
て
、

十
分
検
証
す
べ
き
で
あ
る 

今
よ
り
も
良
い
時
期
が
あ
れ
ば
変
え
る
べ

き
だ
が
、
変
更
に
は
十
分
な
検
討
を
行

い
、
適
切
な
準
備
期
間
を
設
け
る
べ
き 

今
よ
り
も
良
い
時
期
が
あ
れ
ば
、
早
期
に

変
え
る
べ
き 

そ
の
他 

無
回
答 

1,091 80 93 255 485 81 55 42 

100.0% 7.3% 8.5% 23.4% 44.5% 7.4% 5.0% 3.8% 

 

 
（１つ選択） 

  

7.3%

8.5%

23.4%

44.5%

7.4%

5.0%

3.8%

現状の就職・採用活動時期が良いので変更すべきでない

時期の変更そのものによる混乱が懸念されるので、変更

すべきでない

まずは現在の就職・採用活動時期について複数年にわ

たって状況をみて、十分検証すべきである

今よりも良い時期があれば変えるべきだが、変更には十

分な検討を行い、適切な準備期間を設けるべき

今よりも良い時期があれば、早期に変えるべき

その他

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

N =1,091 



 

88 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校種別クロス集計表 
全
体 

現
状
の
就
職
・採
用
活
動
時
期
が
良
い
の
で
変
え

る
べ
き
で
な
い 

時
期
の
変
更
そ
の
も
の
に
よ
る
混
乱
が
懸
念
さ
れ

る
の
で
、
変
更
す
べ
き
で
は
な
い 

ま
ず
は
現
在
の
就
職
・採
用
活
動
時
期
に
つ
い
て
複

数
年
に
わ
た
っ
て
状
況
を
み
て
、
十
分
検
証
す
べ
き

で
あ
る 

今
よ
り
も
良
い
時
期
が
あ
れ
ば
変
え
る
べ
き
だ

が
、
変
更
に
は
十
分
な
検
討
を
行
い
、
適
切
な
準

備
期
間
を
設
け
る
べ
き 

今
よ
り
も
良
い
時
期
が
あ
れ
ば
、
早
期
に
変
え
る

べ
き 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 
1,091 80 93 255 485 81 55 42 

100.0% 7.3% 8.5% 23.4% 44.5% 7.4% 5.0% 3.8% 

学校

種別 

国立大学 
86 1 6 17 54 3 2 3 

100.0% 1.2% 7.0% 19.8% 62.8% 3.5% 2.3% 3.5% 

公立大学 
88 9 4 17 36 7 7 8 

100.0% 10.2% 4.5% 19.3% 40.9% 8.0% 8.0% 9.1% 

私立大学 
580 36 57 126 262 48 29 22 

100.0% 6.2% 9.8% 21.7% 45.2% 8.3% 5.0% 3.8% 

公立短期大学 
14 2 1 5 4 1 1 0 

100.0% 14.3% 7.1% 35.7% 28.6% 7.1% 7.1% 0.0% 

私立短期大学 
268 26 22 76 111 12 12 9 

100.0% 9.7% 8.2% 28.4% 41.4% 4.5% 4.5% 3.4% 

国立高専 
49 4 3 14 16 9 3 0 

100.0% 8.2% 6.1% 28.6% 32.7% 18.4% 6.1% 0.0% 

公立高専 
3 1 0 0 2 0 0 0 

100.0% 33.3% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 1 0 0 0 1 1 0 

100.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 

  

【参考：昨年度調査】 

5.4%

7.6%

27.8%

41.1%

7.2%

5.8%
5.1% 現状の就職・採用活動時期が良いので変えるべきでない

時期の変更そのものによる混乱が懸念されるので、変更す

べきではない

まずは現在の就職・採用活動時期について複数年にわたっ

て状況をみて、十分検証すべきである

今よりも良い時期があれば変えるべきだが、変更には十分な

検討を行い、適切な準備期間を設けるべき

今よりも良い時期があれば、早期に変えるべき

その他

無回答

N =1,037 
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地域別クロス集計表 
全
体 

現
状
の
就
職
・採
用
活
動
時
期
が
良
い
の
で
変
え

る
べ
き
で
な
い 

時
期
の
変
更
そ
の
も
の
に
よ
る
混
乱
が
懸
念
さ
れ

る
の
で
、
変
更
す
べ
き
で
は
な
い 

ま
ず
は
現
在
の
就
職
・採
用
活
動
時
期
に
つ
い
て
複

数
年
に
わ
た
っ
て
状
況
を
み
て
、
十
分
検
証
す
べ
き

で
あ
る 

今
よ
り
も
良
い
時
期
が
あ
れ
ば
変
え
る
べ
き
だ

が
、
変
更
に
は
十
分
な
検
討
を
行
い
、
適
切
な
準

備
期
間
を
設
け
る
べ
き 

今
よ
り
も
良
い
時
期
が
あ
れ
ば
、
早
期
に
変
え
る

べ
き 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 
1,091 80 93 255 485 81 55 42 

100.0% 7.3% 8.5% 23.4% 44.5% 7.4% 5.0% 3.8% 

地域 

北海道・東北 
135 9 13 39 53 7 7 7 

100.0% 6.7% 9.6% 28.9% 39.3% 5.2% 5.2% 5.2% 

関東(東京以

外) 

167 9 16 37 82 5 9 9 

100.0% 5.4% 9.6% 22.2% 49.1% 3.0% 5.4% 5.4% 

東京 
173 5 12 45 83 11 8 9 

100.0% 2.9% 6.9% 26.0% 48.0% 6.4% 4.6% 5.2% 

中部 
189 21 15 32 81 19 11 10 

100.0% 11.1% 7.9% 16.9% 42.9% 10.1% 5.8% 5.3% 

近畿 
201 20 18 51 84 11 11 6 

100.0% 10.0% 9.0% 25.4% 41.8% 5.5% 5.5% 3.0% 

中国・四国 
109 9 10 14 51 19 6 0 

100.0% 8.3% 9.2% 12.8% 46.8% 17.4% 5.5% 0.0% 

九州・沖縄 
117 7 9 37 51 9 3 1 

100.0% 6.0% 7.7% 31.6% 43.6% 7.7% 2.6% 0.9% 
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Ⅴ．就職・採用活動における企業側の学業に対する配慮について 

【学生に対する企業の配慮状況】 

＜（１）企業側の学生への配慮状況＞ 

〇本年度の就職・採用活動について、企業側が学生の学業に対する配慮をしていたか尋ねたところ、以下

の項目については、配慮している（※1）と回答した大学が配慮していない（※2）と回答した大学より多

かった。 

・個別の面接日時等の設定に当たり、余裕をもって連絡が行われていた。など７項目。 

 「配慮している」（５７．５％） 「配慮していない」（１６．７％） 

〇以下の項目については、配慮していないと回答した大学が、配慮していると回答した大学より多かった。 

・留学経験者（留学中含む）向けのスケジュールを別途示すなど留学が不利にならないようにしていた。 

 「配慮している」（７．５％） 「配慮していない」（１３．９％） 

 

※1「多くの企業で配慮していた」、「ある程度の企業で配慮していた」と回答した大学の合計 

※2「配慮している企業は少なかった」、「配慮している企業がなかった」と回答した大学の合計 

 

【本年度の就職・採用活動について、企業側は学生に配慮をしていましたか】（各項目一つ選択） 

 

①説明会や面接等の日程・時間帯等について、授業・試験等の妨げにならないよう、時間の設定をしていた 

全体 
多くの企業で

配慮していた 

ある程度の企

業で配慮して

いた 

配慮している

企業は少なか

った 

配慮している

企業はなかっ

た 

わからない 無回答 

1,091 135 415 284 21 193 43 

100.0% 12.4% 38.0% 26.0% 1.9% 17.7% 3.9% 

 

②個別の面談日程の設定に当たり、余裕をもって連絡が行われていた 

全体 
多くの企業で

配慮していた 

ある程度の企

業で配慮して

いた 

配慮している

企業は少なか

った 

配慮している

企業はなかっ

た 

わからない 無回答 

1,091 126 502 172 10 236 45 

100.0% 11.5% 46.0% 15.8% 0.9% 21.6% 4.1% 

 

③個別の面談日程の設定に当たり、土日や平日夕方などの対応があった 

全体 
多くの企業で

配慮していた 

ある程度の企

業で配慮して

いた 

配慮している

企業は少なか

った 

配慮している

企業はなかっ

た 

わからない 無回答 

1,091 75 384 319 43 225 45 

100.0% 6.9% 35.2% 29.2% 3.9% 20.6% 4.1% 
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④個別の面談日程の設定に当たり、学生の要望を聞き個別に設定していた 

全体 
多くの企業で

配慮していた 

ある程度の企

業で配慮して

いた 

配慮している企

業は少なかっ

た 

配慮している企

業はなかった 
わからない 無回答 

1,091 79 446 257 32 232 45 

100.0% 7.2% 40.9% 23.6% 2.9% 21.3% 4.1% 

⑤地方から都市部への就職活動や、Ｕターン・Ｉターン・Ｊターンの就職活動など、遠隔地への修飾活動をする学生について配慮があ

った 

全体 
多くの企業で配

慮していた 

ある程度の企

業で配慮して

いた 

配慮している企

業は少なかっ

た 

配慮している企

業はなかった 
わからない 無回答 

1,091 54 342 169 20 461 45 

100.0% 4.9% 31.3% 15.5% 1.8% 42.3% 4.1% 

 

⑥面接の実施等にあたり、クールビズでの対応が認められた 

全体 
多くの企業で配

慮していた 

ある程度の企

業で配慮して

いた 

配慮している企

業は少なかっ

た 

配慮している企

業はなかった 
わからない 無回答 

1,091 92 298 203 56 396 46 

100.0% 8.4% 27.3% 18.6% 5.1% 36.3% 4.2% 

 

⑦留学経験者（留学中含む）向けのスケジュールを別途示すなど留学が不利にならないようにしていた 

全体 
多くの企業で配

慮していた 

ある程度の企

業で配慮して

いた 

配慮している企

業は少なかっ

た 

配慮している企

業はなかった 
わからない 無回答 

1,091 12 70 118 34 799 58 

100.0% 1.1% 6.4% 10.8% 3.1% 73.2% 5.3% 

 

⑧教育実習の妨げにならないよう日程変更に応じるなどの配慮があった 

全体 
多くの企業で配

慮していた 

ある程度の企

業で配慮してい

た 

配慮している企

業は少なかっ

た 

配慮している企

業はなかった 
わからない 無回答 

1,091 38 213 195 42 539 64 

100.0% 3.5% 19.5% 17.9% 3.8% 49.4% 5.9% 
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※学校種別クロス集計表および地域別クロス集計表は巻末資料を参照のこと 

 

  

12.4%

11.5%

6.9%

7.2%

4.9%

8.4%

1.1%

3.5%

38.0%

46.0%

35.2%

40.9%

31.3%

27.3%

6.4%

19.5%

26.0%

15.8%

29.2%

23.6%

15.5%

18.6%

10.8%

17.9%

1.9%

0.9%

3.9%

2.9%

1.8%

5.1%

3.1%

3.8%

17.7%

21.6%

20.6%

21.3%

42.3%

36.3%

73.2%

49.4%

3.9%

4.1%

4.1%

4.1%

4.1%

4.2%

5.3%

5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

説明会や面接等の日程・時間帯等について、授業・試験等の妨げに

ならないよう、時間の設定をしていた

個別の面談日程の設定に当たり、余裕をもって連絡が行われていた

個別の面談日程の設定に当たり、土日や平日夕方などの対応があっ

た

個別の面談日程の設定に当たり、学生の要望を聞き個別に設定して

いた

地方から都市部への就職活動や、Ｕターン・Ｉターン・Ｊターンの

就職活動など、遠隔地への就職活動をする学生について配慮があっ

た

面接の実施等にあたり、クールビズでの対応が認められた

留学経験者（留学中含む）向けのスケジュールを別途示すなど留学

が不利にならないようにしていた

教育実習の妨げにならないよう日程変更に応じるなどの配慮があっ

た

多くの企業で配慮していた ある程度の企業で配慮していた 配慮している企業は少なかった

配慮している企業はなかった わからない 無回答

N =1,091 
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【参考：昨年度調査】 

9.8%

8.3%

5.9%

4.9%

3.4%

7.3%

0.6%

2.7%

37.8%

47.1%

34.9%

40.1%

30.3%

26.4%

5.5%

20.3%

30.0%

18.5%

31.1%

26.7%

17.3%

20.3%

11.9%

19.5%

2.1%

1.5%

3.7%

3.2%

1.8%

5.3%

4.7%

6.4%

14.5%

18.5%

18.2%

18.8%

40.9%

34.3%

70.6%

44.0%

5.8%

6.1%

6.2%

6.3%

6.4%

6.3%

6.8%

7.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

説明会や面接等の日程・時間帯等について、授業・試験等の妨げに

ならないよう、時間の設定をしていた

個別の面談日程の設定に当たり、余裕をもって連絡が行われていた

個別の面談日程の設定に当たり、土日や平日夕方などの対応があっ

た

個別の面談日程の設定に当たり、学生の要望を聞き個別に設定して

いた

地方から都市部への就職活動や、Ｕターン・Ｉターン・Ｊターンの就職活

動など、遠隔地への修飾活動をする学生について配慮があった

面接の実施等にあたり、クールビズでの対応が認められた

留学経験者（留学中含む）向けのスケジュールを別途示すなど留学が

不利にならないようにしていた

教育実習の妨げにならないよう日程変更に応じるなどの配慮があった

多くの企業で配慮していた ある程度の企業で配慮していた 配慮している企業は少なかった

配慮している企業はなかった わからない 無回答

N =1,037 
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【授業、ゼミ、実験と面接が重なった際の企業の対応】 

＜（１）学生からの相談状況＞ 

〇学生から授業、ゼミ、実験などの時間と面接等の日程等が重なったため、企業に配慮してほしい旨の相

談を受けたことはあるか尋ねたところ、「ある」と回答した大学の割合は３９．４％であった。 

 

【学生から授業、ゼミ、実験などの時間と面接等の日程等と重なったため、企業に配慮してほしい旨の相談を受けたことはありましたか】 

全体 ある ない 無回答 

1,091 430 623 38 

100.0% 39.4% 57.1% 3.5% 

 

 
（一つ選択） 

 

  

39.4%

57.1%

3.5%

ある

ない

無回答

【参考：昨年度調査】

44.2%

50.9%

4.9%

ある

ない

無回答

N =1,091 

N =1,037 
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学校種別クロス集計表 全体 ある ない 無回答 

全体 
1,091 430 623 38 

100.0% 39.4% 57.1% 3.5% 

学校種別 

国立大学 
86 30 53 3 

100.0% 34.9% 61.6% 3.5% 

公立大学 
88 18 63 7 

100.0% 20.5% 71.6% 8.0% 

私立大学 
580 269 293 18 

100.0% 46.4% 50.5% 3.1% 

公立短期大学 
14 3 11 0 

100.0% 21.4% 78.6% 0.0% 

私立短期大学 
268 98 160 10 

100.0% 36.6% 59.7% 3.7% 

国立高専 
49 12 37 0 

100.0% 24.5% 75.5% 0.0% 

公立高専 
3 0 3 0 

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 3 0 

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

 

地域別クロス集計表 全体 ある ない 無回答 

全体 
1,091 430 623 38 

100.0% 39.4% 57.1% 3.5% 

地域 

北海道・東北 
135 44 87 4 

100.0% 32.6% 64.4% 3.0% 

関東(東京以外) 
167 48 111 8 

100.0% 28.7% 66.5% 4.8% 

東京 
173 81 83 9 

100.0% 46.8% 48.0% 5.2% 

中部 
189 74 104 11 

100.0% 39.2% 55.0% 5.8% 

近畿 
201 92 105 4 

100.0% 45.8% 52.2% 2.0% 

中国・四国 
109 40 69 0 

100.0% 36.7% 63.3% 0.0% 

九州・沖縄 
117 51 64 2 

100.0% 43.6% 54.7% 1.7% 
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＜（２）相談件数＞ 

○相談を受けたことがあると回答した大学等（427 校）に対し、相談件数を訪ねたところ、５件以下（４

８．１％）と回答した大学等が最も多く、続いて「６～１０件」（２４．０％）、「１１～２０件」（１４．

２％）であった。 

 

【学生からの相談件数（授業、ゼミ、実験が面接等の日程等と重なった時）】 

全体 5 件以下 6～10 件 11～20 件 21～30 件 31～40 件 41～50 件 51 件以上 無回答 

427 207 103 61 20 16 3 17 3 

100.0% 48.1% 24.0% 14.2% 4.7% 3.7% 0.7% 4.0% 0.7% 

 

 
（一つ選択） 

 

  

48.1% 24.0% 14.2% 4.7%

3.7%

0.7%

4.0%

0.7%相談件数

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5件以下

6～10件

11～20件

21～30件

31～40件

41～50件

51件以上

無回答

【参考：昨年度調査】 

 

49.3%

22.7%

14.4%

5.5%

3.1%

0.4%
3.9%

0.7%

5件以下

6～10件

11～20件

21～30件

31～40件

41～50件

51件以上

無回答

N =427 

N =458 
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学校種別クロス集

計表 
全体 

5 件以

下 

6～10

件 

11～20

件 

21～30

件 

31～40

件 

41～50

件 

51 件以

上 
無回答 

全体 
430 207 103 61 20 16 3 17 3 

100.0% 48.1% 24.0% 14.2% 4.7% 3.7% 0.7% 4.0% 0.7% 

学

校

種

別 

国立大学 
30 15 9 4 2 0 0 0 0 

100.0% 50.0% 30.0% 13.3% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立大学 
18 9 5 0 3 1 0 0 0 

100.0% 50.0% 27.8% 0.0% 16.7% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立大学 
269 119 62 43 11 12 3 16 3 

100.0% 44.2% 23.0% 16.0% 4.1% 4.5% 1.1% 5.9% 1.1% 

公立短期大学 
3 3 0 0 0 0 0 0 0 

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立短期大学 
98 54 24 12 4 3 0 1 0 

100.0% 55.1% 24.5% 12.2% 4.1% 3.1% 0.0% 1.0% 0.0% 

国立高専 
12 7 3 2 0 0 0 0 0 

100.0% 58.3% 25.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% - - - - - - - - 

私立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% - - - - - - - - 

 

地域別クロス集

計表 
全体 5 件以下 6～10 件 

11～20

件 

21～30

件 

31～40

件 

41～50

件 

51 件以

上 
無回答 

全体 
430 207 103 61 20 16 3 17 3 

100.0% 48.1% 24.0% 14.2% 4.7% 3.7% 0.7% 4.0% 0.7% 

地

域 

北海道・東

北 

44 30 9 2 3 0 0 0 0 

100.0% 68.2% 20.5% 4.5% 6.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

関東(東京

以外) 

48 23 12 6 3 2 0 2 0 

100.0% 47.9% 25.0% 12.5% 6.3% 4.2% 0.0% 4.2% 0.0% 

東京 
81 29 21 14 3 5 1 6 2 

100.0% 35.8% 25.9% 17.3% 3.7% 6.2% 1.2% 7.4% 2.5% 

中部 
74 38 17 10 3 5 0 1 0 

100.0% 51.4% 23.0% 13.5% 4.1% 6.8% 0.0% 1.4% 0.0% 

近畿 
92 34 24 15 5 4 2 7 1 

100.0% 37.0% 26.1% 16.3% 5.4% 4.3% 2.2% 7.6% 1.1% 

中国・四国 
40 24 9 5 1 0 0 1 0 

100.0% 60.0% 22.5% 12.5% 2.5% 0.0% 0.0% 2.5% 0.0% 

九州・沖縄 
51 29 11 9 2 0 0 0 0 

100.0% 56.9% 21.6% 17.6% 3.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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＜（３）大学から直接相談した割合＞ 

○相談を受けたことがあると回答した大学等（430 校）に対し、大学等（就職支援担当部署等）から企業

に相談をしたことはあるか尋ねたところ、「ある」と回答した大学等の割合は３０．７％であった。 

 

【学生からの相談を受け、大学から企業に相談をしたことはありますか。（授業、ゼミ、実験が面接等の日程等と重なった時）】 

 

全体 ある ない 

430 132 298 

100.0% 30.7% 69.3% 

 

（一つ選択） 

 

  

30.7%

69.3%

ある

ない

【参考：昨年度調査】 

 

33.8%

66.2%

ある

ない

N = 430 

N = 458 
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学校種別クロス集計表 全体 ある ない 

全体 
430 132 298 

100.0% 30.7% 69.3% 

学校種別 

国立大学 
30 3 27 

100.0% 10.0% 90.0% 

公立大学 
18 5 13 

100.0% 27.8% 72.2% 

私立大学 
269 65 204 

100.0% 24.2% 75.8% 

公立短期大学 
3 0 3 

100.0% 0.0% 100.0% 

私立短期大学 
98 49 49 

100.0% 50.0% 50.0% 

国立高専 
12 10 2 

100.0% 83.3% 16.7% 

公立高専 
0 0 0 

0.0% - - 

私立高専 
0 0 0 

0.0% - - 

 

地域別クロス集計表 全体 ある ない 

全体 
430 132 298 

100.0% 30.7% 69.3% 

地域 

北海道・東北 
44 21 23 

100.0% 47.7% 52.3% 

関東(東京以外) 
48 16 32 

100.0% 33.3% 66.7% 

東京 
81 14 67 

100.0% 17.3% 82.7% 

中部 
74 22 52 

100.0% 29.7% 70.3% 

近畿 
92 24 68 

100.0% 26.1% 73.9% 

中国・四国 
40 16 24 

100.0% 40.0% 60.0% 

九州・沖縄 
51 19 32 

100.0% 37.3% 62.7% 
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＜（４）大学から直接相談した場合の企業の対応＞ 

○大学から企業に相談したことがあると回答した大学等（132 校）に対し、企業に相談をした結果、 

企業は配慮してくれたか尋ねたところ、「ほぼすべての企業で配慮してくれた」と回答した大学等は４６．

２％であり、「対応してくれた企業のほうが多い」という割合は３６．４％であった。 

【大学から企業に相談した結果、企業は配慮してくれたか。（授業、ゼミ、実験が面接等の日程等と重なった時）】 

全体 
ほぼ全ての企業

で配慮してくれた 

対応してくれた企

業のほうが多い 
半々程度 

対応してくれなか

った企業の方が

多い 

ほぼ全ての企業

で配慮してくれな

かった 

無回答 

132 61 48 10 10 3 0 

100.0% 46.2% 36.4% 7.6% 7.6% 2.3% 0.0% 

 

 

（一つ選択） 

 

 

  

46.2% 36.4% 7.6% 7.6% 2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配慮

ほぼ全ての企業で配慮してくれた 対応してくれた企業のほうが多い

半々程度 対応してくれなかった企業の方が多い

ほぼ全ての企業で配慮してくれなかった

【参考：昨年度調査】 

 

50.3%

34.8%

8.4%

2.6%

3.2%

0.6%

0% 20% 40% 60%

ほぼ全ての企業で配慮してくれた

対応してくれた企業のほうが多い

半々程度

対応してくれなかった企業の方が多い

ほぼ全ての企業で配慮してくれなかった

無回答

N = 132 

N = 155 

（一つ選択） 
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学校種別クロス集計表 全体 

ほぼ全ての

企業で配慮

してくれた 

対応してくれ

た企業のほ

うが多い 

半々程度 

対応してくれ

なかった企

業の方が多

い 

ほぼ全ての

企業で配慮

してくれなか

った 

無回答 

全体 
132 61 48 10 10 3 0 

100.0% 46.2% 36.4% 7.6% 7.6% 2.3% 0.0% 

学

校

種

別 

国立大学 
3 0 2 1 0 0 0 

100.0% 0.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立大学 
5 3 1 1 0 0 0 

100.0% 60.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立大学 
65 27 26 4 7 1 0 

100.0% 41.5% 40.0% 6.2% 10.8% 1.5% 0.0% 

公立短期大学 
0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立短期大学 
49 24 17 3 3 2 0 

100.0% 49.0% 34.7% 6.1% 6.1% 4.1% 0.0% 

国立高専 
10 7 2 1 0 0 0 

100.0% 70.0% 20.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立高専 
0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

地域別クロス集計表 全体 

ほぼ全ての

企業で配慮

してくれた 

対応してくれ

た企業のほ

うが多い 

半々程度 

対応してくれ

なかった企

業の方が多

い 

ほぼ全ての

企業で配慮

してくれなか

った 

無回答 

全体 
132 61 48 10 10 3 0 

100.0% 46.2% 36.4% 7.6% 7.6% 2.3% 0.0% 

地

域 

北海道・東北 
21 14 5 1 1 0 0 

100.0% 66.7% 23.8% 4.8% 4.8% 0.0% 0.0% 

関東(東京以外) 
16 9 5 0 2 0 0 

100.0% 56.3% 31.3% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 

東京 
14 5 5 1 3 0 0 

100.0% 35.7% 35.7% 7.1% 21.4% 0.0% 0.0% 

中部 
22 7 14 1 0 0 0 

100.0% 31.8% 63.6% 4.5% 0.0% 0.0% 0.0% 

近畿 
24 9 11 1 1 2 0 

100.0% 37.5% 45.8% 4.2% 4.2% 8.3% 0.0% 

中国・四国 
16 8 2 5 1 0 0 

100.0% 50.0% 12.5% 31.3% 6.3% 0.0% 0.0% 

九州・沖縄 
19 9 6 1 2 1 0 

100.0% 47.4% 31.6% 5.3% 10.5% 5.3% 0.0% 
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＜（５）配慮できなかった企業の事情＞ 

○大学から企業に相談したことがあると回答した大学（132 大学）に対し、企業が配慮してくれなかった

理由を尋ねたところ、「個別対応すると採用スケジュール全体に遅れが生じる」（４１．３％）と回答した

大学が最も多く、次いで「全ての企業で配慮してくれたため、わからない」（３０．３％）が多かった。 

【企業が配慮してくれなかった理由はどのようなものでしたか】 

全体 

個別対応すると

採用スケジュー

ル全体に遅れが

生じる 

個別対応に人員

を割けない 

学生の学業に対

する理解がない 

理由を伝えられ

なかったので、わ

からない 

全ての企業で配

慮してくれたた

め、わからない 

その他 

109 45 28 10 18 33 10 

 
41.3% 25.7% 9.2% 16.5% 30.3% 9.2% 

 

 

 

（「当てはまるもの」を全て選択） 

※ 対象 132 件から無回答 23 件を除外 

 

  

41.3%

25.7%

9.2%

16.5%

30.3%

9.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

個別対応すると採用スケジュール全体に遅れが生じる

個別対応に人員を割けない

学生の学業に対する理解がない

理由を伝えられなかったので、わからない

全ての企業で配慮してくれたため、わからない

その他

【参考：昨年度調査】 

 

34.1%

27.0%

6.3%

24.6%

36.5%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40%

個別対応すると採用スケジュール全体に遅れが生じ

る

個別対応に人員を割けない

学生の学業に対する理解がない

理由を伝えられなかったので、わからない

全ての企業で配慮してくれたため、わからない

その他

N = 109 

N = 126 

「当てはまるもの」を全て選択 
対象 155 件から無回答 29 件を除外 
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学校種別クロス集計表 
全
体 

個
別
対
応
す
る
と
採
用
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
全
体
に
遅
れ
が
生

じ
る 

個
別
対
応
に
人
員
を
割
け
な

い 学
生
の
学
業
に
対
す
る
理
解

が
な
い 

理
由
を
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た

の
で
、
わ
か
ら
な
い 

全
て
の
企
業
で
配
慮
し
て
く

れ
た
た
め
、
わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

全体 
109 45 28 10 18 33 10 

 
41.3% 25.7% 9.2% 16.5% 30.3% 9.2% 

学

校

種

別 

国立大学 
3 1 2 1 1 0 0 

 
33.3% 66.7% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 

公立大学 
4 1 1 2 1 1 0 

 
25.0% 25.0% 50.0% 25.0% 25.0% 0.0% 

私立大学 
53 24 16 3 11 12 7 

 
45.3% 30.2% 5.7% 20.8% 22.6% 13.2% 

公立短期大学 
0 0 0 0 0 0 0 

 
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立短期大学 
40 15 8 3 5 16 2 

 37.5% 20.0% 7.5% 12.5% 40.0% 5.0% 

国立高専 
9 4 1 1 0 4 1 

 44.4% 11.1% 11.1% 0.0% 44.4% 11.1% 

公立高専 
0 0 0 0 0 0 0 

 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
0 0 0 0 0 0 0 

 
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

地域別クロス集計表 
全
体 

個
別
対
応
す
る
と
採
用
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
全
体
に
遅
れ
が

生
じ
る 

個
別
対
応
に
人
員
を
割
け

な
い 

学
生
の
学
業
に
対
す
る
理

解
が
な
い 

理
由
を
伝
え
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
、
わ
か
ら
な
い 

全
て
の
企
業
で
配
慮
し
て

く
れ
た
た
め
、
わ
か
ら
な

い そ
の
他 

全体 
109 45 28 10 18 33 10 

 
41.3% 25.7% 9.2% 16.5% 30.3% 9.2% 

地

域 

北海道・東北 
15 3 4 1 2 7 3 

 
20.0% 26.7% 6.7% 13.3% 46.7% 20.0% 

関東(東京以外) 
12 5 4 1 2 3 2 

 
41.7% 33.3% 8.3% 16.7% 25.0% 16.7% 

東京 
11 6 3 0 1 2 2 

 
54.5% 27.3% 0.0% 9.1% 18.2% 18.2% 

中部 
19 7 4 2 5 4 1 

 
36.8% 21.1% 10.5% 26.3% 21.1% 5.3% 

近畿 
24 8 5 5 5 10 0 

 
33.3% 20.8% 20.8% 20.8% 41.7% 0.0% 

中国・四国 
13 6 3 1 1 3 2 

 
46.2% 23.1% 7.7% 7.7% 23.1% 15.4% 

九州・沖縄 
15 10 5 0 2 4 0 

 
66.7% 33.3% 0.0% 13.3% 26.7% 0.0% 
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【留学時期と面接が重なった際の企業の対応】 

＜（１）学生からの相談状況＞ 

〇留学時期と就職活動時期が重なってしまったため、面接等を別日程にする等の配慮をしてほしい旨、学

生から相談を受けたことはあるか尋ねたところ、「ある」と回答した大学は３．８％であった。 

【留学時期と就職活動時期が重なってしまったため、面接等を別日程にする等の配慮をしてほしい旨、学生から相談を受けたことはありましたか】 

 

全体 ある ない 無回答 

1,091 42 1010 39 

100.0% 3.8% 92.6% 3.6% 

 

  

3.8%

92.6%

3.6%

ある

ない

無回答

【参考：昨年度調査】 

 

4.3%

90.3%

5.4%

ある

ない

無回答

N =1,091 

N =1,037 
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学校種別クロス集計表 全体 ある ない 無回答 

全体 
1,091 42 1010 39 

100.0% 3.8% 92.6% 3.6% 

学校種別 

国立大学 
86 6 77 3 

100.0% 7.0% 89.5% 3.5% 

公立大学 
88 2 79 7 

100.0% 2.3% 89.8% 8.0% 

私立大学 
580 30 531 19 

100.0% 5.2% 91.6% 3.3% 

公立短期大学 
14 0 14 0 

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

私立短期大学 
268 3 255 10 

100.0% 1.1% 95.1% 3.7% 

国立高専 
49 1 48 0 

100.0% 2.0% 98.0% 0.0% 

公立高専 
3 0 3 0 

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 3 0 

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

 

地域別クロス集計表 全体 ある ない 無回答 

全体 
1,091 42 1010 39 

100.0% 3.8% 92.6% 3.6% 

地域 

北海道・東北 
135 3 128 4 

100.0% 2.2% 94.8% 3.0% 

関東(東京以外) 
167 3 156 8 

100.0% 1.8% 93.4% 4.8% 

東京 
173 12 151 10 

100.0% 6.9% 87.3% 5.8% 

中部 
189 6 172 11 

100.0% 3.2% 91.0% 5.8% 

近畿 
201 10 187 4 

100.0% 5.0% 93.0% 2.0% 

中国・四国 
109 5 104 0 

100.0% 4.6% 95.4% 0.0% 

九州・沖縄 
117 3 112 2 

100.0% 2.6% 95.7% 1.7% 
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＜（２）相談件数＞ 

〇相談を受けたことがあると回答した大学等（42校）に対し、学生からの相談件数を尋ねたところ、「５

件以下」と回答した大学等が６１．９％と最も多く、続いて「６～１０件」（２３．８％）、「１１～２０件」

（４．８％）であった。 

【学生からの相談件数（留学時期と就職活動時期が重なった時）】 

全体 5 件以下 6～10 件 11～20 件 21～30 件 31～40 件 41～50 件 51 件以上 無回答 

42 26 10 2 1 0 0 1 2 

100.0% 61.9% 23.8% 4.8% 2.4% 0.0% 0.0% 2.4% 4.8% 

 

（一つ選択） 

 

 

 

  

61.9% 23.8% 4.8%

2.4%

2.4%学生からの相談件数

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５件以下 ６～１０件 １１～２０件 ２１～３０件 ３１～４０件 ４１～５０件 ５１件以上

【参考：昨年度調査】 

 

55.6%24.4%

11.1%

2.2%
4.4%

0.0% 0.0% 2.2%

５件以下

６～１０件

１１～２０件

２１～３０件

３１～４０件

４１～５０件

５１件以上

無回答

N = 42 

N = 45 
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学校種別クロス集計表 全体 
5 件以

下 

6～10

件 

11～20

件 

21～30

件 

31～40

件 

41～50

件 

51 件以

上 
無回答 

全体 
42 26 10 2 1 0 0 1 2 

100.0% 61.9% 23.8% 4.8% 2.4% 0.0% 0.0% 2.4% 4.8% 

学

校

種

別 

国立大学 
6 6 0 0 0 0 0 0 0 

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立大学 
2 2 0 0 0 0 0 0 0 

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立大学 
30 15 10 2 1 0 0 1 1 

100.0% 50.0% 33.3% 6.7% 3.3% 0.0% 0.0% 3.3% 3.3% 

公立短期大学 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立短期大学 
3 3 0 0 0 0 0 0 0 

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

国立高専 
1 0 0 0 0 0 0 0 1 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

公立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

 

地域別クロス集計

表 
全体 

5 件以

下 

6～10

件 

11～20

件 

21～30

件 

31～40

件 

41～50

件 

51 件以

上 
無回答 

全体 
42 26 10 2 1 0 0 1 2 

100.0% 61.9% 23.8% 4.8% 2.4% 0.0% 0.0% 2.4% 4.8% 

地

域 

北海道・東北 
3 2 0 0 0 0 0 0 1 

100.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 

関東(東京以

外) 

3 2 1 0 0 0 0 0 0 

100.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

東京 
12 6 4 2 0 0 0 0 0 

100.0% 50.0% 33.3% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

中部 
6 6 0 0 0 0 0 0 0 

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

近畿 
10 3 4 0 1 0 0 1 1 

100.0% 30.0% 40.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 10.0% 10.0% 

中国・四国 
5 5 0 0 0 0 0 0 0 

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

九州・沖縄 
3 2 1 0 0 0 0 0 0 

100.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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＜（３）大学から直接相談した割合＞ 

○相談を受けたことがあると回答した大学等（42校）に対し、大学等（就職支援担当部署やキャリアセン

ター）から企業に相談をしたことはあるか尋ねたところ、「ある」と回答した大学は１４．３％であった。 

 

【学生からの相談を受け、大学から企業に相談をしたことはありますか】 

全体 ある ない 無回答 

42 6 35 1 

100.0% 14.3% 83.3% 2.4% 

（一つ選択） 

 

なお、大学から企業に相談したことがあると回答した大学等（6校）に対し、企業に相談をした結果、

企業が配慮してくれたか尋ねたところ、「ほぼ全ての企業で対応してくれた」１件、「対応してくれた企業

のほうが多い」０件、「半々程度」２件、「対応してくれなかった企業のほうが多い」１件、「ほぼ全ての企

業で対応してくれなかった」２件であった。 

また、企業が配慮してくれなかった理由を尋ねたところ、「個別対応すると採用スケジュール全体に遅れ

が生じる」４件、「理由を伝えられなかったので、わからない」２件、「個別対応に人員を割けない」1件、

「学生の学業に対する理解がない」1件、「すべての企業で配慮してくれたのでわからない」０件であった。

（「当てはまるもの）を全て選択） 

 

 

  

14.3%

83.3%

2.4%

ある

ない

無回答

【参考：昨年度調査】 

 

15.6%

84.4%

ある

ない

N = 42 

N = 45 
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学校種別クロス集計表 全体 ある ない 無回答 

全体 
42 6 35 1 

100.0% 14.3% 83.3% 2.4% 

学校種別 

国立大学 
6 2 4 0 

100.0% 33.3% 66.7% 0.0% 

公立大学 
2 0 2 0 

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

私立大学 
30 3 27 0 

100.0% 10.0% 90.0% 0.0% 

公立短期大学 
0 0 0 0 

0.0% - - - 

私立短期大学 
3 1 2 0 

100.0% 33.3% 66.7% 0.0% 

国立高専 
1 0 0 1 

100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

公立高専 
0 0 0 0 

0.0% - - - 

私立高専 
0 0 0 0 

0.0% - - - 

 

地域別クロス集計表 全体 ある ない 無回答 

全体 
42 6 35 1 

100.0% 14.3% 83.3% 2.4% 

地域 

北海道・東北 
3 0 2 1 

100.0% 0.0% 66.7% 33.3% 

関東(東京以外) 
3 0 3 0 

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

東京 
12 2 10 0 

100.0% 16.7% 83.3% 0.0% 

中部 
6 2 4 0 

100.0% 33.3% 66.7% 0.0% 

近畿 
10 0 10 0 

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

中国・四国 
5 1 4 0 

100.0% 20.0% 80.0% 0.0% 

九州・沖縄 
3 1 2 0 

100.0% 33.3% 66.7% 0.0% 
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【教育実習と面接が重なった際の企業の対応】 

＜（１）学生からの相談状況＞ 

〇教育実習の時期と就職活動時期が重なってしまったため、面接等を別日程にする等の配慮をしてほしい

旨、学生から相談を受けたことはあるか尋ねたところ「ある」と回答した大学は２６．７％であった。 

【教育実習の時期と就職活動時期が重なってしまったため、面接等を別日程にする等の配慮をしてほしい旨、学生から相談を受けたことはありましたか】 

 

全体 ある ない 無回答 

1,091 291 753 47 

100.0% 26.7% 69.0% 4.3% 

 

 

なお、教育系の学部、学科を設置していると回答した大学等（411 校）のみで集計した結果は以下の通り。 

全体 ある ない 無回答 

411 139 264 8 

100.0% 33.8% 64.2% 1.9% 

（一つ選択） 

  

26.7%

69.0%

4.3%

ある

ない

無回答

【参考：昨年度調査】

 

31.4%

63.0%

5.6%

ある

ない

無回答

N =1,091 

N =1,037 
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学校種別クロス集計表 全体 ある ない 無回答 

全体 
1,091 291 753 47 

100.0% 26.7% 69.0% 4.3% 

学校種別 

国立大学 
86 18 65 3 

100.0% 20.9% 75.6% 3.5% 

公立大学 
88 19 60 9 

100.0% 21.6% 68.2% 10.2% 

私立大学 
580 206 355 19 

100.0% 35.5% 61.2% 3.3% 

公立短期大学 
14 1 12 1 

100.0% 7.1% 85.7% 7.1% 

私立短期大学 
268 47 208 13 

100.0% 17.5% 77.6% 4.9% 

国立高専 
49 0 47 2 

100.0% 0.0% 95.9% 4.1% 

公立高専 
3 0 3 0 

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 3 0 

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

 

地域別クロス集計表 全体 ある ない 無回答 

全体 
1,091 291 753 47 

100.0% 26.7% 69.0% 4.3% 

地域 

北海道・東北 
135 32 95 8 

100.0% 23.7% 70.4% 5.9% 

関東(東京以外) 
167 42 117 8 

100.0% 25.1% 70.1% 4.8% 

東京 
173 66 97 10 

100.0% 38.2% 56.1% 5.8% 

中部 
189 41 134 14 

100.0% 21.7% 70.9% 7.4% 

近畿 
201 59 138 4 

100.0% 29.4% 68.7% 2.0% 

中国・四国 
109 19 90 0 

100.0% 17.4% 82.6% 0.0% 

九州・沖縄 
117 32 82 3 

100.0% 27.4% 70.1% 2.6% 
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【教育系】 

学校種別クロス集計表 全体 ある ない 無回答 

全体 
411 139 264 8 

37.7% 12.7% 24.2% 0.7% 

学校種別 

国立大学 
57 16 41 0 

66.3% 18.6% 47.7% 0.0% 

公立大学 
7 3 4 0 

8.0% 3.4% 4.5% 0.0% 

私立大学 
177 82 93 2 

30.5% 14.1% 16.0% 0.3% 

公立短期大学 
3 1 2 0 

21.4% 7.1% 14.3% 0.0% 

私立短期大学 
167 37 124 6 

62.3% 13.8% 46.3% 2.2% 

国立高専 
0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立高専 
0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

地域別クロス集計表 全体 ある ない 無回答 

全体 
411 139 264 8 

37.7% 12.7% 24.2% 0.7% 

地域 

北海道・東北 
42 14 27 1 

31.1% 10.4% 20.0% 0.7% 

関東(東京以外) 
63 21 39 3 

37.7% 12.6% 23.4% 1.8% 

東京 
48 24 24 0 

27.7% 13.9% 13.9% 0.0% 

中部 
72 22 48 2 

38.1% 11.6% 25.4% 1.1% 

近畿 
88 36 50 2 

43.8% 17.9% 24.9% 1.0% 

中国・四国 
55 8 47 0 

50.5% 7.3% 43.1% 0.0% 

九州・沖縄 
43 14 29 0 

36.8% 12.0% 24.8% 0.0% 
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＜（２）相談件数＞ 

〇相談を受けたことがあると回答した大学等（291 校）に対し、学生からの相談件数を尋ねたところ、「５

件以下」と回答した大学が７６．６％と最も多く、続いて「６～１０件」（１５．８％）、「１１～２０件」

（３．４％）であった。 

【学生からの相談件数】 

全体 5 件以下 6～10 件 11～20 件 21～30 件 31～40 件 41～50 件 51 件以上 無回答 

291 223 46 10 7 2 0 1 2 

100.0% 76.6% 15.8% 3.4% 2.4% 0.7% 0.0% 0.3% 0.7% 

 

相談を受けたことがあると回答した大学のうち、教育系の学部、学科を設置する大学等（139 校）のみでの集計 

全体 5 件以下 6～10 件 11～20 件 21～30 件 31～40 件 41～50 件 51 件以上 無回答 

139 93 28 8 7 1 0 1 1 

100.0% 66.9% 20.1% 5.8% 5.0% 0.7% 0.0% 0.7% 0.7% 

（一つ選択） 

  

76.6% 15.8%

3.4%

2.4%

0.7%

0.0%

0.3%
0.7%

学生からの相談件数（全体）

５件以下 ６～１０件 １１～２０件 ２１～３０件 ３１～４０件 ４１～５０件 ５１件以上 無回答

【参考：昨年度調査】 

 

５件以下
73.3%

６～１０件
17.5%

１１～２０件
4.9%

２１～３０件
1.8%

３１～４０件
1.5%

４１～５０件
0.0%

５１件以上
0.3%

無回答
0.6%

N = 291 

N = 326 
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学校種別クロス

集計表 
全体 5 件以下 6～10 件 

11～20

件 

21～30

件 

31～40

件 

41～50

件 

51 件以

上 
無回答 

全体 
291 223 46 10 7 2 0 1 2 

100.0% 76.6% 15.8% 3.4% 2.4% 0.7% 0.0% 0.3% 0.7% 

学

校

種

別 

国立大学 
18 13 2 2 1 0 0 0 0 

100.0% 72.2% 11.1% 11.1% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立大学 
19 19 0 0 0 0 0 0 0 

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立大学 
206 151 39 6 6 1 0 1 2 

100.0% 73.3% 18.9% 2.9% 2.9% 0.5% 0.0% 0.5% 1.0% 

公立短期

大学 

1 1 0 0 0 0 0 0 0 

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立短期

大学 

47 39 5 2 0 1 0 0 0 

100.0% 83.0% 10.6% 4.3% 0.0% 2.1% 0.0% 0.0% 0.0% 

国立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

地域別クロス集計

表 
全体 5 件以下 6～10 件 

11～20

件 

21～30

件 

31～40

件 

41～50

件 

51 件以

上 
無回答 

全体 
291 223 46 10 7 2 0 1 2 

100.0% 76.6% 15.8% 3.4% 2.4% 0.7% 0.0% 0.3% 0.7% 

地

域 

北海道・東北 
32 26 4 0 0 2 0 0 0 

100.0% 81.3% 12.5% 0.0% 0.0% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% 

関東(東京以

外) 

42 34 5 3 0 0 0 0 0 

100.0% 81.0% 11.9% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

東京 
66 46 14 2 3 0 0 0 1 

100.0% 69.7% 21.2% 3.0% 4.5% 0.0% 0.0% 0.0% 1.5% 

中部 
41 34 5 1 1 0 0 0 0 

100.0% 82.9% 12.2% 2.4% 2.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

近畿 
59 41 10 3 3 0 0 1 1 

100.0% 69.5% 16.9% 5.1% 5.1% 0.0% 0.0% 1.7% 1.7% 

中国・四国 
19 16 3 0 0 0 0 0 0 

100.0% 84.2% 15.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

九州・沖縄 
32 26 5 1 0 0 0 0 0 

100.0% 81.3% 15.6% 3.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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【教育系】 

学校種別クロス集計表 全体 
5 件以

下 
6～10

件 
11～20

件 
21～30

件 
31～40

件 
41～50

件 
51 件以

上 
無回答 

全体 
139 93 28 8 7 1 0 1 1 

47.8% 32.0% 9.6% 2.7% 2.4% 0.3% 0.0% 0.3% 0.3% 

学

校

種

別 

国立大学 
16 11 2 2 1 0 0 0 0 

88.9% 61.1% 11.1% 11.1% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立大学 
3 3 0 0 0 0 0 0 0 

15.8% 15.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立大学 
82 48 22 4 6 0 0 1 1 

39.8% 23.3% 10.7% 1.9% 2.9% 0.0% 0.0% 0.5% 0.5% 

公立短期

大学 

1 1 0 0 0 0 0 0 0 

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立短期

大学 

37 30 4 2 0 1 0 0 0 

78.7% 63.8% 8.5% 4.3% 0.0% 2.1% 0.0% 0.0% 0.0% 

国立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

地域別クロス集計表 全体 
5 件以

下 
6～10

件 
11～20

件 
21～30

件 
31～40

件 
41～50

件 
51 件以

上 
無回答 

全体 
139 93 28 8 7 1 0 1 1 

47.8% 32.0% 9.6% 2.7% 2.4% 0.3% 0.0% 0.3% 0.3% 

地

域 

北海道・東北 
14 9 4 0 0 1 0 0 0 

43.8% 28.1% 12.5% 0.0% 0.0% 3.1% 0.0% 0.0% 0.0% 

関東(東京以

外) 

21 16 2 3 0 0 0 0 0 

50.0% 38.1% 4.8% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

東京 
24 13 8 0 3 0 0 0 0 

36.4% 19.7% 12.1% 0.0% 4.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

中部 
22 17 3 1 1 0 0 0 0 

53.7% 41.5% 7.3% 2.4% 2.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

近畿 
36 22 6 3 3 0 0 1 1 

61.0% 37.3% 10.2% 5.1% 5.1% 0.0% 0.0% 1.7% 1.7% 

中国・四国 
8 6 2 0 0 0 0 0 0 

42.1% 31.6% 10.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

九州・沖縄 
14 10 3 1 0 0 0 0 0 

43.8% 31.3% 9.4% 3.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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＜（３）大学から直接相談した割合＞ 

○相談を受けたことがあると回答した大学等（291 校）に対し、大学等（就職支援担当部署やキャリアセ

ンター）から企業に相談をしたことはあるか尋ねたところ、「ある」と回答した大学は２２．０％であった。 

 

【学生からの相談を受け、大学から企業に相談をしたことはありましたか】 

 

全体 ある ない 無回答 

291 64 227 0 

100.0% 22.0% 78.0% 0.0% 

 

 

（一つ選択） 

  

22.0%

78.0%

ある

ない

【参考：昨年度調査】 

 

23.3%

76.7%

ある

ない

N = 291 

N = 326 
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学校種別クロス集計表 全体 ある ない 無回答 

全体 
291 64 227 0 

100.0% 22.0% 78.0% 0.0% 

学校種別 

国立大学 
18 1 17 0 

100.0% 5.6% 94.4% 0.0% 

公立大学 
19 3 16 0 

100.0% 15.8% 84.2% 0.0% 

私立大学 
206 34 172 0 

100.0% 16.5% 83.5% 0.0% 

公立短期大学 
1 0 1 0 

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

私立短期大学 
47 26 21 0 

100.0% 55.3% 44.7% 0.0% 

国立高専 
0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立高専 
0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

地域別クロス集計表 全体 ある ない 無回答 

全体 
291 64 227 0 

100.0% 22.0% 78.0% 0.0% 

地域 

北海道・東北 
32 13 19 0 

100.0% 40.6% 59.4% 0.0% 

関東(東京以外) 
42 7 35 0 

100.0% 16.7% 83.3% 0.0% 

東京 
66 9 57 0 

100.0% 13.6% 86.4% 0.0% 

中部 
41 9 32 0 

100.0% 22.0% 78.0% 0.0% 

近畿 
59 10 49 0 

100.0% 16.9% 83.1% 0.0% 

中国・四国 
19 7 12 0 

100.0% 36.8% 63.2% 0.0% 

九州・沖縄 
32 9 23 0 

100.0% 28.1% 71.9% 0.0% 
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＜（４）大学から直接相談した場合の企業の対応＞ 

○大学から企業に相談したことがあると回答した大学等（64 校）に対し、大学等（就職支援担当部署等）

から企業に相談をした結果、企業が配慮してくれたか尋ねたところ、「ほぼ全ての企業で配慮してくれた」

と回答した大学が４２．２％と最も多く、次いで「対応してくれた企業のほうが多い」（３２．８％）であ

った。 

※母数（企業に相談した大学）は 64 件と限られており、調査結果には注意が必要 

【企業に配慮を求めたところ、企業は配慮してくれましたか】 

全体 
ほぼ全ての企業

で配慮してくれた 

対応してくれた企

業のほうが多い 
半々程度 

対応してくれなか

った企業のほう

が多い 

ぼぼ全ての企業

が配慮してくれな

かった 

無回答 

64 27 21 6 8 2 0 

100.0% 42.2% 32.8% 9.4% 12.5% 3.1% 0.0% 

 

（「当てはまるもの」を全て選択） 

 
  

42.2%

32.8%

9.4%

12.5%

3.1%

ほぼ全ての企業で配慮してくれた

対応してくれた企業のほうが多い

半々程度

対応してくれなかった企業のほうが多い

ぼぼ全ての企業が配慮してくれなかった

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

【参考：昨年度調査】 

 

40.8%

27.6%

10.5%

7.9%

10.5%

2.6%

ほぼ全ての企業で配慮してくれた

対応してくれた企業のほうが多い

半々程度

対応してくれなかった企業のほうが多い

ぼぼ全ての企業が配慮してくれなかった

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N = 76

N = 64

（「当てはまるもの」を全て選択） 
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学校種別クロス集計表 
全
体 

ほ
ぼ
全
て
の

企
業
で
配
慮

し
て
く
れ
た 

対
応
し
て
く

れ
た
企
業
の

ほ
う
が
多
い 

半
々
程
度 

対
応
し
て
く

れ
な
か
っ
た

企
業
の
ほ
う

が
多
い 

ぼ
ぼ
全
て
の

企
業
が
配
慮

し
て
く
れ
な

か
っ
た 

無
回
答 

全体 
64 27 21 6 8 2 0 

100.0% 42.2% 32.8% 9.4% 12.5% 3.1% 0.0% 

学

校

種

別 

国立大学 
1 0 1 0 0 0 0 

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立大学 
3 2 1 0 0 0 0 

100.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立大学 
34 11 12 4 6 1 0 

100.0% 32.4% 35.3% 11.8% 17.6% 2.9% 0.0% 

公立短期大学 
0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立短期大学 
26 14 7 2 2 1 0 

100.0% 53.8% 26.9% 7.7% 7.7% 3.8% 0.0% 

国立高専 
0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立高専 
0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

地域別クロス集計表 
全
体 

ほ
ぼ
全
て
の

企
業
で
配

慮
し
て
く
れ

た 対
応
し
て
く

れ
た
企
業

の
ほ
う
が
多

い 半
々
程
度 

対
応
し
て
く

れ
な
か
っ
た

企
業
の
ほ

う
が
多
い 

ぼ
ぼ
全
て
の

企
業
が
配

慮
し
て
く
れ

な
か
っ
た 

無
回
答 

全体 
64 27 21 6 8 2 0 

100.0% 42.2% 32.8% 9.4% 12.5% 3.1% 0.0% 

地

域 

北海道・東北 
13 8 3 0 2 0 0 

100.0% 61.5% 23.1% 0.0% 15.4% 0.0% 0.0% 

関東(東京以外) 
7 3 0 1 1 2 0 

100.0% 42.9% 0.0% 14.3% 14.3% 28.6% 0.0% 

東京 
9 2 5 2 0 0 0 

100.0% 22.2% 55.6% 22.2% 0.0% 0.0% 0.0% 

中部 
9 3 4 1 1 0 0 

100.0% 33.3% 44.4% 11.1% 11.1% 0.0% 0.0% 

近畿 
10 4 5 1 0 0 0 

100.0% 40.0% 50.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

中国・四国 
7 3 2 1 1 0 0 

100.0% 42.9% 28.6% 14.3% 14.3% 0.0% 0.0% 

九州・沖縄 
9 4 2 0 3 0 0 

100.0% 44.4% 22.2% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 
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＜（５）配慮できなかった企業の事情＞ 

○大学から企業に相談したことがあると回答した大学等（64 校）に対し、企業が配慮してくれなかった理

由を尋ねたところ、「個別対応すると採用スケジュール全体に遅れが生じる」と回答した大学が４０．０％

と最も多く、続いて「個別対応に人員を割けない」（３４．５％）であった。 

※母数（企業に相談した大学）は 64 件と限られており、調査結果には注意が必要 

【配慮してくれなかった企業の理由はどのようなものでしたか】 

全
体 

個
別
対
応
す
る
と
採

用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
全

体
に
遅
れ
が
生
じ
る 

個
別
対
応
に
人
員
を

割
け
な
い 

学
生
の
学
業
に
対
す

る
理
解
が
な
い 

理
由
を
伝
え
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
、
わ
か
ら

な
い 

全
て
の
企
業
で
配
慮

し
て
く
れ
た
た
め
、

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

55 22 19 3 9 18 1 

 
40.0% 34.5% 5.5% 16.4% 32.7% 1.8% 

 

 

※「当てはまるもの」を全て選択 

※対象 64 件から無回答 9件を除外 

 

 

 

 

  

40.0%

34.5%

5.5%

16.4%

32.7%

1.8%

個別対応すると採用スケジュール全体に遅れが生じ

る

個別対応に人員を割けない

学生の学業に対する理解がない

理由を伝えられなかったので、わからない

全ての企業で配慮してくれたため、わからない

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

【参考：昨年度調査】 

 

38.7%

32.3%

12.9%

27.4%

24.2%

8.1%

個別対応すると採用スケジュール全体に遅

れが生じる

個別対応に人員を割けない

．学生の学業に対する理解がない

理由を伝えられなかったので、わからない

全ての企業で配慮してくれたため、わからな

い

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N = 55 

N = 62 

※「当てはまるもの」を全て選択 
※対象 76 件から無回答 14 件を除外 



 

121 
 

学校種別クロス集計表 
全
体 

個
別
対
応
す
る
と
採

用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
全
体

に
遅
れ
が
生
じ
る 

個
別
対
応
に
人
員
を
割

け
な
い 

．
学
生
の
学
業
に
対
す

る
理
解
が
な
い 

理
由
を
伝
え
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
、
わ
か
ら
な
い 

全
て
の
企
業
で
配
慮
し

て
く
れ
た
た
め
、
わ
か

ら
な
い 

そ
の
他 

全体 
55 22 19 3 9 18 1 

 
40.0% 34.5% 5.5% 16.4% 32.7% 1.8% 

学校種

別 

国立大学 
1 1 0 0 0 0 0 

 
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立大学 
2 0 0 0 0 2 0 

 
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

私立大学 
30 15 12 2 6 6 1 

 
50.0% 40.0% 6.7% 20.0% 20.0% 3.3% 

公立短期大学 
0 0 0 0 0 0 0 

 
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立短期大学 
22 6 7 1 3 10 0 

 27.3% 31.8% 4.5% 13.6% 45.5% 0.0% 

国立高専 
0 0 0 0 0 0 0 

 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立高専 
0 0 0 0 0 0 0 

 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
0 0 0 0 0 0 0 

 
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

地域別クロス集計表 
全
体 

個
別
対
応
す
る
と
採
用
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
全
体
に
遅
れ

が
生
じ
る 

個
別
対
応
に
人
員
を
割
け

な
い 

．
学
生
の
学
業
に
対
す
る

理
解
が
な
い 

理
由
を
伝
え
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
、
わ
か
ら
な
い 

全
て
の
企
業
で
配
慮
し
て

く
れ
た
た
め
、
わ
か
ら
な

い 

そ
の
他 

全体 
55 22 19 3 9 18 1 

 
40.0% 34.5% 5.5% 16.4% 32.7% 1.8% 

地

域 

北海道・東北 
9 3 4 1 2 3 0 

 
33.3% 44.4% 11.1% 22.2% 33.3% 0.0% 

関東(東京以外) 
7 2 3 0 0 3 0 

 
28.6% 42.9% 0.0% 0.0% 42.9% 0.0% 

東京 
9 4 3 2 3 2 0 

 
44.4% 33.3% 22.2% 33.3% 22.2% 0.0% 

中部 
8 5 4 0 1 2 0 

 
62.5% 50.0% 0.0% 12.5% 25.0% 0.0% 

近畿 
10 2 1 0 2 5 0 

 
20.0% 10.0% 0.0% 20.0% 50.0% 0.0% 

中国・四国 
4 2 2 0 0 0 0 

 
50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

九州・沖縄 
8 4 2 0 1 3 1 

 
50.0% 25.0% 0.0% 12.5% 37.5% 12.5% 
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Ⅵ．就職・採用活動におけるハラスメント的な行為について 

＜（１）学生からの相談状況＞ 

〇本年度の採用・選考活動において、学生の意思に反して他の企業等への就職活動の終了を強要するよう

な企業からのハラスメント的な行為について、相談を受けたことはあるか尋ねたところ、「ある」と回答し

た大学は３６．０％であった。 

○昨年度調査と比べると、４．１ポイント減少した。 

 

【学生の意思に反して他の企業等への就職活動の終了を強要するようなハラスメント的な行為について、相談を受けたことはありましたか】 

全体 ある ない 無回答 

1,091 393 661 37 

100.0% 36.0% 60.6% 3.4% 

 

  

（一つ選択） 

  

36.0%

60.6%

3.4%

ある

ない

無回答

【参考：昨年度調査】 

 

40.1%

55.3%

4.6%

ある

ない

無回答

N = 1,091 

N = 1,037 
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学校種別クロス集計表 全体 ある ない 無回答 

全体 
1,091 393 661 37 

100.0% 36.0% 60.6% 3.4% 

学校種別 

国立大学 
86 53 31 2 

100.0% 61.6% 36.0% 2.3% 

公立大学 
88 34 46 8 

100.0% 38.6% 52.3% 9.1% 

私立大学 
580 257 305 18 

100.0% 44.3% 52.6% 3.1% 

公立短期大学 
14 2 12 0 

100.0% 14.3% 85.7% 0.0% 

私立短期大学 
268 44 215 9 

100.0% 16.4% 80.2% 3.4% 

国立高専 
49 3 46 0 

100.0% 6.1% 93.9% 0.0% 

公立高専 
3 0 3 0 

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 3 0 

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

 

地域別クロス集計表 全体 ある ない 無回答 

全体 
1,091 393 661 37 

100.0% 36.0% 60.6% 3.4% 

地域 

北海道・東北 
135 39 92 4 

100.0% 28.9% 68.1% 3.0% 

関東(東京以外) 
167 56 103 8 

100.0% 33.5% 61.7% 4.8% 

東京 
173 94 70 9 

100.0% 54.3% 40.5% 5.2% 

中部 
189 68 110 11 

100.0% 36.0% 58.2% 5.8% 

近畿 
201 67 131 3 

100.0% 33.3% 65.2% 1.5% 

中国・四国 
109 32 77 0 

100.0% 29.4% 70.6% 0.0% 

九州・沖縄 
117 37 78 2 

100.0% 31.6% 66.7% 1.7% 
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＜（２）相談件数＞ 

〇相談を受けたことがあると回答した大学等（393 校）に対し、学生からの相談件数を尋ねたところ、「５

件以下」と回答した大学が４６．８％と最も多く、続いて「６～１０件」（２２．４％）、「１１～２０件」

（１２．５％）であった。 

○昨年度調査と比較すると、「５件以下」が３．３ポイント、「６～１０件」が０．８ポイント増えた一方

で、「５１件以上」は２．１ポイント減少した。 

 

【本年度の相談件数はおおよそ何件程度でしたか】 

全体 5 件以下 6～10 件 11～20 件 21～30 件 31～40 件 41～50 件 51 件以上 無回答 

393 184 88 49 23 14 9 24 2 

100.0% 46.8% 22.4% 12.5% 5.9% 3.6% 2.3% 6.1% 0.5% 

 

 

（一つ選択） 

 

 

 

  

５件以下

46.8%

６～１０件

22.4%

１１～２０件

12.5%

２１～３０件

5.9%

３１～４０件

3.6%

４１～５０件

2.3%

５１件以上

6.1%

無回答

0.5%

【参考：昨年度調査】 

 

５件以下

43.5%

６～１０件

21.6%

１１～２０件

14.4%

２１～３０件

6.5%

３１～４０件

3.1%

４１～５０件

1.9%
５１件以上

8.2%
無回答

0.7%

N = 393 

N = 416 
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学校種別クロス集計表 全体 5 件以下 6～10 件 11～20 件 21～30 件 31～40 件 41～50 件 51 件以上 無回答 

全体 
393 184 88 49 23 14 9 24 2 

100.0% 46.8% 22.4% 12.5% 5.9% 3.6% 2.3% 6.1% 0.5% 

学

校

種

別 

国立大学 
53 22 13 11 3 2 1 1 0 

100.0% 41.5% 24.5% 20.8% 5.7% 3.8% 1.9% 1.9% 0.0% 

公立大学 
34 12 11 5 3 1 2 0 0 

100.0% 35.3% 32.4% 14.7% 8.8% 2.9% 5.9% 0.0% 0.0% 

私立大学 
257 117 57 30 15 7 6 23 2 

100.0% 45.5% 22.2% 11.7% 5.8% 2.7% 2.3% 8.9% 0.8% 

公立短期大学 
2 0 1 1 0 0 0 0 0 

100.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立短期大学 
44 31 5 2 2 4 0 0 0 

100.0% 70.5% 11.4% 4.5% 4.5% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 

国立高専 
3 2 1 0 0 0 0 0 0 

100.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

 

地域別クロス集計表 全体 5 件以下 6～10 件 11～20 件 21～30 件 31～40 件 41～50 件 51 件以上 無回答 

全体 
393 184 88 49 23 14 9 24 2 

100.0% 46.8% 22.4% 12.5% 5.9% 3.6% 2.3% 6.1% 0.5% 

地

域 

北海道・東北 
39 14 11 7 4 2 1 0 0 

100.0% 35.9% 28.2% 17.9% 10.3% 5.1% 2.6% 0.0% 0.0% 

関東(東京以

外) 

56 33 12 5 1 2 1 2 0 

100.0% 58.9% 21.4% 8.9% 1.8% 3.6% 1.8% 3.6% 0.0% 

東京 
94 39 19 10 9 4 4 8 1 

100.0% 41.5% 20.2% 10.6% 9.6% 4.3% 4.3% 8.5% 1.1% 

中部 
68 41 16 5 0 3 0 3 0 

100.0% 60.3% 23.5% 7.4% 0.0% 4.4% 0.0% 4.4% 0.0% 

近畿 
67 25 12 15 4 2 1 7 1 

100.0% 37.3% 17.9% 22.4% 6.0% 3.0% 1.5% 10.4% 1.5% 

中国・四国 
32 17 6 3 2 1 1 2 0 

100.0% 53.1% 18.8% 9.4% 6.3% 3.1% 3.1% 6.3% 0.0% 

九州・沖縄 
37 15 12 4 3 0 1 2 0 

100.0% 40.5% 32.4% 10.8% 8.1% 0.0% 2.7% 5.4% 0.0% 
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＜（３）相談内容＞ 

〇相談を受けたことがあると回答した大学等（393 校）に対し、どのようなハラスメント的な行為につい

て相談を受けたか尋ねたところ、「内々定の段階で、内定承諾書を求められた」との回答が８２．２％と

最も多く、続いて、「内々定を出す代わりに他社への就職活動をやめるように強要された」（５９．０％）、

「自由応募であったのに、内々定の段階になって、急きょ大学の推薦状の提出を求められた」（４４．８％）

であった。昨年度と比べると「内々定を出す代わりに他社への就職活動をやめるように強要された」と

の回答割合は６．１ポイント減り、「内定辞退を申し出たところ、引き止めるために何度も説明を受けたり、

拘束を受けた」は４．０ポイント増えた。 

【どのようなハラスメント的な行為について相談を受けましたか】 

全
体 

内
々
定
を
出
す
代
わ
り
に
他
社
へ
の
就
職
活
動
を

や
め
る
よ
う
に
強
要
さ
れ
た 

内
々
定
後
、
長
時
間
（長
期
間
）の
研
修
が
あ
り
、

他
社
の
選
考
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た 

内
々
定
後
、
懇
親
会
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
、
必
ず

出
席
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た 

自
由
応
募
で
あ
っ
た
の
に
、
内
々
定
の
段
階
に
な
っ

て
、
ま
だ
他
社
の
選
考
を
受
け
た
い
に
も
関
わ
ら

ず
、
急
き
ょ
大
学
の
推
薦
状
の
提
出
を
求
め
ら
れ

た 内
々
定
の
段
階
で
、
内
定
承
諾
書
の
提
出
を
求
め

ら
れ
た
（内
定
承
諾
書
を
提
出
し
な
い
場
合
は
、

内
々
定
を
辞
退
し
た
も
の
と
み
な
す
と
言
わ
れ
た

な
ど
） 

内
定
辞
退
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
引
き
止
め
る
た

め
に
何
度
も
説
明
を
受
け
た
り
、
拘
束
を
受
け
た 

そ
の
他 

393 232 35 90 176 323 85 29 

 
59.0% 8.9% 22.9% 44.8% 82.2% 21.6% 7.4% 

 

 

（「当てはまるもの」を全て選択） 

※対象 393 件 

 

59.0%

8.9%

22.9%

44.8%

82.2%

21.6%

7.4%

内々定を出す代わりに他社への就職活動をやめるように強要

された

内々定後、長時間（長期間）の研修があり、他社の選考が受

けられなくなった

内々定後、懇親会が頻繁に開催され、必ず出席するように求

められた

自由応募であったのに、内々定の段階になって、まだ他社の

選考を受けたいにも関わらず、急きょ大学の推薦状の提出を

求められた

内々定の段階で、内定承諾書の提出を求められた（内定承諾

書を提出しない場合は、内々定を辞退したものとみなすと言

われたなど）

内定辞退を申し出たところ、引き止めるために何度も説明を

受けたり、拘束を受けた

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

N = 393 
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学校種別クロス集

計表 

全
体 

内
々
定
を
出
す
代
わ
り
に
他
社
へ
の
就
職

活
動
を
や
め
る
よ
う
に
強
要
さ
れ
た 

内
々
定
後
、
長
時
間
（長
期
間
）の
研
修
が

あ
り
、
他
社
の
選
考
が
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
た 

内
々
定
後
、
懇
親
会
が
頻
繁
に
開
催
さ

れ
、
必
ず
出
席
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た 

自
由
応
募
で
あ
っ
た
の
に
、
内
々
定
の
段

階
に
な
っ
て
、
ま
だ
他
社
の
選
考
を
受
け

た
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
急
き
ょ
大
学
の
推

薦
状
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た 

内
々
定
の
段
階
で
、
内
定
承
諾
書
の
提
出

を
求
め
ら
れ
た
（内
定
承
諾
書
を
提
出
し

な
い
場
合
は
、
内
々
定
を
辞
退
し
た
も
の

と
み
な
す
と
言
わ
れ
た
な
ど
） 

内
定
辞
退
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
引
き
止

め
る
た
め
に
何
度
も
説
明
を
受
け
た
り
、

拘
束
を
受
け
た 

そ
の
他 

全体 
393 232 35 90 176 323 85 29 

 
59.0% 8.9% 22.9% 44.8% 82.2% 21.6% 7.4% 

学

校

種

別 

国立大学 
53 43 7 15 41 45 13 1 

 
81.1% 13.2% 28.3% 77.4% 84.9% 24.5% 1.9% 

公立大学 
34 19 3 8 19 25 6 1 

 
55.9% 8.8% 23.5% 55.9% 73.5% 17.6% 2.9% 

私立大学 
257 151 25 59 103 213 55 25 

 
58.8% 9.7% 23.0% 40.1% 82.9% 21.4% 9.7% 

公立短期大

学 

2 1 0 1 0 2 1 0 

 
50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 50.0% 0.0% 

私立短期大

学 

44 18 0 6 11 36 10 2 

 40.9% 0.0% 13.6% 25.0% 81.8% 22.7% 4.5% 

国立高専 
3 0 0 1 2 2 0 0 

 0.0% 0.0% 33.3% 66.7% 66.7% 0.0% 0.0% 

公立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 

 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 

 
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

どのようなハラスメント的行為について相談をうけましたか。 

【参考：昨年度調査】 

 

65.1%

9.6%

20.7%

43.4%

81.0%

17.6%

9.2%

内々定を出す代わりに他社への就職活動をやめるように強要された

内々定後、長時間（長期間）の研修があり、他社の選考が受けられ

なくなった

内々定後、懇親会が頻繁に開催され、必ず出席するように求められ

た

自由応募であったのに、内々定の段階になって、まだ他社の選考を

受けたいにも関わらず、急きょ大学の推薦状の提出を求められた

内々定の段階で、内定承諾書の提出を求められた（内定承諾書を提

出しない場合は、内々定を辞退したものとみなすと言われたなど）

内定辞退を申し出たところ、引き止めるために何度も説明を受けた

り、拘束を受けた

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 415 
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地域別クロス集計表 
全
体 

内
々
定
を
出
す
代
わ
り
に
他
社
へ
の
就
職
活
動
を
や
め
る

よ
う
に
強
要
さ
れ
た 

内
々
定
後
、
長
時
間
（長
期
間
）の
研
修
が
あ
り
、
他
社
の

選
考
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た 

内
々
定
後
、
懇
親
会
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
、
必
ず
出
席
す

る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た 

自
由
応
募
で
あ
っ
た
の
に
、
内
々
定
の
段
階
に
な
っ
て
、
ま

だ
他
社
の
選
考
を
受
け
た
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
急
き
ょ
大

学
の
推
薦
状
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た 

内
々
定
の
段
階
で
、
内
定
承
諾
書
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た

（内
定
承
諾
書
を
提
出
し
な
い
場
合
は
、
内
々
定
を
辞
退

し
た
も
の
と
み
な
す
と
言
わ
れ
た
な
ど
） 

内
定
辞
退
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
引
き
止
め
る
た
め
に
何

度
も
説
明
を
受
け
た
り
、
拘
束
を
受
け
た 

そ
の
他 

全体 
393 232 35 90 176 323 85 29 

 
59.0% 8.9% 22.9% 44.8% 82.2% 21.6% 7.4% 

地

域 

北海道・東北 
39 22 4 13 15 29 7 2 

 
56.4% 10.3% 33.3% 38.5% 74.4% 17.9% 5.1% 

関東(東京以外) 
56 26 2 9 20 41 13 5 

 
46.4% 3.6% 16.1% 35.7% 73.2% 23.2% 8.9% 

東京 
94 63 13 17 50 80 20 8 

 
67.0% 13.8% 18.1% 53.2% 85.1% 21.3% 8.5% 

中部 
68 44 3 19 29 55 16 3 

 
64.7% 4.4% 27.9% 42.6% 80.9% 23.5% 4.4% 

近畿 
67 40 9 15 34 58 13 5 

 
59.7% 13.4% 22.4% 50.7% 86.6% 19.4% 7.5% 

中国・四国 
32 17 2 6 13 28 6 1 

 
53.1% 6.3% 18.8% 40.6% 87.5% 18.8% 3.1% 

九州・沖縄 
37 20 2 11 15 32 10 5 

 
54.1% 5.4% 29.7% 40.5% 86.5% 27.0% 13.5% 
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13.8%

82.8%

3.4%

ある

ない

無回答

＜（４）内々定の辞退＞ 

〇学生が内々定を辞退したことで、企業からクレームを受けたことがあるかと尋ねたところ、「ある」と回

答した大学は、１３．８％だった。 

【学生が内々定を辞退したことで、企業からクレームを受けたことがありますか】（単一回答） 

調査回答大学数 ある ない 無回答 

1,091 151 903 37 

100.0% 13.8% 82.8% 3.4% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校種別クロス集計表 全体 ある ない 無回答 

全体 1,091 151 903 37 

100.0% 13.8% 82.8% 3.4% 

学校種別 国立大学 86 16 68 2 

100.0% 18.6% 79.1% 2.3% 

公立大学 88 17 64 7 

100.0% 19.3% 72.7% 8.0% 

私立大学 580 91 470 19 

100.0% 15.7% 81.0% 3.3% 

公立短期大学 14 2 12 0 

100.0% 14.3% 85.7% 0.0% 

私立短期大学 268 19 240 9 

100.0% 7.1% 89.6% 3.4% 

国立高専 49 5 44 0 

100.0% 10.2% 89.8% 0.0% 

公立高専 3 0 3 0 

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

私立高専 3 1 2 0 

100.0% 33.3% 66.7% 0.0% 

N = 1,091 
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5.0%

91.3%

3.7%

ある

ない

無回答

 

地域別クロス集計表 全体 ある ない 無回答 

全体 
1,091 151 903 37 

100.0% 13.8% 82.8% 3.4% 

地域 

北海道・東北 
135 14 117 4 

100.0% 10.4% 86.7% 3.0% 

関東(東京以

外) 

167 18 141 8 

100.0% 10.8% 84.4% 4.8% 

東京 
173 24 140 9 

100.0% 13.9% 80.9% 5.2% 

中部 
189 36 143 10 

100.0% 19.0% 75.7% 5.3% 

近畿 
201 32 166 3 

100.0% 15.9% 82.6% 1.5% 

中国・四国 
109 14 95 0 

100.0% 12.8% 87.2% 0.0% 

九州・沖縄 
117 13 101 3 

100.0% 11.1% 86.3% 2.6% 

 

＜（５）セクシャル・ハラスメント行為＞ 

〇本年度の就職・採用活動において、学生からセクシャル・ハラスメントのような行為について、相談を

受けたことがあるかと尋ねたところ、「ある」と回答した大学は５．０％だった。 

 

※本調査では、就職活動中の学生が企業の採用担当者等の性的な言動により、不快な思いをしたり、人権侵害を受けたと考えるすべての行

為を指すものとして回答いただいた。 

【本年度の就職・採用活動においてセクシャルハラスメント的な行為について相談受けましたか】（単一回答） 

調査回答大学数 ある ない 無回答 

1,091 55 996 40 

100.0% 5.0% 91.3% 3.7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1,091 
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学校種別クロス集計表 全体 ある ない 無回答 

全体 
1,091 55 996 40 

100.0% 5.0% 91.3% 3.7% 

学校種別 

国立大学 
86 8 76 2 

100.0% 9.3% 88.4% 2.3% 

公立大学 
88 9 72 7 

100.0% 10.2% 81.8% 8.0% 

私立大学 
580 31 527 22 

100.0% 5.3% 90.9% 3.8% 

公立短期大

学 

14 0 14 0 

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

私立短期大

学 

268 6 254 8 

100.0% 2.2% 94.8% 3.0% 

国立高専 
49 1 48 0 

100.0% 2.0% 98.0% 0.0% 

公立高専 
3 0 3 0 

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 2 1 

100.0% 0.0% 66.7% 33.3% 

 

 

地域別クロス集計表 全体 ある ない 無回答 

全体 
1,091 55 996 40 

100.0% 5.0% 91.3% 3.7% 

地域 

北海道・東北 
135 4 125 6 

100.0% 3.0% 92.6% 4.4% 

関東(東京以

外) 

167 6 154 7 

100.0% 3.6% 92.2% 4.2% 

東京 
173 9 155 9 

100.0% 5.2% 89.6% 5.2% 

中部 
189 13 164 12 

100.0% 6.9% 86.8% 6.3% 

近畿 
201 12 186 3 

100.0% 6.0% 92.5% 1.5% 

中国・四国 
109 5 104 0 

100.0% 4.6% 95.4% 0.0% 

九州・沖縄 
117 6 108 3 

100.0% 5.1% 92.3% 2.6% 
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＜（６）セクシャル・ハラスメント行為相談件数＞ 

〇本年度の就職・採用活動において、学生からセクシャル・ハラスメントのような行為について、相談を

受けたと回答した大学等（55校）に相談件数を尋ねたところ、「５件以下」が最も多く、９０．９％であ

った。 

【相談件数はおおよそ何件程度でしたか。】（単一回答） 

調査回答大学数 ５件以下 
６～１０

件 

１１～２０

件 

２１～３０

件 

３１～４０

件 

４１～５０

件 

５１件以

上 
無回答 

55 50 4 0 0 1 0 0 0 

100.0% 90.9% 7.3% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
５件以下

90.9%

６～１０件

7.3%
１１～２０件

0.0%

２１～３０件

0.0%

３１～４０件

1.8%
４１～５０件

0.0%
５１件以上

0.0%

N = 55 
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学校種別クロス集計表 全体 5 件以下 6～10 件 11～20 件 21～30 件 31～40 件 41～50 件 51 件以上 無回答 

全体 
55 50 4 0 0 1 0 0 0 

100.0% 90.9% 7.3% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 0.0% 0.0% 

学

校

種

別 

国立大学 
8 8 0 0 0 0 0 0 0 

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立大学 
9 8 1 0 0 0 0 0 0 

100.0% 88.9% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立大学 
31 28 2 0 0 1 0 0 0 

100.0% 90.3% 6.5% 0.0% 0.0% 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立短期大学 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% - - - - - - - - 

私立短期大学 
6 5 1 0 0 0 0 0 0 

100.0% 83.3% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

国立高専 
1 1 0 0 0 0 0 0 0 

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

公立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% - - - - - - - - 

私立高専 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0% - - - - - - - - 

 

地域別クロス集計表 全体 5 件以下 6～10 件 11～20 件 21～30 件 31～40 件 41～50 件 51 件以上 無回答 

全体 
55 50 4 0 0 1 0 0 0 

100.0% 90.9% 7.3% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 0.0% 0.0% 

地

域 

北海道・東北 
4 4 0 0 0 0 0 0 0 

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

関東(東京以

外) 

6 6 0 0 0 0 0 0 0 

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

東京 
9 9 0 0 0 0 0 0 0 

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

中部 
13 10 2 0 0 1 0 0 0 

100.0% 76.9% 15.4% 0.0% 0.0% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 

近畿 
12 10 2 0 0 0 0 0 0 

100.0% 83.3% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

中国・四国 
5 5 0 0 0 0 0 0 0 

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

九州・沖縄 
6 6 0 0 0 0 0 0 0 

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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Ⅶ．企業の採用選考活動における学生の評価について 

＜（１）学業成果を表す書類の活用＞ 

〇学業成果を表す書類（例えば、成績証明書や履修履歴等）などを活用した面接が行われていると思うか

尋ねたところ、「多くの企業で行われている」「少しの企業で行われている」と回答した大学は６８．６％

であった。昨年度と比べると、「多くの企業で行われている」「少しの企業で行われている」の合計につい

て、回答割合が２．４ポイント高くなっている。 

 

【学業成果を表す書類（例えば、成績証明書や履修履歴等）などを活用した面接が行われていると思いますか】 

全体 
多くの企業で行

われている 

少しの企業で行

われている 
行われていない わからない 無回答 

1,091 282 467 76 229 37 

100.0% 25.8% 42.8% 7.0% 21.0% 3.4% 

 

（一つ選択） 

 

 

 

 

  

25.8%

42.8%

7.0%

21.0%

3.4%

多くの企業で行われている

一部の企業で行われている

行われていない

わからない

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

【参考：昨年度調査】 

 

26.7%

39.5%

6.3%

22.7%

4.8%

多くの企業で行われている

少しの企業で行われている

行われていない

わからない

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N = 1,091 

N = 1,037 
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学校種別クロス集計表 全体 
多くの企業で

行われている 

少しの企業で

行われている 

行われていな

い 
わからない 無回答 

全体 
1,091 282 467 76 229 37 

100.0% 25.8% 42.8% 7.0% 21.0% 3.4% 

学校

種別 

国立大学 
86 16 44 5 19 2 

100.0% 18.6% 51.2% 5.8% 22.1% 2.3% 

公立大学 
88 13 33 7 28 7 

100.0% 14.8% 37.5% 8.0% 31.8% 8.0% 

私立大学 
580 128 287 41 105 19 

100.0% 22.1% 49.5% 7.1% 18.1% 3.3% 

公立短期大学 
14 5 5 0 4 0 

100.0% 35.7% 35.7% 0.0% 28.6% 0.0% 

私立短期大学 
268 91 81 22 66 8 

100.0% 34.0% 30.2% 8.2% 24.6% 3.0% 

国立高専 
49 27 14 1 6 1 

100.0% 55.1% 28.6% 2.0% 12.2% 2.0% 

公立高専 
3 0 3 0 0 0 

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 2 0 0 1 0 

100.0% 66.7% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 

 

 

地域別クロス集計表 全体 
多くの企業で

行われている 

少しの企業で

行われている 

行われていな

い 
わからない 無回答 

全体 
1,091 282 467 76 229 37 

100.0% 25.8% 42.8% 7.0% 21.0% 3.4% 

地域 

北海道・東北 
135 45 44 10 31 5 

100.0% 33.3% 32.6% 7.4% 23.0% 3.7% 

関東(東京以外) 
167 39 72 11 38 7 

100.0% 23.4% 43.1% 6.6% 22.8% 4.2% 

東京 
173 36 85 7 36 9 

100.0% 20.8% 49.1% 4.0% 20.8% 5.2% 

中部 
189 60 79 10 30 10 

100.0% 31.7% 41.8% 5.3% 15.9% 5.3% 

近畿 
201 38 94 22 43 4 

100.0% 18.9% 46.8% 10.9% 21.4% 2.0% 

中国・四国 
109 29 39 13 28 0 

100.0% 26.6% 35.8% 11.9% 25.7% 0.0% 

九州・沖縄 
117 35 54 3 23 2 

100.0% 29.9% 46.2% 2.6% 19.7% 1.7% 
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＜（２）学業成果を表す書類重視の度合＞ 

〇企業の採用選考活動において、学生を評価する際に大学における学業成果（成績や履修履歴等）が重視

されていると思うか尋ねたところ、「多くの企業で重視されている」「ある程度重視されている」と回答し

た大学は４６．９％であった。昨年度と比べると、 「多くの企業で重視されている」「ある程度の企業で

重視されている」 の回答割合が２．３ポイント高くなっている。 

 

【採用選考活動において学生を評価する際に大学における学業成果（成績や履修履歴等）が重視されていると思いますか】 

全体 
多くの企業で重

視されている 

ある程度重視さ

れている 

あまり重視されて

いない 

重視されていな

い 
わからない 無回答 

1,091 42 470 317 27 198 37 

100.0% 3.8% 43.1% 29.1% 2.5% 18.1% 3.4% 

 

（一つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.8%

43.1% 29.1%

2.5%

18.1%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

多くの企業で重視されている ある程度重視されている あまり重視されていない

重視されていない わからない 無回答

【参考：昨年度調査】 

 

3.7%

40.9% 31.6%

3.2%

15.8%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

多くの企業で重視されている ある程度重視されている あまり重視されていない

重視されていない わからない 無回答

N =1,091 

N =1,037 



 

137 
 

学校種別クロス集計表 全体 

多くの企業で

重視されて

いる 

ある程度重

視されている 

あまり重視さ

れていない 

重視されて

いない 
わからない 無回答 

全体 
1,091 42 470 317 27 198 37 

100.0% 3.8% 43.1% 29.1% 2.5% 18.1% 3.4% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 0 33 28 3 20 2 

100.0% 0.0% 38.4% 32.6% 3.5% 23.3% 2.3% 

公立大学 
88 2 30 23 4 22 7 

100.0% 2.3% 34.1% 26.1% 4.5% 25.0% 8.0% 

私立大学 
580 20 260 184 12 85 19 

100.0% 3.4% 44.8% 31.7% 2.1% 14.7% 3.3% 

公立短期大学 
14 0 7 3 0 4 0 

100.0% 0.0% 50.0% 21.4% 0.0% 28.6% 0.0% 

私立短期大学 
268 15 114 65 7 59 8 

100.0% 5.6% 42.5% 24.3% 2.6% 22.0% 3.0% 

国立高専 
49 4 22 14 1 7 1 

100.0% 8.2% 44.9% 28.6% 2.0% 14.3% 2.0% 

公立高専 
3 0 3 0 0 0 0 

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 1 1 0 0 1 0 

100.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 

 

 

地域別クロス集計表 全体 

多くの企業

で重視され

ている 

ある程度重

視されてい

る 

あまり重視さ

れていない 

重視されて

いない 
わからない 無回答 

全体 
1,091 42 470 317 27 198 37 

100.0% 3.8% 43.1% 29.1% 2.5% 18.1% 3.4% 

地

域 

北海道・東北 
135 11 63 41 2 13 5 

100.0% 8.1% 46.7% 30.4% 1.5% 9.6% 3.7% 

関東(東京以外) 
167 2 73 58 1 26 7 

100.0% 1.2% 43.7% 34.7% 0.6% 15.6% 4.2% 

東京 
173 6 71 52 1 34 9 

100.0% 3.5% 41.0% 30.1% 0.6% 19.7% 5.2% 

中部 
189 10 81 50 7 31 10 

100.0% 5.3% 42.9% 26.5% 3.7% 16.4% 5.3% 

近畿 
201 6 73 57 10 51 4 

100.0% 3.0% 36.3% 28.4% 5.0% 25.4% 2.0% 

中国・四国 
109 4 51 27 4 23 0 

100.0% 3.7% 46.8% 24.8% 3.7% 21.1% 0.0% 

九州・沖縄 
117 3 58 32 2 20 2 

100.0% 2.6% 49.6% 27.4% 1.7% 17.1% 1.7% 
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Ⅷ．インターンシップについて 

＜（１）学生のインターンシップへの参加状況＞ 

〇学生のうち、どのくらいが企業のインターンシップへ参加したかを尋ねると、「把握していない」を除く

と、「２割未満」が２８．０％と最も高く、次いで「２～３割」（１５．７％）、「４～５割」（９．７％）、

「６～７割」（６．６％）と続いている。 

 

【貴学の学生のうち、どのくらいが企業のインターンシップへ参加しましたか】 

全体 ２割未満 ２～３割 ４～５割 ６～７割 ８割以上 把握していない 無回答 

1,091 305 171 106 72 49 350 38 

100.0% 28.0% 15.7% 9.7% 6.6% 4.5% 32.1% 3.5% 

（一つ選択） 

  

28.0%

15.7%

9.7%
6.6%4.5%

32.1%

3.5%

2割未満

2割～3割

4割～5割

6割～7割

8割以上

把握していない

無回答

N =1,091 
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学校種別クロス集

計表 
全体 ２割未満 ２～３割 ４～５割 ６～７割 ８割以上 

把握してい

ない 
無回答 

全体 
1091 305 171 106 72 49 350 38 

100.0% 28.0% 15.7% 9.7% 6.6% 4.5% 32.1% 3.5% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 16 20 8 6 0 34 2 

100.0% 18.6% 23.3% 9.3% 7.0% 0.0% 39.5% 2.3% 

公立大学 
88 9 11 12 10 5 35 6 

100.0% 10.2% 12.5% 13.6% 11.4% 5.7% 39.8% 6.8% 

私立大学 
580 156 113 72 44 7 168 20 

100.0% 26.9% 19.5% 12.4% 7.6% 1.2% 29.0% 3.4% 

公立短期大

学 

14 3 1 3 1 0 6 0 

100.0% 21.4% 7.1% 21.4% 7.1% 0.0% 42.9% 0.0% 

私立短期大

学 

268 120 23 10 1 2 102 10 

100.0% 44.8% 8.6% 3.7% 0.4% 0.7% 38.1% 3.7% 

国立高専 
49 1 2 1 9 31 5 0 

100.0% 2.0% 4.1% 2.0% 18.4% 63.3% 10.2% 0.0% 

公立高専 
3 0 0 0 0 3 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 1 0 1 1 0 0 

100.0% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 

 

 

地域別クロス集

計表 
全体 ２割未満 ２～３割 ４～５割 ６～７割 ８割以上 

把握してい

ない 
無回答 

全体 
1091 305 171 106 72 49 350 38 

100.0% 28.0% 15.7% 9.7% 6.6% 4.5% 32.1% 3.5% 

地

域 

北海道・東

北 

135 44 19 9 8 10 40 5 

100.0% 32.6% 14.1% 6.7% 5.9% 7.4% 29.6% 3.7% 

関東(東京

以外) 

167 49 29 18 7 6 51 7 

100.0% 29.3% 17.4% 10.8% 4.2% 3.6% 30.5% 4.2% 

東京 
173 33 29 25 18 3 55 10 

100.0% 19.1% 16.8% 14.5% 10.4% 1.7% 31.8% 5.8% 

中部 
189 60 35 15 9 10 49 11 

100.0% 31.7% 18.5% 7.9% 4.8% 5.3% 25.9% 5.8% 

近畿 
201 55 24 20 15 5 79 3 

100.0% 27.4% 11.9% 10.0% 7.5% 2.5% 39.3% 1.5% 

中国・四国 
109 27 17 12 11 8 34 0 

100.0% 24.8% 15.6% 11.0% 10.1% 7.3% 31.2% 0.0% 

九州・沖縄 
117 37 18 7 4 7 42 2 

100.0% 31.6% 15.4% 6.0% 3.4% 6.0% 35.9% 1.7% 
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＜（２）インターンシップへの参加時期＞ 

〇学生が企業のインターンシップに参加した時期を尋ねると、２０１７年の８月が８３．８％で、最も多

く、次いで２０１８年２月の６７．５％、さらに２０１７年９月（５９．０％）と続く。 

 
【学生が企業のインターンシップに参加した時期はいつですか参加の多い順に３つ選択してください】 

（多い順に三つ選択） 

全体 ２０１７年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

905 3 7 16 75 758 534 23 

 
0.3% 0.8% 1.8% 8.3% 83.8% 59.0% 2.5% 

 

１１月 １２月 ２０１８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月以降 

23 125 143 611 133 34 18 53 

2.5% 13.8% 15.8% 67.5% 14.7% 3.8% 2.0% 5.9% 

 

  
 
 
 
  

0.3% 0.8% 1.8%

8.3%

83.8%

59.0%

2.5% 2.5%

13.8%
15.8%

67.5%

14.7%

3.8%
2.0%

5.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%
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学校種別クロス集計

表 
２０１７年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 

全体 
905 3 7 16 75 758 534 23 

 
0.3% 0.8% 1.8% 8.3% 83.8% 59.0% 2.5% 

学
校
種
別 

国立大学 
78 0 0 0 6 72 68 2 

 
0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 92.3% 87.2% 2.6% 

公立大学 
69 0 0 0 3 60 51 1 

 
0.0% 0.0% 0.0% 4.3% 87.0% 73.9% 1.4% 

私立大学 
511 2 5 11 45 448 287 9 

 
0.4% 1.0% 2.2% 8.8% 87.7% 56.2% 1.8% 

公立短期大学 
12 0 0 0 2 8 7 0 

 
0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 66.7% 58.3% 0.0% 

私立短期大学 
184 1 1 5 9 121 74 5 

 0.5% 0.5% 2.7% 4.9% 65.8% 40.2% 2.7% 

国立高専 
45 0 1 0 8 43 42 5 

 0.0% 2.2% 0.0% 17.8% 95.6% 93.3% 11.1% 

公立高専 
3 0 0 0 1 3 2 0 

 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 100.0% 66.7% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 0 1 3 3 1 

 
0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 100.0% 100.0% 33.3% 

 

学校種別クロス集計

表（つづき） 
１２月 ２０１８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月以降 

全体 
125 143 611 133 34 18 53 

13.8% 15.8% 67.5% 14.7% 3.8% 2.0% 5.9% 

学
校
種
別 

国立大学 
5 9 62 3 1 1 0 

6.4% 11.5% 79.5% 3.8% 1.3% 1.3% 0.0% 

公立大学 
3 10 51 11 5 3 0 

4.3% 14.5% 73.9% 15.9% 7.2% 4.3% 0.0% 

私立大学 
80 94 375 66 19 8 19 

15.7% 18.4% 73.4% 12.9% 3.7% 1.6% 3.7% 

公立短期大学 
0 0 5 5 2 1 1 

0.0% 0.0% 41.7% 41.7% 16.7% 8.3% 8.3% 

私立短期大学 
34 27 112 39 6 5 32 

18.5% 14.7% 60.9% 21.2% 3.3% 2.7% 17.4% 

国立高専 
3 3 6 9 1 0 0 

6.7% 6.7% 13.3% 20.0% 2.2% 0.0% 0.0% 

公立高専 
0 0 0 0 0 0 1 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 

私立高専 
0 0 0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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地域別クロス集計表 ２０１７年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 

全体 
905 3 7 16 75 758 534 23 

 
0.3% 0.8% 1.8% 8.3% 83.8% 59.0% 2.5% 

地
域 

北海道・東北 
108 0 1 2 9 88 64 5 

 
0.0% 0.9% 1.9% 8.3% 81.5% 59.3% 4.6% 

関東(東京以

外) 

128 2 2 7 15 110 68 4 

 
1.6% 1.6% 5.5% 11.7% 85.9% 53.1% 3.1% 

東京 
147 0 0 0 11 136 86 2 

 
0.0% 0.0% 0.0% 7.5% 92.5% 58.5% 1.4% 

中部 
152 0 1 1 10 133 100 1 

 
0.0% 0.7% 0.7% 6.6% 87.5% 65.8% 0.7% 

近畿 
170 0 0 4 16 136 97 7 

 0.0% 0.0% 2.4% 9.4% 80.0% 57.1% 4.1% 

中国・四国 
98 0 1 0 6 77 57 0 

 0.0% 1.0% 0.0% 6.1% 78.6% 58.2% 0.0% 

九州・沖縄 
102 1 2 2 8 78 62 4 

 1.0% 2.0% 2.0% 7.8% 76.5% 60.8% 3.9% 

 

地域別クロス集計表

（つづき） 
１２月 ２０１８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月以降 

全体 
125 143 611 133 34 18 53 

13.8% 15.8% 67.5% 14.7% 3.8% 2.0% 5.9% 

地
域 

北海道・東北 
9 15 61 25 2 2 11 

8.3% 13.9% 56.5% 23.1% 1.9% 1.9% 10.2% 

関東(東京以外) 
13 18 88 19 3 1 9 

10.2% 14.1% 68.8% 14.8% 2.3% 0.8% 7.0% 

東京 
27 28 112 9 3 0 3 

18.4% 19.0% 76.2% 6.1% 2.0% 0.0% 2.0% 

中部 
12 20 112 21 5 2 7 

7.9% 13.2% 73.7% 13.8% 3.3% 1.3% 4.6% 

近畿 
27 37 114 23 8 0 9 

15.9% 21.8% 67.1% 13.5% 4.7% 0.0% 5.3% 

中国・四国 
17 17 64 14 5 7 8 

17.3% 17.3% 65.3% 14.3% 5.1% 7.1% 8.2% 

九州・沖縄 
20 8 60 22 8 6 6 

19.6% 7.8% 58.8% 21.6% 7.8% 5.9% 5.9% 
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＜（３）学生がインターンシップを選択する基準＞ 

〇学生がインターンシップを選択する基準を尋ねたところ、「就職先として興味・関心を抱いている企業で

あったから」が６５．９％と最も高く、次いで「職業観、就業観を養うことができるプログラムだと考え

たから」が１３．７％であった。 

 
【貴学の学生はどのような基準でインターンシップ先を選択していますか】 

全
体 

職
業
観
、
就
業
観

を
養
う
こ
と
が
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

だ
と
考
え
た
か
ら 

就
職
先
と
し
て
興

味
・関
心
を
抱
い
て

い
る
企
業
で
あ
っ

た
か
ら 

そ
の
他 

分
か
ら
な
い 

無
回
答 

1,091 149 719 16 147 60 

100.0% 13.7% 65.9% 1.5% 13.5% 5.5% 

（一つ選択） 

 

 ※インターンシップ先を選択する「その他」の基準としては、「内定者が、2年生(短大)の夏休み中に職

場体験実習として実施している」という回答があった。 

  

  

13.7%

65.9%

1.5%
13.5%

5.5%

職業観、就業観を養うことができ

るプログラムだと考えたから

就職先として興味・関心を抱いて

いる企業であったから

その他

分からない

無回答

N =1,091 
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学校種別クロス集計表 全体 

職業観、就

業観を養うこ

とができるプ

ログラムだと

考えたから 

就職先として

興味・関心を

抱いている

企業であった

から 

その他 分からない 無回答 

全体 
1,091 149 719 16 147 60 

100.0% 13.7% 65.9% 1.5% 13.5% 5.5% 

学校

種別 

国立大学 
86 8 66 0 9 3 

100.0% 9.3% 76.7% 0.0% 10.5% 3.5% 

公立大学 
88 11 57 0 15 5 

100.0% 12.5% 64.8% 0.0% 17.0% 5.7% 

私立大学 
580 71 425 6 54 24 

100.0% 12.2% 73.3% 1.0% 9.3% 4.1% 

公立短期大学 
14 3 8 0 3 0 

100.0% 21.4% 57.1% 0.0% 21.4% 0.0% 

私立短期大学 
268 40 131 9 61 27 

100.0% 14.9% 48.9% 3.4% 22.8% 10.1% 

国立高専 
49 13 29 1 5 1 

100.0% 26.5% 59.2% 2.0% 10.2% 2.0% 

公立高専 
3 1 2 0 0 0 

100.0% 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 2 1 0 0 0 

100.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

地域別クロス集計表 全体 

職業観、就

業観を養うこ

とができるプ

ログラムだと

考えたから 

就職先として

興味・関心を

抱いている

企業であっ

たから 

その他 分からない 無回答 

全体 
1,091 149 719 16 147 60 

100.0% 13.7% 65.9% 1.5% 13.5% 5.5% 

地域 

北海道・東北 
135 21 86 2 17 9 

100.0% 15.6% 63.7% 1.5% 12.6% 6.7% 

関東(東京以外) 
167 18 109 2 27 11 

100.0% 10.8% 65.3% 1.2% 16.2% 6.6% 

東京 
173 25 115 1 20 12 

100.0% 14.5% 66.5% 0.6% 11.6% 6.9% 

中部 
189 27 116 5 22 19 

100.0% 14.3% 61.4% 2.6% 11.6% 10.1% 

近畿 
201 31 129 5 30 6 

100.0% 15.4% 64.2% 2.5% 14.9% 3.0% 

中国・四国 
109 13 81 1 14 0 

100.0% 11.9% 74.3% 0.9% 12.8% 0.0% 

九州・沖縄 
117 14 83 0 17 3 

100.0% 12.0% 70.9% 0.0% 14.5% 2.6% 
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＜（４）企業のインターンシップについての認識＞ 

〇企業のインターンシップについての認識を尋ねると、「個別企業の業務理解や就活への意識向上等、就職

活動準備に資するものが多い」が４２．６％、次いで「プログラムに就労体験が伴っておらず、実質的な

広報活動（企業説明会等）と考えられるものが多い」が２５．９％、「学生の将来設計(キャリアプラン)

や職業観・就職観の育成等、キャリア教育に資するものが多い」１１．４％であった。 

 
【企業のインターンシップについて、どのような認識をお持ちですか】 

(ｉ)インターンシップ全体についての認識 

全
体 

学
生
の
将
来
設
計(

キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
）
や
職
業
観
・
就
職

観
の
育
成
等
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
資
す
る
も
の
が
多
い 

個
別
企
業
の
業
務
理
解
や

就
活
へ
の
意
識
向
上
等
、
就

職
活
動
準
備
に
資
す
る
も
の

が
多
い 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
就
労
体
験
が

伴
っ
て
お
ら
ず
、
実
質
的
な

広
報
活
動
（
企
業
説
明
会

等
）
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が

多
い 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
就
労
体
験
が

伴
っ
て
お
ら
ず
、
実
質
的
な

採
用
選
考
活
動
（
面
接
・
試

験
等
）
と
考
え
ら
れ
る
も
の

が
多
い 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

1,091 124 465 283 23 15 134 47 

100.0% 11.4% 42.6% 25.9% 2.1% 1.4% 12.3% 4.3% 

（一つ選択） 

 

 

 

 

  

11.4%

42.6%

25.9%

2.1%

1.4%

12.3%

4.3%

学生の将来設計(キャリアプラン）や職業観・就職観の育成

等、キャリア教育に資するものが多い

個別企業の業務理解や就活への意識向上等、就職活動準備に

資するものが多い

プログラムに就労体験が伴っておらず、実質的な広報活動

（企業説明会等）と考えられるものが多い

プログラムに就労体験が伴っておらず、実質的な採用選考活

動（面接・試験等）と考えられるものが多い

その他

わからない

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N =1,091 
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3.0%

20.7%

41.3%

12.0%

1.6%

16.5%

4.9%

学生の将来設計(キャリアプラン）や職業観・就職観の育成

等、キャリア教育に資するものが多い

個別企業の業務理解や就活への意識向上等、就職活動準備に

資するものが多い

プログラムに就労体験が伴っておらず、実質的な広報活動

（企業説明会等）と考えられるものが多い

プログラムに就労体験が伴っておらず、実質的な採用選考活

動（面接・試験等）と考えられるものが多い

その他

わからない

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

16.0%

46.8%

16.2%

0.7%

0.7%

14.8%

4.6%

学生の将来設計(キャリアプラン）や職業観・就職観の育成等、

キャリア教育に資するものが多い

個別企業の業務理解や就活への意識向上等、就職活動準備に資す

るものが多い

プログラムに就労体験が伴っておらず、実質的な広報活動（企業

説明会等）と考えられるものが多い

プログラムに就労体験が伴っておらず、実質的な採用選考活動

（面接・試験等）と考えられるものが多い

その他

わからない

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

(ⅱ) ８月頃（２０１７年８月）に行われたインターンシップについての認識 

全
体 

学
生
の
将
来
設
計(

キ

ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
）
や
職
業

観
・
就
職
観
の
育
成
等
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
資
す

る
も
の
が
多
い 

個
別
企
業
の
業
務
理
解

や
就
活
へ
の
意
識
向
上

等
、
就
職
活
動
準
備
に

資
す
る
も
の
が
多
い 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
就
労
体

験
が
伴
っ
て
お
ら
ず
、
実

質
的
な
広
報
活
動
（
企

業
説
明
会
等
）と
考
え
ら

れ
る
も
の
が
多
い 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
就
労
体

験
が
伴
っ
て
お
ら
ず
、
実

質
的
な
採
用
選
考
活
動

（面
接
・試
験
等
）と
考
え

ら
れ
る
も
の
が
多
い 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

1,091 175 511 177 8 8 162 50 

100.0% 16.0% 46.8% 16.2% 0.7% 0.7% 14.8% 4.6% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (ⅲ)２月頃（２０１８年２月）に行われたインターンシップについての認識 

全
体 

学
生
の
将
来
設
計(

キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
）
や
職
業
観
・

就
職
観
の
育
成
等
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
に
資
す
る
も
の

が
多
い 

個
別
企
業
の
業
務
理
解

や
就
活
へ
の
意
識
向
上

等
、
就
職
活
動
準
備
に
資

す
る
も
の
が
多
い 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
就
労
体

験
が
伴
っ
て
お
ら
ず
、
実

質
的
な
広
報
活
動
（
企
業

説
明
会
等
）
と
考
え
ら
れ

る
も
の
が
多
い 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
就
労
体

験
が
伴
っ
て
お
ら
ず
、
実

質
的
な
採
用
選
考
活
動

（
面
接
・
試
験
等
）
と
考
え

ら
れ
る
も
の
が
多
い 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

1,091 33 226 451 131 17 180 53 

100.0% 3.0% 20.7% 41.3% 12.0% 1.6% 16.5% 4.9% 

 

  

N =1,091 

N =1,091 
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(ｉ)インターンシップ全体についての認識 

学校種別クロス集

計表 

全
体 

学
生
の
将
来
設
計(

キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
）
や
職
業
観
・
就
職

観
の
育
成
等
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
資
す
る
も
の
が
多
い 

個
別
企
業
の
業
務
理
解
や

就
活
へ
の
意
識
向
上
等
、
就

職
活
動
準
備
に
資
す
る
も
の

が
多
い 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
就
労
体
験
が

伴
っ
て
お
ら
ず
、
実
質
的
な

広
報
活
動
（
企
業
説
明
会
等
）

と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多
い 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
就
労
体
験
が

伴
っ
て
お
ら
ず
、
実
質
的
な

採
用
選
考
活
動
（
面
接
・
試
験

等
）
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が

多
い 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 
1,091 124 465 283 23 15 134 47 

100.0% 11.4% 42.6% 25.9% 2.1% 1.4% 12.3% 4.3% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 11 42 23 1 3 3 3 

100.0% 12.8% 48.8% 26.7% 1.2% 3.5% 3.5% 3.5% 

公立大学 
88 8 37 15 4 2 16 6 

100.0% 9.1% 42.0% 17.0% 4.5% 2.3% 18.2% 6.8% 

私立大学 
580 52 253 178 16 7 52 22 

100.0% 9.0% 43.6% 30.7% 2.8% 1.2% 9.0% 3.8% 

公立短期大

学 

14 4 7 2 0 0 1 0 

100.0% 28.6% 50.0% 14.3% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 

私立短期大

学 

268 28 98 61 2 3 60 16 

100.0% 10.4% 36.6% 22.8% 0.7% 1.1% 22.4% 6.0% 

国立高専 
49 18 26 3 0 0 2 0 

100.0% 36.7% 53.1% 6.1% 0.0% 0.0% 4.1% 0.0% 

公立高専 
3 1 2 0 0 0 0 0 

100.0% 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 2 0 1 0 0 0 0 

100.0% 66.7% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

地域別クロス集計表 
全
体 

学
生
の
将
来
設
計(

キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン
）
や
職
業
観
・
就
職
観
の
育

成
等
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
資
す
る

も
の
が
多
い 

個
別
企
業
の
業
務
理
解
や
就
活

へ
の
意
識
向
上
等
、
就
職
活
動
準

備
に
資
す
る
も
の
が
多
い 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
就
労
体
験
が
伴

っ
て
お
ら
ず
、
実
質
的
な
広
報
活

動
（
企
業
説
明
会
等
）
と
考
え
ら

れ
る
も
の
が
多
い 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
就
労
体
験
が
伴

っ
て
お
ら
ず
、
実
質
的
な
採
用
選

考
活
動
（
面
接
・
試
験
等
）と
考
え

ら
れ
る
も
の
が
多
い 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 
1,091 124 465 283 23 15 134 47 

100.0% 11.4% 42.6% 25.9% 2.1% 1.4% 12.3% 4.3% 

地

域 

北海道・東北 
135 23 52 29 5 0 18 8 

100.0% 17.0% 38.5% 21.5% 3.7% 0.0% 13.3% 5.9% 

関東(東京以外) 
167 15 60 53 4 1 26 8 

100.0% 9.0% 35.9% 31.7% 2.4% 0.6% 15.6% 4.8% 

東京 
173 12 69 56 2 2 22 10 

100.0% 6.9% 39.9% 32.4% 1.2% 1.2% 12.7% 5.8% 

中部 
189 30 83 38 3 7 15 13 

100.0% 15.9% 43.9% 20.1% 1.6% 3.7% 7.9% 6.9% 

近畿 
201 14 88 58 3 1 32 5 

100.0% 7.0% 43.8% 28.9% 1.5% 0.5% 15.9% 2.5% 

中国・四国 
109 14 53 25 2 2 12 1 

100.0% 12.8% 48.6% 22.9% 1.8% 1.8% 11.0% 0.9% 

九州・沖縄 
117 16 60 24 4 2 9 2 

100.0% 13.7% 51.3% 20.5% 3.4% 1.7% 7.7% 1.7% 
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(ⅱ) ８月頃（２０１７年８月）に行われたインターンシップについての認識 

学校種別クロス集

計表 

全
体 

学
生
の
将
来
設
計(

キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
）
や
職
業
観
・
就
職

観
の
育
成
等
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
資
す
る
も
の
が
多
い 

個
別
企
業
の
業
務
理
解
や

就
活
へ
の
意
識
向
上
等
、
就

職
活
動
準
備
に
資
す
る
も
の

が
多
い 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
就
労
体
験
が

伴
っ
て
お
ら
ず
、
実
質
的
な

広
報
活
動
（
企
業
説
明
会
等
）

と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多
い 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
就
労
体
験
が

伴
っ
て
お
ら
ず
、
実
質
的
な

採
用
選
考
活
動
（
面
接
・
試
験

等
）
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が

多
い 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 
1,091 175 511 177 8 8 162 50 

100.0% 16.0% 46.8% 16.2% 0.7% 0.7% 14.8% 4.6% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 17 54 9 0 2 1 3 

100.0% 19.8% 62.8% 10.5% 0.0% 2.3% 1.2% 3.5% 

公立大学 
88 15 38 12 0 1 15 7 

100.0% 17.0% 43.2% 13.6% 0.0% 1.1% 17.0% 8.0% 

私立大学 
580 83 292 111 8 3 61 22 

100.0% 14.3% 50.3% 19.1% 1.4% 0.5% 10.5% 3.8% 

公立短期大

学 

14 3 8 2 0 0 1 0 

100.0% 21.4% 57.1% 14.3% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 

私立短期大

学 

268 35 90 41 0 2 82 18 

100.0% 13.1% 33.6% 15.3% 0.0% 0.7% 30.6% 6.7% 

国立高専 
49 19 26 2 0 0 2 0 

100.0% 38.8% 53.1% 4.1% 0.0% 0.0% 4.1% 0.0% 

公立高専 
3 1 2 0 0 0 0 0 

100.0% 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 2 1 0 0 0 0 0 

100.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

地域別クロス集計表 
全
体 

学
生
の
将
来
設
計(

キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン
）
や
職
業
観
・
就
職
観
の
育

成
等
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
資
す
る

も
の
が
多
い 

個
別
企
業
の
業
務
理
解
や
就
活

へ
の
意
識
向
上
等
、
就
職
活
動
準

備
に
資
す
る
も
の
が
多
い 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
就
労
体
験
が
伴

っ
て
お
ら
ず
、
実
質
的
な
広
報
活

動
（
企
業
説
明
会
等
）
と
考
え
ら

れ
る
も
の
が
多
い 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
就
労
体
験
が
伴

っ
て
お
ら
ず
、
実
質
的
な
採
用
選

考
活
動
（
面
接
・
試
験
等
）と
考
え

ら
れ
る
も
の
が
多
い 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 
1,091 175 511 177 8 8 162 50 

100.0% 16.0% 46.8% 16.2% 0.7% 0.7% 14.8% 4.6% 

地

域 

北海道・東北 
135 26 61 20 1 0 19 8 

100.0% 19.3% 45.2% 14.8% 0.7% 0.0% 14.1% 5.9% 

関東(東京以外) 
167 21 76 26 4 0 31 9 

100.0% 12.6% 45.5% 15.6% 2.4% 0.0% 18.6% 5.4% 

東京 
173 23 77 36 1 1 25 10 

100.0% 13.3% 44.5% 20.8% 0.6% 0.6% 14.5% 5.8% 

中部 
189 40 86 24 1 2 21 15 

100.0% 21.2% 45.5% 12.7% 0.5% 1.1% 11.1% 7.9% 

近畿 
201 20 98 36 1 2 39 5 

100.0% 10.0% 48.8% 17.9% 0.5% 1.0% 19.4% 2.5% 

中国・四国 
109 20 56 19 0 2 11 1 

100.0% 18.3% 51.4% 17.4% 0.0% 1.8% 10.1% 0.9% 

九州・沖縄 
117 25 57 16 0 1 16 2 

100.0% 21.4% 48.7% 13.7% 0.0% 0.9% 13.7% 1.7% 

 



 

149 
 

(ⅲ) ２月頃（２０１８年２月）に行われたインターンシップについての認識 

学校種別クロス集

計表 

全
体 

学
生
の
将
来
設
計(

キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
）
や
職
業
観
・
就
職

観
の
育
成
等
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
資
す
る
も
の
が
多
い 

個
別
企
業
の
業
務
理
解
や

就
活
へ
の
意
識
向
上
等
、
就

職
活
動
準
備
に
資
す
る
も
の

が
多
い 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
就
労
体
験
が

伴
っ
て
お
ら
ず
、
実
質
的
な

広
報
活
動
（
企
業
説
明
会
等
）

と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多
い 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
就
労
体
験
が

伴
っ
て
お
ら
ず
、
実
質
的
な

採
用
選
考
活
動
（
面
接
・
試
験

等
）
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が

多
い 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 
1,091 33 226 451 131 17 180 53 

100.0% 3.0% 20.7% 41.3% 12.0% 1.6% 16.5% 4.9% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 4 13 50 10 3 3 3 

100.0% 4.7% 15.1% 58.1% 11.6% 3.5% 3.5% 3.5% 

公立大学 
88 2 16 35 12 1 15 7 

100.0% 2.3% 18.2% 39.8% 13.6% 1.1% 17.0% 8.0% 

私立大学 
580 12 123 268 87 7 59 24 

100.0% 2.1% 21.2% 46.2% 15.0% 1.2% 10.2% 4.1% 

公立短期大

学 

14 2 4 3 2 0 3 0 

100.0% 14.3% 28.6% 21.4% 14.3% 0.0% 21.4% 0.0% 

私立短期大

学 

268 10 63 76 17 4 80 18 

100.0% 3.7% 23.5% 28.4% 6.3% 1.5% 29.9% 6.7% 

国立高専 
49 3 7 18 2 2 16 1 

100.0% 6.1% 14.3% 36.7% 4.1% 4.1% 32.7% 2.0% 

公立高専 
3 0 0 0 0 0 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 1 1 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 

 

地域別クロス集計表 
全
体 

学
生
の
将
来
設
計(

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
）や
職
業
観
・就
職
観
の
育
成
等
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
資
す
る
も
の
が
多

い 個
別
企
業
の
業
務
理
解
や
就
活
へ

の
意
識
向
上
等
、
就
職
活
動
準
備

に
資
す
る
も
の
が
多
い 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
就
労
体
験
が
伴
っ

て
お
ら
ず
、
実
質
的
な
広
報
活
動

（
企
業
説
明
会
等
）
と
考
え
ら
れ
る

も
の
が
多
い 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
就
労
体
験
が
伴
っ

て
お
ら
ず
、
実
質
的
な
採
用
選
考

活
動
（面
接
・試
験
等
）と
考
え
ら
れ

る
も
の
が
多
い そ

の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 
1,091 33 226 451 131 17 180 53 

100.0% 3.0% 20.7% 41.3% 12.0% 1.6% 16.5% 4.9% 

地

域 

北海道・東北 
135 8 32 47 12 1 26 9 

100.0% 5.9% 23.7% 34.8% 8.9% 0.7% 19.3% 6.7% 

関東(東京以外) 
167 5 41 59 18 0 35 9 

100.0% 3.0% 24.6% 35.3% 10.8% 0.0% 21.0% 5.4% 

東京 
173 1 25 81 28 1 27 10 

100.0% 0.6% 14.5% 46.8% 16.2% 0.6% 15.6% 5.8% 

中部 
189 4 37 89 11 7 25 16 

100.0% 2.1% 19.6% 47.1% 5.8% 3.7% 13.2% 8.5% 

近畿 
201 3 37 85 30 3 37 6 

100.0% 1.5% 18.4% 42.3% 14.9% 1.5% 18.4% 3.0% 

中国・四国 
109 5 23 48 17 2 13 1 

100.0% 4.6% 21.1% 44.0% 15.6% 1.8% 11.9% 0.9% 

九州・沖縄 
117 7 31 42 15 3 17 2 

100.0% 6.0% 26.5% 35.9% 12.8% 2.6% 14.5% 1.7% 
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Ⅸ．２０２０年度の就職・採用活動について 

＜（１）オリンピック・パラリンピック大会期間と就職・採用活動時期が重なることへの不安や課題＞ 

〇2020 年度の就職・採用活動がオリンピック・パラリンピック大会期間と就職・採用活動時期が重なるこ

とで、就職活動に不安や課題があるかどうか尋ねたところ、「わからない」「無回答」でおよそ半分を占め

たものの、「不安・課題がある」と回答した大学等は２４．２％に達する。一方で「ない」と回答した大学

等も２４．７％ある。 

 

【オリンピック・パラリンピック大会期間と就職・採用活動時期がかさなることで、不安や課題と考えることはありますか】 

全体 ある ない わからない 無回答 

1,091 264 270 527 30 

100.0% 24.2% 24.7% 48.3% 2.7% 

 

不安や課題と考える具体的な内容の主なものは以下のとおり。 

 ・採用スケジュールの変更（前倒し、早期終了） 

 ・採用スケジュールが変更されると予想されるため、学事等の計画が立てられない 

 ・交通機関の混雑・遅延や宿泊先の確保が困難になる 

 ・合同説明会等の会場が確保できなくなる 

 ・学生がボランティアに借り出され、就職活動に影響する 

 ・大会の話題が集まり、就職活動に集中できなくなる 

 等々。 

  

24.2%

24.7%

48.3%

2.7%

ある ない わからない 無回答

N =1,091 
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（１）オリンピック・パラリンピック大会期間と就職・採用活動時期がかさなることで、不安や課題と考えることはありますか 

 

 

地域別クロス集計表 全体 ある ない わからない 無回答 

全体 
1091 264 270 527 30 

100.0% 24.2% 24.7% 48.3% 2.7% 

地域 

北海道・東北 
135 44 32 56 3 

100.0% 32.6% 23.7% 41.5% 2.2% 

関東(東京以外) 
167 42 41 79 5 

100.0% 25.1% 24.6% 47.3% 3.0% 

東京 
173 45 32 86 10 

100.0% 26.0% 18.5% 49.7% 5.8% 

中部 
189 36 50 95 8 

100.0% 19.0% 26.5% 50.3% 4.2% 

近畿 
201 35 60 103 3 

100.0% 17.4% 29.9% 51.2% 1.5% 

中国・四国 
109 27 25 57 0 

100.0% 24.8% 22.9% 52.3% 0.0% 

九州・沖縄 
117 35 30 51 1 

100.0% 29.9% 25.6% 43.6% 0.9% 

  

学校種別クロス集計表 
全
体 ある ない わ

か
ら

な
い 無

回
答 

全体 
1091 264 270 527 30 

100.0% 24.2% 24.7% 48.3% 2.7% 

学校種別 

国立大学 
86 33 12 39 2 

100.0% 38.4% 14.0% 45.3% 2.3% 

公立大学 
88 20 17 46 5 

100.0% 22.7% 19.3% 52.3% 5.7% 

私立大学 
580 165 132 267 16 

100.0% 28.4% 22.8% 46.0% 2.8% 

公立短期大学 
14 3 1 10 0 

100.0% 21.4% 7.1% 71.4% 0.0% 

私立短期大学 
268 33 86 142 7 

100.0% 12.3% 32.1% 53.0% 2.6% 

国立高専 
49 9 19 21 0 

100.0% 18.4% 38.8% 42.9% 0.0% 

公立高専 
3 1 1 1 0 

100.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 

私立高専 
3 0 2 1 0 

100.0% 0.0% 66.7% 33.3% 0.0% 
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＜（２）２０２０年度の就職活動のための特別な対応を行う予定の有無＞ 

〇現時点で、２０２０年度の就職活動のために通常の就職支援とは別に特別な対応を行う予定はあります

かと尋ねたところ、「ある」と答えた大学等は８．９％。一方で「ない」と回答した大学等は８８．２％で

あった。 

 

【２０２０年度の就職活動のために通常の就職支援とは別に特別な対応を行う予定はありますか】 

全体 ある ない わからない 無回答 

1,091 97 962 0 32 

100.0% 8.9% 88.2% 0.0% 2.9% 

 

※「ある」と回答した大学等の「特別な対応」について 

 ・採用スケジュール変更に対応し、支援活動やガイダンススケジュールの変更（早期化） 

 ・キャリアセミナーで学生に早期計画や準備を呼びかける 

 ・就職対策講座の回数を増やす 

 ・採用企業や就職情報会社からの情報収集を強化 

 ・首都圏以外の就職活動への旅費等の助成金 

 ・インターンシップ参加促進 

 等々。 

 

 

8.9%

88.2%

0.0% 2.9%

ある ない わからない 無回答

N =1,091 
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（２）２０２０年度の就職活動のための特別な対応予定の有無 

 

地域別クロス集計表 全体 ある ない わからない 無回答 

全体 
1091 97 962 0 32 

100.0% 8.9% 88.2% 0.0% 2.9% 

地域 

北海道・東北 
135 10 121 0 4 

100.0% 7.4% 89.6% 0.0% 3.0% 

関東(東京以外) 
167 19 143 0 5 

100.0% 11.4% 85.6% 0.0% 3.0% 

東京 
173 22 141 0 10 

100.0% 12.7% 81.5% 0.0% 5.8% 

中部 
189 10 171 0 8 

100.0% 5.3% 90.5% 0.0% 4.2% 

近畿 
201 16 182 0 3 

100.0% 8.0% 90.5% 0.0% 1.5% 

中国・四国 
109 8 101 0 0 

100.0% 7.3% 92.7% 0.0% 0.0% 

九州・沖縄 
117 12 103 0 2 

100.0% 10.3% 88.0% 0.0% 1.7% 

 

 

 

 

  

学校種別クロス集計表 全体 ある ない わからない 無回答 

全体 
1091 97 962 0 32 

100.0% 8.9% 88.2% 0.0% 2.9% 

学校種別 

国立大学 
86 7 77 0 2 

100.0% 8.1% 89.5% 0.0% 2.3% 

公立大学 
88 6 77 0 5 

100.0% 6.8% 87.5% 0.0% 5.7% 

私立大学 
580 72 490 0 18 

100.0% 12.4% 84.5% 0.0% 3.1% 

公立短期大学 
14 3 11 0 0 

100.0% 21.4% 78.6% 0.0% 0.0% 

私立短期大学 
268 8 253 0 7 

100.0% 3.0% 94.4% 0.0% 2.6% 

国立高専 
49 1 48 0 0 

100.0% 2.0% 98.0% 0.0% 0.0% 

公立高専 
3 0 3 0 0 

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 3 0 0 

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 
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４．調査票 

 

 

 

【本調査について】 

  文部科学省では、今年度も就職問題懇談会の協力を得て、２０１８年度の就職・採用活動の実態を把

握し、今後の就職・採用活動の円滑な実施の検討に資することを目的とし、本調査を実施します。 

  調査の趣旨については、同封の「「２０１８年度就職・採用活動に関する調査」の実施について（依頼）」

にまとめておりますので、各大学、短期大学、高等専門学校においては、趣旨を御理解の上、御協力を

御願い致します。 

  本調査結果については、とりまとめ次第、公表いたしますが、大学等関係団体の代表から構成され、

大学等卒業・修了予定者の在り方について検討・協議を行う就職問題懇談会において、就職・採用活動

の在り方に関する議論や経済団体との意見交換を行う際に活用させていただきます。 

 

【回答にあたってのお願い】 

 
本調査は、文部科学省が実施するものですが、調査票の送付、回収、集計については、委託会社である

テントセント株式会社が行いますので、御承知いただき、御協力をお願いします。 

①回答は、設問の中で特別な指示のない限り、２０１８年８月１日時点の状況について、御回答下さい。 

②回答は、担当者の個人的意見を記入したり、就職担当部局のみの意見で回答するのではなく、学内で

役員会や理事会に諮ったり、学内執行部の了承を得るなどして、大学、短期大学、高等専門学校とし

ての回答を回答票に御記入下さい。 

③学部により回答が異なる場合は、主なものを御記入願います。 

④大学院を設置している大学については、特に指示が無い限り、「学部生」と「大学院生」（修士課程・

専門職学位課程）全体の状況について御回答願います。 

⑤提出に当たっては、回答票のみをメールにて御提出願います。その際、ファイル名に学校名と 4ケタ

の学校調査番号を記載下さい。（例えば、学校調査番号「9999」の「文科大学」という大学が提出する

場合は、ファイル名は次のとおりとなります。「【回答票】9999 文科大学.xlsx」） 

⑥御提出は２０１８年８月８日（水）までにお願い致します。 

（提出先メールアドレス：mext2018@tentosento.com） 

 

⑦回答票を記入するにあたり、御質問がございましたら、委託会社であるテントセント株式会社までお

問い合わせ下さい。質問内容に応じ、テントセント株式会社又は文部科学省より回答致します。 

（問い合わせ先 メール：上記メールアドレス。電話：（テントセント株式会社）03-3268-3363） 

⑧本調査で提供いただいた情報については、個別の回答結果が第三者に漏洩することがないよう管理し

ます。但し、調査結果を公表する際に必要な場合は、回答者が特定されないようにした上で、個別の

回答結果を公表する場合があります。 

  

調 査 票 

２０１８年度就職・採用活動に関する調査（大学等） 
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【用語の定義】 

・本調査における「大学等」とは、大学、短期大学、高等専門学校を指しています。 

・「就職活動」とは、学生が具体的な就職先を決定するための活動として、会社説明会への参加、エントリ

ーシートの記入・提出、企業訪問など企業の「採用活動」に対応して行う活動を指します。 

・「採用活動」は「広報活動」と「採用選考活動」に分けられます。「広報活動」とは、企業が採用予定数

や選考スケジュールなど採用を目的とした情報を学生に対して発信する活動であって採用のための実質

的な選考とならない活動を指します。「採用選考活動」とは、企業が面接等の採用のための実質的な選考

を行う活動であって、採用のために参加が必須となる活動を指します。 

・「就職活動」と「採用活動」を合わせたものを「就職・採用活動」とします。 

・「本年度」とは、２０１８年度（平成３０年度）を指し、「本年度の就職・採用活動」とは２０１９年（平

成３１年）３月卒業・修了予定者の就職・採用活動を指します。 

・本調査設問中の「申合せ」とは、「平成３０年度大学、短期大学及び高等専門学校卒業・修了予定者に係

る就職について（申合せ）」（平成２９年５月１１日 就職問題懇談会）を指します。 

 

【はじめに】 

回答票に以下の項目を御記入いただいてから、各設問に御回答下さい。 

学校名（                     ） 

学校調査番号【学校基本調査時の固有４桁番号を記入】（                 ） 

設置者（                     ）※法人名です。 

所在地【都道府県名】（                ） 

就職担当責任者（氏名、職名：                          ） 

記入担当者    （氏名、部署：                          ） 

連絡先      （TEL：      FAX：       E-mail：          ） 
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Ⅰ．貴学のことについて伺います。 

 

（問１）貴学の学校種別について御回答下さい。（一つ選択） 

 

 １．国立大学 ２．公立大学 ３．私立大学 ４．公立短期大学 ５．私立短期大学  

６．国立高等専門学校 ７．公立高等専門学校 ８．私立高等専門学校 

 

（問１）で１．～３．と御回答いただいた大学にお伺いします。 

（問２）貴学は大学院を設置していますか。（一つ選択） 

 

１．設置している。 ２．設置していない。 

 

全ての大学等にお伺いします。 

（問３）貴学が設置している学部（学科）、研究科について、当てはまるものを御回答下さい。（当てはま

るもの全て）※学部（学科）、研究科の内容に一番近いものを選択下さい。 

 

１．人文科学 ２．社会科学 ３．理学 ４．工学 ５．農学 

６．医学、歯学、看護学 ７．薬学 ８．保健（医学、歯学、看護学、薬学以外） 

９．商船 １０．家政 １１．教育 １２．芸術 １３．その他 

 

 

（問４）貴学の所在地について御回答下さい。（一つ選択） 

※本部のある地域を御回答下さい。国立高専については、各校の所在地を御回答下さい。 

 

１．北海道・東北 ２．関東（東京都以外）３．東京都 ４．中部 ５．近畿 ６．中国・四国 

７．九州・沖縄 

 

 

（問５）貴学における本年度の卒業・修了対象学年の学生数を御回答下さい。（一つ選択） 

  ※大学院を設置する大学については「学部生＋大学院生（修士課程・専門職学位課程）」の卒業・修了

対象学年の学生数を選択して下さい。 

 

 １．１００名未満 

２．１００名以上～５００名未満 

３．５００名以上～１，０００名未満 

４．１，０００名以上～２，０００名未満 

５．２，０００名以上～４，０００名未満 

６．４，０００名以上～ 

 

 



 

157 
 

Ⅱ．就職・採用活動時期に関する大学等の取組について伺います。 

 

【企業等に対する「申合せ」の周知状況について】 

（問６）貴学では企業に対して、就職問題懇談会の「申合せ」の内容を企業等に対して、周知しましたか。 

（一つ選択） 

※「周知」とは「申合せ」文書を用いた周知のほか、就職問題懇談会が配布する「要請文例」を用いた

周知を含みます。【要請文例】http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/gakuseishien/1397580.htm 

 

１．周知した。 

２．周知していない。 

 

 

（問６）で１．と御回答いただいた大学等にお伺いします。 

（問７）企業等に対してどのように「申合せ」の内容を周知しましたか。（当てはまるもの全て） 

 

１．大学等のホームページに掲載した。 

２．個別の企業に対し、手交した。 

３．個別の企業に対し、メール等で送付した。 

４．個別の企業に対し、口頭で周知した。 

５．地元の経済団体に対し、手交した。 

６．地元の経済団体に対し、メール等で送付した。 

７．地元の経済団体に対し、口頭で周知した。 

８．その他（具体的に御記入下さい。） 

 

 

（問６）で２．と御回答いただいた大学等にお伺いします。 

（問８）企業に対して周知しなかった理由は何ですか。（一つ選択） 

    ※複数該当する場合は、理由として最も大きいものを１つ選択して下さい。 

 

１．企業へ周知することを認識していなかった。（理解していなかった） 

２．業務上余裕がなかった。 

３．既に就職問題懇談会や政府から企業へ周知を行っているので、それで足りると考えた。 

４．学内で企業説明会を実施していない等、企業との接点がないため周知する機会がなかった。 

５．学生が希望する就職先の多くが公的機関、医療機関、幼稚園、保育園などの企業以外であるため、 

周知する必要がないと考えた。 

６．企業に周知することに気兼ねした。 

７．その他（具体的に御記入下さい） 
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【学校推薦について】 

 「申合せ」では、「学校推薦は、卒業・修了年度６月１日以降とすることを徹底する。」こととしていま

す。このことについて、御回答下さい。 

 

（問９）学校推薦としての推薦状の発行は何月以降に行っていますか。（一つ選択） 

    ※本年度の就職・採用活動について、御回答下さい。 

 

１．２０１８年２月以前  

２．２０１８年３月～５月 

３．２０１８年６月以降  

 ４．学校推薦は行っていない 

 

 

（問９）で１．又は２．と御回答いただいた大学等にお伺いします。 

（問１０）６月より前に推薦状を発行している理由を御回答下さい。（自由記述） 
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Ⅲ．本年度の就職・採用活動の状況について伺います。 

 

【本年度の卒業・修了予定者に対する企業の広報活動時期について】 

 ※学生が就職活動を行った企業の動向について御回答下さい。 

（問１１）多くの企業が広報活動を開始した時期はいつ頃でしたか。該当する時期を選択して下さい。 

（一つ選択）※企業全体の動向、文系学生が就職活動を行った企業の動向、理系学生が就職活動を行った

企業の動向ごとに、大企業、中小企業に分けて御回答下さい。 

 

①企業全体の動向 

 

 ⅰ．大企業  

 １．2017 年１０月以前 ２．2017 年１１月 ３．2017 年１２月  ４．2018 年１月 

５．2018 年２月    ６．2018 年３月  ７．2018 年４月以降 ８．わからない 

 ⅱ．中小企業  

 １．２０１７年１０月以前 ２．２０１７年１１月 ３．２０１７年１２月  ４．２０１８年１月 

５．２０１８年２月    ６．２０１８年３月  ７．２０１８年４月以降 ８．わからない 

 

②文系学生が就職活動を行った企業の動向 

 

 ⅰ．大企業  

 １．2017 年１０月以前 ２．2017 年１１月 ３．2017 年１２月   ４．2018 年１月 

５．2018 年２月    ６．2018 年３月  ７．2018 年４月以降  ８．わからない。 

 ⅱ．中小企業  

 １．2017 年１０月以前 ２．2017 年１１月 ３．2017 年１２月   ４．2018 年１月 

５．2018 年２月    ６．2018 年３月  ７．2018 年４月以降  ８．わからない。 

 

③理系学生が就職活動を行った企業の動向 

 

ⅰ．大企業  

 １．2017 年１０月以前 ２．2017 年１１月 ３．2017 年１２月  ４．2018 年１月 

５．2018 年２月    ６．2018 年３月  ７．2018 年４月以降 ８．わからない。 

 ⅱ．中小企業  

 １．2017 年１０月以前 ２．2017 年１１月 ３．2017 年１２月  ４．2018 年１月 

５．2018 年２月    ６．2018 年３月  ７．2018 年４月以降 ８．わからない。 
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【本年度の卒業・修了予定者に対する企業の採用選考活動時期について】 

（問１２）多くの企業が採用選考活動を開始した時期はいつ頃でしたか。該当する時期を選択して下さい。 

（一つ選択）※企業全体の動向、文系学生が就職活動を行った企業の動向、理系学生が就職活動を行った

企業の動向ごとに、大企業、中小企業に分けて御回答下さい。 

 

①企業全体の動向 

 

 ⅰ．大企業  

 １．2018 年１月以前  ２．2018 年２月  ３．2018 年３月   ４．2018 年４月 

５．2018 年５月    ６．2018 年６月  ７．2018 年７月以降 ８．わからない。 

 ⅱ．中小企業  

 １．2018 年１月以前  ２．2018 年２月  ３．2018 年３月   ４．2018 年４月 

５．2018 年５月    ６．2018 年６月  ７．2018 年７月以降 ８．わからない。 

 

②文系学生が就職活動を行った企業の動向 

  

ⅰ．大企業  

 １．2018 年１月以前  ２．2018 年２月  ３．2018 年３月   ４．2018 年４月 

５．2018 年５月    ６．2018 年６月  ７．2018 年７月以降 ８．わからない。 

 ⅱ．中小企業  

 １．2018 年１月以前  ２．2018 年２月  ３．2018 年３月   ４．2018 年４月 

５．2018 年５月    ６．2018 年６月  ７．2018 年７月以降 ８．わからない。 

 

③理系学生が就職活動を行った企業の動向 

 

 ⅰ．大企業  

 １．2018 年１月以前  ２．2018 年２月  ３．2018 年３月   ４．2018 年４月 

５．2018 年５月    ６．2018 年６月  ７．2018 年７月以降 ８．わからない。  

ⅱ．中小企業  

 １．2018 年１月以前  ２．2018 年２月  ３．2018 年３月   ４．2018 年４月 

５．2018 年５月    ６．2018 年６月  ７．2018 年７月以降 ８．わからない。 
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（問１３）企業において、採用面接を実施した時期のピークはいつ頃でしたか。該当する時期を選択して

下さい。（一つ選択）※企業全体の動向、文系学生が就職活動を行った企業の動向、理系学生が就

職活動を行った企業の動向ごとに、大企業、中小企業に分けて御回答下さい。 

 

①企業全体の動向 

 

 ⅰ．大企業  

 １．2018 年１月以前  ２．2018 年２月  ３．2018 年３月   ４．2018 年４月 

５．2018 年５月    ６．2018 年６月  ７．2018 年７月以降 ８．わからない。 

 ⅱ．中小企業  

 １．2018 年１月以前  ２．2018 年２月  ３．2018 年３月   ４．2018 年４月 

５．2018 年５月    ６．2018 年６月  ７．2018 年７月以降 ８．わからない。 

 

②文系学生が就職活動を行った企業の動向 

 

 ⅰ．大企業  

 １．2018 年１月以前  ２．2018 年２月   ３．2018 年３月      ４．2018 年４月 

５．2018 年５月    ６．2018 年６月  ７．2018 年７月以降  ８．わからない。 

 ⅱ．中小企業  

 １．2018 年１月以前  ２．2018 年２月  ３．2018 年３月       ４．2018 年４月 

５．2018 年５月    ６．2018 年６月  ７．2018 年７月以降   ８．わからない。 

 

③理系学生が就職活動を行った企業の動向 

 

 ⅰ．大企業  

 １．２０１８年１月以前  ２．２０１８年２月  ３．２０１８年３月     ４．2018 年４月 

５．２０１８年５月    ６．２０１８年６月  ７．２０１８年７月以降 ８．わからない。 

 ⅱ．中小企業  

 １．２０１８年１月以前  ２．２０１８年２月  ３．２０１８年３月     ４．2018 年４月 

５．２０１８年５月    ６．２０１８年６月  ７．２０１８年７月以降 ８．わからない。 
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【本年度の卒業・修了予定者の就職活動時期について】 

※学生の就職活動の動向について御回答下さい。 

（問１４）多くの学生が最初に内々定を得た時期はいつ頃ですか。該当する時期を選択して下さい。 

（一つ選択）※学生全体の動向、文系学生の動向、理系学生の動向ごとに、大企業、中小企業に分

けて御回答下さい。 

①学生全体の動向 

 

 ⅰ．大企業  

 １．2018 年１月以前  ２．2018 年２月  ３．2018 年３月      ４．2018 年４月 

５．2018 年５月    ６．2018 年６月  ７．2018 年７月以降  ８．わからない。 

 ⅱ．中小企業  

 １．2018 年１月以前  ２．2018 年２月  ３．2018 年３月      ４．2018 年４月 

５．2018 年５月    ６．2018 年６月  ７．2018 年７月以降  ８．わからない。 

 

②文系学生の動向 

 

 ⅰ．大企業  

 １．2018 年１月以前  ２．2018 年２月  ３．2018 年３月      ４．2018 年４月 

５．2018 年５月    ６．2018 年６月  ７．2018 年７月以降  ８．わからない。 

 ⅱ．中小企業  

 １．2018 年１月以前  ２．2018 年２月  ３．2018 年３月   ４．2018 年４月 

５．2018 年５月    ６．2018 年６月  ７．2018 年７月以降 ８．わからない。 

 

③理系学生の動向 

 

 ⅰ．大企業  

 １．2018 年１月以前  ２．2018 年２月  ３．2018 年３月   ４．2018 年４月 

５．2018 年５月    ６．2018 年６月  ７．2018 年７月以降 ８．わからない。 

 ⅱ．中小企業  

 １．2018 年１月以前  ２．2018 年２月  ３．2018 年３月   ４．2018 年４月 

５．2018 年５月    ６．2018 年６月  ７．2018 年７月以降 ８．わからない。 
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（問１５）多くの学生が就職活動を終了した時期はいつ頃ですか。該当する時期を選択して下さい。 

（一つ選択）※学生全体の動向、文系学生の動向、理系学生の動向ごとに、大企業、中小企業に

分けて御回答下さい。 

①学生全体の動向 

 

 ⅰ．大企業  

 １．2018 年１月以前  ２．2018 年２月  ３．2018 年３月  ４．2018 年４月 

５．2018 年５月    ６．2018 年６月  ７．2018 年７月  ８．継続中（※） 

９．わからない 

 ⅱ．中小企業  

 １．2018 年１月以前  ２．2018 年２月  ３．2018 年３月  ４．2018 年４月 

５．2018 年５月    ６．2018 年６月  ７．2018 年７月  ８．継続中（※） 

９．わからない 

 

（※）８月１日現在、貴学における多くの学生が就職活動を終了せずに、活動を継続していると考える場合、選択して下さい。以下同様。 

 

②文系学生の動向 

 

 ⅰ．大企業  

 １．2018 年１月以前  ２．2018 年２月  ３．2018 年３月 ４．2018 年４月 

５．2018 年５月    ６．2018 年６月  ７．2018 年７月 ８．継続中（※） 

９．わからない 

 ⅱ．中小企業  

 １．2018 年１月以前  ２．2018 年２月  ３．2018 年３月 ４．2018 年４月 

５．2018 年５月    ６．2018 年６月  ７．2018 年７月 ８．継続中（※） 

９．わからない 

 

③理系学生の動向 

 

 ⅰ．大企業  

 １．2018 年１月以前  ２．2018 年２月  ３．2018 年３月 ４．2018 年４月 

５．2018 年５月    ６．2018 年６月  ７．2018 年７月 ８．継続中（※） 

９．わからない 

 ⅱ．中小企業  

 １．2018 年１月以前  ２．2018 年２月  ３．2018 年３月 ４．2018 年４月 

５．2018 年５月    ６．2018 年６月  ７．2018 年７月 ８．継続中（※） 

９．わからない 
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【本年度の就職・採用活動の状況について】 

（問１６）本年度の就職・採用市場は全体として、売り手市場ですか、買い手市場ですか。（一つ選択） 

 

 １．売り手市場であり、昨年度より強い傾向。 ２．売り手市場であり、昨年度と同じ程度。 

３．売り手市場であり、昨年度より弱い傾向。 ４．どちらでもない ５．やや買い手市場である。 

６．買い手市場である ７．わからない。 

 

【夏季・秋季の採用選考活動について】 

（問１７）本年度の就職・採用活動において、夏季・秋季から開始される採用選考活動（※）を行う企業

は全体のうちどの程度の割合ですか。貴学が把握している企業について回答下さい。（一つ選択） 

※新卒を対象に 2018 年６月以降に応募（エントリー）を受け付け、選考を行うもの。 

 

１．１割未満 ２．１割～２割 ３．３割～４割 ４．５割以上 ５．わからない 

 

 

Ⅳ．就職・採用活動時期と学業等との関係について伺います。 

 

【広報活動の開始時期が卒業・修了前年度の３月１日以降であることについて】 

2014 年度(平成２６年度)卒業・修了者までは広報活動開始時期が１２月１日以降でしたが、2015 年度（平

成２７年度）から本年度まで広報活動開始時期が「３月１日以降」に維持されており、就職・採用活動時

期の後ろ倒しが続いています。 

このことについて大学等への影響を御回答下さい。 

 

（問１８）広報活動開始時期が卒業・修了前年度の３月１日以降となり、就職・採用活動の開始時期の後

ろ倒しが続いていることについて、どのような影響がありましたか。 

各項目について、当てはまる選択肢をお選び下さい。（各項目一つ選択） 

 

【各項目】 

①卒業・修了前年度までの、学生の授業やゼミの学修時間の確保 

②卒業・修了前年度までの、学生のキャリア教育の時間の確保 

③卒業・修了前年度までの、学生のインターンシップの参加促進 

④学部３年次（※）の後期授業への出席 

⑤学生が学部３年次（※）の後期試験に落ち着いて取り組むこと 

⑥その他（具体的に御記入下さい） 

  ※短大、高専の場合は卒業前年次 

【選択肢】 

 

１．良い影響があった。 ２．どちらかというと良い影響があった。 ３．同じぐらい。 

４．どちらかというと悪い影響があった。 ５．悪い影響があった。 ６．影響はなかった。 
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【就職・採用活動の開始時期が昨年度と同じ時期に設定されていることについて】 

就職・採用活動の開始時期については、2016 年度（平成 28 年度）から 2018 年度（平成 30 年度）まで

「広報活動３月１日以降、採用選考活動６月１日以降」という同じ日程が維持されています。このことに

ついて、大学等への影響を御回答下さい。 

 

（問１９）就職・採用活動開始時期が、昨年度と同じ日程（広報活動３月、採用選考活動６月）に設定さ

れたことについて、良い影響があったこと、課題となったことは何ですか。各項目について、

当てはまる選択肢をお選び下さい。 

（各項目一つ選択） 

 

ⅰ．良い影響 

【各項目】 

①学生が計画的に学修できるようになった。 

②学生が就職活動の準備をしやすくなった。 

③学生が計画的に企業研究できるようになった。 

④学生が先輩の体験を参考にできるようになった。 

⑤大学等が就職支援の計画を立てやすくなった。 

⑥学生が海外留学に行きやすくなった。 

⑦学生が教育実習の計画を立てやすくなった。 

⑧その他（具体的に御記入下さい） 

【選択肢】 

１．そう思う。 ２．どちらかと言えばそう思う。 ３．どちらでもない。  

４．どちらかと言えばそう思わない。 ５．そう思わない。 

 

ⅱ．課題 

【各項目】 

①授業、試験等と重なり、学業に支障が生じた。 

②留学中または留学予定の学生について、採用面接の時期が重なった。 

③教育実習を行う学生について、採用面接の時期が重なった。 

④企業研究の時間が十分に確保できない学生がいた。 

⑤実質的な選考活動を早期に開始する企業があったことで、学生の就職活動に混乱が生じた。 

⑥その他（具体的に御記入） 

【選択肢】 

１．そう思う。２．どちらかと言えばそう思う。３．どちらでもない。 

４．どちらかと言えばそう思わない。５．そう思わない。  
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【留学経験者（留学中含む）への影響について】 

（問２０）就職・採用活動と留学との関係について伺います。 

就職・採用活動開始時期が昨年度と同様の時期に設定されたことにより、本年度卒業・修了予

定者である学生の留学にどのような影響がありましたか。貴学全体の状況として当てはまるも

のを最大３つまで選択して下さい。（３つまで） 

  

１．就職・採用活動時期と重複したが、企業に日程の調整をしてもらって面接を受けた学生が一定数い

た。 

２．就職・採用活動時期と重複したため、企業に日程の調整を相談したが、受け入れてもらえなかった

学生が一定数いた。 

３．就職・採用活動時期と重複したが、留学の取りやめ又は、期間短縮をすることなく、予定どおり留

学を優先した学生が一定数いた。 

４．既に留学していた又は留学する予定があったが、就職・採用活動の時期と重複したため、留学期間

を短くした学生が一定数いた。 

５．留学する予定があったが、就職・採用活動の時期と重複したため、留学を取りやめた学生が一定数

いた。 

６．就職・採用活動時期と重複しない時期に留学をした（又は今後留学する）学生が多く、全体として

は影響がなかった。 

７．留学する学生がいない（少ない）ためわからない。 

 

 

【教育実習受講者への影響について】 

（問２１）就職・採用活動と教育実習との関係について伺います。 

就職・採用活動開始時期が昨年度と同様の時期に設定されたことにより、本年度卒業・修了予

定者である学生の教育実習にどのような影響がありましたか。貴学全体の状況として当てはま

るものを最大３つまで選択して下さい。（３つまで） 

 

１．就職・採用活動時期と重複したが、企業に面接の日程を調整してもらって面接を受けることができ

た学生が一定数いた。 

２．就職・採用活動時期と重複したため、企業に面接の日程の調整を相談したが、受け入れてもらえな

かった学生が一定数いた。 

３．就職・採用活動時期と重複したが、取り止めや延期をせずに、予定どおり教育実習を受講した学生

が一定数いた。 

４．教育実習と面接の日程が重なったため、採用面接を受けられなかった学生が一定数いた 

５．教育実習をする予定があったが、就職・採用活動の時期と重複したため、教育実習の日程を変更し

た学生が一定数いた。 

６．教育実習をする予定があったが、就職・採用活動の時期と重複したため、教育実習を取り止めた学

生が一定数いた。 

７．就職・採用活動時期と重複しない時期に教育実習をした（又は今後行う）学生が多く、全体として

は影響がなかった。 
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８．教育実習を受講する学生がいない（少ない）ためわからない。 

 

【就職・採用活動開始時期の変更について】 

（問２２）貴学では就職・採用活動開始時期を変更することについてどのように考えていますか。 

最も考えの近いものを１つ選択して下さい。（１つ選択） 

 

１．現状の就職・採用活動時期が良いので、変更すべきでない。 

２．時期の変更そのものによる混乱が懸念されるので、変更すべきではない。 

３．まずは現在の就職・採用活動時期について複数年にわたって状況をみて、十分検証すべきである。 

４．今よりも良い時期があれば変えるべきだが、変更には十分な検討を行い、適切な準備期間を設ける

べき。 

５．今よりも良い時期があれば、早期に変えるべき。 

６．その他（具体的に御記入下さい）。 

 

Ⅴ．就職・採用活動における企業側の学業に対する配慮について伺います。 

 

【学生に対する企業の配慮】 

「申合せ」では、「授業、試験、留学、教育実習等と採用選考活動が重複する場合は、学生からの求めに応

じ、個別的な採用選考日時の変更など必要な対応が明示的に行われること。また、土日祝日や平日の夕

方の活用も取り入れるなど、学生の学修環境を損なうことのないよう極力柔軟に対応すること。」を企業

側に求めています。このことについて以下の問いに御回答下さい。 

 

（問２３）本年度の就職・採用活動について、企業側は学生に配慮をしていましたか。 

各項目について、当てはまる選択肢をお選び下さい。（各項目一つ選択） 

【各項目】 

①説明会や面接等の日程・時間帯等について、授業・試験等の妨げにならないよう、時間の設定をしてい

た。 

②個別の面接日時等の設定に当たり、余裕をもって連絡が行われていた。 

③個別の面接日時等の設定に当たり、土日や平日夕方などの対応があった。 

④個別の面接日時等の設定に当たり、学生の要望を聞き個別に設定していた。 

⑤地方から都市部への就職活動や、Uターン・Iターン・Jターンの就職活動など、遠隔地への就職活動を

する学生について配慮があった。 

⑥面接の実施等にあたり、クールビズでの対応が認められていた。 

⑦留学経験者（留学中含む）向けのスケジュールを別途示すなど留学が不利にならないようにしていた。 

⑧教育実習の妨げにならないよう日程変更に応じるなどの配慮があった。 

⑨その他。（具体的に記入） 

【選択肢】 

 

１．多くの企業で配慮していた。   ２．ある程度の企業で配慮していた。 

３．配慮している企業は少なかった。 ４．配慮している企業はなかった。 ５．わからない。 
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【授業、ゼミ、実験と面接が重なった際の企業の対応】 

（問２４）学生から授業、ゼミ、実験などの時間と面接等の日程等と重なったため、企業に配慮してほし

い  旨の相談を受けたことはありましたか。（一つ選択） 

 

１．ある。 ２．ない。    → ２．と御回答いただいた大学等は問２９へお進み下さい。 

 

 

（問２４）で１．と御回答いただいた大学等に伺います。 

（問２５）学生からの相談件数は何件程度でしたか。（一つ選択） 

 

１．５件以下 ２．６～10 件 ３．１１～２０件 ４．２１～３０件 

５．３１～４０件 ６．４１～５０件 ７．５１件以上 

 

（問２６）学生の相談を受け、大学（就職支援担当部署やキャリアセンター）から企業に相談をしたこと

はありましたか。（一つ選択） 

 

１．ある。 ２．ない。     → ２．と御回答いただいた大学等は問２９へお進み下さい。 

 

 

（問２６）で１．と御回答いただいた大学等に伺います。 

（問２７）企業に相談した結果、企業は配慮してくれましたか。（一つ選択） 

 

１．ほぼ全ての企業で配慮してくれた。 

２．対応してくれた企業のほうが多い。 

３．半々程度。 

４．対応してくれなかった企業のほうが多い。  

５．ぼぼ全ての企業が配慮してくれなかった。 

 

（問２８）企業が配慮してくれなかった理由はどのようなものでしたか。（当てはまるもの全て） 

 

１．個別対応すると採用スケジュール全体に遅れが生じる。 

２．個別対応に人員を割けない。 

３．学生の学業に対する理解がない。 

４．理由を伝えられなかったので、わからない。 

５．全ての企業で配慮してくれたため、わからない。 

６．その他（具体的に御記入下さい。） 
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全ての大学等に伺います。 

【留学時期と面接が重なった際の企業の対応】 

（問２９）留学時期と就職活動時期が重なってしまったため、面接等を別日程にする等の配慮をしてほし

い旨、学生から相談を受けたことはありましたか。（一つ選択） 

 

１．ある。 ２．ない。    → ２．と御回答いただいた大学等は問３４にお進み下さい。 

 

 

（問２９）で１．と御回答いただいた大学等に伺います。 

（問３０）学生からの相談件数は何件程度でしたか。（一つ選択） 

 １．５件以下   ２．６～10 件  ３．１１～２０件 ４．２１～３０件  

５．３１～４０件 ６．４１～５０件 ７．５１件以上 

 

（問３１）学生の相談を受け、大学（就職支援担当部署やキャリアセンター）から企業に相談をしたこと

はありましたか。（一つ選択） 

 

１．ある。 ２．ない。    → ２．と御回答いただいた大学等は問３４にお進み下さい。 

 

 

（問３１）で１．と御回答いただいた大学等に伺います。 

（問３２）企業は配慮してくれましたか。（一つ選択） 

 

１．ほぼ全ての企業で配慮してくれた。 

２．対応してくれた企業のほうが多い。 

３．半々程度。 

４．対応してくれなかった企業のほうが多い。  

５．ぼぼ全ての企業が配慮してくれなかった。 

 

 

（問３３）配慮してくれなかった企業の理由はどのようなものでしたか。（当てはまるもの全て） 

 

１．個別対応すると採用スケジュール全体に遅れが生じる。 

２．個別対応に人員を割けない。 

３．学生の学業に対する理解がない。 

４．理由を伝えられなかったので、わからない。 

５．全ての企業で配慮してくれたため、わからない。 

６．その他（具体的に御記入下さい。） 
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全ての大学等に伺います。 

【教育実習と面接が重なった際の企業の対応】 

（問３４）教育実習の時期と就職活動時期が重なってしまったため、面接等を別日程にする等の配慮をし

てほしい旨、学生から相談を受けたことはありましたか。（一つ選択） 

 

１．ある。 ２．ない。    → ２．と御回答いただいた大学等は問３９にお進み下さい。 

 

 

（問３４）で１．と御回答いただいた大学等に伺います。 

（問３５）学生からの相談件数は何件程度受けましたか。（一つ選択） 

 １．５件以下 ２．６～10 件 ３．１１～２０件 ４．２１～３０件 

５．３１～４０件 ６．４１～５０件 ７．５１件以上 

 

（問３６）学生の相談を受け、大学（就職支援担当部署やキャリアセンター）から企業に相談をしたこと

はありましたか。（一つ選択） 

 

１．ある。 ２．ない。   → ２．と御回答いただいた大学等は問３９にお進み下さい。 

 

 

（問３６）で１．と御回答いただいた大学等に伺います。 

（問３７）企業に配慮を求めたところ、企業は配慮してくれましたか。（一つ選択） 

 

１．ほぼ全ての企業で配慮してくれた。 

２．対応してくれた企業のほうが多い。 

３．半々程度。 

４．対応してくれなかった企業のほうが多い。 

５．ぼぼ全ての企業が配慮してくれなかった。 

 

 

（問３８）配慮してくれなかった企業の理由はどのようなものでしたか。（当てはまるもの全て） 

 

１．個別対応すると採用スケジュール全体に遅れが生じる。 

２．個別対応に人員を割けない。 

３．学生の学業に対する理解がない。 

４．理由を伝えられなかったので、わからない。 

５．全ての企業で配慮してくれたため、わからない。 

６．その他（具体的に御記入下さい）。 
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Ⅵ．就職・採用活動におけるハラスメント的な行為について伺います。 

 

【就職活動の終了を強要する行為】 

（問３９）本年度の就職・採用活動において、企業から学生の意思に反して他の企業等への就職活動の終

了を強要するようなハラスメント的な行為について、相談を受けたことはありましたか。（一

つ選択） 

 

１．ある ２．ない   → ２．と御回答いただいた大学等は問４２にお進み下さい。 

 

（問３９）で１．と御回答いただいた大学等に伺います。 

（問４０）本年度の相談件数はおおよそ何件程度でしたか。（一つ選択） 

     ※2018 年（平成 30年）３月１日から８月１日までの件数を御回答下さい。 

 

１．５件以下 ２．６～10 件 ３．１１～２０件 ４．２１～３０件 

５．３１～４０件 ６．４１～５０件 ７．５１件以上  

 

（問４１）どのようなハラスメント的な行為について相談を受けましたか。（当てはまるもの全て） 

１．内々定を出す代わりに他社への就職活動をやめるように強要された。 

２．内々定後、長時間（長期間）の研修があり、他社の選考が受けられなくなった。 

３．内々定後、懇親会が頻繁に開催され、必ず出席するように求められた。 

４．自由応募であったのに、内々定の段階になって、まだ他社の選考を受けたいにも関わらず、 

急きょ大学の推薦状の提出を求められた。 

５．内々定の段階で、内定承諾書の提出を求められた（内定承諾書を提出しない場合は、内々定を 

辞退したものとみなすと言われたなど）。 

６．辞退を申し出たところ、引き留めるために何度も説明を受けたり、拘束を受けた。 

７．その他（具体的に御記入下さい）。 

 

全ての大学等に伺います。 

（問４２） 

学生が内々定を辞退したことで、企業からクレームを受けたことはありますか。（一つ選択） 

 

１．ある ２．ない     

 

【就職・採用活動におけるセクシャル・ハラスメント行為】 

（問４３）本年度の就職・採用活動において、学生からセクシャル・ハラスメントのような行為（※）に

ついて、相談を受けたことはありましたか。（一つ選択） 

     ※本調査では、就職活動中の学生が企業の採用担当者等の性的な言動により、不快な思いをし

たり、人権侵害を受けたと考えるすべての行為を指すものとします。 

 

１．ある ２．ない    → ２．と御回答いただいた大学等は問４６にお進み下さい。 
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（問４３）で１．と御回答いただいた大学等に伺います。 

（問４４）本年度の相談件数はおおよそ何件程度でしたか。（一つ選択） 

     ※2018 年（平成 30年）３月１日から８月１日までの件数を御回答下さい。 

 

１．５件以下   ２．６～10 件   ３．１１～２０件 ４．２１～３０件 

５．３１～４０件 ６．４１～５０件 ７．５１件以上  

 

 

（問４５）どのような行為について相談を受けましたか。主なものを御記入下さい。（自由記述／３００文字以内） 

 

 

Ⅶ．企業の採用選考活動における学生の評価について伺います。 

 

（問４６）学業成果を表す書類（例えば、成績証明書や履修履歴等）などを活用した面接が行われている

と思いますか。（一つ選択） 

 

 １．多くの企業で行われている。 ２．一部の企業で行われている。 ３．行われていない。 

４．わからない。 

 

（問４７）企業の採用選考活動において、学生を評価する際に大学における学業成果（成績や履修履歴等）

が重視されていると思いますか。（一つ選択） 

 

１．多くの企業で重視されている。 ２．ある程度重視されている。 ３．あまり重視されていない。 

４．重視されていない。          ５．わからない。 

 

 

Ⅷ．インターンシップについて伺います 

 

2018 年度卒業・修了予定者を対象に実際されたインターンシップについて御回答ください。この設問に

おけるインターンシップは大学が実施したものではなく、企業が独自に学生を募集し実施するインターン

シップを指します。 

 

（問４８）貴学の学生のうち、どのくらいが企業のインターンシップへ参加しましたか。（一つ選択） 

 

  1．２割未満 2．２～３割 3．４～５割  4．６～７割 5．８割以上 

6．把握していない。 
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（問４９）学生が企業のインターンシップに参加した時期はいつですか？参加の多い順に３つ選択ください。 

     （三つ選択） 

2017 年 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

a b c d e f g h i 

2018 年 

 

 

（問５０）貴学の学生はどのような基準でインターンシップ先を選択していますか。最も当てはまるもの

を選択下さい。（一つ選択）。 

 

１．職業観、就業観を養うことができるプログラムだと考えたから。 

２．就職先として興味・関心を抱いている企業であったから。 

３．その他（具体的に記述） 

４．分からない。 

 

（問５１）企業のインターンシップについて、どのような認識をお持ちですか。また、インターンシップ

は８月頃と２月頃に多くのプログラムが行なわれる傾向にありますが、これらの時期に実施さ

れたインターンシップについての認識はいかがですか。（ⅰ）インターンシップ全体、（ⅱ）８

月頃（2017 年８月）に行われたインターンシップ、（ⅲ）２月頃（2018 年２月）に行われたイ

ンターンシップそれぞれについて、最も当てはまるものを選択下さい。（一つ選択） 

 

（ⅰ）インターンシップ全体 

１．学生の将来設計（キャリアプラン）や職業観・就業観の育成等、キャリア教育に資するものが多い。 

２ ． 個 別 企 業 の 業 務 理 解 や 就 活 へ の 意 識 向 上 等 、 就 職 活 動 準 備 に 資 す る も の が 多 い 。 

３．プログラムに就労体験が伴っておらず、実質的な広報活動（企業説明会等）と考えられるものが多い。 

４．プログラムに就労体験が伴っておらず、実質的な採用選考活動（面接・試験等）と考えられるものが 

多い。 

５．その他（具体的に記述）。 

６．わからない。 

 

（ⅱ）８月頃（2017 年８月）に行われたインターンシップ 

１．学生の将来設計（キャリアプラン）や職業観・就業観の育成等、キャリア教育に資するものが多い。 

２．個別企業の業務理解や就活への意識向上等、就職活動準備に資するものが多い。 

３．プログラムに就労体験が伴っておらず、実質的な広報活動（企業説明会等）と考えられるものが多い。 

４．プログラムに就労体験が伴っておらず、実質的な採用選考活動（面接・試験等）と考えられるものが 

多い。 

５．その他（具体的に記述）。 

６．わからない。 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月以降 

j k l m n o 
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（ⅲ）２月頃（2018 年２月）に行われたインターンシップ 

 

１．学生の将来設計（キャリアプラン）や職業観・就業観の育成等、キャリア教育に資するものが多い。 

２．個別企業の業務理解や就活への意識向上等、就職活動準備に資するものが多い。 

３．プログラムに就労体験が伴っておらず、実質的な広報活動（企業説明会等）と考えられるものが多い。 

４．プログラムに就労体験が伴っておらず、実質的な採用選考活動（面接・試験等）と考えられるものが 

多い。 

５．その他（具体的に記述）。 

６．わからない。 

 

※（ⅰ）～（ⅲ）の選択肢はすべて同じです。 

 

 

Ⅸ．２０２０年度の就職・採用活動について伺います。 

 

（問５２）2020 年度の就職・採用活動は、オリンピック・パラリンピック大会期間と就職・採用活動時期

が重なりますが、就職活動にとって不安や課題と考えることはありますか。（一つ選択） 

 

１．ある。 ２．ない。 ３．わからない。 

 

 

（問５２）で１．と御回答いただいた大学等へ伺います。 

（問５３）不安や課題と考えることについて、具体的な内容を御記入ください。（自由記述／300 字以内） 

 

 

 

 

すべての大学等へ伺います。 

（問５４）現時点において、2020 年度の就職活動のために通常の就職支援とは別に特別な対応を行う予定

はありますか。(一つ選択) 

 

１．ある（検討中含む） ２．ない  →２．と御回答いただいた大学等は問５６にお進み下さい。 

 

 

（問５４）で１．と御回答いただいた大学等へ伺います。 

（問５５）「特別な対応」について具体的な内容を御記入ください。（自由記述／300 字以内） 
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Ⅹ．その他 

 

【就職支援全般について】 

（問５６）貴学の就職支援として、特色ある取組がありましたら概要を御記入ください。（自由記述／300 字以

内） 

※好事例を把握するためのものであり、記入は任意です。後日文部科学省から問合せがある場合があり

ますので予め御了承下さい。 

 

 

 

 

 

アンケートは以上で終了です。御協力ありがとうございました。 
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５．巻末資料                                              

Ⅳ．（１）【広報活動の開始時期が卒業・修了前年度の３月１日以降であることについて】 

学校種別クロス集計表および地域別クロス集計表 

 

■学校種別クロス集計表 

① 卒業・修了前年度までの、学生の授業やゼミの学修時間の確保 

 
全体 

良い影響

があった 

どちらかとい

うと良い影

響があった 

同じくらい 

どちらかとい

うと悪い影

響があった 

悪い影響

があった 

影響はな

かった 
無回答 

全体 
1,091 89 264 224 70 14 381 49 

100.0% 8.2% 24.2% 20.5% 6.4% 1.3% 34.9% 4.5% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 9 29 29 3 3 10 3 

100.0% 10.5% 33.7% 33.7% 3.5% 3.5% 11.6% 3.5% 

公立大学 
88 5 15 24 7 1 26 10 

100.0% 5.7% 17.0% 27.3% 8.0% 1.1% 29.5% 11.4% 

私立大学 
580 58 161 114 44 5 174 24 

100.0% 10.0% 27.8% 19.7% 7.6% 0.9% 30.0% 4.1% 

公立短期大学 
14 0 9 1 0 0 4 0 

100.0% 0.0% 64.3% 7.1% 0.0% 0.0% 28.6% 0.0% 

私立短期大学 
268 14 42 48 11 3 138 12 

100.0% 5.2% 15.7% 17.9% 4.1% 1.1% 51.5% 4.5% 

国立高専 
49 3 8 8 4 2 24 0 

100.0% 6.1% 16.3% 16.3% 8.2% 4.1% 49.0% 0.0% 

公立高専 
3 0 0 0 0 0 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 0 1 0 2 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 66.7% 0.0% 

 

② 卒業・修了前年度までの、学生のキャリア教育の時間の確保 

 
全体 

良い影響

があった 

どちらかとい

うと良い影

響があった 

同じくらい 

どちらかとい

うと悪い影

響があった 

悪い影響

があった 

影響はな

かった 
無回答 

全体 
1,091 63 230 271 35 5 435 52 

100.0% 5.8% 21.1% 24.8% 3.2% 0.5% 39.9% 4.8% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 7 15 37 4 0 20 3 

100.0% 8.1% 17.4% 43.0% 4.7% 0.0% 23.3% 3.5% 

公立大学 
88 3 15 24 4 1 31 10 

100.0% 3.4% 17.0% 27.3% 4.5% 1.1% 35.2% 11.4% 

私立大学 
580 35 140 151 18 2 209 25 

100.0% 6.0% 24.1% 26.0% 3.1% 0.3% 36.0% 4.3% 

公立短期大学 
14 2 5 1 0 0 6 0 

100.0% 14.3% 35.7% 7.1% 0.0% 0.0% 42.9% 0.0% 

私立短期大学 
268 12 50 48 4 0 140 14 

100.0% 4.5% 18.7% 17.9% 1.5% 0.0% 52.2% 5.2% 

国立高専 
49 4 5 10 4 2 24 0 

100.0% 8.2% 10.2% 20.4% 8.2% 4.1% 49.0% 0.0% 

公立高専 
3 0 0 0 0 0 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 0 1 0 2 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 66.7% 0.0% 
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③ 卒業・修了前年度までの、学生のインターンシップの参加促進 

 
全体 

良い影響

があった 

どちらかとい

うと良い影

響があった 

同じくらい 

どちらかとい

うと悪い影

響があった 

悪い影響

があった 

影響はな

かった 
無回答 

全体 
1,091 58 288 247 26 14 405 53 

100.0% 5.3% 26.4% 22.6% 2.4% 1.3% 37.1% 4.9% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 8 26 28 1 3 17 3 

100.0% 9.3% 30.2% 32.6% 1.2% 3.5% 19.8% 3.5% 

公立大学 
88 3 22 23 1 0 29 10 

100.0% 3.4% 25.0% 26.1% 1.1% 0.0% 33.0% 11.4% 

私立大学 
580 40 194 131 18 8 163 26 

100.0% 6.9% 33.4% 22.6% 3.1% 1.4% 28.1% 4.5% 

公立短期大学 
14 0 3 4 0 0 7 0 

100.0% 0.0% 21.4% 28.6% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 

私立短期大学 
268 5 38 49 5 2 155 14 

100.0% 1.9% 14.2% 18.3% 1.9% 0.7% 57.8% 5.2% 

国立高専 
49 2 5 12 1 0 29 0 

100.0% 4.1% 10.2% 24.5% 2.0% 0.0% 59.2% 0.0% 

公立高専 
3 0 0 0 0 1 2 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 66.7% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 0 0 0 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

 

④ 学部 3 年次の後期授業への出席（※短期大学の場合は、卒業前年次） 

 
全体 

良い影響

があった 

どちらかとい

うと良い影

響があった 

同じくらい 

どちらかとい

うと悪い影

響があった 

悪い影響

があった 

影響はな

かった 
無回答 

全体 
1,091 112 231 227 23 9 433 56 

100.0% 10.3% 21.2% 20.8% 2.1% 0.8% 39.7% 5.1% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 12 30 26 1 0 12 5 

100.0% 14.0% 34.9% 30.2% 1.2% 0.0% 14.0% 5.8% 

公立大学 
88 7 19 19 4 0 29 10 

100.0% 8.0% 21.6% 21.6% 4.5% 0.0% 33.0% 11.4% 

私立大学 
580 70 141 128 13 6 196 26 

100.0% 12.1% 24.3% 22.1% 2.2% 1.0% 33.8% 4.5% 

公立短期大学 
14 2 3 2 0 0 7 0 

100.0% 14.3% 21.4% 14.3% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 

私立短期大学 
268 17 37 45 3 1 150 15 

100.0% 6.3% 13.8% 16.8% 1.1% 0.4% 56.0% 5.6% 

国立高専 
49 4 1 7 1 2 34 0 

100.0% 8.2% 2.0% 14.3% 2.0% 4.1% 69.4% 0.0% 

公立高専 
3 0 0 0 0 0 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 0 1 0 2 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 66.7% 0.0% 
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⑤ 学生が学部 3 年次の後期試験に落ち着いて取り組めるようになった（※短期大学の場合は、卒業前年次） 

 
全体 

良い影響

があった 

どちらかとい

うと良い影

響があった 

同じくらい 

どちらかとい

うと悪い影

響があった 

悪い影響

があった 

影響はな

かった 
無回答 

全体 
1,091 91 265 231 31 9 407 57 

100.0% 8.3% 24.3% 21.2% 2.8% 0.8% 37.3% 5.2% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 7 35 26 0 0 13 5 

100.0% 8.1% 40.7% 30.2% 0.0% 0.0% 15.1% 5.8% 

公立大学 
88 7 20 18 4 0 29 10 

100.0% 8.0% 22.7% 20.5% 4.5% 0.0% 33.0% 11.4% 

私立大学 
580 59 153 133 21 6 181 27 

100.0% 10.2% 26.4% 22.9% 3.6% 1.0% 31.2% 4.7% 

公立短期大学 
14 2 3 2 0 0 7 0 

100.0% 14.3% 21.4% 14.3% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 

私立短期大学 
268 13 50 44 4 1 141 15 

100.0% 4.9% 18.7% 16.4% 1.5% 0.4% 52.6% 5.6% 

国立高専 
49 3 4 8 1 2 31 0 

100.0% 6.1% 8.2% 16.3% 2.0% 4.1% 63.3% 0.0% 

公立高専 
3 0 0 0 0 0 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 0 1 0 2 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 66.7% 0.0% 
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■地域別クロス集計表 

 

① 卒業・修了前年度までの、学生の授業やゼミの学修時間の確保 

地域別クロス集計表 全体 
良い影響

があった 

どちらかと

いうと良い

影響があっ

た 

同じくらい 

どちらかと

いうと悪い

影響があっ

た 

悪い影響

があった 

影響はな

かった 
無回答 

全体 
1,091 89 264 224 70 14 381 49 

100.0% 8.2% 24.2% 20.5% 6.4% 1.3% 34.9% 4.5% 

地

域 

北海道・東北 
135 11 31 34 4 2 47 6 

100.0% 8.1% 23.0% 25.2% 3.0% 1.5% 34.8% 4.4% 

関東(東京以外) 
167 12 35 30 11 1 66 12 

100.0% 7.2% 21.0% 18.0% 6.6% 0.6% 39.5% 7.2% 

東京 
173 16 47 39 12 3 46 10 

100.0% 9.2% 27.2% 22.5% 6.9% 1.7% 26.6% 5.8% 

中部 
189 21 41 36 16 2 62 11 

100.0% 11.1% 21.7% 19.0% 8.5% 1.1% 32.8% 5.8% 

近畿 
201 13 52 36 19 1 74 6 

100.0% 6.5% 25.9% 17.9% 9.5% 0.5% 36.8% 3.0% 

中国・四国 
109 7 23 23 5 3 47 1 

100.0% 6.4% 21.1% 21.1% 4.6% 2.8% 43.1% 0.9% 

九州・沖縄 
117 9 35 26 3 2 39 3 

100.0% 7.7% 29.9% 22.2% 2.6% 1.7% 33.3% 2.6% 

 

 

② 卒業・修了前年度までの、学生のキャリア教育の時間の確保 

 
全体 

良い影響

があった 

どちらかと

いうと良い

影響があっ

た 

同じくらい 

どちらかと

いうと悪い

影響があっ

た 

悪い影響

があった 

影響はな

かった 
無回答 

全体 
1,091 63 230 271 35 5 435 52 

100.0% 5.8% 21.1% 24.8% 3.2% 0.5% 39.9% 4.8% 

地

域 

北海道・東北 
135 8 30 37 3 2 49 6 

100.0% 5.9% 22.2% 27.4% 2.2% 1.5% 36.3% 4.4% 

関東(東京以外) 
167 6 30 40 7 0 72 12 

100.0% 3.6% 18.0% 24.0% 4.2% 0.0% 43.1% 7.2% 

東京 
173 12 40 46 4 0 61 10 

100.0% 6.9% 23.1% 26.6% 2.3% 0.0% 35.3% 5.8% 

中部 
189 13 42 47 8 0 68 11 

100.0% 6.9% 22.2% 24.9% 4.2% 0.0% 36.0% 5.8% 

近畿 
201 11 40 47 5 2 87 9 

100.0% 5.5% 19.9% 23.4% 2.5% 1.0% 43.3% 4.5% 

中国・四国 
109 5 23 22 4 1 53 1 

100.0% 4.6% 21.1% 20.2% 3.7% 0.9% 48.6% 0.9% 

九州・沖縄 
117 8 25 32 4 0 45 3 

100.0% 6.8% 21.4% 27.4% 3.4% 0.0% 38.5% 2.6% 
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③ 卒業・修了前年度までの、学生のインターンシップの参加促進 

 
全体 

良い影響

があった 

どちらかと

いうと良い

影響があっ

た 

同じくらい 

どちらかと

いうと悪い

影響があっ

た 

悪い影響

があった 

影響はな

かった 
無回答 

全体 
1,091 58 288 247 26 14 405 53 

100.0% 5.3% 26.4% 22.6% 2.4% 1.3% 37.1% 4.9% 

地

域 

北海道・東北 
135 5 32 41 2 0 49 6 

100.0% 3.7% 23.7% 30.4% 1.5% 0.0% 36.3% 4.4% 

関東(東京以外) 
167 6 37 31 6 2 73 12 

100.0% 3.6% 22.2% 18.6% 3.6% 1.2% 43.7% 7.2% 

東京 
173 12 52 45 6 1 47 10 

100.0% 6.9% 30.1% 26.0% 3.5% 0.6% 27.2% 5.8% 

中部 
189 11 51 36 7 2 71 11 

100.0% 5.8% 27.0% 19.0% 3.7% 1.1% 37.6% 5.8% 

近畿 
201 13 50 43 3 6 77 9 

100.0% 6.5% 24.9% 21.4% 1.5% 3.0% 38.3% 4.5% 

中国・四国 
109 6 32 20 1 2 46 2 

100.0% 5.5% 29.4% 18.3% 0.9% 1.8% 42.2% 1.8% 

九州・沖縄 
117 5 34 31 1 1 42 3 

100.0% 4.3% 29.1% 26.5% 0.9% 0.9% 35.9% 2.6% 

 

 

④ 学部 3 年次の後期授業への出席（※短期大学の場合は、卒業前年次） 

 
全体 

良い影響

があった 

どちらかと

いうと良い

影響があっ

た 

同じくらい 

どちらかと

いうと悪い

影響があっ

た 

悪い影響

があった 

影響はな

かった 
無回答 

全体 
1,091 112 231 227 23 9 433 56 

100.0% 10.3% 21.2% 20.8% 2.1% 0.8% 39.7% 5.1% 

地

域 

北海道・東北 
135 10 31 29 3 0 55 7 

100.0% 7.4% 23.0% 21.5% 2.2% 0.0% 40.7% 5.2% 

関東(東京以外) 
167 17 28 34 3 0 73 12 

100.0% 10.2% 16.8% 20.4% 1.8% 0.0% 43.7% 7.2% 

東京 
173 17 44 42 5 2 53 10 

100.0% 9.8% 25.4% 24.3% 2.9% 1.2% 30.6% 5.8% 

中部 
189 24 35 36 6 0 77 11 

100.0% 12.7% 18.5% 19.0% 3.2% 0.0% 40.7% 5.8% 

近畿 
201 23 47 29 4 5 82 11 

100.0% 11.4% 23.4% 14.4% 2.0% 2.5% 40.8% 5.5% 

中国・四国 
109 9 21 27 2 1 47 2 

100.0% 8.3% 19.3% 24.8% 1.8% 0.9% 43.1% 1.8% 

九州・沖縄 
117 12 25 30 0 1 46 3 

100.0% 10.3% 21.4% 25.6% 0.0% 0.9% 39.3% 2.6% 
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⑤ 学生が学部 3 年次の後期試験に落ち着いて取り組めるようになった（※短期大学の場合は、卒業前年次） 

 
全体 

良い影響

があった 

どちらかと

いうと良い

影響があっ

た 

同じくらい 

どちらかと

いうと悪い

影響があっ

た 

悪い影響

があった 

影響はな

かった 
無回答 

全体 
1,091 63 230 271 35 5 435 52 

100.0% 5.8% 21.1% 24.8% 3.2% 0.5% 39.9% 4.8% 

地

域 

北海道・東北 
135 8 30 37 3 2 49 6 

100.0% 5.9% 22.2% 27.4% 2.2% 1.5% 36.3% 4.4% 

関東(東京以外) 
167 6 30 40 7 0 72 12 

100.0% 3.6% 18.0% 24.0% 4.2% 0.0% 43.1% 7.2% 

東京 
173 12 40 46 4 0 61 10 

100.0% 6.9% 23.1% 26.6% 2.3% 0.0% 35.3% 5.8% 

中部 
189 13 42 47 8 0 68 11 

100.0% 6.9% 22.2% 24.9% 4.2% 0.0% 36.0% 5.8% 

近畿 
201 11 40 47 5 2 87 9 

100.0% 5.5% 19.9% 23.4% 2.5% 1.0% 43.3% 4.5% 

中国・四国 
109 5 23 22 4 1 53 1 

100.0% 4.6% 21.1% 20.2% 3.7% 0.9% 48.6% 0.9% 

九州・沖縄 
117 8 25 32 4 0 45 3 

100.0% 6.8% 21.4% 27.4% 3.4% 0.0% 38.5% 2.6% 
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【就職・採用活動の開始時期が昨年度と同じ時期に設定されたことについて】 

学校種別クロス集計表および地域別クロス集計表 

 

＜（１）良い影響があったと思うこと＞  

■学校種別クロス集計表 

① 学生が計画的に学修できるようになった 

 
全体 そう思う 

どちらかと言

えばそう思う 

どちらでも

ない 

どちらかと言

えばそう思わ

ない 

そう思わ

ない 
無回答 

全体 
1,091 100 338 474 48 81 50 

100.0% 9.2% 31.0% 43.4% 4.4% 7.4% 4.6% 

学校

種別 

国立大学 
86 7 37 29 9 1 3 

100.0% 8.1% 43.0% 33.7% 10.5% 1.2% 3.5% 

公立大学 
88 7 25 35 5 8 8 

100.0% 8.0% 28.4% 39.8% 5.7% 9.1% 9.1% 

私立大学 
580 64 185 238 23 45 25 

100.0% 11.0% 31.9% 41.0% 4.0% 7.8% 4.3% 

公立短期大学 
14 1 7 6 0 0 0 

100.0% 7.1% 50.0% 42.9% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立短期大学 
268 18 72 135 8 21 14 

100.0% 6.7% 26.9% 50.4% 3.0% 7.8% 5.2% 

国立高専 
49 3 12 26 3 5 0 

100.0% 6.1% 24.5% 53.1% 6.1% 10.2% 0.0% 

公立高専 
3 0 0 3 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 2 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 33.3% 0.0% 

 

② 学生が就職活動の準備をしやすくなった 

 
全体 そう思う 

どちらかと言

えばそう思う 

どちらでも

ない 

どちらかと言

えばそう思わ

ない 

そう思わ

ない 
無回答 

全体 
1,091 120 402 378 61 80 50 

100.0% 11.0% 36.8% 34.6% 5.6% 7.3% 4.6% 

学校

種別 

国立大学 
86 10 38 30 4 1 3 

100.0% 11.6% 44.2% 34.9% 4.7% 1.2% 3.5% 

公立大学 
88 7 28 29 7 9 8 

100.0% 8.0% 31.8% 33.0% 8.0% 10.2% 9.1% 

私立大学 
580 72 224 178 38 43 25 

100.0% 12.4% 38.6% 30.7% 6.6% 7.4% 4.3% 

公立短期大学 
14 2 7 4 1 0 0 

100.0% 14.3% 50.0% 28.6% 7.1% 0.0% 0.0% 

私立短期大学 
268 24 92 110 7 21 14 

100.0% 9.0% 34.3% 41.0% 2.6% 7.8% 5.2% 

国立高専 
49 5 13 23 3 5 0 

100.0% 10.2% 26.5% 46.9% 6.1% 10.2% 0.0% 

公立高専 
3 0 0 3 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 1 1 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 
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③ 学生が計画的に企業研究できるようになった 

 
全体 そう思う 

どちらかと言

えばそう思う 

どちらでも

ない 

どちらかと言

えばそう思わ

ない 

そう思わ

ない 
無回答 

全体 
1,091 66 348 458 82 86 51 

100.0% 6.0% 31.9% 42.0% 7.5% 7.9% 4.7% 

学校

種別 

国立大学 
86 6 35 33 5 4 3 

100.0% 7.0% 40.7% 38.4% 5.8% 4.7% 3.5% 

公立大学 
88 6 21 35 6 12 8 

100.0% 6.8% 23.9% 39.8% 6.8% 13.6% 9.1% 

私立大学 
580 36 194 231 50 44 25 

100.0% 6.2% 33.4% 39.8% 8.6% 7.6% 4.3% 

公立短期大学 
14 2 6 6 0 0 0 

100.0% 14.3% 42.9% 42.9% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立短期大学 
268 12 80 124 18 20 14 

100.0% 4.5% 29.9% 46.3% 6.7% 7.5% 5.2% 

国立高専 
49 4 12 24 3 5 1 

100.0% 8.2% 24.5% 49.0% 6.1% 10.2% 2.0% 

公立高専 
3 0 0 3 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 2 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 33.3% 0.0% 

 

④ 学生が先輩の体験を参考にできるようになった 

 
全体 そう思う 

どちらかと言

えばそう思う 

どちらでも

ない 

どちらかと言

えばそう思わ

ない 

そう思わ

ない 
無回答 

全体 
1,091 94 348 490 51 57 51 

100.0% 8.6% 31.9% 44.9% 4.7% 5.2% 4.7% 

学校

種別 

国立大学 
86 13 31 35 3 1 3 

100.0% 15.1% 36.0% 40.7% 3.5% 1.2% 3.5% 

公立大学 
88 7 25 35 5 8 8 

100.0% 8.0% 28.4% 39.8% 5.7% 9.1% 9.1% 

私立大学 
580 58 198 242 31 26 25 

100.0% 10.0% 34.1% 41.7% 5.3% 4.5% 4.3% 

公立短期大学 
14 1 8 4 0 1 0 

100.0% 7.1% 57.1% 28.6% 0.0% 7.1% 0.0% 

私立短期大学 
268 13 75 140 10 16 14 

100.0% 4.9% 28.0% 52.2% 3.7% 6.0% 5.2% 

国立高専 
49 2 11 29 2 4 1 

100.0% 4.1% 22.4% 59.2% 4.1% 8.2% 2.0% 

公立高専 
3 0 0 3 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 2 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 33.3% 0.0% 
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⑤ 大学等が就職支援の計画を立てやすくなった 

 
全体 そう思う 

どちらかと言

えばそう思う 

どちらでも

ない 

どちらかと言

えばそう思わ

ない 

そう思わ

ない 
無回答 

全体 
1,091 133 373 424 50 60 51 

100.0% 12.2% 34.2% 38.9% 4.6% 5.5% 4.7% 

学校

種別 

国立大学 
86 12 34 32 4 1 3 

100.0% 14.0% 39.5% 37.2% 4.7% 1.2% 3.5% 

公立大学 
88 8 32 29 4 7 8 

100.0% 9.1% 36.4% 33.0% 4.5% 8.0% 9.1% 

私立大学 
580 83 202 210 29 31 25 

100.0% 14.3% 34.8% 36.2% 5.0% 5.3% 4.3% 

公立短期大学 
14 0 9 5 0 0 0 

100.0% 0.0% 64.3% 35.7% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立短期大学 
268 25 86 120 8 15 14 

100.0% 9.3% 32.1% 44.8% 3.0% 5.6% 5.2% 

国立高専 
49 5 10 23 5 5 1 

100.0% 10.2% 20.4% 46.9% 10.2% 10.2% 2.0% 

公立高専 
3 0 0 3 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 2 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 33.3% 0.0% 

 

 

⑥ 学生が海外留学に行きやすくなった 

 
全体 そう思う 

どちらかと言

えばそう思う 

どちらでも

ない 

どちらかと言

えばそう思わ

ない 

そう思わ

ない 
無回答 

全体 
1,091 18 118 668 69 159 59 

100.0% 1.6% 10.8% 61.2% 6.3% 14.6% 5.4% 

学校

種別 

国立大学 
86 1 17 46 10 9 3 

100.0% 1.2% 19.8% 53.5% 11.6% 10.5% 3.5% 

公立大学 
88 0 9 53 6 12 8 

100.0% 0.0% 10.2% 60.2% 6.8% 13.6% 9.1% 

私立大学 
580 14 70 338 42 88 28 

100.0% 2.4% 12.1% 58.3% 7.2% 15.2% 4.8% 

公立短期大学 
14 0 2 6 0 5 1 

100.0% 0.0% 14.3% 42.9% 0.0% 35.7% 7.1% 

私立短期大学 
268 2 19 182 10 38 17 

100.0% 0.7% 7.1% 67.9% 3.7% 14.2% 6.3% 

国立高専 
49 0 1 39 1 6 2 

100.0% 0.0% 2.0% 79.6% 2.0% 12.2% 4.1% 

公立高専 
3 0 0 3 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 1 0 1 0 1 0 

100.0% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 
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⑦ 学生が教育実習の計画を立てやすくなった 

 
全体 そう思う 

どちらかと言

えばそう思う 

どちらでも

ない 

どちらかと言

えばそう思わ

ない 

そう思わ

ない 
無回答 

全体 
1,091 12 104 610 125 164 76 

100.0% 1.1% 9.5% 55.9% 11.5% 15.0% 7.0% 

学校

種別 

国立大学 
86 1 11 44 15 10 5 

100.0% 1.2% 12.8% 51.2% 17.4% 11.6% 5.8% 

公立大学 
88 0 4 53 10 13 8 

100.0% 0.0% 4.5% 60.2% 11.4% 14.8% 9.1% 

私立大学 
580 10 62 287 84 104 33 

100.0% 1.7% 10.7% 49.5% 14.5% 17.9% 5.7% 

公立短期大学 
14 0 4 7 1 1 1 

100.0% 0.0% 28.6% 50.0% 7.1% 7.1% 7.1% 

私立短期大学 
268 1 22 178 15 31 21 

100.0% 0.4% 8.2% 66.4% 5.6% 11.6% 7.8% 

国立高専 
49 0 1 37 0 4 7 

100.0% 0.0% 2.0% 75.5% 0.0% 8.2% 14.3% 

公立高専 
3 0 0 2 0 0 1 

100.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 33.3% 

私立高専 
3 0 0 2 0 1 0 

100.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 33.3% 0.0% 
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■地域別クロス集計表 

① 学生が計画的に学修できるようになった 

 
全体 そう思う 

どちらかと

言えばそう

思う 

どちらでも

ない 

どちらかと

言えばそう

思わない 

そう思わな

い 
無回答 

全体 
1,091 100 338 474 48 81 50 

100.0% 9.2% 31.0% 43.4% 4.4% 7.4% 4.6% 

地

域 

北海道・東北 
135 5 54 54 4 12 6 

100.0% 3.7% 40.0% 40.0% 3.0% 8.9% 4.4% 

関東(東京以外) 
167 18 52 75 4 7 11 

100.0% 10.8% 31.1% 44.9% 2.4% 4.2% 6.6% 

東京 
173 24 53 67 6 13 10 

100.0% 13.9% 30.6% 38.7% 3.5% 7.5% 5.8% 

中部 
189 22 49 82 11 13 12 

100.0% 11.6% 25.9% 43.4% 5.8% 6.9% 6.3% 

近畿 
201 15 61 91 12 14 8 

100.0% 7.5% 30.3% 45.3% 6.0% 7.0% 4.0% 

中国・四国 
109 5 34 48 5 16 1 

100.0% 4.6% 31.2% 44.0% 4.6% 14.7% 0.9% 

九州・沖縄 
117 11 35 57 6 6 2 

100.0% 9.4% 29.9% 48.7% 5.1% 5.1% 1.7% 

 

 

② 学生が就職活動の準備をしやすくなった 

 
全体 そう思う 

どちらかと

言えばそう

思う 

どちらでも

ない 

どちらかと

言えばそう

思わない 

そう思わな

い 
無回答 

全体 
1,091 120 402 378 61 80 50 

100.0% 11.0% 36.8% 34.6% 5.6% 7.3% 4.6% 

地

域 

北海道・東北 
135 9 57 47 6 10 6 

100.0% 6.7% 42.2% 34.8% 4.4% 7.4% 4.4% 

関東(東京以外) 
167 25 55 65 5 6 11 

100.0% 15.0% 32.9% 38.9% 3.0% 3.6% 6.6% 

東京 
173 24 69 48 6 16 10 

100.0% 13.9% 39.9% 27.7% 3.5% 9.2% 5.8% 

中部 
189 24 59 70 11 13 12 

100.0% 12.7% 31.2% 37.0% 5.8% 6.9% 6.3% 

近畿 
201 17 89 61 16 10 8 

100.0% 8.5% 44.3% 30.3% 8.0% 5.0% 4.0% 

中国・四国 
109 6 32 44 11 15 1 

100.0% 5.5% 29.4% 40.4% 10.1% 13.8% 0.9% 

九州・沖縄 
117 15 41 43 6 10 2 

100.0% 12.8% 35.0% 36.8% 5.1% 8.5% 1.7% 
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③ 学生が計画的に企業研究できるようになった 

 
全体 そう思う 

どちらかと

言えばそう

思う 

どちらでも

ない 

どちらかと

言えばそう

思わない 

そう思わな

い 
無回答 

全体 
1,091 66 348 458 82 86 51 

100.0% 6.0% 31.9% 42.0% 7.5% 7.9% 4.7% 

地

域 

北海道・東北 
135 6 52 52 8 11 6 

100.0% 4.4% 38.5% 38.5% 5.9% 8.1% 4.4% 

関東(東京以外) 
167 12 48 82 7 7 11 

100.0% 7.2% 28.7% 49.1% 4.2% 4.2% 6.6% 

東京 
173 11 63 62 11 16 10 

100.0% 6.4% 36.4% 35.8% 6.4% 9.2% 5.8% 

中部 
189 17 48 86 8 17 13 

100.0% 9.0% 25.4% 45.5% 4.2% 9.0% 6.9% 

近畿 
201 8 70 81 23 11 8 

100.0% 4.0% 34.8% 40.3% 11.4% 5.5% 4.0% 

中国・四国 
109 5 26 43 18 16 1 

100.0% 4.6% 23.9% 39.4% 16.5% 14.7% 0.9% 

九州・沖縄 
117 7 41 52 7 8 2 

100.0% 6.0% 35.0% 44.4% 6.0% 6.8% 1.7% 

 

 

④ 学生が先輩の体験を参考にできるようになった 

 
全体 そう思う 

どちらかと

言えばそう

思う 

どちらでも

ない 

どちらかと

言えばそう

思わない 

そう思わな

い 
無回答 

全体 
1,091 94 348 490 51 57 51 

100.0% 8.6% 31.9% 44.9% 4.7% 5.2% 4.7% 

地

域 

北海道・東北 
135 7 58 56 3 5 6 

100.0% 5.2% 43.0% 41.5% 2.2% 3.7% 4.4% 

関東(東京以外) 
167 11 49 88 3 5 11 

100.0% 6.6% 29.3% 52.7% 1.8% 3.0% 6.6% 

東京 
173 29 54 60 10 10 10 

100.0% 16.8% 31.2% 34.7% 5.8% 5.8% 5.8% 

中部 
189 13 58 87 6 12 13 

100.0% 6.9% 30.7% 46.0% 3.2% 6.3% 6.9% 

近畿 
201 18 59 94 15 7 8 

100.0% 9.0% 29.4% 46.8% 7.5% 3.5% 4.0% 

中国・四国 
109 6 30 52 8 12 1 

100.0% 5.5% 27.5% 47.7% 7.3% 11.0% 0.9% 

九州・沖縄 
117 10 40 53 6 6 2 

100.0% 8.5% 34.2% 45.3% 5.1% 5.1% 1.7% 
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⑤ 大学等が就職支援の計画を立てやすくなった 

 全体 そう思う 

どちらかと

言えばそう

思う 

どちらでも

ない 

どちらかと

言えばそう

思わない 

そう思わな

い 
無回答 

全体 
1,091 133 373 424 50 60 51 

100.0% 12.2% 34.2% 38.9% 4.6% 5.5% 4.7% 

地

域 

北海道・東北 
135 16 61 40 6 6 6 

100.0% 11.9% 45.2% 29.6% 4.4% 4.4% 4.4% 

関東(東京以外) 
167 21 59 68 3 5 11 

100.0% 12.6% 35.3% 40.7% 1.8% 3.0% 6.6% 

東京 
173 31 52 63 7 10 10 

100.0% 17.9% 30.1% 36.4% 4.0% 5.8% 5.8% 

中部 
189 16 69 72 8 11 13 

100.0% 8.5% 36.5% 38.1% 4.2% 5.8% 6.9% 

近畿 
201 25 72 74 11 11 8 

100.0% 12.4% 35.8% 36.8% 5.5% 5.5% 4.0% 

中国・四国 
109 11 28 48 8 13 1 

100.0% 10.1% 25.7% 44.0% 7.3% 11.9% 0.9% 

九州・沖縄 
117 13 32 59 7 4 2 

100.0% 11.1% 27.4% 50.4% 6.0% 3.4% 1.7% 

 

 

⑥ 学生が海外留学に行きやすくなった 

 
全体 そう思う 

どちらかと

言えばそう

思う 

どちらでも

ない 

どちらかと

言えばそう

思わない 

そう思わな

い 
無回答 

全体 
1,091 18 118 668 69 159 59 

100.0% 1.6% 10.8% 61.2% 6.3% 14.6% 5.4% 

地

域 

北海道・東北 
135 0 15 86 7 20 7 

100.0% 0.0% 11.1% 63.7% 5.2% 14.8% 5.2% 

関東(東京以外) 
167 1 16 107 12 20 11 

100.0% 0.6% 9.6% 64.1% 7.2% 12.0% 6.6% 

東京 
173 7 19 103 11 23 10 

100.0% 4.0% 11.0% 59.5% 6.4% 13.3% 5.8% 

中部 
189 3 18 109 5 39 15 

100.0% 1.6% 9.5% 57.7% 2.6% 20.6% 7.9% 

近畿 
201 4 29 112 19 25 12 

100.0% 2.0% 14.4% 55.7% 9.5% 12.4% 6.0% 

中国・四国 
109 0 7 70 9 21 2 

100.0% 0.0% 6.4% 64.2% 8.3% 19.3% 1.8% 

九州・沖縄 
117 3 14 81 6 11 2 

100.0% 2.6% 12.0% 69.2% 5.1% 9.4% 1.7% 
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⑦ 学生が教育実習の計画を立てやすくなった 

 
全体 そう思う 

どちらかと

言えばそう

思う 

どちらでも

ない 

どちらかと

言えばそう

思わない 

そう思わな

い 
無回答 

全体 
1,091 12 104 610 125 164 76 

100.0% 1.1% 9.5% 55.9% 11.5% 15.0% 7.0% 

地

域 

北海道・東北 
135 0 14 80 14 17 10 

100.0% 0.0% 10.4% 59.3% 10.4% 12.6% 7.4% 

関東(東京以外) 
167 2 22 96 15 18 14 

100.0% 1.2% 13.2% 57.5% 9.0% 10.8% 8.4% 

東京 
173 3 19 76 25 36 14 

100.0% 1.7% 11.0% 43.9% 14.5% 20.8% 8.1% 

中部 
189 2 15 106 19 29 18 

100.0% 1.1% 7.9% 56.1% 10.1% 15.3% 9.5% 

近畿 
201 3 15 118 27 25 13 

100.0% 1.5% 7.5% 58.7% 13.4% 12.4% 6.5% 

中国・四国 
109 0 7 65 12 23 2 

100.0% 0.0% 6.4% 59.6% 11.0% 21.1% 1.8% 

九州・沖縄 
117 2 12 69 13 16 5 

100.0% 1.7% 10.3% 59.0% 11.1% 13.7% 4.3% 
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＜（２）課題となったこと＞ 

 

■学校種別クロス集計表 

① 授業、試験等と重なり、学業に支障が生じた 

 
全体 そう思う 

どちらかと

言えばそう

思う 

どちらでも

ない 

どちらかと

言えばそう

思わない 

そう思わな

い 
無回答 

全体 
1,091 58 204 436 195 148 50 

100.0% 5.3% 18.7% 40.0% 17.9% 13.6% 4.6% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 5 15 32 27 4 3 

100.0% 5.8% 17.4% 37.2% 31.4% 4.7% 3.5% 

公立大学 
88 3 11 37 15 14 8 

100.0% 3.4% 12.5% 42.0% 17.0% 15.9% 9.1% 

私立大学 
580 28 114 222 109 82 25 

100.0% 4.8% 19.7% 38.3% 18.8% 14.1% 4.3% 

公立短期大学 
14 0 1 6 3 4 0 

100.0% 0.0% 7.1% 42.9% 21.4% 28.6% 0.0% 

私立短期大学 
268 13 53 114 37 37 14 

100.0% 4.9% 19.8% 42.5% 13.8% 13.8% 5.2% 

国立高専 
49 8 10 20 4 7 0 

100.0% 16.3% 20.4% 40.8% 8.2% 14.3% 0.0% 

公立高専 
3 0 0 3 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 1 0 2 0 0 0 

100.0% 33.3% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

② 留学中または留学予定の学生について、採用面接の時期が重なった 

 
全体 そう思う 

どちらかと言

えばそう思う 

どちらでもな

い 

どちらかと言

えばそう思わ

ない 

そう思わ

ない 
無回答 

全体 
1,091 32 76 565 136 217 65 

100.0% 2.9% 7.0% 51.8% 12.5% 19.9% 6.0% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 5 14 39 17 8 3 

100.0% 5.8% 16.3% 45.3% 19.8% 9.3% 3.5% 

公立大学 
88 3 7 52 6 12 8 

100.0% 3.4% 8.0% 59.1% 6.8% 13.6% 9.1% 

私立大学 
580 22 47 279 83 117 32 

100.0% 3.8% 8.1% 48.1% 14.3% 20.2% 5.5% 

公立短期大学 
14 0 0 6 1 6 1 

100.0% 0.0% 0.0% 42.9% 7.1% 42.9% 7.1% 

私立短期大学 
268 2 8 149 25 66 18 

100.0% 0.7% 3.0% 55.6% 9.3% 24.6% 6.7% 

国立高専 
49 0 0 34 4 8 3 

100.0% 0.0% 0.0% 69.4% 8.2% 16.3% 6.1% 

公立高専 
3 0 0 3 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 3 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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③ 教育実習を行う学生について、採用面接の時期が重なった 

 
全体 そう思う 

どちらかと言

えばそう思う 

どちらでも

ない 

どちらかと言

えばそう思

わない 

そう思わな

い 
無回答 

全体 
1,091 162 235 403 98 116 77 

100.0% 14.8% 21.5% 36.9% 9.0% 10.6% 7.1% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 14 14 33 18 2 5 

100.0% 16.3% 16.3% 38.4% 20.9% 2.3% 5.8% 

公立大学 
88 15 19 36 1 9 8 

100.0% 17.0% 21.6% 40.9% 1.1% 10.2% 9.1% 

私立大学 
580 117 156 176 49 49 33 

100.0% 20.2% 26.9% 30.3% 8.4% 8.4% 5.7% 

公立短期大学 
14 0 4 6 2 1 1 

100.0% 0.0% 28.6% 42.9% 14.3% 7.1% 7.1% 

私立短期大学 
268 16 42 117 27 44 22 

100.0% 6.0% 15.7% 43.7% 10.1% 16.4% 8.2% 

国立高専 
49 0 0 30 1 11 7 

100.0% 0.0% 0.0% 61.2% 2.0% 22.4% 14.3% 

公立高専 
3 0 0 2 0 0 1 

100.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 33.3% 

私立高専 
3 0 0 3 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

 

④ 企業研究の時間が十分に確保できない学生がいた 

 
全体 そう思う 

どちらかと

言えばそう

思う 

どちらでも

ない 

どちらかと

言えばそう

思わない 

そう思わな

い 
無回答 

全体 
1,091 60 220 439 189 132 51 

100.0% 5.5% 20.2% 40.2% 17.3% 12.1% 4.7% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 4 25 26 22 6 3 

100.0% 4.7% 29.1% 30.2% 25.6% 7.0% 3.5% 

公立大学 
88 5 14 36 14 11 8 

100.0% 5.7% 15.9% 40.9% 15.9% 12.5% 9.1% 

私立大学 
580 41 140 221 98 54 26 

100.0% 7.1% 24.1% 38.1% 16.9% 9.3% 4.5% 

公立短期大学 
14 0 1 7 2 4 0 

100.0% 0.0% 7.1% 50.0% 14.3% 28.6% 0.0% 

私立短期大学 
268 8 34 119 45 48 14 

100.0% 3.0% 12.7% 44.4% 16.8% 17.9% 5.2% 

国立高専 
49 2 6 24 8 9 0 

100.0% 4.1% 12.2% 49.0% 16.3% 18.4% 0.0% 

公立高専 
3 0 0 3 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 3 0 0 0 

100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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⑤ 実質的な選考活動を早期に開始する企業があったことで、学生の就職活動に混乱が生じた 

 
全体 そう思う 

どちらかと

言えばそう

思う 

どちらでも

ない 

どちらかと

言えばそう

思わない 

そう思わな

い 
無回答 

全体 
1,091 142 305 325 141 122 56 

100.0% 13.0% 28.0% 29.8% 12.9% 11.2% 5.1% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 14 30 24 11 4 3 

100.0% 16.3% 34.9% 27.9% 12.8% 4.7% 3.5% 

公立大学 
88 13 19 30 5 13 8 

100.0% 14.8% 21.6% 34.1% 5.7% 14.8% 9.1% 

私立大学 
580 95 180 156 73 47 29 

100.0% 16.4% 31.0% 26.9% 12.6% 8.1% 5.0% 

公立短期大学 
14 0 3 4 4 3 0 

100.0% 0.0% 21.4% 28.6% 28.6% 21.4% 0.0% 

私立短期大学 
268 15 59 93 43 43 15 

100.0% 5.6% 22.0% 34.7% 16.0% 16.0% 5.6% 

国立高専 
49 4 13 14 5 12 1 

100.0% 8.2% 26.5% 28.6% 10.2% 24.5% 2.0% 

公立高専 
3 0 1 2 0 0 0 

100.0% 0.0% 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 1 0 2 0 0 0 

100.0% 33.3% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 
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■地域別クロス集計表 

① 授業、試験等と重なり、学業に支障が生じた 

 
全体 そう思う 

どちらかと

言えばそう

思う 

どちらでも

ない 

どちらかと

言えばそう

思わない 

そう思わな

い 
無回答 

全体 
1,091 58 204 436 195 148 50 

100.0% 5.3% 18.7% 40.0% 17.9% 13.6% 4.6% 

地域 

北海道・東北 
135 7 20 54 27 21 6 

100.0% 5.2% 14.8% 40.0% 20.0% 15.6% 4.4% 

関東(東京以外) 
167 4 31 80 33 9 10 

100.0% 2.4% 18.6% 47.9% 19.8% 5.4% 6.0% 

東京 
173 11 31 57 41 23 10 

100.0% 6.4% 17.9% 32.9% 23.7% 13.3% 5.8% 

中部 
189 7 38 69 26 37 12 

100.0% 3.7% 20.1% 36.5% 13.8% 19.6% 6.3% 

近畿 
201 11 43 84 22 32 9 

100.0% 5.5% 21.4% 41.8% 10.9% 15.9% 4.5% 

中国・四国 
109 11 21 41 24 11 1 

100.0% 10.1% 19.3% 37.6% 22.0% 10.1% 0.9% 

九州・沖縄 
117 7 20 51 22 15 2 

100.0% 6.0% 17.1% 43.6% 18.8% 12.8% 1.7% 

 

 

② 留学中または留学予定の学生について、採用面接の時期が重なった 

 
全体 そう思う 

どちらかと

言えばそう

思う 

どちらでも

ない 

どちらかと

言えばそう

思わない 

そう思わな

い 
無回答 

全体 
1,091 32 76 565 136 217 65 

100.0% 2.9% 7.0% 51.8% 12.5% 19.9% 6.0% 

地域 

北海道・東北 
135 3 6 77 11 30 8 

100.0% 2.2% 4.4% 57.0% 8.1% 22.2% 5.9% 

関東(東京以外) 
167 1 9 99 16 31 11 

100.0% 0.6% 5.4% 59.3% 9.6% 18.6% 6.6% 

東京 
173 13 16 70 26 35 13 

100.0% 7.5% 9.2% 40.5% 15.0% 20.2% 7.5% 

中部 
189 2 10 98 23 43 13 

100.0% 1.1% 5.3% 51.9% 12.2% 22.8% 6.9% 

近畿 
201 6 19 106 19 37 14 

100.0% 3.0% 9.5% 52.7% 9.5% 18.4% 7.0% 

中国・四国 
109 2 8 57 19 19 4 

100.0% 1.8% 7.3% 52.3% 17.4% 17.4% 3.7% 

九州・沖縄 
117 5 8 58 22 22 2 

100.0% 4.3% 6.8% 49.6% 18.8% 18.8% 1.7% 
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③ 教育実習を行う学生について、採用面接の時期が重なった 

 
全体 そう思う 

どちらかと

言えばそう

思う 

どちらでも

ない 

どちらかと

言えばそう

思わない 

そう思わな

い 
無回答 

全体 
1,091 162 235 403 98 116 77 

100.0% 14.8% 21.5% 36.9% 9.0% 10.6% 7.1% 

地域 

北海道・東北 
135 16 23 52 13 21 10 

100.0% 11.9% 17.0% 38.5% 9.6% 15.6% 7.4% 

関東(東京以外) 
167 20 38 75 12 9 13 

100.0% 12.0% 22.8% 44.9% 7.2% 5.4% 7.8% 

東京 
173 33 48 43 15 19 15 

100.0% 19.1% 27.7% 24.9% 8.7% 11.0% 8.7% 

中部 
189 28 35 73 14 21 18 

100.0% 14.8% 18.5% 38.6% 7.4% 11.1% 9.5% 

近畿 
201 31 52 74 13 18 13 

100.0% 15.4% 25.9% 36.8% 6.5% 9.0% 6.5% 

中国・四国 
109 18 15 42 16 15 3 

100.0% 16.5% 13.8% 38.5% 14.7% 13.8% 2.8% 

九州・沖縄 
117 16 24 44 15 13 5 

100.0% 13.7% 20.5% 37.6% 12.8% 11.1% 4.3% 

 

 

④ 企業研究の時間が十分に確保できない学生がいた 

 
全体 そう思う 

どちらかと

言えばそ

う思う 

どちらでもな

い 

どちらかと

言えばそう

思わない 

そう思わな

い 
無回答 

全体 
1,091 60 220 439 189 132 51 

100.0% 5.5% 20.2% 40.2% 17.3% 12.1% 4.7% 

地域 

北海道・東北 
135 5 24 46 33 21 6 

100.0% 3.7% 17.8% 34.1% 24.4% 15.6% 4.4% 

関東(東京以外) 
167 6 36 80 22 12 11 

100.0% 3.6% 21.6% 47.9% 13.2% 7.2% 6.6% 

東京 
173 13 45 60 26 19 10 

100.0% 7.5% 26.0% 34.7% 15.0% 11.0% 5.8% 

中部 
189 9 33 77 30 28 12 

100.0% 4.8% 17.5% 40.7% 15.9% 14.8% 6.3% 

近畿 
201 13 38 85 35 21 9 

100.0% 6.5% 18.9% 42.3% 17.4% 10.4% 4.5% 

中国・四国 
109 9 25 38 19 17 1 

100.0% 8.3% 22.9% 34.9% 17.4% 15.6% 0.9% 

九州・沖縄 
117 5 19 53 24 14 2 

100.0% 4.3% 16.2% 45.3% 20.5% 12.0% 1.7% 
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⑤ 実質的な選考活動を早期に開始する企業があったことで、学生の就職活動に混乱が生じた 

 
全体 そう思う 

どちらかと

言えばそう

思う 

どちらでも

ない 

どちらかと

言えばそう

思わない 

そう思わな

い 
無回答 

全体 
1,091 142 305 325 141 122 56 

100.0% 13.0% 28.0% 29.8% 12.9% 11.2% 5.1% 

地域 

北海道・東北 
135 16 36 37 20 18 8 

100.0% 11.9% 26.7% 27.4% 14.8% 13.3% 5.9% 

関東(東京以外) 
167 18 45 64 19 9 12 

100.0% 10.8% 26.9% 38.3% 11.4% 5.4% 7.2% 

東京 
173 41 46 39 21 16 10 

100.0% 23.7% 26.6% 22.5% 12.1% 9.2% 5.8% 

中部 
189 20 69 46 18 23 13 

100.0% 10.6% 36.5% 24.3% 9.5% 12.2% 6.9% 

近畿 
201 24 60 60 23 25 9 

100.0% 11.9% 29.9% 29.9% 11.4% 12.4% 4.5% 

中国・四国 
109 16 21 34 20 17 1 

100.0% 14.7% 19.3% 31.2% 18.3% 15.6% 0.9% 

九州・沖縄 
117 7 28 45 20 14 3 

100.0% 6.0% 23.9% 38.5% 17.1% 12.0% 2.6% 
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Ⅴ．（１）企業側の学生への配慮状況 

学校種別クロス集計表および地域別クロス集計表 

 

■学校種別クロス集計表 

① 説明会や面接等の日程・時間帯等について、授業・試験等の妨げにならないよう、時間の設定をしていた 

 
全体 

多くの企業

で配慮して

いた 

ある程度の

企業で配慮

していた 

配慮してい

る企業は少

なかった 

配慮してい

る企業はな

かった 

わからない 無回答 

全体 
1,091 135 415 284 21 193 43 

100.0% 12.4% 38.0% 26.0% 1.9% 17.7% 3.9% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 5 28 22 2 25 4 

100.0% 5.8% 32.6% 25.6% 2.3% 29.1% 4.7% 

公立大学 
88 14 29 14 3 20 8 

100.0% 15.9% 33.0% 15.9% 3.4% 22.7% 9.1% 

私立大学 
580 71 218 163 11 97 20 

100.0% 12.2% 37.6% 28.1% 1.9% 16.7% 3.4% 

公立短期大学 
14 1 10 1 0 2 0 

100.0% 7.1% 71.4% 7.1% 0.0% 14.3% 0.0% 

私立短期大学 
268 28 109 69 4 47 11 

100.0% 10.4% 40.7% 25.7% 1.5% 17.5% 4.1% 

国立高専 
49 14 19 14 0 2 0 

100.0% 28.6% 38.8% 28.6% 0.0% 4.1% 0.0% 

公立高専 
3 0 1 1 1 0 0 

100.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 2 1 0 0 0 0 

100.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

② 個別の面談日程の設定に当たり、余裕をもって連絡が行われていた 

 
全体 

多くの企業

で配慮して

いた 

ある程度の

企業で配慮

していた 

配慮してい

る企業は少

なかった 

配慮してい

る企業はな

かった 

わからない 無回答 

全体 
1,091 126 502 172 10 236 45 

100.0% 11.5% 46.0% 15.8% 0.9% 21.6% 4.1% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 3 30 17 1 31 4 

100.0% 3.5% 34.9% 19.8% 1.2% 36.0% 4.7% 

公立大学 
88 9 29 11 2 29 8 

100.0% 10.2% 33.0% 12.5% 2.3% 33.0% 9.1% 

私立大学 
580 54 281 101 6 117 21 

100.0% 9.3% 48.4% 17.4% 1.0% 20.2% 3.6% 

公立短期大学 
14 2 9 0 0 3 0 

100.0% 14.3% 64.3% 0.0% 0.0% 21.4% 0.0% 

私立短期大学 
268 31 132 38 1 54 12 

100.0% 11.6% 49.3% 14.2% 0.4% 20.1% 4.5% 

国立高専 
49 26 17 4 0 2 0 

100.0% 53.1% 34.7% 8.2% 0.0% 4.1% 0.0% 

公立高専 
3 1 1 1 0 0 0 

100.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 3 0 0 0 0 

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

  



 

197 
 

③ 個別の面談日程の設定に当たり、土日や平日夕方などの対応があった 

 
全体 

多くの企業

で配慮して

いた 

ある程度の

企業で配慮

していた 

配慮してい

る企業は少

なかった 

配慮してい

る企業はな

かった 

わからない 無回答 

全体 
1,091 75 384 319 43 225 45 

100.0% 6.9% 35.2% 29.2% 3.9% 20.6% 4.1% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 3 23 20 3 33 4 

100.0% 3.5% 26.7% 23.3% 3.5% 38.4% 4.7% 

公立大学 
88 6 26 18 4 26 8 

100.0% 6.8% 29.5% 20.5% 4.5% 29.5% 9.1% 

私立大学 
580 38 216 173 23 109 21 

100.0% 6.6% 37.2% 29.8% 4.0% 18.8% 3.6% 

公立短期大学 
14 2 7 1 0 4 0 

100.0% 14.3% 50.0% 7.1% 0.0% 28.6% 0.0% 

私立短期大学 
268 17 97 83 8 51 12 

100.0% 6.3% 36.2% 31.0% 3.0% 19.0% 4.5% 

国立高専 
49 9 12 22 4 2 0 

100.0% 18.4% 24.5% 44.9% 8.2% 4.1% 0.0% 

公立高専 
3 0 1 1 1 0 0 

100.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 2 1 0 0 0 

100.0% 0.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

 

④ 個別の面談日程の設定に当たり、学生の要望を聞き個別に設定していた 

 
全体 

多くの企業

で配慮して

いた 

ある程度の

企業で配慮

していた 

配慮してい

る企業は少

なかった 

配慮してい

る企業はな

かった 

わからない 無回答 

全体 
1,091 79 446 257 32 232 45 

100.0% 7.2% 40.9% 23.6% 2.9% 21.3% 4.1% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 4 25 16 3 34 4 

100.0% 4.7% 29.1% 18.6% 3.5% 39.5% 4.7% 

公立大学 
88 6 25 21 2 26 8 

100.0% 6.8% 28.4% 23.9% 2.3% 29.5% 9.1% 

私立大学 
580 39 250 140 15 115 21 

100.0% 6.7% 43.1% 24.1% 2.6% 19.8% 3.6% 

公立短期大学 
14 1 6 3 0 4 0 

100.0% 7.1% 42.9% 21.4% 0.0% 28.6% 0.0% 

私立短期大学 
268 23 112 62 8 51 12 

100.0% 8.6% 41.8% 23.1% 3.0% 19.0% 4.5% 

国立高専 
49 6 25 13 3 2 0 

100.0% 12.2% 51.0% 26.5% 6.1% 4.1% 0.0% 

公立高専 
3 0 1 1 1 0 0 

100.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 2 1 0 0 0 

100.0% 0.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 
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⑤ 地方から都市部への就職活動や、Ｕターン・Ｉターン・Ｊターンの就職活動など、遠隔地への就職活動をする学生に

ついて配慮があった 

 
全体 

多くの企業

で配慮して

いた 

ある程度の

企業で配慮

していた 

配慮してい

る企業は少

なかった 

配慮してい

る企業はな

かった 

わからない 無回答 

全体 
1,091 54 342 169 20 461 45 

100.0% 4.9% 31.3% 15.5% 1.8% 42.3% 4.1% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 2 29 13 2 36 4 

100.0% 2.3% 33.7% 15.1% 2.3% 41.9% 4.7% 

公立大学 
88 6 29 14 2 29 8 

100.0% 6.8% 33.0% 15.9% 2.3% 33.0% 9.1% 

私立大学 
580 18 188 92 11 250 21 

100.0% 3.1% 32.4% 15.9% 1.9% 43.1% 3.6% 

公立短期大学 
14 1 4 5 0 4 0 

100.0% 7.1% 28.6% 35.7% 0.0% 28.6% 0.0% 

私立短期大学 
268 13 76 39 4 124 12 

100.0% 4.9% 28.4% 14.6% 1.5% 46.3% 4.5% 

国立高専 
49 14 13 6 0 16 0 

100.0% 28.6% 26.5% 12.2% 0.0% 32.7% 0.0% 

公立高専 
3 0 1 0 1 1 0 

100.0% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 

私立高専 
3 0 2 0 0 1 0 

100.0% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 

 

 

⑥ 面接の実施等にあたり、クールビズでの対応が認められていた 

 
全体 

多くの企業

で配慮して

いた 

ある程度の

企業で配慮

していた 

配慮してい

る企業は少

なかった 

配慮してい

る企業はな

かった 

わからない 無回答 

全体 
1,091 92 298 203 56 396 46 

100.0% 8.4% 27.3% 18.6% 5.1% 36.3% 4.2% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 13 25 12 2 29 5 

100.0% 15.1% 29.1% 14.0% 2.3% 33.7% 5.8% 

公立大学 
88 7 20 12 3 38 8 

100.0% 8.0% 22.7% 13.6% 3.4% 43.2% 9.1% 

私立大学 
580 49 181 119 23 187 21 

100.0% 8.4% 31.2% 20.5% 4.0% 32.2% 3.6% 

公立短期大学 
14 2 2 3 0 7 0 

100.0% 14.3% 14.3% 21.4% 0.0% 50.0% 0.0% 

私立短期大学 
268 15 54 44 24 119 12 

100.0% 5.6% 20.1% 16.4% 9.0% 44.4% 4.5% 

国立高専 
49 6 14 12 3 14 0 

100.0% 12.2% 28.6% 24.5% 6.1% 28.6% 0.0% 

公立高専 
3 0 1 1 1 0 0 

100.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 1 0 0 2 0 

100.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 
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⑦ 留学経験者（留学中含む）向けのスケジュールを別途示すなど留学が不利にならないようにしていた 

 
全体 

多くの企業

で配慮して

いた 

ある程度の

企業で配慮

していた 

配慮してい

る企業は少

なかった 

配慮してい

る企業はな

かった 

わからない 無回答 

全体 
1,091 12 70 118 34 799 58 

100.0% 1.1% 6.4% 10.8% 3.1% 73.2% 5.3% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 1 12 14 2 52 5 

100.0% 1.2% 14.0% 16.3% 2.3% 60.5% 5.8% 

公立大学 
88 0 6 14 2 58 8 

100.0% 0.0% 6.8% 15.9% 2.3% 65.9% 9.1% 

私立大学 
580 7 41 76 21 410 25 

100.0% 1.2% 7.1% 13.1% 3.6% 70.7% 4.3% 

公立短期大学 
14 1 0 0 1 11 1 

100.0% 7.1% 0.0% 0.0% 7.1% 78.6% 7.1% 

私立短期大学 
268 1 9 12 5 226 15 

100.0% 0.4% 3.4% 4.5% 1.9% 84.3% 5.6% 

国立高専 
49 2 2 2 3 36 4 

100.0% 4.1% 4.1% 4.1% 6.1% 73.5% 8.2% 

公立高専 
3 0 0 0 0 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 0 0 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

 

⑧ 教育実習の妨げにならないよう日程変更に応じるなどの配慮があった 

 
全体 

多くの企業

で配慮して

いた 

ある程度の

企業で配慮

していた 

配慮してい

る企業は少

なかった 

配慮してい

る企業はな

かった 

わからない 無回答 

全体 
1,091 38 213 195 42 539 64 

100.0% 3.5% 19.5% 17.9% 3.8% 49.4% 5.9% 

学

校

種

別 

国立大学 
86 1 12 16 5 46 6 

100.0% 1.2% 14.0% 18.6% 5.8% 53.5% 7.0% 

公立大学 
88 1 11 15 4 49 8 

100.0% 1.1% 12.5% 17.0% 4.5% 55.7% 9.1% 

私立大学 
580 16 130 126 26 255 27 

100.0% 2.8% 22.4% 21.7% 4.5% 44.0% 4.7% 

公立短期大学 
14 1 0 2 0 10 1 

100.0% 7.1% 0.0% 14.3% 0.0% 71.4% 7.1% 

私立短期大学 
268 15 60 36 7 134 16 

100.0% 5.6% 22.4% 13.4% 2.6% 50.0% 6.0% 

国立高専 
49 4 0 0 0 39 6 

100.0% 8.2% 0.0% 0.0% 0.0% 79.6% 12.2% 

公立高専 
3 0 0 0 0 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

私立高専 
3 0 0 0 0 3 0 

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 
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■地域別クロス集計表 

 

① 説明会や面接等の日程・時間帯等について、授業・試験等の妨げにならないよう、時間の設定をしていた 

 
全体 

多くの企業

で配慮して

いた 

ある程度の

企業で配慮

していた 

配慮してい

る企業は少

なかった 

配慮してい

る企業はな

かった 

わからない 無回答 

全体 
1,091 135 415 284 21 193 43 

100.0% 12.4% 38.0% 26.0% 1.9% 17.7% 3.9% 

地

域 

北海道・東北 
135 28 56 26 2 18 5 

100.0% 20.7% 41.5% 19.3% 1.5% 13.3% 3.7% 

関東(東京以外) 
167 21 49 41 2 43 11 

100.0% 12.6% 29.3% 24.6% 1.2% 25.7% 6.6% 

東京 
173 14 77 38 2 33 9 

100.0% 8.1% 44.5% 22.0% 1.2% 19.1% 5.2% 

中部 
189 23 73 53 3 25 12 

100.0% 12.2% 38.6% 28.0% 1.6% 13.2% 6.3% 

近畿 
201 16 75 56 8 42 4 

100.0% 8.0% 37.3% 27.9% 4.0% 20.9% 2.0% 

中国・四国 
109 20 39 34 2 14 0 

100.0% 18.3% 35.8% 31.2% 1.8% 12.8% 0.0% 

九州・沖縄 
117 13 46 36 2 18 2 

100.0% 11.1% 39.3% 30.8% 1.7% 15.4% 1.7% 

 

② 個別の面談日程の設定に当たり、余裕をもって連絡が行われていた 

 
全体 

多くの企業

で配慮して

いた 

ある程度の

企業で配慮

していた 

配慮してい

る企業は少

なかった 

配慮してい

る企業はな

かった 

わからない 無回答 

全体 
1,091 126 502 172 10 236 45 

100.0% 11.5% 46.0% 15.8% 0.9% 21.6% 4.1% 

地

域 

北海道・東北 
135 27 56 21 2 24 5 

100.0% 20.0% 41.5% 15.6% 1.5% 17.8% 3.7% 

関東(東京以外) 
167 19 60 30 3 43 12 

100.0% 11.4% 35.9% 18.0% 1.8% 25.7% 7.2% 

東京 
173 8 80 29 3 44 9 

100.0% 4.6% 46.2% 16.8% 1.7% 25.4% 5.2% 

中部 
189 23 98 25 0 31 12 

100.0% 12.2% 51.9% 13.2% 0.0% 16.4% 6.3% 

近畿 
201 15 101 31 1 48 5 

100.0% 7.5% 50.2% 15.4% 0.5% 23.9% 2.5% 

中国・四国 
109 22 47 23 0 17 0 

100.0% 20.2% 43.1% 21.1% 0.0% 15.6% 0.0% 

九州・沖縄 
117 12 60 13 1 29 2 

100.0% 10.3% 51.3% 11.1% 0.9% 24.8% 1.7% 

 

 

  



 

201 
 

③ 個別の面談日程の設定に当たり、土日や平日夕方などの対応があった 

 
全体 

多くの企業

で配慮して

いた 

ある程度の

企業で配慮

していた 

配慮してい

る企業は少

なかった 

配慮してい

る企業はな

かった 

わからない 無回答 

全体 
1,091 75 384 319 43 225 45 

100.0% 6.9% 35.2% 29.2% 3.9% 20.6% 4.1% 

地

域 

北海道・東北 
135 16 44 36 6 28 5 

100.0% 11.9% 32.6% 26.7% 4.4% 20.7% 3.7% 

関東(東京以外) 
167 4 51 46 7 47 12 

100.0% 2.4% 30.5% 27.5% 4.2% 28.1% 7.2% 

東京 
173 11 76 43 3 31 9 

100.0% 6.4% 43.9% 24.9% 1.7% 17.9% 5.2% 

中部 
189 15 67 59 9 27 12 

100.0% 7.9% 35.4% 31.2% 4.8% 14.3% 6.3% 

近畿 
201 11 67 65 7 46 5 

100.0% 5.5% 33.3% 32.3% 3.5% 22.9% 2.5% 

中国・四国 
109 11 36 40 4 18 0 

100.0% 10.1% 33.0% 36.7% 3.7% 16.5% 0.0% 

九州・沖縄 
117 7 43 30 7 28 2 

100.0% 6.0% 36.8% 25.6% 6.0% 23.9% 1.7% 

 

 

④ 個別の面談日程の設定に当たり、学生の要望を聞き個別に設定していた 

 
全体 

多くの企業

で配慮して

いた 

ある程度の

企業で配慮

していた 

配慮してい

る企業は少

なかった 

配慮してい

る企業はな

かった 

わからない 無回答 

全体 
1,091 79 446 257 32 232 45 

100.0% 7.2% 40.9% 23.6% 2.9% 21.3% 4.1% 

地

域 

北海道・東北 
135 11 54 31 5 29 5 

100.0% 8.1% 40.0% 23.0% 3.7% 21.5% 3.7% 

関東(東京以外) 
167 9 67 34 5 40 12 

100.0% 5.4% 40.1% 20.4% 3.0% 24.0% 7.2% 

東京 
173 8 74 37 3 42 9 

100.0% 4.6% 42.8% 21.4% 1.7% 24.3% 5.2% 

中部 
189 27 69 43 2 36 12 

100.0% 14.3% 36.5% 22.8% 1.1% 19.0% 6.3% 

近畿 
201 10 86 53 9 38 5 

100.0% 5.0% 42.8% 26.4% 4.5% 18.9% 2.5% 

中国・四国 
109 9 45 36 5 14 0 

100.0% 8.3% 41.3% 33.0% 4.6% 12.8% 0.0% 

九州・沖縄 
117 5 51 23 3 33 2 

100.0% 4.3% 43.6% 19.7% 2.6% 28.2% 1.7% 
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⑤ 地方から都市部への就職活動や、Ｕターン・Ｉターン・Ｊターンの就職活動など、遠隔地への就職活動をする学生につ

いて配慮があった 

 
全体 

多くの企業

で配慮して

いた 

ある程度の

企業で配慮

していた 

配慮してい

る企業は少

なかった 

配慮してい

る企業はな

かった 

わからない 無回答 

全体 
1,091 54 342 169 20 461 45 

100.0% 4.9% 31.3% 15.5% 1.8% 42.3% 4.1% 

地

域 

北海道・東北 
135 20 55 20 5 30 5 

100.0% 14.8% 40.7% 14.8% 3.7% 22.2% 3.7% 

関東(東京以外) 
167 4 47 16 4 84 12 

100.0% 2.4% 28.1% 9.6% 2.4% 50.3% 7.2% 

東京 
173 2 53 14 1 94 9 

100.0% 1.2% 30.6% 8.1% 0.6% 54.3% 5.2% 

中部 
189 7 63 31 4 72 12 

100.0% 3.7% 33.3% 16.4% 2.1% 38.1% 6.3% 

近畿 
201 4 46 36 4 106 5 

100.0% 2.0% 22.9% 17.9% 2.0% 52.7% 2.5% 

中国・四国 
109 14 35 31 2 27 0 

100.0% 12.8% 32.1% 28.4% 1.8% 24.8% 0.0% 

九州・沖縄 
117 3 43 21 0 48 2 

100.0% 2.6% 36.8% 17.9% 0.0% 41.0% 1.7% 

 

 

⑥ 面接の実施等にあたり、クールビズでの対応が認められた 

 
全体 

多くの企業

で配慮して

いた 

ある程度の

企業で配慮

していた 

配慮してい

る企業は少

なかった 

配慮してい

る企業はな

かった 

わからない 無回答 

全体 
1,091 92 298 203 56 396 46 

100.0% 8.4% 27.3% 18.6% 5.1% 36.3% 4.2% 

地

域 

北海道・東北 
135 16 27 28 7 51 6 

100.0% 11.9% 20.0% 20.7% 5.2% 37.8% 4.4% 

関東(東京以外) 
167 8 38 32 7 70 12 

100.0% 4.8% 22.8% 19.2% 4.2% 41.9% 7.2% 

東京 
173 24 48 17 4 71 9 

100.0% 13.9% 27.7% 9.8% 2.3% 41.0% 5.2% 

中部 
189 17 62 29 7 62 12 

100.0% 9.0% 32.8% 15.3% 3.7% 32.8% 6.3% 

近畿 
201 12 62 48 12 62 5 

100.0% 6.0% 30.8% 23.9% 6.0% 30.8% 2.5% 

中国・四国 
109 10 38 20 10 31 0 

100.0% 9.2% 34.9% 18.3% 9.2% 28.4% 0.0% 

九州・沖縄 
117 5 23 29 9 49 2 

100.0% 4.3% 19.7% 24.8% 7.7% 41.9% 1.7% 
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⑥ 留学経験者（留学中含む）向けのスケジュールを別途示すなど留学が不利にならないようにしていた 

 
全体 

多くの企業

で配慮して

いた 

ある程度の

企業で配慮

していた 

配慮してい

る企業は少

なかった 

配慮してい

る企業はな

かった 

わからない 無回答 

全体 
1,091 12 70 118 34 799 58 

100.0% 1.1% 6.4% 10.8% 3.1% 73.2% 5.3% 

地

域 

北海道・東北 
135 2 5 9 7 104 8 

100.0% 1.5% 3.7% 6.7% 5.2% 77.0% 5.9% 

関東(東京以外) 
167 0 5 16 5 129 12 

100.0% 0.0% 3.0% 9.6% 3.0% 77.2% 7.2% 

東京 
173 3 24 27 2 106 11 

100.0% 1.7% 13.9% 15.6% 1.2% 61.3% 6.4% 

中部 
189 3 9 19 6 140 12 

100.0% 1.6% 4.8% 10.1% 3.2% 74.1% 6.3% 

近畿 
201 1 15 20 6 151 8 

100.0% 0.5% 7.5% 10.0% 3.0% 75.1% 4.0% 

中国・四国 
109 2 5 17 3 78 4 

100.0% 1.8% 4.6% 15.6% 2.8% 71.6% 3.7% 

九州・沖縄 
117 1 7 10 5 91 3 

100.0% 0.9% 6.0% 8.5% 4.3% 77.8% 2.6% 

 

 

⑦ 教育実習の妨げにならないよう日程変更に応じるなどの配慮があった 

 
全体 

多くの企業

で配慮して

いた 

ある程度

の企業で

配慮してい

た 

配慮してい

る企業は

少なかった 

配慮してい

る企業はな

かった 

わからない 無回答 

全体 
1,091 38 213 195 42 539 64 

100.0% 3.5% 19.5% 17.9% 3.8% 49.4% 5.9% 

地

域 

北海道・東北 
135 7 32 19 5 65 7 

100.0% 5.2% 23.7% 14.1% 3.7% 48.1% 5.2% 

関東(東京以外) 
167 3 30 24 6 91 13 

100.0% 1.8% 18.0% 14.4% 3.6% 54.5% 7.8% 

東京 
173 3 38 39 5 74 14 

100.0% 1.7% 22.0% 22.5% 2.9% 42.8% 8.1% 

中部 
189 8 32 29 4 101 15 

100.0% 4.2% 16.9% 15.3% 2.1% 53.4% 7.9% 

近畿 
201 6 35 45 12 95 8 

100.0% 3.0% 17.4% 22.4% 6.0% 47.3% 4.0% 

中国・四国 
109 5 19 26 8 49 2 

100.0% 4.6% 17.4% 23.9% 7.3% 45.0% 1.8% 

九州・沖縄 
117 6 27 13 2 64 5 

100.0% 5.1% 23.1% 11.1% 1.7% 54.7% 4.3% 

 

 

以上  
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